
労働と同時に他方面でも活躍をみせ,特にボ- ト部掛 ま39年 2月結成 したばか りのクルーメソ

で ｢朝 日レガッタ｣入TTという好成節を修めている,

Ⅴ 地元との財政的結びつきに

ついて

1)営業税 ･固定資産税の逐

年変化

営業税は法人税･事業税･

児税 ･町税などを含む.

但 し,日生製網の35年度の

営業税は503万円, 固定

資産税は15万円であった

ので.各年蜘 こ営業税は

減少し,一方,固定幣産

税は35年度の丁度 2倍に

達していることになる.

2)従業者の所得税の逐年変化

折17衷 各社の営業税の逐年変化
各社の固定資産税の逐年変化

可 可 36 :F-i37 年 38 年 :9 年

癖 宮下 固 円5,692,180949,000 円4.624,3301,071.560 円4,926,9801,028.220 円21,221,3592,271,810

;r f:辛 ,::::::: 3,300.000190,000 3,200,0(刀270,000 3,Oヨo.000300.OCX)

1 ア ンケー トよ り-

第18表 各社の所得税の逐年変化

但 し, 日生製網の39年度 所得税は 年間予

想,他は1-6月まで.日Fj=.製網と有吉製

網を比べてみると,35年有膏製網の4倍だ

った日生淑網は38年約2/3に減少.

Ⅵ 従業員の餌食について

a 初 任 給

第19表 各社男女別初任給

- 了 ソケー トよ r)-

年度 森下製網所日生棚 所 匝 細 網所
円 円 門

35 2,290,727 80,000 21,450

36 2,917,816 100,000 85,602

37 3,313,453 150,000 256,704

38 4,441,094 210,000 303,390

- ア ンケ ー トよ り一

第20衰 木工 ･臨時工の平均賃金

金 祉l男 子 巨 一 子 i全 体

蘇日 H26.160下 (20.800) 門ll,750(10,440) 15,735円
35,000性 14,000 18,000(12,0∝))

- 7 ソナー トよ F)-

Ⅶ 会 社 経 営

森下製網株式会社の各期営業報告で亨を元に して.財務諸表を作成 し,経営面からの躍進する漁

網版死経常を研究 してみよう.督料は次のものである.
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第 20期

(∋

第 22期

②

第 23期

@

第 24期

(4)

(芸芸三三……芸311呂崇 )

(冨芸3367……芸311"Jil三)

(芸芸3378芸65BB311"H崇 )

(芸芸芸 …芸311lZ崇 )

各期の貸耶対照表 ･損益計算･;I卜 利益金処分計罪､巧から下記の項目について調べ説明を加える

こと∴する.

1.営 業 推 移 の 概 況

墳近数年間の営業状態を概観すると,

J)売上l･:.I;(∋ 940,474千円

(参 1,355,393千円 ((Dの21.3%増)

③ 1,355,015千円 (②の18.7%増)

(む 1.611,599千円 ((卦の18.9%増)

･)lL･卜原価

① 828,235千円 (売上高の88.1%)

(9 1,266,357千円 (r売上高の93.4%)

(勤 1,224,424千円 ( 〝 90.4%)

(む 1,465,564千H ( // 90.9%)

利 益 金

(9 16,017千円

(診 3,966千円

③ 31,198千円

④ 32,095千円

① 第 20期

岩戸呆気 (S34年初 め～36年夏)の形秤を受けて,某紙は好古札 すなわち,平均払込資本金利

益率88.1%であった.

(診 第 22期

ガ~:一戸訣気も36年に入り,過熱状態となり,国際収支の悪化を防く･ために,9月金融引締政策か

行なわれることになった.そり結果,我国経済は37年中呆気の停滞状態となった訳であるか,

当社の利益金が大幅に沌少しているのもこの件滞期に相当しているからであろう.つまり,戟

国経済の一般的不況のもとで,＼巧社製品に対する詣葵の停滞, 従って製品版,hf触格の値 Fり

と,消焚老物価上Jrl.から人LJl.･至りの上舛によろ1-7ス ト高のためてあろう.

(診 第 23期

巌気調整策によI),国際収支は推しく改葬L 37年史には均衡なとりもどしたため.10月金融
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取締政策か解臆され,その後放矧 土回復し始y)た.この期はLQJ復期に当り,②の利益金減少に

かんかん,版,Jtl価格V)維持と生碓令即化に坊ノJLたため利益金 も上記の成故を修めIF=.なお.,

増設に踏みり)り,撚糸生産瑞を従来 u)2倍,輔網敬50%増の機械設術計両をLl.,施する.

Q)第24期

38年末から金融引締政策か再びLJj施さ.手Ljiと災凋解過程に入り,今Uに至っているが.この期o)

前半は我が国経済の七;･気担l役臥 後半は).I:･Jk凋穀過 程 に相当Lている.売上lかこt,-いて③より

】8.9%増;肌 また大幅V)賦価錬却･i,LR施して.な_お売上原価 .･,JtS上底U.)比率は③と比佼してわ
ずか0.5%増加Lたに過ぎず,I('t-,て利益烏L,L記を計上することがてきた.

2.須 木 構 成

企業の資金調速u)方法には増資と借入′恒 )2つかある.lL/胤 はS31年4月株式会社形億となった

ものの,株主は森下一族ではとんと占め,,かつ少数であり.しかも株式の公欄は行なわれていな

い.従って増子恥土少数株主にとって負担大てあるたA7).過去の利益金の留保や配当をこれに当て

ている.つまり,株主u-)払込金鞭をプ良少限度にととめている.それ故.州腔は形丸′1勺には行なわ

れていても,英質的には腎虚朋漣としてり効果は小さい.そこで必然的に他人でf本に依存せざる

を得なくなる.自己円本構成比率は813..'3%.②13.7%.③11.9%,㊨ll.1%であり,総汽本の

車で｢]己資本の占める割合が非常に′J､さく,企業迎営上の幣金は圧倒的に他人資本に依存してい

る状態である.戦前の我国の企濃における11己資本と他入門本との比率は6:4か一般的であっ

たが,戦後は4:6となり,昭和30年代に入ってからは3:7,位近さらに2.7:7.3となり,普

すます総円本中に占める他人Yf本の割合が増大 してきている.これは戦後の復興,その後の技術

革新のた桝 こ企業にとって必要な餌食は自己竹本で調達するにはあまりに多く,急速を要したの

で,必然的に他人汽本に依存せざるを得なかったからてあるが,､一'l杜ではこの一般的要掛 こ加え

て,既述のように同族的会社であることか一九一川 己n'本柵成比率,iJ悪化させ/こものであると考え

られる.

3.経営分析における主輿な比率

第 21表 経 営 分 析 に お け る 主 要 な 比 率

主 な 比 率 2.① 淵 22珍 瑚 i23⑳ 糊 '24④ f明ls37年F期 Ls3時 上期

一森下製飼う:;;装報告.rrよりfJF成一
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(1)斉 上 高 利 益 串

こかは当期利益と売上高との割合で,いi-)ゆる利幅 (マージン)の郡度を示すも′7).我国鹿1範

における売上高利益率は,昭和37年下)研3.6%,38iトヒJtJJ3.9%であることから礼ると.当社oL)

･JJEJ.高利益率は第20蓑iyI,示す通 り低いといえる.

(2)F'[ 本 金 利 益 手,i

JFl本金に対する年間利益金の割合をみたもので.企業の収益力をもっとも鞘内'Jに/Jtすもの.釈

木金利益率と配当率との差が大きいほど配当に余裕があL).また増資余)コもあるとZJ.ることが

できる.ただし,それはどこまでも資本金の現在高に対する利茶率であって∴ 塵′｣＼資本の場合

.i当然点いがこれがそのまま経営効率の良好さを表わすものとは言い切れない. そこで 次の

(3)も参照する必要がある.我国全産業と比佼すると当社の資本金利益率は轟い.が汽本金

が小さいためで (3)を入ると全産薬に比較 Lて低い.

(3)総 資 本 利 益 率

年机の利益金と他用総幣本 (負脚と資本の合計相)と(Jl測介を/示す車､のて.介業合体の収益性

ろノ案わすものとして旭もtrFT:贋な利益率である.

(4)総 髪〒 本 回 転 率

年関の売上高を企菜の使用総資本で割ったもので,一年間に投下資本をど)とJtけ逆用したれ

つまり企業活動の能率を=Rhすものとして, 回転率をみる上には最も-*:要. そ3-t故 (1)と

(4)が高い世 (3)が高くなるが.近年てほ同業者間の詫争がはげしく, (1) を高が)るこ
とはかなり困難となってきたので,(4) の高いことが何よりも必要とさ,11る.当社は約20表

の通 りやや商い.

(5)流 動 比 率

企業の迎転資本の状嵐 っまr)金繰 り状態をムる比率だから低け九は流動負債の支払能力が少

ないことを意味し,また:J'd!転埼食の大部分が流動自他で姉わ)Lていることになる.そのたLV),

たえず幣金線 りに追われる可能性があることを'JT唆している.督励2:1の原則といって7メ

リカでは200%以J･.することか望ましいとされている.当社は全産業平均なみといえユ･う

(6)自 己 折 本 柄 枕 比 率

総アf本の中で自己資本がlr)1%を占めるかた表わすもので,総資本の矧戊状態がわかると火に企

業の鯉全性をみる上に謁重な比率である.50%以 仁が即憩とさ.ltているが,当社に,[-,-いては全

産慧平均の半分にも及ばない.

以上 三鞄柄の概況をみたのであるが,最後にこ'7)紙上をか りて,各社の親切な応待 ･説明などに

心から感謝の意を表 し,またこの調推,特に-/ソケー トについで種々ご迷惑をおかけしたことをお詫
び致します.

参 考 資 料

･森下製網所'PE,'紫郎借 ､Ipf
･･各礼ア/ケート
･山 陽 新 IiU

･森下製網提供各俄資料
(佐 藤 姉 茸 子)
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4. 耐火レンガ工業の生産構造

1.耐火 L/,/ガ 1二某aj堀JA過程

tj本では Lめて耐火 L/ンガか L切掛lL菜 tニよって/巨稚さjLたU)は,H)j約10年代に西村勝土が伊勢勝

白煉瓦乱 造所 ('JUn川白L,ソガu痛 身)に)･J･いて.7 ン･)･ベルグラン (仏人)の指噂の 卜に製造した

時点であるといわ3している.

そu)後u)歴LM勺発展は耐火 レンガu)I.).i衷籍業uノLい核を鰍戎し,戦前国内需要の過半数を円家製造 し

たと推測される鉄鋼賃の発船 越樫と対応する謂過樹をとって親和 こ至っている.岡山爪淡備地区に耐

火 L,ソガ⊥児の輿輪かみち]Lていることは後述するれ この地域は東京 ･大阪のナ附fl市場立地型と異

なって,名古屋 ･磐城u)原料立地型と共に.三b-U)ろう石を原料として古くから耐火 レンガの生産が

おこなわれていた.

いま岡山兼備地区における耐火 レンガ｣二業の形成過程を概括 Lた表 1を排日すると,企業形態から

ふて産英革命期,とくに目指l戦争前後の時,･.7.で,既存企業か耐火 レンガ生産剖j掴台したり,中小企繋

衷 1 兼備地区耐火レンガ工菜Jiり丘概念表

地 場 折 本 系 (中小企茶系) J 外 来 柴 本 系 (大企男系)

三 石 耐 火 加 藤 (合)M8-M39 ,.8 立

三 石 耐 火 (株)M25

"il 前 陶 器 (秩)<伊部>M2g

(のちt]本類繁と改称)

三 石 高 級 耐火工讃 (株)M30

石 星 (樵)1､.5

I/ jj' 窯 コ等(樵)T.5

日 木 耐 火 (樵)T.5<片上>

帝 国 :軍 票 (秩)T,6く伊珊>

三 石 海 抜 耐 火 (株)T.10

大 星 耐 火 (樵)S.3<片上>

中 村 :繋 貰 (株)Sl3<伊部>

広 淑 大 阪 耐 火 (株)S.9<n生>

日 生 耐 火 (秩)S.10

)'I- 上 耐 火 (樵)S.ll

也 海 耐 火 (樵)S.ll

興 亜 耐 火 ⊥ 芙 (樵)S.13<片ヒ>

.仔.川 白 L/ ン ガ T,5(El本葉'RtIF合)

九 州 耐 火 T.7(関西耐火糾合)

大 阪 1蔓 耐<日生>S.ll

品川自 レ/ガ<片上>S.13

日 本 鋼 管<EJ生>S.15(広軌大阪耐火11収)

,',F::崎 :Yf発く片上>S.17(大里耐火併合)

川 崎 炉 材<日生>S.19(日生耐火併合)



の形成が-7*仁'れている.ついで鉄鋼′t=舵が飛師r畑二伸ひてくる大正P別封1-第 1次大戦f抑二小企業かiIIL

的に集約 さ.tLると-1封こ,品川自L/ソガか日本窯業併合という形で二_石に進出し,全国の耐火レンガ生

椎の中で地域的独占を確立するに育った.『=_石町史｡1に√とると大正9年の全国にbける占有率は76

%に遁Lたといわれる.このように食国屈指の耐火レンガ1尉也域としてu_)I).ti盤が確､'L憤旅される大

正中JUJのn射烹ほ,備前陶鮮一口本無策が品川自レンガに仰fTさ,itたことが象徴IY.)i.二ホしている如 く.
明桁糊に成記した地場中小企業の和解成か行われた時点てヰ‥もった.

第2の伺軌 ;[,日中戦争から太､I/A一群戦争期にかけての時′･1--昭和10年代てこf;)る.鉄鋼サ産のさらに

大きな仲良に照応 して中′トメーカーが族′F_する一･万.外来人企顎の進出か本格的と′'.C･つてくる.大阪

窯耐 ･品川白レ./ガによる新-1二131建;没のちと.F]木細管炉材部･川崎炉材などの 卜,プメーカーに上

るr別又･併合が新 郎二進行L,第2の恥絹成が展開さ,hf二のである,

さてこ･･r)ような企業形態の変化にほほ'照応 して.謀地地点は明･t吊抑二立地し･L ｢T.石Ir伊部｣から
｢片｣-.｣へ,さらにIIEl生 tへと漸次原料指向性,lf脱却して臨海地域に移行していることカⅧミロさかる.

また,資本 ･技術的な側面から(-)Lて,二石の ｢石筆｣｢ろう7:l瓦｣て票 ･伊部の｢陶F.壬｣｢ヒ菅_日.業i･

2.E鰍 こ,大企業の資本 ･技術の投下を契機に耐火 レンガイ業lJ),lJe･枯れ見ら),7るに挙ったのてある.

以上私達は戦前に脚ナる鬼備地区耐火L/ソガ工業の発展過堺を既祝して,二わl-潔地域形成を可能

ならしめた-.t地困+は,一巨ず1三石ろう石という原料か豊t:l;に存在しF=こと.さらに1甥 の臨海地域進

什=ま,北九州 ･阪神という鉄鋼生産地城の潮,LiJに位殴しているという',と通lt/_軒のよさに-).r,礎づけちれ

ていると考えられる.

さて,'rJJ諭に必璽な限f)で.東備地区の耐火レ./ガ~｢業の歴史的推移の中で若十の補許を加えてb
こう.

二.Gのろう石は旧幕時代,八木山浄1g.こよって仏像t⊂との彫刻品と1/て十航FJでもっ†二といh j1て

い[=.明治16年に=Tjの庄尾で酒造溝を営業していた加頗忍九即が ｢校用社｣という石筆会社を設立

し,独占的な叫菜をhJなっていた.そ,/)石蟹製造過半ilでEIJ,てくる石粉やくず石をどう処稚するか関っ

てい]=とき,拙商務省地笠i調香局の巨智部,む康博上が｢石のろう石山の地で了調教にやって来て ｢=石こ▼.'

のろう石は耐火レンガjl;-1'料としてきわめて陛秀 lと洩r'Lたといわれる.かくして明治23年 三石煉瓦

製適所が設立されたのであった.この′とうな耐火レンガT.菜創成闇の動向は ｢石筆｣ノ巨確が耐火 レソ

ガ工業形蚊の契機となっていたことをよく示 している.

伊部の場合,明治29年備前焼の改良を目的に設甘さ)LT二鵬部欄躍 (株)が,｢Fjを経て上菅及煉瓦

の,tSEと農に着手したl(｢伊部町就｣)のにを上じせるとい)-),1Lるように,備前焼を技術rJ'J基礎にLLもの

で ら､,た一

創業湖を-て第1のL由閲 となった第1次大戦J抑こ,lEFIJtE前陶器の後身である日本窯R.が品川白レソガ

に併合され,兼備地区耐火 L,ソガ工業はこれを奥機に, ｢石から片上へその 中心を移す ことに なっ

た.大正6年岡山LFt本に1って･lr'F国窯業か創設され.八幡 市に本社t場をもつ九州耐火が関粥耐火を

併合して進LIJ.するに至った,

第 2のl痢胤とみられる昭和10年代には,片上で地場資本による ｢中村｣｢片上｣｢輿蛮｣など中小ノ
ーカーか 創業を欄始するとともに,品川レソガと共に 大手の#_業である専業 メーカー熊崎窯顎が大
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星耐火を併合して進出する.さらに,地域的にはこの期にはじめて日生町が姿をあらわしてくる.こ

の期は大手メーカーの出先工場の進出がみられるという兼備地区全体の特質をそのまま反映して,日

!J-._MrでI.i中暇クラスの大阪繋耐 ･川崎炉材と日本鋼管炉材誹が進出するのである.

このよ･)にもていくと,FT乍町は中堅 ･大手メーカ-のみが立地しておL),8l'l'i抑町･三石町カり山場

中小企､'iI七城,イ/:せしめているのと対照nUと･ある,このようなFl/J--.町の′陣色は戦後の今口においても指

摘冊.)∫_るのてある.

2.耐火レンガ工業の企二某構造

岡山鋸には火傭地区を中心として現在28社の耐火レンガ1切か立地している.そのうち日生町には

3社が分布し,備前町の17⊥助を中核として二石ull･吉/k町と共にその外縁地域､ノ:<構成している.

(1) 全 国 に 占め る地位

耐火レ,/ガ協会調べによる昭和37･38年度の生産実釦を地域別に盤埋すると表 2のごとくなる.こ

表 2 耐火レンガ生産実鱗の地区別分布

S. 37 S.38 S.38

(警晶 p-lLFl 1]. (9,て轟7(三千言l7 .言 の 辞 T 可 官有 全社(工域)敬 (%)

北 海 道 6'7937 (509) 212(1,999) 20,814 24,425 1.鳥

LiJi 北 r 49と…三言J
i (2;;; ′52,801 54,955 83.6 (6.3)

LN 東 24.452(1,618) 12.501 I I(2,023甲 ; 54,276 ｢= 12日 (10.,)l 13-

｣! 239,595海 (15,517) 2,130 J (9822牛 :2.05;; 310.3,9 g. 3,6,818124.8 39(28.4)･..- ■

近 117,613顔 (4,628) 22,541 I (lTと…;言下 ; 二 1 _228,409 15.1 19(15.0)

中 四 中 子tJ昌…; 33,041 】 518,.2,-W 5,,,025I3,.8I (29,::

九 局 ……; 26,263 79I.',I.ill,ZS:,' 746(3,996) 178.716 189,770 1212.5 (9.5)

註〕(7)･高7ルミナf壬,〔取ア〕T圧縮席アルミナ賓.(ク･マ).クpム･てクネシ7

ll'1㌧･tj)t'f抑よいずれも耐火レソカ'[払全..Lldべによ,i
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九をみると.利J_q田地方の地位は全国の38-39%を占め,止梅地方とならぷ生産封三も‡地域である.さ

らに東海 ･rW東 ･東北OT｢tIyt,規模に比較して中川国 ･九州 ･近故のそれは 一般に 大きいことがわか
る.

さくこのようff地肌'lJ:J分和の中で来航地rTJ土どのよう.=位旺づけられるてあろうか.耐火 レソ)/i卜
鹿Ij三㌦の批捗を枚討してみよう.滋3によると,束備地区の全国に.r,･ける地位は般近40%前後-/iJ占め

て;rsf),な/Jtでも備 前町は23%前後に適 し歴史的な三石,新桝の口生を大きく引雛している.しかも

州h'r'JJ也fj(.のJl宜 占-jh率

はここ101liIlllJ漸次高ま

りつつあることか指摘

出光J:う.さ｢ノに全周

127｣｢jiJの うち28上JCJ

かこの他虹にカ三もIiL⊥

切放の22%に､1'lり,全

円最大の生産地域 とし

ての梢戒 をと って い

る.

日生町 もこの一環の

中に位匠づ け られ る

が,全国比は6%前後

でその比率は三石と共

に34-36年の好況期を

夫3 地 Lf 別 !L:.花 実 k;(の 推 移

乾に漸減傾向を7T<して 僻で) 即 日よ耐火レンガ['7絵 詞へにJ:るC

いる点が,備前町と好対照･i･示 している.このIr)な動向は耐火 レソガ=紫の企頂桃道の特矧 二根ざ

していると考えられる.

(2) 借倒仙 戊か rlみ/ニ特門

口生町の耐火 レンガT業U)介銅 埠辺上の特蝕 よ,立地している.1-.切がすべて大手,小暇メーカ-の

皿先工場であることである.UT挿135年のfE:柑仝止別,_LLJ)E'-k机によると品川白煉瓦が雛2(i,大阪窯耐

･川崎炉材が4位 ･5位てあり,lqlI136隼には大阪窯剛とJll崎炉材かい/･hかわっている旺tiLて,この
三社のシェヤーは晶川白煉瓦が12.7% ･大阪窯耐か5.2% ･川崎炉制が5.8% (S36年度)であT),こ

の企灘桃造上の特fiにより表4に示 される如 く塩基仕のクpマグ,マグタロ,マグネシアの比率が全

国の15･4% ･岡山県の17.5%に吋lて22.2%を占め,同じく塩:Ai=性 レンガの比率の高い備前町と共に

牧後の ｢塩品性時代｣の別 fri過rilで指捌 JIJ役割を果 しつつあることを示 している.

さて労働者数にJ:って工場の規供をみると表 5に示されるように100人未満のものが 全国では56%

を占めているのに対 し,日生MJ-の場合は 1番規模の小さい川崎炉材で161人であ り比較的 大規較なち

のか3,い･ま/こiLJFI.I::;J!,.iJj化 と,衣6こ/j'1･LqL,こJ:ソに.1I'･J.I.I.j1JjtX･.Jtdの⊥場/,､仝付で(I.GU.7%
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表 4 E]生町の品種別耐火 レンガ/･E産構成 (昭和36年度契約)

恒柿酸 性 塩 基 性 中 性 耐 火断熱

粘 土 托 石 三,;.曇,恥 = = l膏 レ 伏ポ0144IR化T1-.才こ

実 lt｣生 町 108,715】 74,374- 7慧 24,04q Ol1,42,l 6,8991,796 12,6364.198 21,6779,974 74,513 1,406 69
敬(t) 備1ーTJ'町 404.448 244,828 45,557 80,570 17,624 1,167 126

岡 山 県 672,983l 455,311 53,.861 11,,,.8 ! 1,,62. 144 2,64 195

全 回 1,775,8071,161.49 165.794 272,5141 34.328 997 22.145 32,90f JF o 1.3r O.0

1I-/i 100.0100.0 68.4 7.3 ;上 : 1. 6.3

成比′~ヽ潔) 60.6 ll.3 0.4 3.1 0.0 0.31 0.0

附 山 県 100.0 67.7 7.9 17.5 2.6 0.6 3.2 0.0 0.LI O,0

全 国 100.0 65.4 9.34.827.5 15.4 1.9 0. 6 4.2 0.l l.2[ 1.9

;仝潤成比 rl生 凹∫01I'i前 町 6.122.8 6,821.1 出 校 0 6.3 0.214.4】 5.3 0.4

備考)資抑よ耐火煉瓦協会調べ 期別生産契紗こより作必

衰5 従 業 員規 模 別 工 場 数 (昭和35年)

●●●●ll●●●●●●●●●●●●一.

tlI'lh巧･)耐火レソガ協会調べによるo

表6 生産高奴税別⊥切数 (JJWIJ36年鑑 =̂弧)

FxT#t5,CK)0 1万一3万二i5万iー10万ir合 .tt

日 生 町術 前 町岡 山 県3Ll572 l 1 36121421117l28I
'jtJ'楢 耐火L/ソガ協会調べによる｡

を占めるのに対 し,日生町では川炉

･品川白餅が2万 t台,大阪宰耐が

5万 t台であ り生産高もまた中堅 ク

ラスから大規模工幼のみが立地 して

いることを示 している.

さらに年.稚拙を示 し･r=表 7を汗目

し.i:ラ.このII昨トによるとFl生町の

工場当りの生殖ri'.'JはTI要3地区の中

て もとくに高位にあり,大T.･中濃
メーカーの出先工場のみ立地 してい

ることを示 している,これに対 し品

川白煉瓦岡山工場といった トップメ

-カーをもつ備前町には弱小メーカ

I (1万 t以下)の工場が8社を数

えるため低位となり,さらに二石町

の場合は川崎炉材三石工期を除 く6

社はいずれも1万 t以下であるため

さらに低い位置にある.

しかしながら労働者 1ノ＼当りの生産乱 出荷析tr･入るとHiL町は矧⊥ILr.I,のAIJ'J/-jL(i,卜j::))っていろ
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表7 地 区 別 生 産 性 指 標

(昭和37.9-38.2の平均)

仙考 耐火L,ソガ帖も会でL刺にLl,i'

ことが注目される,

以上私達は主として企業鵬道の

特Jj'i'をこJ'.i.的に分析してみたのであ

るが,さらにやや立ち入った検討

を,すすめておこう.

岡山県でl二場別にみたとき年聞

98,585トンを生産して第 1位にあ

る品川白煉瓦岡山工場 (備前町)

の場合,塩基他の占める比率ttl唱

刺36年では47.7%であったが昭和38年には50.8%となり圧倒的にl-:.い 地位を占めていることが注E]さ

れる.ついで岡山県て第2位を占める大阪紫耐日生も生産の力点は漸次塩基性にうつ りつつあるが,

川崎炉材 ･品川白煉

瓦日生では90%以上

が矧生の もので あ

り,満前町について

もLF7Lq!.メーカー以下

は90%以上を占め,

ij',j少規枚に,'Cる;まど

粘土′貢の占有率力描

くなって行く.

このように'与えて

みると,nJl:.町の耐

火レンガ工業u中堅

ないし大 fで占めら

れてはいるものの粘

表8 日生m]耐火 レンガ工場の階層別生産高構成 (昭和38年皮実緋)

土質のレンガを生壁 仙考) 耐火レンカ協会.J.I,)へによる.

なノ1‥産部門としており,堤;封土レ1/ガは大手の会社で占有されているといえる.

(3) 市域関係からみた特質

岡山9.捕 工部の発表した 『岡山帰耐火煉瓦工菜の現状と将来への展望』 (昭和36年)によと,階盾

椛成上比較的陸佐にあるFl生町LJ)lllJL火レンガ工風 上'fY本参加 ･市場的係を通 じて鉄鋼メーカーによる

広義の系列化が完了されているといわれる.ここで指摘されている ｢系列化｣なる概念は極めて漠然

としたものてあるが,一応注EIに価いする指摘であるといえる.

今度の調査では資本関係の｢;り題にまて及び絹なかったので,主として市場閑孫から検討をすすめて

みよう.

ま-J一表9に上-)て最近の耐火 レンガ0)常盤先別需斐山の推移なみLLう.金田の動r,'zJ両次鋼業′/Jリ､T
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の{汀.I.懐 先てあ りL)itに

70%前後を占め,他

の′.).-;:安産菜を圧倒し

ている.いいかえる

と耐火 レンガ_I-_菜は

鉄絹業を殆んど唯一

の市場とする工業な

のである.このよう

に耐火 レンガて業は

鉄鋼朗連企業乃至鉄

鋼従属企業であると

いえるのである.

昭利32 昭和33 昭印34 巨 樹 J35 昭-Tv37(突数千t)

鉄 鋼 且 69.9 74,2 72.2 71.3 69.4 873.5

非鉄 金属T,禁: 2.6 2.6 2.6 2.3 2.1 26.7

環 菜 8.4 6.9 7.4 8.4 8.5 107.3

樺 械 工 業 3,4 3.7 4.0 4.0 5.1 64.8

化学肥料工諮 1.0 0.6 0.5 0.7 2.8 35.8

問力.交 通 1.2 0.9 0.6 0.6 0.7 7.8

そ の 他 計 1∝),0 100.0 100.0 100.0 100.0

Ol'l.I-%)耐火レンガW,全調べによるo

衷10 鉄鋼と耐火 レソガの'+.宛推移の比瞭

南 盛 運 猿 B/A(kg)C鉄朋 牡のY_ノガー刺1jl.a(1.000日 C/A(k9)

昭 和 1426 :I,::: I l'83:.6 2()8130 ?536 ?86

272829 ≡,',……… 日 …… 1:: I ;:80 388 67584g

≡: 1冒:::三 l :43… 7581 SOぢ633 5254

三甘 9064706760 700 57570 45!沿8 501,093 471.276 43

37) 28.000 1.469 52 1,071 38

38 34.(氾0 2.059 62 1,462 43424138

愉J5)耐火レンガ協会の聖i料に上り作表

昭和37年以降は予想される数榊である｡

このような鉄湖英と耐火 レンガ

1業の朋榛は市棚βg係か らみた場

令.耐火 レンガ1､'jさの発Jj.i過程が

鉄鋼梁の成長過程 と全 く一致 して

いる:小二に,T,･される. 『口本絹管五

十年史｣ (P.743)にも この 両部

の関係についてかな り明確に記服

されてお り,大TE5年El社用耐火

レンガiL産を目的として炉材部が

成立 し,これが昭和 5年川崎窯業

(株) として独立 し,職争経済の

発展と共に昭和15年には広漸大阪

耐火 レンガ弘 法所のIr(収によって

岡山工切 とし,さらに昭和19年㈹

免窯業 (樵)鶴見｣二場を月収する

といった経過が端的に説明してい

る.

従って耐火 レンガ1=.推.の消長は

錐銅/土非の推移と殆んど平行 して

いる.この点を戦後のJ弟合に限 っ

て塵増!.したJ壬10を注 目 して み よ

ラ.銅塊 と耐火 レソガの/-F_JL確高推

捗は,鉄鋼菜における原材料の即il1位が次第に低下 しているので完全な照応旧係は示 さないが.かな

りr高い正の相朗を示 してお り耐火 レソガ生産の発展は鉄鋼芯の発展に依存 していること,I)Li第 1に指摘
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皿平:JJ.

合〕]-lT_化の進JJ･持r,Jこみとること刷_L快 る.

興亜耐火上紫 (秩)の.J.･･依 獅 斗に1ると,平抑 二-1:る鋼塊 lt当りの耐火 レンガ植脚 .･'･･は昭和30年

の65kgから昭和35年上肌 こは52k9に低下しておるといわれる.さrJに注目ZLJ,来るのは比榊 勺多i汁の耐

火 レソガを使用する平炉:I.よる鋼塊の生花掛 土昭和36年をど-クにして漸減帆占Jに転じており,今後

の増設は考えられないといわれ,転炉 (LD転炉)の成長が注目される. 『鉄鋼剛 (38年5月EJ')

の記胸 二よると昭和38年度の.SJ);･鋼生畝･ニついて注目すべき点として, ｢純恨素転炉鋼のヰ廉がいちじ

るしく伸び,平炉鋼の生産と全く同水準に並び,とくに年の後判二は純酸素転炉鋼が平炉鋼を上廻る

に至ったこと｣を指摘している.ただ転炉は溶銑でなければ'銑鉄を鋼とすることが出来ナ〔いが,生耗

能率は30t転炉で1日1,080tの鋼塊を年産するといわれ,平炉が50t平炉て300t/Rであるのと比

較すれば最も良好であり,今後転炉による鋼塊の生産はさらに伸長するものと思われる.

さてこれらの触鋼業におけるレンガの需要品目は旭初珪石 レンガが主体であったが,平炉 ･磁気炉

では昭和35年以降塩韮性レ./ガに転換し,現在は90%以上が塩基性であり,転炉はクール ドpマイト

レソガが使用されている.昭和45年の鉄鰍 t=_産計由によると鋼塊生産比率は転炉が50%,平炉が30

%,花気炉が20%であるとされており,今後塩准性L,ンガとくにタ-ル ドロマイトに対する需要が増

大すると考えられる.

以上私達は耐火レンガ工淡と最大の需要先である鉄鋼業との側係について検討することによって,

･'第1に耐火レンガ⊥濃が鉄鋼業の従属肌連 L華であること,第2に製鋼業においては今後塩基性レ1/

れ とくにク-ル トロマイトに対する需要が増大すると考えられることが指摘出来た.従って前述の

｢階J剛守成からみた特質｣で指摘Lた恨性レンガ中心の構成を如何にして塩基性レンガに切替えるか

が当面する課題の一つであるといえよう.

ではこのような一般的助向の中で日生町の三窯業はどう対処しているであろうか.

長11によると酸性レンガの生花が中心を占めていた川崎炉判 ･品川白煉瓦は夫/<川崎私鉄 ･口本鋼

粧1-_(1)結合関床が強くとくに後者は日本鋼管の持株は14,3%に連しており,その系列化に入っている

衷 11 工 場 別 出 荷 額 表 (S･37/9-38/2)

備考),仁科は耐火レソカ協会調べに上る｡

とみてよいのではなかろうか.全品純を,生産し,備絹町の品川白煉瓦岡山工場と共に塩基性レンガの

生姥にrllJJして主導的役割を果している大阪窯業耐火は市場開床の上で多様性を示し,殆んど耐火レソ

ガ硝薬全帝;'tiE'T,こ及んでいる.一方鮎 と釦/.Jfこ備前町の域合をみると品川白煉瓦岡山=場の吻合,箭要先
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斯 ･八幡製鉄の持株比率が25.9% ･17.2%)についても,需要先:王八幡 ･富士 ･川崎 ･住友金吊なと-

の鉄jL'3メーカーやj]i景ガスか I.心としてお]),･lff心系列と'11場系列).エ必ずLi-･致していないのてあ

る.むしろ鉄鋼メーカーの共同利用という佃M.I.詑めit)るのであり,逆に耐火L,ソガメーカ-の側か

らみると需要先に関して'df択のか 助城 されていると考えr,れる.

このことは鉄鋼メーカーの数に比較して,塩拡性レ･/ガ't産メ-カーが少ないことにもとすくと考
えられる.従って大阪獅 JEl生の如く鉄鋼禁を市場とする比率が比較的低いメ-カーても,Wlきとり

によると鉄鋼47%･繁男24% ･非鉄金成12%･化･■;･'=工7[:8%といわれ,今後け鉄鋼軍むけの比率が増

大すると了想しているのである.

(4) 立地論からみたEl生町の窯業

工業立地を明らかにするために私達は,次の考烈過程をふまえてみよう.①耐火 L/ソガ工業の=税

とその技術的特質.②原料の性格とその需給関取 ③原Bl位困J-の分帆

①工雀とその技術的特質

生産工程は,昭和30年 ｢製造1場を経営する企て-の本社まプ二は本店にL昭する調査票｣ (R生町役助

でf料)によると,下図の如き概念図が作斗Ll化来る.

≪耐 火 レ ン ガ 工 程 図≫

こA-1によって明らかな如く生iI'F_-工程は(A)(B)(C)(D)の4工P.からtJ:るi巨純な隙械的乃李物鮒 f'･j

=S!.をそのほ術的特質としており,単独食7号として立地しうる特徴をもっている,従って技術的には
他の閲iLf企ly_;キしたなくてよい工認てあるといえる.

ここて戦前から戦後にかけて製造工科 Lとくに!?坪rLの加えられている工冊 t,第1にIl7i和29-33

年にかけての成型工程 (図中の(B))である. rF1本鋼管五 ｢年史』によると,昭和12年頃心5,.式成

形といって,粘土の特性を利用して水分の多し､潔材を小さい助力で圧締成形する l̂法がとられていた

が,昭和29佃 一人きな動力を利用する圧縮収形へ転換,さらにH珊129年5月U.S.A.;年生ボイ ドプレス

を新設してI.:6炉用L/ソガ生産の件産性が高まり,ついて昭和31年2月｢自励油圧プレス｣昭和33年8月

｢大型71)クショソプL/ス｣で夫 塩々基性L,./ガ･無乳炉用L/ソガの合靴化が行なわれたといわ)tる
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(同上7ITP741),

第2は,焼成1位 (国中の(D))である.従来焼成無か中心であったか,昭和33年から現在にかHI

て<適杭式 トンネ/し繋>採用か急速に進/(1-している. 『東洋経済』(S.38.3.16号)によると ｢岡山

兼備地区､封ケい とい(,焼成窯2382m 156基が休｣j.となl)(S.37.12.-渦ベ),か)I-'って トンネル窯は昭

和33年の3).tJJlら.昭和38年3月には26基に増加 し,焼成工程合理化の実態を伝えている,

このような点は聞きとり調査でも,コス ト切下げに改華を要する設備について,大阪照耐日生では

①迎搬 ･(2_1焼成 ･③成型を挙げてお り,ともに韮射 よ課越 となっていることを認めている.また品川

白煉瓦では<焼成>を雛1に指摘 している.

②原料の性格とその筋肺摘除

衷12によって甲や折料が古いが検討してみよう,これによると主要原料は①ろう石と②粘土及び③

珪石 ･マグネシヤク')ソカーである.このうち①ろう石は源内の鉱山か ら75.6%が供給 され ②粘土

某 12 原 料 移 入 状 況 (昭和3咋 度p-]ll慣)

粍 内 州 外 輸 入 令 旨十

｣り101.566 i 三㌘ 三 J ( り29 ,08056,538 (-密｢ (り (形) (り l〔%)木節 粘 土 1.592 2.7 97.3 -

山手 粘 土 - 12,426 100 .0 12.426 -

シ ャ モ ッ ト 10,364 10 .1 88,276 85 .9 1 4,068 4.0 102,708 17,4
その他の粧一一二 85,048 52.5 66.409 41,0 10.567 6.5 162.024 27.6

粘 土 計 97.α)428.6226.649 67.099.9 14,635 4.4 338,288 57.5

珪 石 34 0.1 l 51,956 - - 51,990 20.0l 100.0

クT'-ム鉄鉱 4,629 15.2 21,869 71.7 4,014 13.1 30,512

マグネシャクリソカー - 5.228 14.0 32,010 86.0 37.238

ぽ ん 二L頁 岩lr 203ー233 - - ｢ 56.3 l 1.066 100.0: 53,抑 6 9 .2 ー 1,066汀 = 921

仰考)耐火レンガ協会調べによ･'川リ三

は県内の--石粘土が28.6%て,67.0%は県外から移入 している.また③珪石 ･クローム鉄鉱く‡殆んピ

タ●l,外,マグネシヤク')ンカ一 ･はん t-fl'岩･ほ殆んど輸入にまっている.

こ)Lら主射京料のなかで節Irll北 のJlliも大きいのは粘土で57.5%を占め,次いで ｢ろう石｣の22,5%

がとくに注l｣できる.こ′ILらのj=_襲原料は運送･Llt比率の大きい物質であ り,血盈比のうち輸移入依Tl--

率は65.5%に達 し,｢耐火レンガ工業の発展過程｣で検討 したように当初原料立地とい う形で=石地

区に成立したものの,現在,地元の原料に対する依存科 土34.5%であ り,成立当初の≡L-町から備前

町一口′.kFfrlへと臨海地区に立地変動を起した噴因はここにあると考えら3-Lる.
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◎71;I:学 位 閃 r一の分 析

さて,耐火 レンガlt当りに班用する軒H体トの原Iii位田ftよどうなる~こあろうか.."'1/,TJJJPo胤:Tl .'っ

て児なるはずてあるが,品目別の数′字をうることか困雅であるため,耐火 レンガ協(,･･加盟21社_)4工場

の平均値で示すことにしたい.従って各二1_場についての分析(.i後述するので参照されたい.ともか く

表13を江口してみると,卑M7.と原料の原_61位困了は)とに1,00でありほとん七､/l･))りかない,しか 壬,厘

箕13 原叩位田子

耐火 レンガi1.∞t

原 料 合 計 巨oo

蓋 引 8:;5:kwh

仙-%)高田試料こより作表

料の血清は殆んど製prl,,の運二要に転移する経机料であ,I,,･llr,耐火 レソガ

工数 iTT了場-銑鋼非地域に立地するか,原料立地のいずれでもよいと

いえる.私達はすでに耐火 レソガ工業の分布を全帽的に検討して,紘

験的に阪神 ･京浜地区を消印市城立地型と呼び,ここの東傭地区や名

古屋 ･磐城を原料立地型と考えてきたが,原単(5'/_悶二JL'の分析かr'もこ

の結論の正当性を証明すろことが出来たのである.

さてこの立地論的分析をEl生3工掛 こ適用してみよう.辛い日牛町

役場に ｢｣__業調禿栗LP｣の個栗があり,御好意で筆写する機会を得た

ので最もよく整備されている昭和34年度のものについて分析 してみよ

冨∵

蓑14を注目してコ､よう,第 1に,空や用田子のうち最大JcLJ示すのは原
材料である,工機や年次により=]'r千のずれがあるが50%前後を/i--(して

いる.第 2に剛次的閏子として労働Jl_Ifか20-35%程度i_･占めており,

表14 El生 三 窯 業 の Tll用 田 子 (昭和34年度)

lll鋼覧儲 IB'/I.:. lJ )"崎炉材化 ーI- 潮寸日生

万円 % フjFLl 捌 -JIM %同 材 料 34,230 65,6 6,405 45.9 33.250 52.5

燃 料 6,893 13.2碓 プ〕 727 1.4 2.60743 17.9 9.698 15.31.l l,737 2,8

吾 If 持 三 日 1…,, ≡ :: 廿 …:86;:

固 定 祭 可 2.639f " 4.583 7 日 17.784

労 働 空車 ,35車 .8 4,8 9 7 L ]5.1 18,596 29,4

生 産 rr計 52.205 I100.0!13,952 A100.O I63,281 100.0

丁 ㌃ 用 水巨,RITl妄言r 259汀～/日

備考)高田試符により作滋
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耐火 レンガコ二繁は労働偏

位率の非常に高い企業で

あると推測しうること.

祈3に原とi:J･位では殆んど

問題にならなかった石炭

･重油などの燃料糟が,

これ らの物賢が原料に比

験 して運送費比率が小さ

いため型用因子の上では

15%前後を占めているこ

とが注目せられる,第 4

に利益率をみると30-40

%の利益率となっており

当時の鉄鋼好況期をみご

とにJji映していることが

指柄出来る,

以上班用田子の分析に

より私j身丈,原叩位因子



の分析結果をさらに具体化することが,汁_J.来る.即ち,焼吠 ･成迎丁程の令理化がすすみ原材料Lr)I-ri,址

滅損率が小さくなればなるほど,耐火 レンガ工業は市勤指向性をつよめて/行 くのではないかと思われ

る.さらに兼備地区の場合,=石ろう七の品質低下は/JJ､くせILいIlri'J;てあ り全ての企'紫がこの′L∴沌 指

摘 Lている.このため低位晶のろう石-/lJ技術市部に,t.っての りきろft)とする企業く誹紺 一立地型をとる

三石地区に多く,臨海地区の企業tJJL摘摘､らの移入,i･考えている企iT･:-/,'>多いのである.

さらに労働偏位率を求めると,日,Ji三工切の平均て22%とな り,紡績業の21%よりも高 くな〔てい

る.このように労働力を多 く必要とする企業であるか ら,いきおい安価で比7r:I,'な労働力を供給 しうる

条件の髄附された地域が有利な立地条件にあるといえる.このような意味で臣 卜_町は,すでに戦前遊

休労働力をかかえ,地場産iyi･ではこの遊休労働力を吸収 し得ず.tJj稼退出地域別 姓成 していた.かかる

労働力･j冊rほ戦後になって内海水産菜の'行詰 り,かつて戦前7ィ.)ピソ姉 御酢 fi湾'inu:域まで｢PLか

けて行ったn生の漁業は内.1(fli沿岸漁業にとじこめ られた,さらに昭和28年におこなわれた軌業旅の更

新によ()兵伸県水域か ら締め出されたのである.いわゆる福浦の分町問腰 も漁場を喪失 した[ノ_欄 し民

の生活権をかけた酬いであったともいえよう.

このように考えてみると,労働JjlTr･fl17冊 i曳争期以降 とりわけ安価なIB･働力源かあった とい うことで

有利な射 牛にあったといえよう,

(5) 労 働 力 構 成 の 特 貿

立地論的分析に よって明らかな如 く耐火 レンガ工矧 上労働偏位の高い企業構貴をもっていた.とす

柚 で労働力脚頗:t如何なる特質をもっているであろうか.

｢_工業の形成過程｣で .J.%じた如 く戦後,とくに朝鮮動乱をL*l期とするl昭和25年以降 日生町の人口は

-fILてかな り急速に増加しつつある. この人口女将力の増大は水死業中心の産業構成から窯業 ･里

網業中心の紹剃 結成への回-厚のrl,でもF)されたものであった.

まず私通ど上三窯二掛こおける労働者数の推移を注目しJ:ラ.表15をみると扉用地は生産規模の拡大 と

併行して増大 してお り,昭和36年以降の不況馴 こ至 って減少研l小二転 じていることか指摘,L山来る.と

くに大阪窯附は[獅 r130年21三世 〔昭和

38年現在218%の高率を示 し, つい

て川崎炉材の144%, 品川白煉瓦は

109%で比較 flll｣低位に ある. 『剛 Il

県_L基経 訂表jに｣:って碩備他は合

体について与ると人手の企顎の増加

率は一般に低く中堅以下が高い傾向

を示 している.さてこのような労働

力のiI用勺推移の中でとくに柾 目され

るのは臨時工の存在である.労働者

の増加率が極めて高かった大阪繋耐

の場合, ピーク時にあ/二る昭和36年

表15 現 業 労 働 者 数 の 推 移

MI'L,E,)昭和25年は 『醐帆jp,106,他は,日生mr殻叫調べ ｢T果凋

査LrRITrJに tり作左｡ ( )内は随時工
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て架に57%は馴 FEにJって占Il',F')1ており.不況lyli二局所がか)っる昭和37佃 こけ609人lJJ,326人へ

とまさに激減するのである,この忠 上比棟的馴 車上の少ない川崎炉材.-7,7,)順 棟瓦の場合もIlR和37年
には0人になっているのて同保の帆lTJ,i,とると考えてよい.

それにしても臨‖打 の占める比率の剛 †な高さが注r,ILLl｣来る.このJ.,'1-.はrliL･.の大阪窯耐のみの特性

ではなく耐火煉瓦JJJl!U会加JnunL2′1工場の昭利36年と37/.叩 臨畦工比率を示した巽16を見ると,臨時ニー二の輿

常な高さこそが耐火L,ソガ工業における労脚力偶成の特門であるといえるのである.第2に指摘出来

表16 兼備地区耐火レソガ｢業の労働力構成 るのは現某労働者の比率がこれまた異常に

∧労働着数 B内R...畦[敬JB/AX100

人 ･2.2901 26r9'06(i,522) I 20.2

35年12月現在 7,558

36年11月現在 8,sol

仰考)耐火レソガ協会調べによる

高く,とくに日生町の場合は川崎炉材 ･大

阪窯耐が共に92%,品川白レンガが88%を

示している.兼備地区全休を概根すると,24

企某中TJL繁労働者率90%以上が10企業,80
%以下は1企Xのみであり,企潔の階層を

問わず廠率を示している.とくに鉄鋼業に

おける技術革新が急速に進み,耐火物需要

構造の変化一品T:I-の高級化がのぞまれているにもかカ､iっちずこれに対処すべき技術陣の弱体性があま

りにも邪増な形で露呈されているのではたかろうか.

W.Tll~.!f･_T.比率と現業労働 =h比率の高率はそのまま耐火レソガT業の労働力構成の特質であると共に,

耐火レンガ工賃が現在おかれている再/-L'.産構造の巾での位匠をはっきり示しているといえよう.巨大

独占資本支配下にある鉄鋼虚実の従属的企業として,小沢のあほりをまずでとともにつける,この防風

壁としての臨IlULの存在.技術スタッフを発火Lu来ない′E.魔性の相対的低さと利潤率の低位性.そし
て日給250円 (S.37年 1月現存)という低代金ベース (『東洋経済』38年3月16日号記耽).まさに耐火

レンガ工業は低T(金労似刀に依存した企業であるといえよう.

かくして労働条件の劣想性にもとすく現在の･労働力不足crj現象がたら現われてくることになる,こ

のため女子労働力の雇用が増加しており,家庭の毛婦を吸収するため保育園を設けようとする動き

チ,女-7,労働力の訓練を行なうといった蚊近の動向カ'tあらわれてくる,昭和38年4月に行なった7ソ

ケートによると,工員の確保が ｢やさしい｣と答えた企業はなく,22社中16社が ｢むつかしい｣と解

答しているのである.かくLて労働力イ二足を命即化でのりきろうとする企業7ンこ殆んどであるにもかか

衰 17 労 働 力 供 給 関 係 表 (昭和37イ1)

i県 可 郡外J"- iJn可 ｢ 可 -i-:永いn可 鮎 伯 言.1.

才寸 志ノ＼備 前 40-,:-- ≡ l 2日 F望 ｢ 重昭 ｢忘 ~ 5,295 91. 3: I : 1.8665.4341,555114

Cr'''J考)FllLJLl｣脱東部総合開発引両.lt･ip81より引用
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hi:,1,合刑 ヒ-托術叩印すo)主体といころべきスタッフが仔(ifLないという自己-1,盾につき当ってい

るd)JJ･Jiu)こであろう.

この労例ノ)供給原は日生町の場'LTとこに求められているてあろうか.点17を江目しよう,これによ

ると11召和37'LI.･現在,91.8%までが地元州 二町で供給されて.hLD,傭前 ･~二石ibrx:の構成とは輿なって

いる.そ,itJiけ日生町の遊休労働力のEr:･ti-が大きかったとい ､えるわけだが,現在のiTl金水準のままで

推進するとしたら,すでに備前町などで現われている,労働力の老齢化と若年労働者 ･女 f労働 斤中

心の桃成をとらざるを特なくな,='のではなかろうか｡

(付記) u召和10年 1月21ll改qL.J

木精を革するに当り日生町役場,工場関係の方ノ七は勿論てあるか,備前町開床者の方々に抑 こお

世話になt)ましたO付記 1.てあつく御礼申し上げます.

(高 円 7E 規)

付 と く に 三 窯 業 に つ い て

窯 業

当｢l′l二日lJには大阪窯等涌寸火煉瓦株式会払 川崎炉材株式会社,品川白蝶T:株式会社,また九三炉材

1二･即は 会杜, (以下,大阪窯附,川崎炉ノ臥 .Pr.)l伯 煉瓦,九三炉材と略記する)の∠=｣･があり耐火

煉瓦.T,.,tび耐火物を製造している.しかし,九三炉材は後述するように規校は小さいので,前三机

すなわすっ≡窯X･についてr]/i-.町に何なる影幣を与えているかを明らかにしてL/J=い.

先ず,現地訓杏前に各社に配布し御記入を頂いた7ソケートの結米を袈記すると次のよ')である.

1.二L場 敷 地 に つい て

表 1 工 場 敷 地

会 社 名 大 阪 窯 耐 い ll崎 炉 材 品川白煉jt 九 二 gJ'材

総 軟 地 面 ㍍ 蔓 丁 寧 T 36.327m2 1,458m?

l-J.l J叫.lILL仙南81-(-地 下 水 位 27.566m2 1.458m2岩盤地衣よr)3m

水 も1- 175,CXX)～245,∝沿奇 -

仰号:会社学f料に よろ.

各工場,ほとんど全敷地がJTEめ立てにJ:るもので山の迫った和樹 二立地している
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2.原 料 と 製 品

a 市 場 に つ い て

プ壬 2 原 料 買 入 先 及 び 版 J;'Li先

＼. 市場一望左-普 Jl;て 糾 ‡7 人 先 市 場 (脈 路)大 阪 TT{酎 IJ"師 材 ー品川白煉瓦 大 阪 繋 酎 J)f慨炉材 品 川 自 瓦 嫌

1111児よりS.10年代初糊 長 城 粘 土復 州 粘 土 三石原料 旺 友 金 輔車 Lu 製 鋼大 阪 七ノソ卜仁1本 セメソ卜

Ij和 10年 代 長 城 粘 土 三石原料復 州 粘 土 朝 鮮満 州北 支 ,聖霊野 '7,J t

召和20年より朝鮮耽7rまで l同 脚 ー転 穿三 %.豊 吉セ メソト 大阪七.ソ警 川崎徽aJR日本セメント宇 部 地 産 lI

flh'i考 :会礼 アtHに よ,yJ.

販路については,品川巾煉瓦の場合,鉄矧 淵孫が85%を占めてお り,各社 ともこれに称するLLのと

且りっれる.

b 生 産 に つ い て

大阪;9細J,川崎炉材は昭和35年1,36年を

頂点として現在(･i伸び悩 みの状態である.

九三炉材は 品川白煉瓦の 尻雄 トを 焼いて お

り,月推平均100トソ,加工17トン_当 りd,3

00円である.いわば品川白煉瓦の 卜諦工場

である.

表 3 1:_ 虎 雄

帖1JC･:公LLYf料 に よ/J

165



3.従 業 員 に つ い て

a 出 自

表4 出 自 (昭和39年7月現在)

t,llEi=F5･:会社Yf料に よ/J.

q内出身者が大部を占めている.また,戊涙敵

家出身者はあくまでもその葡梁である出常,換装

が主てあり工場勤務は従である.

b 比別,年齢別構成

各社の性別構成

蓑5阻 札 年齢別構成(脂.仲39年7)J現在)

大Pi.,珊 l川 炉 rTT,川 九 三

91 + 636 128 262 10

女 子 192 22 53 8

･一 日 28 150 315 18l

Ol'llJ'1;･:会祉'/tl'トに よる,

表5 各社の年齢別構成

大 阪 照 耐 川

18]-&未満 35名

18-20歳 64

21-25 145

26-30 112

31-35 123

36-40 118

41-45 101

46-50 54

51･--54 34

55以上 42

計 828名

蓑 6 品川 白煉 瓦 軌 別 年 齢 別 構 成

炉

附考:会社蚊Hによる

t･fl'i考 :会社資料に よる.

各社とも年齢20-45歳の男子が圧倒的に多い.品川白煉瓦の場合,男子1員 229名のうち臨時工が

34乳 約15%を占めるのに7･IL,女71二f=Jlの場合49名の･jt)臨時t37名,約76%まてJi･lt了もている.
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しかLL,,臨日.'f工の場合,比較的,高年齢屑の人か半数以上を占めている

C 木工,臨時工の人n彬成

衷6 本工.臨時工の人見偶成

!_<_阿 巧;声L｢1町衝.~軒1才ホ 二L 軌.畔 r｢｢ 郡 煉瓦二l1､lT l臨時_r二 ^ご 丁.F臨'LLLF1二

S,253■0313:233 3ユ2335 14148 18⊥ 113- - - 178 98

34 - - - - 176 147

35 368 462 129 42 194 156

36 - - lLi3 13 214 116

37 - - 143 30 24ri 86

38 - - 日9 3 242 63

州l考:会社;丘料による.

4,系列会社,幽遠工場

a 大 阪 -% 英

)く阪セメント株式会社

大 阪 窯 業抹式会社

三 石 工

吾 永 工

岡 両 クレー

咽

L;
II

工

系列会社

JXl迎T.場

大阪窯耐の場命,前掲の生産衝の表

と対比して考えると昭和34隼/-L産祇38

,826トンであったものが同35年になる

と54,386トンと急増しているが,それ

に伴って臨時工 の数も462名と急激に

増えたものと思われる(S.34年の臨時

工の数が不詳なのは残念に思う.)それ

か年を追って木=にメ(一格し昭和39年に

見られるよL-)な数値になったものと想

足される.このことは川崎炉材につい

てもElえると思うが,この数促H土日/i

町内の兼業化を示すものではないだろ

うか.

まじ 矧訂.のHJ.荷は日生和輪,日/_t機帆船,附 ′､iの入荷には日生鹸帆船があたっている

b 川 崎 炉 イ｣

川 崎 製 鉄 - 系 列 会 祉

三 石 ｢｣
赤 穂 コ二

岡 山 鉄 工

甥

場

所

I-iJ迎工椀

なJS,当社の木社は神戸にあも

C 品 川 白 煉 瓦

岡 山 工 場 (脱 市 町)

揚 本 工 場 (福 .1∴)県)

守 LLl 工 iiJL(愛 知 県)

榊 膜 ｣二 Ji,i-川 l,I.Jll県)
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6.貸 金

大 阪 窯 耐

プ壬 7 大 阪 窯 耐 賃 金 表 (その 1)

lJllllI考 :全比較料 に よる.

表 8 大 阪 無 耐 貸 愈衷 (その2)

② 36/3 月 度 l 木 工 臨 時 工

巧 食 い 3 子 女 子 男 子 女 子

45,000円 以 上 - A

40.000- 44,999 4 - - -

35.000- 39.999 42 - 1 -

30,000-34,999 101 - 4 -

25,000-29,99g 81 - ll -

20,000- 24,999 48 - 59 -

15.000.-19,999 42 5 125 -

10,000- 14.999 26 22 115 ill

8,00こ)～ 9.999 4 15 33 61

以 下 7 ll 64 169

平 均 ftJ愈 (円) 26,584 10,523 14,517 7,298

OI'l')ち:エ 比'fH トに よ;i

168

①の表は現在の ものであ り(劫の表

はS,36/3月虹の11-金である.つま り

②のI111は一定吋関内に限 られた個数

を生産するとい う時間に比延を低い

た受刑給だった ものが,現在は生花

iLiに比重を匿いlJ_受;Jlf給に/よってい

ち. これによって (二員の給料は もち

ろん よくなった ので あるが,それ

と相 まってQ.蔑見 も増大 したのてあ

る. また,木工 と臨時工のri金の羊
が 臼∴つ くれ これはl糾寺工が一月

の ･>,己ノ,何日かを休むために起る差で

ある.



7.税 金

二窯業と地元との経済的結びつきについて

蓑9 日 生 町 税 収 入 表

lll'I'(考 :町役糊で!料 に .上る.

Il-I.蓑の法人町民税は上期下期の税衝を加えたもので.またこれには九三炉材の硯箱も加えた.廉業

の町に収A')る税か全町全税衝の3-4割を占めているのを見ると日生町の発展は窯業の発娘にかかっ

ているという感かある.

(夏 内 緒 範)

5. 造 船 業 の 生 産 構 造

私達はすでに日とl町におけるT業の形成過程で,未造船業か明治初年成立 し,日LL-.における漁業の

展鮎風砕とともにその歴史を具現したことを検討Lてきた.ここでは漁業 ･漸戸内臓帆船海運業との

関連のllでかんたんにます概括しながら戦後の問題に及ぼう.

明治年間-f:_として漁船を建造していたと考えられる口生町の造船業は大正期の後半に至って帆船か

ら機帆船に得るに従って,和船から洋船建道に移行している.その間一部では赤穂の塩析船や神戸の

はしけ船の建造が行われたようてあるが恒常的な市均は漁船と大正末期以降建造かはじめられた触帆●●■

船であ〔た.このように大型船の建造が行なわれると瀬畑選者ではとうてい建造が不可能なため,機

帆船の船主が出資を行なう一万5年～8年粒度の延払い方式による決済方法と頗母了潮が形成される

に篭る.かくして船T.･煩母子辞の講元と造船業者 ･機帆船菜寮を包含する共作的係のもとで木造船

業の存紋がみられて,搬後にもちこされたものと考えら)Lる.

(1) 木 造 船 業 の 分 布

岡山県 卜の木造船業の昭和初3抑こおける分布を示した表1によると.すでに指摘した如く,木造船

顎は船人Irlと船材がそろえは.ち ,tつとした海岸の空地に立地しうるものであるため,瀬戸内沿岸の
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表 1 造 船 jE a) 分 布 (昭和初朋)

(1llJ考) T剛 U帖銃.;.'l年報J!に よる)

諸地域には残らず木造船業が立地している.児L7,･.miu_)労働省教 ･ノヒ塵価街が多いu)は玉野u)三N )Ji船

によるLU)であるが,他は.1II-当i)大体3人程度u_)耶加工で粁常を行なう家内1菜ll'JなもO,)である.

戦争中にこれらの木造船某省は企菜合同させられたか.戦後は市ひ個人経営に殆んど逆もどりして

いる.日生町の場合もその例外でなく昭和23年から27年にかけて個人経営に移行して,戦時中,企業

合同で成立した日生造船 (樵)は離休してLまっている.企発令ITTjはLjまく行かなLW.)である, こか

について ｢ち･'はけな木造船u)大将でも, 個 一成の主だ.統合会社ujサイフを,円分か起りたいも

のが集まって,うまくゆく道Piiかない.それに統合すれは 会社の人間か多くli:る,ll,仕tJl;かふえる

かといえばそうもゆかない.嬉後にはジ1)貧になり.やっは り細々でも.I:J分のサイフで,自分か!L_a

うとおりにやるのかいい｣(『瀬戸内海』下巻P.356)と一業者は語ったという_これに似た発言は牛

窓町でもHtF.町でもよくrLUかさ)Lたのである.

従って戦前における木造船の分布は夫々の地域でu)船舶建造及び修刑といった程度の･.I,..=Gを沸す/こ

め,分散的な立地楓式をと[)この原帥 土戦後にもうけつかれているといえよう.

(2) 日生町の木造船業の概況

戦後〝),itT船業uj鵬脚過程をとりまとめた表2をみると,平均値u)上ては-rL'.戦前に比較Lて職1数

が増加1ーているカ＼ 全般的にIii'舶規

模であること.一二はかわりない.とこ

ろでこれを階 J.,-I.!別に把超してみ よ

う.

表3を注目する とき'.･';T相労働 者

10人以下の家内工菜的な練習のもの

のほか,柿木 ･入江造船所の存在が

とくに江目される,そのうち柿本]JL

点2 戦後の造船業u)推移

庫 口25 巨 細 30 ･相可昭和35両 .38

鵬考)El生rJIJ'役軌l咽べにより作表
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衣 .1 逝 船 賃 の 階 rT;t梢 成

h'l'i考)LIJj=町役糊調べ｢･ll讃所統言1剤でfJS35,38年によt)作衣 ( )内汀s.38年のものであるo

劇 ますでにのべたように現/-fこするものでは帖も古 くjJti.Lたものであるが.昭和24年に鋼船部を併放

し.主として船舶用擬関弓削笠幡用を行なっていたが,子息を昭和27年に木之Lrの 於滞造船 (鋼船)

に.造船学校卒業後見習いとしてやり,昭和32年印から軌 道の建造をはL'めたといわれる.昭和35年

の rL某所統計に上ると柿木造船鉄 亡所となっているが,昭和35年末に岡山造船 (秩)として独立し,

現在では木船から湘船に転換がほは完了している上うである.この如例にみられる木造船から鋼船へ

rJ)転換は日生町では一例しかもられないのであるが.豊臣秀書時代軍船をつくったといわれるJi;島yIIrl.I

I/)木之江では木肌ま姿を消し13の漢音は全て鋼船に切替え,船大工職人は家大工とLて阪神 -̂【如こ出

傍に行っている (昭和39年8月.Jpl禿),このような慣向はすでにかなり一般化しており,広島Q.ltLの須波

･幸崎などでも新j'L3ほ全て鋼船のみで,木鰍 上体理梁のみが残存するに至っている.

これ こ~qLて,大止中畑]に成､ELたといわかる入江造掛 よ日生町の機帆船 ･漁船などをコ.[=る轟葵

先としなから,木造船一木で経営が総統されており,経常規模の上から.田口造船以 卜の家内工灘的

なものとはその経営内容を界にしている.

しかし′⊂がら総じて日生RlTの木造船菜は.FG細規模経常であり,その点ててヒ瀬戸内｢r榊二点在する

他地域の木造船業と何等れiっるものでは/亡い.入江遥軌 よ貿本金 100万円のレッ牛とした株式会社で

あろく,しかし汁良さんと′Lt.､っても.ソファー'=ふんぞりかえっている tt社長族"ではない.船大 r-

と共に災っ児に′亡って働いている .t船大 r_の挑発 ",+〔のである.

以一卜私通t-L表3を中心として日生町の造船業の実態を概括的にとらえてみた.ここでとくこa-･目さ

れるのは,鋼船への転換を果し昭和38年には8袋の絹解を新造したという柿木-岡山造船と,伝統的

な木船姓道を持%Jltしている入江造解の存fF.である.

この1うナC零細規模の造klt菜に馳通する｣二期Lとして,船舶用機鵬の製造修至L三業がこれまた家内工澄

rlIJ経常.いわゆる ｢号らの鉄丁二所｣としてH･布 している.これらの_T場をとりまとめたものが表 4で
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ある.

これらの船舶用機械 ･原軌機 (内燃機1対)等の製

造修捜兼の成立は,大止人別川簿動力船か増加する

に従って形成さiLてきたものてあるが,日/日町u)機

帆船菜 ･造船業とu)共生｢丈雁 u)上で存続しているも

のである.

(3) 木造 船 業uj拝 IEf.r形 態
昭和初朋に木造船業6戸.職人30人前後て一株常

体)Lllり職工数 5- 6人,年17''l造船数が昭和10-12年

の平均で,発動機船 8隻 (価舗2万円強)･無動力船

虞4 造船朋連企業a)')3態

最強芸画 報.繁等l内常群

I 6-: I;-鉄 二二所 … 1 22 誓 .

立 花 〝 2 l o 1 5 2

4555 2333

仙-%)で川tは末3と同一

83胞 (価酢 5万 8千円弧)であった日生町の木造船甥と,現在u)ものと比較してや＼P規模か大きくな

った紺度で殆んと変化がみられていない.木造船業は極めて停滞的IC･あり斜陽産業で あるとい わjL

る,その-^で淑JIT内海の特殊性を考えれば絶対に滅びることもないといわれるように,紺/{とひっ

そりした海浜に呼吸をしている.

この極めて停滞的な木造船某はどのJ:うな経営形態u)Fにおかれているのであろうか.以下叔近u)

_｣繋洞爺_栗によって若干たちいった検討を試みよう,問題は表 5に,i-;されている.この資料は記減も

jlかあったT).税金公租等の記城がないので決Lで完全なものとはいえないが経営形態L7)概要ii'hつ/)一

乗 5 造 船 業 の 練 嘗 形 態

給

lヤ

出

憤

然

在

職

E

A

8

C

D

本

男

女

工

給

与

荷

均

材 料

金

計

伯

与

高

批

料

円
00
人
23

万
1

2

25
万円
276.3

rlnIl

円
00
人
22

.力
1

3

25
万円
4844

194

1,314.1 2,402.9

二一:: -_

プ｣ 14 ･S l lS･5

粗 収 入

.IIcy)
E/B十 C十D十E

Al 支 .LfJ

営 業 係 数

×I〔K)
B/B十 C十D十E

万円 万円 万円

十379･0 '380k5了 126･4oor アoI oo
28.1 23,9 249
万円 万円 万円
935.1 2,022.4 1,880.6

710 84.2 107.1
oo Go /0/0-
68.5 75.0 752

S･30 FS･_旦⊇

備考)E]吐町役)鶴朋へ ｢⊥繁調査票甲｣の佃頂上L)'(.r.,P.作成0
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み うると思われる.

'uT) 労働力-船大工のけ日頃

入江造船u)嚇合,現業u)船大iほ22人であるが,小豆島3人.牛窓1人を除いては日生町uj出身者で

あり,柿木造船の場合は全員船大⊥である.この･fZ均給与は附和30年で月給 1万円, 昭和34年 で1.6

7J'H前後となり燕苦くはとのIl_uj:金である.相当u)熟練労働者も含d)てのもU)である/Jゝら, IL見軌 ､｣

なとL')拾Ii水準は耐火レンガ｣二菜よりさらに代い(I)ではないかと思われる, もっとも社長u)給与も低

いのであるが.LかJu労働興の削支出の中で占める1t率が入.tlJ.造船て25%前後,柿木造船では30%をう

))まわって1l-I),造船業の労働偏位は也めてIft;く労脚力指向性の大きい⊥共であるといえよう.

L21 原材料一舶用木材u)問題

粗女.Ljjに対する硯材料理 のはり越を札ると,木材か殆んど65-75%1こ運Lていることか注目される.

木造船であるから原単位の上ても木材が中心とJLIめると考えられるか.化用困子の中で65-75%を占

ムJ),木材o)価格がそo)ませ利潤率にかか1,-,てくるのてはないかと′恕),Elる.大崎 仁島の木之江-Lu)

肌きとL)によると,木船から加齢へU)転換でJLkLも唱要ri:誘因となったものは ｢木材U)高騰_■･LIPつると

いわ,!Lるか､そ′fLlゴビ木材の占める比率が高いuJである.

しかも舶材用の木材は,杉･松を中心とするとはいうもののあらゆる形u)しか も多伸h'lの用材/i_'必要

とし,一･･定糊｢‖絹子木場に放置して海水を吸い込ませる必安があるとい′t)れ,購入した木材をかなりの

期間 ｢ねかせ｣てL.かなくてほならないのである.現在.杉村は日向杉 (宮崎岨 ･松机 上香川 ･広

.LJ.lJJ祈ujもuJL(牛窓町uj岡 ･高祖 ･眺闇などの材木店から購入している.さらに副材料 :ちるボール ト

･タックは尾道 ･帆 船釘は牛窓から購入している.こうみていくと明治期1,人降u)購買圏と殆んど'ii_
化かないといえる.

⑨ 販 売 市 場 の 問 題

建造された木船u)市場はtJl'1利7年の｢統計表｣に1るとl一人体-本町内ノ注文ニシテ射 ヒナシ｣とある

が現在はどうであろうれ 例えば入江造船では,JT7li和33-34年にかけて貨物船6僅 (935t)を新造,

89豊の貨物船uj修#11.を行なっている (昭利34年度). 貨物船の貼 造･修理ujみで漁船はもはや市場で

なくなっている.この貨物船は大体,船体だけで トン当り3-4万円 (エンジンを加えると7-8万

円といわれる)粒度である.そこで150tの木船てあると出用が 大体 1,∝沿～1,200万円するという計

弟となる.このうな大金か内海の- ば い船主になかなか支払えるものではない,このため特異な決済

方法か慣行とLて形成されることになる.元郡を中心とした 病母If.帝-それも100万円が単位だとい

われる-a-)形成と存続,そして ｢延払い｣といわi(Lる長期 (普通 4-8年といわれる)a)分割払いuj

方法である.従って船主は併母子蒲をおとL,迎所収人のあったときに支払 うujである.このような

決済ノj法か生れたのは何時頃か)っからないが,大正初期には存在したというから相当古 くからの慣行

であると考えられる.私達はすでに.淋)朝 一純をつらねる木造船と船材,そして漁網と漁jE･.機帆

船毎週某をつらぬる生産と消出,いいかえれば ｢梅に生きる人達｣の再生産構造における共生闘床'/f

指摘したが,単なる物資の移動関係のみならずかかる決済の方法においても共生朗係をみつけ出すこ

とが出来るのである.

蚊母子群や延払方式を前近代的だとするのは簡単である.しか Lこの前近代的な航行のL=卜でなくて
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は存紘することの出来ない噸戸内海地域の ･断面を認めないわけニ1.よ行かない.

機帆船を中心とした海迎菜についてi川｣桐で明らかとさかているか.この地域には避送判比率の高

い原材料と軌 [.]Uを必要とL_'F属 している耐火レンガT業が存在し.海巡業との結びつきか系列化とい

う形で再編成さ才している今日,鉄則薙菜の従属産業である耐火レソガT.三掛rここjtまrJ_従屈 している海

運業,それとの共生関係の下でイi崩 している零鮒木造船業は 二･nようにおくわた再生座恥 箆と/午.蘇

形態をとっているのである.ここにも日本幣本土滋の二屯梢道のするどい断面をあっけ出すことが.LJj

来るのであった.まさに｢1本幣本下盛はその-)占床に前近代的な諦/I=:産鵬道をすえ.その上に構築 され

ているといえよう.

現在のR/A--.町における木造船菜と海越取D毒占斜里】係を示す幣伸 二めく･まれないので.昭和38年度の

l船舶調査票｣によってL]生港に船秤を.トく船舶の建造所を表ホLてわこう､ 表6に iると,153くさ

のうら94掛 -iLj牛て建造されておF), /F卿 TJ'では銅射り二岡造船所,木船(HE源jli･船所が多し､1うで./kY)

表 6 円 ノヒ齢 籍 '7)船 舶 と /ト.鍾 地

日ft=.町FnU柿木帥山1鱗木人t.lI足掛i中 オ⊥生谷日 日巨 忽聖二_里.竺⊥合⊥

IrlI7倍) 日生町役･Lijj文パ｢榔舶洞戸t.漂｣に上り作成

る.また県外は約29%を占めているが多くは釧船て.か Jl1.とLて広J.-..)距の倉橋ulJjP竹原 ･′安芸辞町な

どが中心となっている.こう･1:-えてみると昭和初湖と殆んど変化がなくR生HrJを中心とLL海運業者

がj=j=る猫要先であると考えて1いのでほFCかろうれ

(4) 存審 形 態 ｣ L7)特 'lf

私通は木造船菜がどんな形態のもとで存春Lているか+>_,._+-とlて戦後の｢鞘壇について考察してき

たのであるが,ここで一応小柄しておこう.

ます第 1に,企業構造の上からみると.ノ摘写手段に岩了の 機械耕があるが 家内T.業的な もので あ

I),労脚力梯成がこの点を具体的に示している.第2にかかる企業構造上の特質は戦前からうけつが

れてきたもので本質｢伽こ変化はちとIJ)難いこと.罪 :与に,陳JFT.位因子 ･理用因子等立地論的にみて原

料の中軸をrSめる木材の比率が 庵めて高く,労働伽dflJ/.率の高率は 安価でしかもかなりの熟練を もつ

労働力供給源を背後にもたなくてさよならない. LかLそのJ.細 工鳩めて単純であ り船大T_と胎材かそ

ろえはどこでも立地 し得るJ選であり.そのことが分散立地型の柵成につな がってい ること. 第4

に,木造船弟は現存では内海/<躍菜i'.招割判係の上でも,資金所でも共生聞係にあり,この共生LiJJ係

の下で,洋紙 していること.般後にかかる前近代的企業桝蓬をヰ､つ工業が高度に資本主義が展的し/二現

段階にあってもなは存統している基底札 独rqの高利潤麓門の手段となっているにほかならず,日生

L町の造船業は,鉄鋼 メーカ--耐火 レンガメーカーー海摺菜 ･木造船諜及びその周遊鉄工業といった

ピラミッドの逓底の 一部をLIJLA')ているといえ1う.

(付記) t脚 140年 ‖]28Fll鮒 .～O鵬 -.n さらi二鋼船メーカーiこ航換tナ二榊‥L遁軌 木道船をさらr_就けて行こう
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としていられる入tl.造船の経営分析まで及ぶはずであった とくに人7上馳折氏からは恥後10数年閃,二及ぶ托JET;アf料

を二任写する放全を与えられながら,日時の周縁で盟Lt!1+EIJ･ったことを喋くおわびします . なは柿木仙!J-一氏から御

教示を柑たことを付.子LILて深謝いたします,

(高 田 LE 規)

6.生活 の機械 化 と都市 化

研究胡Jtに当たって牛沼U)機械化とは何であ り､掛け化とは何を意味するu)れ そ LてそJLらは現
実の隼活の中か らどのような尺度を使

い いかなる方法を用いることに上っ

て把握 してゆ くか等々が大きなl拙盛で

した.結局我/.7ほ研究 と論争の結架,

生杭の機桃化と.'t現代文明 (科学技術

の進展)に伴ない急速度に発適した家

庭ノtEJL5tも製LFrJの普及浸透の程度をId.tう

とするもL/)であ り, 坐.i-I.の 郡rlJ化 と

は.それを規定する様/t7な輿郭の中か

ら,環境 と慨Xiと生絹水準/'･らくる意

識の問勉として取扱 うことにした.そ

の究明は厄はにJrl=で歩 くことによって

調教し.質r.り紙法を用いてその日的を
達成 しようと凶った.ここでは主とし

てJFfful紙のIE,J答の分析結果について述

第2表 家 庭 の

第1,ji- ア ン ケ ー ト Ld 収 表

地 域 名 日脚 主敬一配布致 配榊 :回収数 iLD]収率
I % %

峠 小 粁 143 14 10 14 1(X)
東 小 粋 80 ll 14 1] 100

凹 軒 用 122 1] 9 9 82

H 似 奥 166 21 重刷7 6 1008 1 17 8114 16 100畑 吊

* MJ- 46 6

′由 輿中 小 FIr,W,. ノ 上≡ 軒 掃後 小 指 99: l ::114 6263 21116 16

'屯 化 生 活

川 東 61 川 曲 56 川 向 62 '鯨 計 179

主 な碓先制品名 回答数 -qq-責苧 回答軒 言募苧 桓 軌 等菟ヂ 同芥数 廿及串(%)

ラ .} オ 52 85.2 45 80.3 46 74.2 143 80

7- レ ヒ 57 93,4 52 94.6 55 88_7 164 95,5

洗 渦 紋 47 77.0 46 82.1 45 72.6 138 77,1

冷 硫 川 31 50.1 35 62.5 29 46.8 95 53

謂 帆 機 48 77,4 39 66.8 34 54,9 121 68

如 除 機 14 22.9 21 37.5 19 30,6 54 30

炊 飯 恕 55 90.0 49 187.5 47 93.4 161I 90

江.地域の右はしの数字は調査故である,:

ITS

ベてゆきたいと思 う,

JfF閃紙(アンケー ト)

のL.l答状況は第1表の

追 ()だが,調度対象は

無作為抽出法によって

溌足 し,データの分析

にあたっては地域別,

職業別に把超 した.刀

象地域 は 日生町 の う

ら,川丸 川西,川向

に限 り,寒河,訊島地



域は参考群掛 二考慮 した.7ソケー トの回答者は世.I,一侶三としたが.必ず Ii,Jrl目 卜のrH-p;拝も とははせら

なかった.
第 3衷 岡 山 県 の 1'tZ化 生 活

(LH糾せ力KKのi'Ll一及単調ii_による)

t且ti 37I/2Jlt別3QI7̂(T') ZL) 40 bO eC
き レ 亡 dJ,6 84.5 ク[+122L+Vv

.LR れ 440 d5LS Pつ.ククつy++jA

t T.i 41.5 L!4.5 ;ク%ウI

h l托 43d 60.8 Lil+u H

PくうJ:つ JO.5 4q.4 V++i杉 妨

rんAl 47.8 14.5 I ′/16--Jf /BJ 43.a V′ンン:/ンン:ンシX
l㍑′1ンノ1

ト一人グノγ.Jト_^7} /7.♂ 28.322.グ/8.4 23.2 l2∂.〟 lV++++1

沖粁 虎 /2.♂ 2/.♂ r+y+++++++1

尚このW,値は.岡=｣左店管内(畔HLl峠と香川爪′J＼有人.I,･)のう

ち2031世絹,:を対象にLたものである..

均.岡山平均をわずかながら と阿ってお

ります. このように日生町の生活水準が

高い理由として.昭和32年頃の神武封気

の膨粥を受け.耐火 レソガの伸びたこと

やjt･稼ぎが多いことなどが上げられまし

よう. また町所得の-･次確菜以外で,I,.め

す割合が高 く (海弧 耐火 レソガ等-),

家庭の三に婦が雛網の手伝いという仕･J托

持ち.失業者が少なくしか も労働力が豊

富であるこJ･_なども膨押していると考え

国民乍構内TIT(38年版)i-_上ると.国民

水準に寸でrEl役 L,その衡 -L所得が)fn偶 に

増加した うえ,耐久消'Ll～財が大とr'(/fjF･され

たこと-rcどか ら耐久消'JLt財ブームを紬 ナて

います.この うち351F･嶋津ではテレt=P, ラ

ジオ,''rLJji洗qll･･隙が′家庭 J̀t;化削l打■の し7'iで

したが,その後はテレビ普及のテソボが鈍

る-一九 殺近:L堀FfL冷誠庫.ri気相怜機た

どが伸びてき L:ILJ/_,

｢l斗_町 もf/-_-トの例外′..tなく.令固くl~′

･7日 表 耐久消Jl･財の普及 (全国)

られます. (38年版 同IC生1.T.伯 .lFより)

尚口/+_町における5年前の髄zZt馳 冒■の皆及促はテレビ40-50%.冷蔵印10%前後,洗抑機40%,hT

風機30%.1電気釜40%,掃除機5-10%程度だったそ うである.

また7ソケー トの結梨は不明であるれ その他の'rtH54欄 品の うち.7イロソ,コタノ, ト-ス ト,

ミキサーの順で普及 し.7イロソ. コクツの普及率はかな り高い Q,i.檻の数rFを 示 して いると考えて

よい.

第2節 /i.7tT. の 都 市 化

1.居 住 環 境 粂 什 の 評 価

地域社会の都市化が広い意味において,旺民の社会牛活の上に.いかなる影秤を及ぼ したかという

r.A-目迎i:究明するために,住民が彼 らの近隣牛lLiの別 人に対してどのような評価を下 しているかをI.lj]ち

かにしたい.

第 5歳に示すように 3つの地域XEilp-!射 丑じてほとんとや仔民が 一･llTしてよいと認めているのは ｢交

176



地域煩塑
単
付
地
r*
名
l
世
満目
_L
r前
に
よ
い
よ

い
わ
Ja
い
非
常
に
あ
る
い

J一
,
主
数
釧
傾
頂
争
施
尿
章
属
僚
夙
紅
交
際
設
附
家
賃
.や
取
扱
拝
聴
煙
風紀
交
際
遠別
料懐
債
母
島
昼
葦
原
煙
■風
紀
佼
原
雷衝
家
田
争
鞄
単
量
俄
煙
風
紀
交
際

東
L
芸
小
幌
奥
1
1甜
町
l
計
6
1

l
%

I
I

71
2
7
7
6
3

4!
0
3i
4
0
0

22
1
7
17
16
1
2
7

3
6
11
.4
27
-8
Tt26
.2
21
.3
11
.4
I
l
J
I21:[｢
~

川西
宮
ノ
奥
■

∴
士

計
56

%
100
一
m

枠
用
;工
;
;

II
廿
妻

i14
.3
I
20
0
1
3
3
l
l
5
5
9
1
16
.3
18
.1
12
.…
iI
o
o!
0
1
1
0】
1

"
i
i
"
1

-
-
-
ー2
.5
9.
1
-
-
I

川
後
小
路
16

両
ノ
ー
7

両
ノ
二
19

朽
戸
20
l
o
o
l
l

l
o
o
1
0

l
O
4
5
0
0

0
0
1
1
1I

I
8■
8
15
9.
613
7.
1
10
!
11
:
+
64
手当
45
享…
!
.

l
1
≡
;上
8
5
2

3
5
0

F4
1
25
T:
4.≡
:ー84
21
1
1
2
7
4
4
5
;I53
0
1
0
1
2
4
0
0
描
ol
o
_i
jj

向
小
%
計
.
≡
[
-0
月
12
.喜
]
3.
;

･那
6
I



際のいいこと｣,｢争いや盗難の少ないこと｣についてである.この,L.7.に朗Lては各地域内のどの削IL
地区内においても大多数がごぞっ･'I圧7iよいことを認めているといえよう,次いで ｢帆紀Jや ｢町L/)

設備｣に対する評価がよい.他U)渚′酎二ついては各々必すLも明確ではないが, ｢塵煙｣｢騒音｣に

は全般的に不満を表明するもu)か多い. 1家賃｣については不#.]-の程度か点し､けれども,これはIi･,宅

の大体が持家であることから新しくH JLに移ってきた人や,比較的移動の 激しい川TjbL 川虎の伴尺

が不満を示している.(後述)l~悪い｣と不満足を示しているものの比較的多い l梅坪｣と l-騒音｣ は
1こ)IしようL: LL-1j:たq)軸く

特に川向の南の二,川虫では峠小路,臼陽奥,せた川幽ては=_軒鮭か不満を'j-iLでいる,

次に選定Lr=7つU)環境倍JI-I_条件の主な評価を分析してその原因を究明Lたいと思う,

rL交際のいいこと｣｢争いや盗難の少ないこと｣a)fエい｣評価のパーセノテ- ジは810%,76.9

%である.これは日生町の住民性によるもu)てあ7,う.つまりそれは言糞は来いか気性はあっさりし

ら.それに周関が山で囲まれた他作的な条件から他の十地/,･らu)出入か少ない (反面他とのつき合い

を阻■.#している)ことから,町そのものが家族的な募田兄とい ､える.従-,てそu)ようなLELいの倍拍

感,気安さか争盗を少なくしていると見てよい

また r風紀｣についても住民の子に対する教育的配慮のrf右投を考えると,争盗u)少ないこと,映画

館が2つ,そa)他パチンコ店があるがあまり風紀上の問題とならないとfJ:どがその評価を高くしてい

る.しか しILからいずれの地域の仕掛 こも評価に柵一かなく,同一u)条件に満足を示すものと不満を

示すものとが現在 しているを見逃してほならない.

次に ｢家焚｣については川西'が40%,川東が36%のイ澗 足を示Lているか現在IEHl生町では一般的

に住宅不足の閉鎖がある.というu)はいわゆる引物者か他の地域よJ)多いことやJt活水準op)向 卜によ

って今まてu)寄合い世席から土地を買い,新築して独立する帆句にある)'J･r-)である.従って地代や家

貸が次鍋に上昇していることなどからの評価であろう.

｢騒音Jや ｢塵煙｣の評価で強く不満を打ち出しているもu)は川東と川向である.こ)=よ舗装の小

完全な国道線の変旭丘O.)激増,港の船の出入等か考えられる.また国道に近接した商店街の不満の満

いことも注意しなければならない.r設備｣については次襲u)町内の諸施設には･廿 る給含評価てあ7L,
から以 卜具体的な設備について調べて見よう､

第6石掛こ示すように全体を3つの地域に分析して町内O-)諸施設に/こいLて日生本土の人,rかどu)エ

うな評価を下しているかをみていきたい.

全地域を池して満足度を′Jミしている施設として防犯,水道｡消防,通信がある.又比校的満足度o)

高いものとしては道臥 交通等があげら,iL.不満足鹿の掛 ､もo)として術七かとりあけられるだろ

ラ.まず舶尺度u)椋も高率7i,I-lJlしている消防からみていくことにしよう.全体と各地域とを比較して

みる前になぜ消防について叫氏か満足を,i-(しているかを考えてみる,それは岡山県で崩も擬秀なL'ベ

ルにある柵妨孤独 (消防技術と鮎秀な凹Ll)からくるものと考えらJLる.その俊秀性を如柴に/TTすも

のとして全国尭形があげられる.Lかし用地が全て解決されたとはいえないだろう.というのは中小

臥 峠小路,あるいは他地区の密iJ;･地域'/i-どo)安全性という点で疑｢伽 ､残っていると思う.次に消防

と関係の潔い水道について考えてみ.[う.統計からJ+てJっかるように消防はわるいという評価をくだ
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第 6衷 町 内 の 諸 粧 設 ∴ 対 す る 評 価

地埜 仲仕地区名 監'irl~ よ い どちらともいえない わ るい
追紘 節生交油消防通悼防犯歪詫聖廟腔適防伯犯鋼.禦 綿斗1轡 i

峠 小 路 14Ai 4 1 610 8 8 6 2 2100315I 4207105213

川 凍 小 指 ll】 7 6 6 8 7 7 4 3 2 3 2 32 1 3 23 20 4

磨四 I仁I:蛙日 似 奥引立 町小 計% 9216611(X) 7832947.5 54二手29:≡ 7 8 8 8 7 1 0 0 ･lZj2:≡0 0 3 10 00 1

12 15 13 12 14 3 3 3 6 8 12 41 1 4

5 S 4 5 6 0 1 1 13l 3i3:: 4 10 00 036 375960.6 40 4065.565.5 3760.6 9i一l.7 8 913.114.7 325 2.4 13621,4l- 5I:l 126.2

L F.. 奥 16両 小 路 17汁% 13125134376.7 553417l30.33 gI,51_] 142 613 1635 5162.5 917 9 u125144376.7 13u415L67;I∴ーI11 1㌦ 475 -I 63171.7i30J3E 喜F…10廿 22ヨ …lーiF 萱l一I 1 21 5描1 3 91 5130廿133231r_l 22∴ l圧 三98 116.3｢ 21,4

後 小 路 16 94 I(ー 76 312 12 ⊥27l2J 三 2 32 ]5 23016l 3 3361 02l o

川 佃 ノ ー ∵ 2 6 7 2 0 3 00 00 0

南 ノ 二 19 10 5l l. 17 6 1 4 u 82 21 8

湾 lJ 20 8 6 9 12 10 15 11 3 3 ･1 Ll 1 4 R 23 10 4

向 小 計 62 32 16 32 45 38 37 53 10 22 10 15 133 13 31 127 33 1

% 1JOI 50.125,850.172.560,159.685.516.119.316.1 24,120.1 20.1 5019.3r - ⊥9.3

Lているものが少ない.LかL,JJ(道は悪いという評価を各地域とも20%内外ある ということてあ
ノ0 .

この原因として各地域とも山手のところ平地のところなとでかなりの差があることが考えられ必ず

Lも同一地域だからという点で同じ答が予想さJlないということである,防犯についてみるとこれも

60-70%の高御足贋でわるいという評価を下しているものが非常に少ない.これ'は各地j卿二あてはま

る.二の原関は隣組の飢轍等で各家庭問の密接な払･び つきということが考えられる.

潮吉で気か/)くこと【よ,各地域と描 市足度が高い.こもかか)｢ちず,川閃地域で16%の不柵を示 してい

るということてある.

交姐について気のつくことは川向地区が他と比較して満足腔が低いということである.二九は国道 2

号線のアFi融二よ ;)岡山方面,赤穂方面との7'Jだ滴の健かよく/LCった川所,川東地区なと'7-)ように国道-が
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泊っていなくて宇'Brf･バスなどを利用するにして･I,)t｢酌 む区まで出ていかなくてほならないということ

か仁､きているとおもう.交通について各地域とも20%内外の不満を示 Lているということにもa=･目し

てほしい.

次に交通とl淵係の深い道路についでそえてみよう.満足席の掛 ､川西地勘 ま舗装が100%でP,るか

ら不満足度も父低い,しかし川東地区は道路が舗装されておらず役喝封寸近から卜性 駅前に/"けては砂

塵の嵐である.又道幅が狭いということは四軒鼠 峠′｣､路などの川東地区だけでなく各地域とも狭少

であるといえると思う.巌後に小満足度の高い衛生について考えてふよう.'f･L'Fi生という止 まとの地[*.

をとってみても一致して不満の色が濃い.その中で川'n-地区はIlllの中心であるためか下水施設も比較

的取っていて不満足励 ま低い.しかL港等の不術牛.は明らかである.川東地域､川向なとを通 じてい

えることは下水施設の不軌 #小川などがゴミ捨場となっていて,そこに蚊などが発生する原村 二な

っている.ゴミ焼却場の完備と下水施設の完備,町民の衛生怒議の向上 各家庭にゴミ箱 (フタのつ

いたもの)を備える等の考慮が必要であると思う.

2.峨 票 と 生 iFr,

第 7表 地城取型の略装別分類表

職 業 別 川 東 川 西 川 可 計

≡ -/ り 一 一...,l 24繋 12 上 :ド 3 l 378940 833425156

L]生千軒漁師の町といJ),tLてきJ二二乃LuJも瀬

の示す通 り圧倒的に給与所得黄か 多く. 次い

で商業,漁某の順である.また日生~亡こtl1分の

船を使って近放海湾圏の適搬菜にあたってTLli一櫛

している人が多く,それが海運業で他u)都市-ぐ

は見られない独得な位性を占めている.次に農

村地域について若干ふれたい.表の通E),投'菜

に従!l･;している人は旧日生BrJてははとんど貼ら

れず,寒河や訪島地域に多い.専業農家は少な

く,ほとんと兼業である.Ill,部は一･般的に生活

水準が侃 く,今だに琶zj(11のない島もある.寒河

地区では会社に通勤している人も多く,乗物は単噂が快われている.宇野バスu_)終着点でもあること

いる人も同時にレンガ全社の⊥釦こなって生計を立ているもu)も多く,浦社は被は小型o)政びき,止

網漁業,轟は定位網汲実.大型艦びきなどである. (第5章 漁業U)隆替を参照せよ)

第 8表 職 菜 別 生 活 状 態

生榊 鹿- - 旦 繋＼ __ サラリー一･一才ン′商 兼 漁 濃 馴 染 座 監護 ■志築副 自由業 ,1,注 射 -u;-十
非常に楽になっている 1 - - 1l l 3

少しずつ糞になっている 27 9 ら 5 2 l l 50

変 ら な い 33 ll 10 1 4 3 3 1 66

哲 し くな ってい る 14 8 4 5 1 ⊥ 】 1 34

非備に苦しくなっている S 2 2 - I 9
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生柿が既枕化され 町が都市化さdL-C発展を遂げ1うとしても,現実o)家庭生活において昔しくな
っていくと答えている住民の他店を見逃してはならない.給与所得者は レ./ガ会社u)工員か多いか1･,

あるG.)'lf媒Ei(式に左石されることもあるが生絹樫艦は鰍 よいだが,上がっているもo)と見てよかろう.

しかLながら患外に r苦 しくなっている と答えf=ものも多い.漁賃一本で生活を支えているものは

少ないか.漁師のJ=IT.活の7ソバランス一夜働いて尽休む-は (一供遁o)教育上に及ぼす彫執 壬大きく,

生所水準t,漁州や好.不漁に上ってその変動か賢い ､

生t.F,-か ｢苦 しくなる｣と芥えた原恥 二は,収入かほとんと変化かないのに対L物価u)上靴 あるい

は1･供の成長にJる教育費の村人 (進学等)等か考えらILる.為政者u)十分に考慮 しTi:汁.iLほならな

いlHj他がある.

第3節 家 庭 意 識 u)実 態

1.相 続 に た い す る意識
O｢財産の相椀｣について,各地域に共通Lてし､えることは妻と子供の相続を支持するもJ)1り</･駅

全部>u)相続を支持するもujのほうが多いということである.しかしながら川向と川東地域にわいて

第9蓑 相 続 に 倒 す る評 価 (そlJ)1) は無記入のものが多いのでiJ1-LIE'家族ilが

J 財 産 の 柵 綻

地 域 別 I{f-だけ 毒針 報 I蓑与 妾だけ 無dyE

川 東 10 18 15 2 0 16
川 内 . 7 26 17 0 0 5

川 向 8 14 112 2 0 21l

敬 Xl- 別 l l
サ ラ リー // ]3 31 125 3 0 ll

;芸工 T.H 11 9 1 0 8

7 2 1 0 8

4 4 0 0 6

JIRi 造 0 0 3 0 0 3

;∴ 祉 芸 上 2 1 0 0 0

or家業の相純｣についても<不明><無記入>の

ものが多いので明確な支持-1意識を把塩することは開

放であるか.<必柴>とく思わない>というのかほ

とんど同程度であることである.また各地域とも<

どちらでもよい>という患誠をもつものか意外に多

いということは,家業にたいする明確な自覚を欠く

ものということができる.ともかく一応家菜u)相続

を杏定するものは多いが<思わない>というものと
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もrj極的にく子供に平等>にということを支

持しているかどうかについてはIuj題の残る

ところである.次に職業別にみていくと.こ

れ又<子供に平等>にというのが争いが漁

弟に'('u羊している人によると<長子相緋>

と<7-供に平等>にというりが同率である

ことは注目に価するもりと思う.

弟10衷 相続に幽する評価 しその2)

地 域 別 妄 葺苛 一員 だ讐l PL無 記

≡;:L 雷 鳥 甘 三

掴 化 別 . l t

サ ラ リ- -マ ン 14 24 1 ~ 274 1 9 18
商 X{ 12 9

漁 i装 5 8 6 ■6

海 .I.1g 6 : I : 5
魁 造 3 2

土 木 桂 準 2 3 0 0

臼 由 瀬 0 2 1 1 2



<どちらでもよい>というものの制令がきわ:.bて接近【ているl=ころY∵家業の糊紺 二たいする家族制

度的意識の残存していることをし〟)している.

O｢f･供の進路｣について各地域,各職業従軸二者とも<て･供と相談>とく了.の自由>て′あり.<規が

きめる>ということの皆無であること両 日1すべきことである.<子供の結婚>についてi,<子供の

進路>と同様の傾向かみられる,T/{三根なろ点.(上<丁供と脚韻する>七いうのか進路と比べて上郡IY/

加 していることである.

a'1111蓑 逓 精 に 旧 す る 評 価

･第-12老 衰 際 に 個 す る 評 価

速隣 とのつと_旦上､ 会 合 - T) H J.fi..I

地 域 別 近所のÅ湖放のみ 両 方 無 rj'dl地 域 別 いつも川 1.q:喪品 iJ篇欝 無 .了Ll

川 東 1 0 57 3 川 ■恥 22 ー 33 4 2

川 'lJq .7. 0 51. 2 川 内 24 2 7 3 1

川 向 l o 0 53 4 川 向 30 1 2 1 3 3

LdJ 化 別F L 1た才 化 別 ! i

+ 5 .)- 7 -/ 0 0 83 - サ ラ り - マ / 33 39 7 4

商 業 1独 梁 2 0 27 7 血 盟 23 10 1 00 19 4 孤 懲 8 10 2 5

泡 .袖 -1Cl 0 0 13 2 稚 拙 菜 9 3 1 2

製 造 iJttL 0 0 6 0 叫 造 -1js 4 0 0 2

土 木 細 論 紫 0 0 5 0 l二木 純 繁 男 0 4 0 1

i8つ



いJ:いよ以後に ｢f2:'際にたいする意識｣について考えていこうと思う.表からわかるように各地域

とも近隣との什付 よく両方>と交際Lているもu)か殆んど100%であるということである. 私的交際

において相互面識か広く'rTわれているのにたいLて,公的交際の多い<会合-の出席>度合は出席し

ないという人のほうが多い.

しかし川向地域だけは欠席と.LH麻の%か非常に.,a接Lている.サラリーー,･ソ03人J4は出席しない人

のほうか出肝する人よi)多いが商業従･Jf老u)'#建て.はそU_)逆である.

(甲 斐 紀 幸)

(披 多 洋 拾)

7.工業化 に伴 う人 口の流 出入

<人 口 流 動>

都市や町にはいっても人が集まる.郡市やrlr｣が人u)地域的な動きの核心であることは昔も今もあま

り変らない.ところで人の動きには二つの戯蛾かある.一つは,永久的ないしは半永久的に住居を移

す動きであり,他は過勤 ･通学 ･買物 ･娯楽等L｣常生活をしてゆく上に必要な動きであって,-Hの

うちに往復運動をやるJ:うな動きである.前著は人口移動 ･後者は人口碓動とい方,jLるものである.

ここでは後者,す-rj:わちE]生の人口流動をみていこうとするのである.特に,ここ-i-ほ町内から町外

への毎日の通勤者,又町外から町内-uj4JjUの過勤者をJLていこうとするのてある.ただし,ここで

断っておきたいのであるが,流入人口を数的にjE確に,かつ叉,年次別には資料もなく,朗番期間も

限られていたのてとらえることができなかったとしうことである.そこで,私達は少しでも正確にと

らえるために,流人人口は,現在にしぼり,かつ.第2次産業へIWL一入している人口に附って調べてみ

た,なお流出人口の資料としては,源泉徴収欝を蚊用した.

く日生 の工業化>

人Ljの流出入を述べる前に,まず大体の日生(I)⊥業化の歴史を述べておこう.

日生に近代工業が誘致発達したのは,昭和101年以降でいわゆる日華小変が契機となっている.前時

代の工業,即ち,家内工業 (味噌 ･嬢油･酒等の醸 造讃及び精白米 ｣程 ･漁網等)が近代資本の系列

に浮かび運営せられた時)抑ま,大正7年以降で,横言乳 第1次世界大戦という戦争の産物であった.

つまり,日生の1菜化は艶争と-jt.にあったといえ.敬争に1って,若手労力の不足が,鹿盟の萎縮を

呼び合理化が促進されたのであった.また,産菜 (土とLて工業)中心-の移行の峠胤 土.今次の第

2次世界大戦末で,労力不起れ 老幼村女を問わす工場労務者とLたことに起因すると考えられるで

あろう.

次に大きな1戦の誘致の時期及び与えた彫秤は.大体次のようである.
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会 71.. 名 l 誘致の朋

大 坂 噂 発 耐 火 煉 瓦 日 i=_J'.i)//,L 昭和11-12年

川崎炉材R生工機(前身のlj二r:.炉材創設) 昭 和 10年

品川白餅瓦1]fI=.エ糊(前身広轍鮒火) 昭和10-11年

※ 森~下軸網は,大:IEの頃から機業していたか,拡･Di,が昭和18

年判 より順次行なわれ,昭和25咋捉谷丁.切倒殻に,〔り面目

一新Lて,化草紙紗こよる漁網削臼輔lている,

]≡り~る者もできた.

の3点が大きな彫稗と考えられる.

次に｢二場従容者の年次別推移は次

のようである.

以上大略であるが,日生の工:35化

について述へてみた.次に,本論に

入り,まず,町外から町内-流入す

る人口について検討分析LてbLLよう

I)'えた影秤として

(1)耐火煉瓦工場誘致にJ:り,直接 1二

見として参加するものの ほれ 間接的

に,抜能職 ･迎輸関係者の什-iltが増大t

恒常化した.

(2)所得の増大に上り,田]内商菜が奈

良した.

(3)漁業者が漸次, r_場労務に 就職

し,又,船を故帆船に替えて∴‡銅釦二従

昭-j:TllO～一.2年別業当時 煉瓦 400-1,500人 .-:'-ノ)他 150人

戦 'f+Lい 600-′1,000 150

昭和20-24年 500-- 600 50

昭和 5-30年 500--.600 100

昭和31-33年 600-- 800 150

l 流 入 人 口

(1)流 入 人 口

現在 72の1手某所への町外からの流入人口は448名

である.このうち,男は251人,女は197人と男の方

がわずかであるが多い.第2次掩業-流入する数か

448名てあぞ)から第 3次産業へ流入する人口を加え

九は 全体として500名前後の人か現在日生uJに 流

表 l年齢別にみた流入人口 入Lていると

推測できる.

(2)年齢別

にみた流入人

匝l(l)沈 入 人 口

∩

表 Iに,とり,流入人口448名を性別にその年齢をZAると, 男了･

ては30-35才をピークとLて40-50才までは相当に多いが,そ

れ以上では,く､､っと減少している.これに対して女子は,やは

り15-20才をピークとするが,25才以上ては相当減少する.つ

まり男子は.若年層から40才前後の中年層にまで及んでいるの

に,女子では,若年層から25才前後の青年層までで止まってい

ることである.これは,結局女子の大部分が結婚適齢期までの
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就業が多く,結婚後は退職するからであろうとおもわ/tLる

(3) 流入人口の供給地と?.言要地

(a) 供 給 地

図 (V)であきらかなように,流

入人口はほは国鉄赤槻線のLJ7'向と

一致する庶曲目.ilの移勅を七軸にL

ていることがわかる.そして.ほ

.･i加西から共に 200名く1.らいの人

が入って いることがわかる.棉

こ,丙の備前町の220人, 東の赤

穂T汀の201人とこの二つの地区が

.'三んせん多く.H律_の1-.瀧の韮安

'i:人口供給地となっている.ここ

で兵僻県赤栂市からの201名てあ

るが,これは,かつての日生町で -

あった福浦のEl三民が大多数をしめ

ていることは いうまでもたか ろ

う.備前町 ･赤組市についで,長

都町11人,相生6人が続 いている.

凶 (n)Fl生町の流入人 Ela)供給地

(b) 'X= 安 地

円,i=叫 に流入する人口が.町内のどこに停滞 している/),･かつ日生町-の流入労働者がIIIとして,

llRl(r8)旅 人 人 Il の ih.: 墳 地
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どのような工業に従軒しているか図(】∬),義(l)によt)みてみよう

これら図(山),義(丑)によっていえることは, (1) 町外か

らの流入人Ljの大多数が海岸線 こ主に媒 まっている とい うこ

と,これは大阪窯繋 ･川崎炉材 ･品川白煉瓦 ･蘇 F製鋼その他

遣船会社が.交通の健から.あるいは必要上海岸沿いにあるこ

とで Jゝj然のことであろう.(2)流入人口0)ほとんど大部分か,

レンガ･製網の什~吋こついているということ,このことにより

煉瓦 ･魁網工業れ いかに日生の工業および人々の生佃 二大き

な比請を占めているか理解できるであろう.

(4) 通 勤 方 法

秦(〟)の通勤種別によって考案すると.流入人口の56.0%は

汽車を利用するものであり,16.3%は呼率を,10.9%は/､ス･

日転串, 5●3%(エ会社の自動串を利用して通勤 している. これ

をんてもわかるように通勤者の半数以上が.昭和37年 9月1日

にⅢ通した赤稚線を利用していることで,このことは注目すべ

きであろう,

以上で流入人口について終り,次に流出入目について分析検

討しでもよう.

†】 流 出人 口

(1)流 出 入 口

裏(Ⅴ)により流出人口を考
察 してみると,34年 ･35年 ･

36年までは_L第人Ljも工業外

流出人口も増加しており.従

って流出総人口数は増加して

表口 唖浄別工業従｡良音数

および割合表

衰V 年 次 別 流 出 人 口

㌫読 -竺讐 34 35 1 36 37 38

流 出 総 人 口 135(9) 149(9) 210(14) 105(6) 96(7)

工 業 人 口 115(2) 122(3) 180(7) 76(1) 66(1)

いる.37年 ･38年には,丁業甑出 入 口 は 急激 に減少 している が,工賃 外流出人口は, ほ とん ど変わっ

ていない.そのため流出総人

口は著しく減少している.

(2)工業流出人口

蔽初に工業流出入に=･こつい

て分析検討してみよう.おも

しろいことは,工業といって

も相生の造船所を除き,他は

全て煉瓦関係の会社 ･工場て

表Ⅵ 流 出 人 口及 び流 出 先

i言, - 肺 前 赤 穂 三 石 相 生 吉 永 い 卜沈出入ロ指 数

34 33 82 2 - 工 ;≡ 10035 30 90 - 106

● 45 118 8 9 l 180 156

37 40 16 8 ll 1 1 76F 66 66
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ちることである.

表(Ⅵ)に,T,された通り､工菜抹出入口は36年までほ,35年が流出人口指数106,36年が156と急激に

増加している.しかし,37年には66と急激に減少しており,さらに38年は66人になり指数56と減少の

強をたどっている.この原因としていろいろ考えられるが,増加の原因としては,34年頃から36年9

月までの岩Fiki-態と呼:よれる好Jh･モ免 赤穂線の開通.また37年からの減少の原田としてほ,37年の鮎

浦の赤穂市への編入.また,36年10月頃からの不景気のあおりをくって煉瓦会社が相当大がかりな人

i-1紫理をしたことなどが考えられるだろう.また,耗出先をみると,34年は術前と赤掛 二限られてい

るのが,35年には=三石が,36年には相生が,さらに37年には吉永が加わり,その範囲をしだいに広め

ている.また.36年まては,赤穂-の棟出が一番多く,備前の45人に対し118人と3倍弱である.と

ころが逆に37年度では,赤穂が16人であるのに対し,備前町40人となっている.これは,福浦が赤穂

市に編入さ′れたことにより.播磨耐火などへ通勤していた者が.多く赤地市へ転入したことが,大き

な原困となっている.

つぎに上兼の規模別流出人口を調べると表(Ⅶ)のようになる.ここで注意せねばならないのは,伝

浦の赤穂市への前人や.流出圏が年々

拡大したことなどである.故に.この

表によって 大企業が,小企禁が云々

というような雌滞な結論を.Ltjすことは

できない.

(.'i)工 業 外 流 出 人 口

表VVl職業別1菜外流出人口

表Ⅶ 規 模 別 流 出 人 口

年度鋭投 34 35 36 37 38

大 企 業 94 104 147 52 I 40

遠野 一会礼 一節 ..(←餌 ヲ報 牌 区の他L計

34 5 4 15 6 1- - 20

35 7 5 6 6 2 1 27

36 廿 6 3 1 30

37 6 2 1 29

38 7 3 3 30

次に工業外流出人口について分析検討

してみよう.

衷(Ⅷ)でわかるように,t淡外流出人

口は,36年まではIl二某紙出入口と同様に

増加しているが,37年からは,工繋椎出

入口か大幅に減少してい るにかかわら

ず,工漂外流出人口は安定している.

表 Ⅸ 年次別工賃外流出人口とその流出先
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表(Ⅸ)は年次別工業外流出人口とその流出先を示 したものであるが,これによると,流出先は⊥某

人口のそれが,主に備前 ･赤搬 ･三石あた りにかたまっているのに対 し,少数ずつではあるが,岡山

県火南部 ･兵Jili賑西南部にと,かな り広 く分布 していることか))かる.また,年 々その流出範関が34

.35年は別とLても,流出入口数に榊係なく広 くなっていることに気付 く. これには,赤地線の阻 血

･El劾申交通の発達などが大 きくhrt3坪 しているだろう.

(4)維他者の年間平均給料

表(X)は,工業流出君とエ紫外流出者の年間
平均給料をあらわ したものである.

これでわかるように.⊥兼流出者の年間給料

の平均と L..兼外流出者のそれ とのr'Lf,ll二は,工業

/rJnp用 はLL旭 lゝLtとんど90%を占め.ま′t,30

才以下の者が65%を占めている0.)に対 し.上兼

外流出 古で,かつ30才以下の者は,わずかに20

女X 年 間 平 均 給 料 (制止千円)

年 一義出著 ■諦 墓 守 均 - 平均瑠‥甥
34 1 261 307 301 272 228
35 295 375 303 293 250

36 l 309 405 303349 319354 27037 284 447 301

%しかいないこと等を考えると簡称 二決められないか,しか し全般的に.だいぶん差があることか i ･

か る. また,給料の上界率を比校すると,工業外浦.Llj省u)方は,数の大小はあるが,年 々確L)三に上目

している01に対 して.工業流出者の給料上州串(.L 37年にL7イナスに1J:っている.煉瓦会社が好景気

の波毛,受けに くく,反対に,不況の彫坪は一番に受けやすい 性門,女真)-)していると 言え 上う. L/J.

し,エ漂流H!.老o)平均給料が.lil紫外流出者のそれより低いとほいっても,岡山県平均 上りは,lll仰

37年度を扱いてかL/i:りltl.i;いが,そ′～しても全国平均 より少し低いところ.=ある.

以橡▲こ.uJd和38年度の工滋流出人口を,主な 上噺 二･八､て調べてみた.下表Xlは,そ,iLをju-)))し

ている.

表 Xl

1工 J胡 年 令 別｢ ｢ 結 ー㌃ .住所 -303ト 40】41-50.五千 ㌃ 1III滞_E放 旅 懲 1叫 恒 潔㌣娘 ユニlrl 敬 篇器葺_附fl_千Tj=J木工 一臨時し.II放 て.敬

川 崎 炉 材 - .右 上 2 -九 .)11耐 ,k嫌 瓦 仰机 2 1 - ∴ 33 10 00 00 12 2 0 L1642 0 351

興BIi耐 火 工 発 ′′ 3 1 2 - 6 5 2 0 1 0 6 0 417

播磨 耐火 煉 瓦 l/ 2 2 - 4 3 00 0 1 A3 _ 0 307

節 - II 〝 三 '三 1工 1… 3 0 0 0 0 1 3 253

,F.tLll< 崎 か 材 II 0 0 0 0 0 4 0 282

川 崎 炉 材 赤組 5 2 2 0 4 12 0 302

石川).'7,.繍磨iTf工選 相 生 7 - - - 7 0 - - - 0 7 0 348

晶 JlL白 煉 瓦 備 前 轟 1 : ∴ … 4 0 0 0 6 4 0 302
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全山について調べた0)でないから正確ではないか.参考にはなると,'Ll,ラ.

まず,年齢別隅成では.30才以下か28人と半分以上を占lv)ている.しかし,30才以下といっても,

20才以下は殆んどなく,ほとんどすべてが 21才以上である.又,l任菜は調べた結果,非常に少なか

ったのか意外であった.次に臓rl数と工Ll軌 †.取Li5人 1貞35人であり,これは年齢にもflig係し

ているように思われる.またtEtの中で,本 仁と臨時工の問題だか,臨時 Lとして雇用しているの

は.第一耐火煉瓦のみであり,他の1塀では全て右上として摩っている.

× × × ×

以上日生叫の人口流動に/)いて分析した拙R,次J)ようなことか明瞭となった.

(1) 日生町の流入人口は.Fl隼駅を拡点としてTi]lIlLj'の方向を主軸とした移動に1っている.

(2) 日生町より03流出人口は,その数が少な ∴ Lかもその流出地域は分散的である.
{- J,.()

(3) 結局,日生町は現在流出66名,稚人448才1て.抽入が382人多くこのことにより出の町より人

の町てあるといえる.
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8.通勤者の急増と待たれる農業の再編成

- EJ 次 -

§序

§第 一 導 出 業 及 び 出 家 の 動 き

･一 節 耕 地 面 机 の 動 き

二 節 作 物 の 動 き

･三 節 農 家 戸 数 と 人 口の 動 き

IPq節 膿 家 経 済 の 効 き

§第 二 蓑 日生町畏柴及び農家 の現 状

･一 節 拝営規模からみたilhi家の現状

二 節 兼 菜 曲 家

･三 節 現状の盛付け調香にみる良家の状態

§第 1--.章 J駒待 され る出某 の再編成

序

日生町は昭和38年9月福浦地区の兵碑LF注への越県合併により,現在鎧家戸数403戸,桝地面筋158ha

(水田70ha,畑72ha.架的固16ha)となり,1戸当り平均桝地面も■fO.39haと数字の上では実に'&紳

な腿壌群である.そのうえ生辞性も低く他塵紫との格差も相当あり,島喚部の畑作地子持も昭和になっ

てから槻拓されたものが多く,自然条件に7点ずれていない,史に=_製鋼,三窯業を始めとする大小工

場が多数_-17-地し,出家からの通勤労働者も増加している.一却 こ於ては虎僻干拓計画,島 部の果樹地

造成計由などの曲深振興計由も準備され,近代的企業的RJ{L業への脱皮を計ろうとしている.当頃にお

いては放頂及び盛家の実体を把優し,史に将米どのように低換するかを展望していくものである.

第一葦 農 遜及びBl･家の動 き

一節 耕 地 而 郡 の 効 き

戦前昭和13年から16年の排他面積を田畑別にみていくと蓑 1の様になる.

mは旧日生町,旧福河村を/,li･わせて168haから175haと僅かに叩加の傾向を示しており,畑は90ha

から91haとほとんど変化を示していない.旧日生町,旧柄河村合わせた総面別は4,241haであり,16

年の総耕地面-atlをみると265ha(田畑合計)であるから耕地率6%強である.戦後においては,昭和

29年以前の質料が確認できないので29年から35年までを取り上げてみた.29年から31年の3カ咋J,I.:ち

るとま2の様に田145ha強でほとんど変化なく,畑は78,69,101haとかなり変動している. この変
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衣 1 耕 地 IEli 依

恥考:tj生町現竹調査簿

前,観後ほとんど動きはみられない.L]

本全体としては,耕地面潰率は16%であ

るからR4-.町の耕地は,狭い狭いといわ

れる日本の内でも滋も狭い部類に入れる

ことができる.日生町全体としてはほと

んど変化のない耕地面粥も田に付いて･Zi

ると戦前は搬少数ではあるが1'Elしている

動を袋付ける汽料は人あた

らないが.島部の偶盟によ

るもU)と想像さナLる.35年

になると田畑の減少,果樹

園の増大が目立つ,31年の

耕地率を求めると総面縦4.

241haであるから6%胤と

なる.更に35年をみると糾

地車は 5%強 となって く

る.しかL福紺地L左を失っ

た現在,序に述べた様に田

70ha,畑72ha,果樹園16ha,

耕地簡桝158ha.総面那3,

491ha,耕地率4.5% と総

面掛 二比して耕地面積の割

合は小さくなったのであ

る.日生町全体をみると戦

表2 経 営 耕 地 面 揖

が,戦前と戦後を比較するとかなり減少 flrfl'i考:Fl生町調査紺

している.又戦後も毎年少数ではあるが減少瞭向が認められる.これは何を物語っているので二も′'-,う

か.この減少を都市化及びて卿 )増加,すなわちT.菜化と結び付けて考えることはできないであ′',ラ

か,しかしここで結論するのは早計であろう.

二節 作 物 の 変 化

商品作物を中心として戦前からの変化を把纏したいが,･資料不十分の為,昭和25年,30年,35年を

韮畔として比較して入る_まず米麦について,米は25年,30年,35年の生産先は 485t.574t,431

tで経営耕地面砧 (一節参照)と作付面耶が一致するものとみなせtf30年の 1ha当り収糠南は3.9

t,35年3.7tとなる.又25年は30年より面机人と考えら,ilるから3t前校と推定される.全国平均

は25年3.2t,30年3.8t,35年3.9tとなっている.30年が全国平均を上回って いるのは全国的大豊

作の年であり,特にこの地方が出作であったとしか考えられない.しかし,25年,35年においても全

国平均並みであることからして,作付面前の滞少により総収埠丑は減少しているが,単位面前当りの
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収礎良工全国平均で10年hllilにほとんど教化はみられない, 麦矧 t生産iLJ(でみると300t前後で変化は

認められないが, 作付面も7-は25年の131haから25'rF7)120ha-と減少Lている. なおこの地方には株

安か多いことは特車すべきであろう.甘汎 馬鈴蒲の 芋矧 よ作付面fL'iにおいて,25年52ha,30年50

ha,35年39ha,生産も''Iiこおいては25咋809t.30年687i,35年57日 と作付面払,JIti産炭とも激減し

ている.しかしそ菜頬(キャベツ,きゅうり,大根,ほうれんそう,すいか等)は25年,30年,35年と

作付面掛 よ23ha,26ha,30ha,生産止は25年不胤 415t,494tとそれぞれ増加している. 販売街

においても30年の52万円かl-,35年の120万円へ2倍の伸びを示 している. その他将来性の あるものと

してみかんが上げられるか35年現在では未知数の段階である.作物の悦r句としては米麦芋蜘 よ段々減

少の道を/二と-,ているが (特に半濁の減少は撒Lい),反対にソ菜や児樹の 伸びか臥二付く,しかし

減少と増加の割合は25年から35年の10年帆iJとって入ると増加 1に対Lて淋少2の割合む//守.作物

においても全体的には作付面#1'同様搾紬にisいて寸,減少lつつあることが認められる.

≡節 農家戸数と人口の動き

昭和25年と35年の蛙豪人Uを比較すると蓑3に現われている様に5,074人であったLのか3,197人-

表3 人 口 の 推 移

年 aJ 竺 竺 二 薯 一

昭 和 25 年 2,807 12,826

2,759 12,610

2,882 13,152

(38) I2･971113,648

人 n

男 女

6,131 6,695 5,074

5,991 6.619

6,322 6.830

6,665 6,983

llll'J考 :国男詞 &.

人から35年571人-と10年抑 こ4割 2収 二当る402人が減少して いる

と':k'L''vt1,787人柄少し. この
10年肌 こ3割 7歩-～,減少 Iir_

ことになり,25年の半分近 く

まで減少したのである. この

場合の良家人口とは勤め人及

び年少者を含む段家令体の人

口のことである.次に段業就

業祢 こ付いて もても25年959

又),Et業就業者の全席顎人口に対

表 4 産 選 別 就 装 -F,の 推 移

納考 :国胡胡溌 R′L-町振札 十両

する割合も25年が2割1歩,30年 1割7歩.35年こなると1割0jLtと段々虚業人口の占める割合が少
なくなり,良家人口及び段菜従菜71-ともどLく痢少 lていることが分る.段菜従業-fllの減少を良家 1

戸あたりについてみると,25年が1.7人,30年1.1̂ ,35年になると1人を判 り0.95人となり,投家 1
戸に1人の蛙業従菜寮がいない割合となる,以.卜の様な減′i>(1出家),'敬の推移の表にもk.われている

様にC{L家自体の減少をも悲味している.てほどの様な出家が出韻を(LctJ)たのか麦5により25年から35

年の10年間をみると専業,兼業出家とも減少しているがその中で し専業堤家が150戸から32戸へと100
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戸以上も減少したことが目立つ.しかし経営耕地別にみた場合,5反以上の良家の増加,特に1町以

,h 5 1持 家 Jn 敬 の 推 移

ヱ 刃亙 迷 丁読 弟粘 JJ～..3hapEB.3～..75家 J了 故(0.5-1 r 1-15 15-20
一 戸 /,-l )ラ.- J了 jT7 TT )-了 JT i7

25 900 150 243 507 617 197 80 6

30 728 108 (小明) U dJ.lJl) 406 2-18 96 8 -

III'l'J増:伐菜七./サスその他

上の出家の増加は著しい.一刀3反未満と/i:ると10年17JLj約1/3に 減ってしまっている. 小規供経営の

むjk濃 家の多くか兼業化父は蔦業を止めていく帆T.Jをホしている.又噂濃としてとどまった出家は経

営耕地を拡大していっていることをも物語っている様である.II.ffに注意しておかねばならないのは,

弟二価氷果の固定化 則ち)k濃を主としてlurB=菜を従とするE迭家の変助の少ないことである.後の兼紫

の項で詳述するがこの脚が工業化と大きく紙びつくのである.それでは地溝を止めたり,瀬濃腿家-
転換した人々はどんな方面へ就職したのであろうれ 鹿瀬別就漉者の推移の衷 (凄4)iJみると,出

菜 ,漁業の就業者の激減の良風 製造業,運輸通信就濃のfT.T.1大である.戊JXLf等の減少人口を製造菜等の

増加人口とi.riび付けることはできないであろうか.これは虚家からの就職の為の個人離村者及び拳家

離村者,町外かr-'の移入人口を調べねは確認することは-C･きない.離村についてくわしくは調べてい

ないのでここては取り上げかねる.しかし,良家戸数は25年から35年までの10年間に3割減少してい

る.一方農業従事者の減少の割令は膿家戸数のそ,ILを上回っている.又袋家人ロの減少は銀器/('f卿者

の減少の割合よりはるかに低いのである.これは前述したとおり7:ある.明らかに旗家からの勤め人

7日甘加したことを意味している.次節の境零経済の推移の蓑 (妾6)の家族人員は5人で30年,35年

と_'変っていないが,頻繁'(Jt某省は1.1人から0,95人へと減少していることからもはっきりす るのであ

ろう.

PLl節 農 家 経 済 の 動 向

旗家1戸当りの十均Jrr得をみると表6の陳になる.

表 6 L'法 '家 経 済 の 推 移 (拙家平均)

年 度 諾謹 皇莞 渠 幣 緋 .A:.flE従 獅 出師 叩(n)脱外所得(円)鵬 所flK円'l純 余 剰(円)
25 - - l I

30 28 8 5 1.1 110,∝氾 120,000 230,000 20,000

揃考 :日生町振興計画 (S_38)

30年の13家所得約11万円,JlIi･外所7lJL112万円,戯家所得は23万円であったのが,35iTlには良男所得が

8万円と減っているのに対してL'望外所得がく.んと伸び実に65万円にし達して,絶家所得は73万円にも
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興ニト州 乍成のYf料から概数をとったもので福相地区を含んており,将米の戯jE･振興の為に都合良く作
成されたきらいもないではないが,だいたいの傾向はつかめると思う.出外所持の増加は外ならぬ勤

め人の増加にJ:るものと1考えられる.-プ膿 業所得の弼少は耕地山肌の醒少並びに米麦の納品化の減

少に あると思われる.

以 卜.の,Y･崇かr)筏家の3つの点カミ汁El:こ他する.,Aj'JH 仏 土とんどや部といっても遇,ごてはない)1㌢京
の効き,これは腿弟就業人口の減少,そ,LLに対して出現戸数,)持家人口の派少の弛繰,専3'5:良家の減

少,L'.11外所ftrIの増九 製造業,稚+I(Il仙TLi-従業者の)や't'大からL州らかな掛 二出某は続けながら勤めにてて

いるグル-プの仙き,l'第2は揖家)一･'数の減少に.ヌー･ら′hるJU"主菜を止めるグループの動き,,I:1'!3は肘 'F物

の変化, 1戸､'/Tり耕地面も'fの増九 1町以上所有趨瀕の増大などr7,られる畏業と7,て将来も進 もう

と㌻るyルーブの動きである.この･'11',1のグループL,lF一心 に.:1,r二輩てu生町措業及び腿家の現状を述

べていく.

第二韓 日JL町殿溝及び出席の現状

一一節 経営)R枚からみたi'i家の現状

前章て呪-/A-.i二IJiるまてのlIlJ合体の励きを7,Lてきたが,そJLiJ一少押し進めて,日生本二L 寒河,守

山,!;.I,･申偶 と,rt体的に別状を把触していく,昭和35年センサス作成の為の畏業集落..1:･]稚剰 二より,良

業形態を述べておこう.この.-Jif11付 よ地形をiT∠坦他 平坦山間併存地,山間地の3つに分け,雄藩形態

は柁FlとI'汝伸 二,農某瀬業1g_分として,農業が主,i"i=)lf業いず,iLが主体となっているのか不明のもの

る.IlノLllrJ-JLi,Fl′上本土 (此久J:Lrl.鴨LI,,Ji:含む), 小 口生,寒河.寺山,班,-:I,.大多胤 弧I.:Jl,とだいた

い大字州 ニ'Jl耕し,地形 rLlついてみ/L'と,いす′tLもIIJII".‖也 址i･('ti形掛 土加地Lil(如南,束北,火奥)

を快く寒7L･J地区が密JE-の他は全.ili故桔nil一存である.こ山上対象が出'jfだけであることJt7,江息していた

八三きたい.措R･油菜区分に於てはり/トム上が揖業兼業いずれともきめにくいの他は全て兼業が土てあ

る.附i_(,I)I''y/.l'藍に於てlエ寒河,111日Jr=_,-!nlJが米u)旭はJ.i.･';l;とn_'卜.,1L:l･.がその他に分類されている.J:i

滋 7 拝 黒川 地 面 才一'I広 狭 別 出 家 放

rI'l'lJ;.:1960,'トJは瓜 ヒノサ ス
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部以外は米中心の虚実であり,島部は畑作･F7心であるが特に乱6-Jl勺な作物はないことが分る.以上よ

り日生町を大字,島別に分けても特舛な地区と言うものは見付け出せないのである.経IkY.･規掛 こつい

てみてもLl′卜.本土56a,rlJn′E3la,寒河29a,:!J-:山14a.軌:ヲ′29a,大多jT;T･3laとほとんど同じ程

度の経営規模を,lL;している.口小本土が広いのは施久倍,也島が含まれているからと思われる.次に

大字舵度に分類Lて経常耕地面も'i広狭別L.'lit豪放の衷 (表7)を上げておく.島部と木11を比映した糊

合かなり比部の力が耕地げ行耶大のL幾家が多い,JJ,部に於ても敢闘 土中規枚良家が多い,-JJ一本土ては

寒河の小規模出家の大か目立つが,所有土地面fLr;-広狭別にEyik'をみていくと,耕地とは逆に寒河地区

に1ha以上所有の出演が46戸もあり,かなt)山地を所有している様である,反対に.lLl,Tmは耕地と所有
土地がほは一致する.

衷 8 所 有 j-_地 面 郡 広 狭 別 農 家 数

～30a 30-50 50-100 100.-200 200-300 3∞～500卓500-1OOO1000～2000

中 ロ 生 4 4 4 2 0 1喜 J . -寒 河 56 33 57 25 15 2

寺 山 2 0 3 2 3 -

日 生 人 士 7 ll 12 4 2 - - -

此 久 居 JJ, 0 1 8 9 - - - -

ilJi ,L'.lj 51 19 12 3 - - - -

大 多 府 8 6 3 - - - - -

孤 ),7,- 1 0 4 ll - -

LII';JJ5:1960年 E連発-11ソサス

経常形態に関係して

日生本 ヒ及ひ高潮の土

地利用を作物L,,中心と

した図を上げ てお こ

う.

仙
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二節 兼 業 良 家

腿家所得に トいて段諜所網の.rlめる'.刊命て腿家を3つのタイプに分類することができる.くわしく

述べると,1つには代労酢をないしサラリ-マソとなって,その所甘 :-生計を立てている七㌢束'て,級

米とそ菜を自給する為に畏業を行っている節2fri兼常である,これらは近謙地方や榔rl･'近飾 こ典型的

な姿で分布 している.2番目は,拙策だけでほぼ家計をまかなうことのできる商品/i産出家てある噂業

,じ-1未着-Y･･,この トップレベルには七ケタ畏業といわれるif一間所得百万円を超す一群もある.3祈郎こは

主として脂果て井 Lを立てているか,それだけでは他計,,ACまかなうことかできずあれやこれや〕ft業を

もっている半商品生産出家ともいうべき大群である,すなわち第 1棚兼Rである.前遊出'衣)J-数の推

移の衷 (表 5)をみると,昭和35年口生町全休 (h･.輔 地区/i,含む)で腔家戸数600戸, その内専潔出

家32トiて全体の5%,第 1碓兼業段家125ji,21%,第 2椛jk業C1!家443)｣で74%を占める.旧舶 7叶

の全国の統計をみると, 刺 '!25.7%, 第 1柾兼良33.4%, J箱,2･Eri)描 do.9%で;ま,-)るか ら, Ll/Lul｣一に

於てはa'52祉｣根笠の占める刑合が非常に高いことがはっきりすち,先の出家戸数推移の歳 (衷5)よ

り,兼出と耕地血も'i別拙家をLN地づけてみると,謙,Jl馴kJ]Liと50a- 1ha,第2槌別 注と50â ･満 ,

野に別 注と1ha以上の耕地所有膿 如̀ ミほは一致することもみのかせない.すなわち.日生町に於ては

捌 地面机の狭少が第2使Jf･:指の多いことの一閃ともなっていると思われる.次に刺 空の所得の状態を

経営耕地別に調べてみると表 9の様になる.

蓑9 耕地広狭別良家経済 (-p-,ll･均) 50a未満出'熱 こ於ては段遊所得は 4-8万で

耕 地 座 繋所得 JA外所可出家所可 純 余 剰

,oこれ 千円 :65:-fRI ::…千円上 o;千円

仙考:Llノl=_帖恥こ1郎

農外所得の40-65万と非常に大きな基か認めら

れる.しかし50a-1haの鎧家に於てはSi.某所

相が30万 となり取外所fti･は40万と良案所得と農

外所得の制令がほほ3.'4となり,腿業所料の

割合が大きくなる.ur--2家所得の方は30-こOaも

50a以上 も70万円台であ り,30a未満になると

表 10 家としての兼溝種約1iIJ農家数<J].1預を;1iとす7J〕If3mllF#>

iT;l'IYl:LT.'川J351l･･L'Q=ー幣セ /サス



40万円台と少し基がでてきている.総余剰とは租臥 '#;-l･.･ほなどを品し州 ､/二もo)てlo-30Jjl_'それ

ほどの大きな差はみられない.しかしこの資料は堤菜振那 十画の現状より概数を取ったもので将来の

[･"L染抜恥 こ都合良く作くらdlている向きがあるのてただその帆.L.]をつかむ舶Jii-にととLLJ)ておく.

i:T/ト所得の中心であZ,北濃省の勤め/h よどんな職業11't多いであろうか.まず,L惣菜7111二とする淡紫

出･官についてみるとL,Jl110の様になる.やとわれ｣斑岩としてはil,労脚と人夫日Jqiが大部分を占める.こ

の什別劫とは決った勤め先を持った人々と考えられる.一万日営兼業と もいえる兼-Xが 若干も られ

る･これらの主体は払部に於ては漁業と小規模 に助の経営 (特に軌 Lri)で あり,本土に おいては内

帆 職人てあるが,その数はわずかである.なおこの蓑は対象が個人でなく御 I1位てあるので,その

頃の所fqの中心者の職叉と考えねはならない.

次にiTt-労働及び-1JF務系の順風 すなわち決った暇某を持った人々はどんな酢種が多いのかを来11に

衣 11 やとわれ兼業者の種類別,勤め先の産業分析別員数<比瀧をiとする兼柴Lr注家>

ihまった勤め先があってふだん幼めにでている人
鉱 業地設柴 ~敷追認 面巧亮 食触.保険亨迎輸..適信■サ-ビス L公 梯

小 口 生 ri' 労-gj: 務 J lt l 1 l
-

寒 fJLI代 労 l 1部 務 l 66 I 1

守 l6 i

1日 11

鹿 久 居(芸 芸 日 日 H I

殉 181 1 +

二 二 鵜 芸f H i H t

油 島tl芸 芸 I 4日 tl

孤 ,..Lfi: ≡ It

(勤め人の1キ恥の怖菜は･酬各) 備考 :昭和35'rF比菜センサス,<4人5人<は4以下と5人以卜二の会礼を示す
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よ･つてみると,製造業力甘 例的に4Fyいが,この鮎Zi登はElJ-'町の丁甥化の現状から魁網,窯業が大仰

分を占めるしのと推察することは不可憶ではあるまい.なおこの裏は対象が個人てあるか ら前表より

勤め人の数かかなr)'plくなっている.

兼業を主とする兼 廿 ㌻たわち県外所得が主体となく】J.L'i舶 こついてみると,やとわれ兼業かHJ削 ft業

と比してかなり多数を,Liめている.やとわれ北､IF_に於てほその中心は拠造業がFF例的に多い.又個人

別には11務系の仕IIpilに比して兵労が多数を占めている.製造業について:1'B輸通信が多 くなっているの

表 12 やとわれ兼濃者の磯原BJJ.勤め先の産業分耕別員数<誰某を主とする兼菜jl.主家>

きまった勤め先があ1てふだん勤めにでている人
鉱 茶~姐富野T層畜君丁面小r死敢塾二座睡I.B柵.:.削了サーt='ス公 耕
郡 玖<=∈亘.互蓮 ≡二重=享くそをコ三tEjI5く′く土__旦良く4 5<

中 ロ 生LrflIJl,L- 芸 1 4ll 日 1 1;

寒 河(】芸 T ll.9 l l:35H : 9 10ll 61; :l S

守 車 芸 1 ∴ I 1I

日 生は 芸 ｢ ~ T r 言21 10 3l 2l l

芸 t i 7｣ I l一 ll

弼 旦 芸 ｢ 84 2 2口 2

大 各 桁 r (-1叫 '9;,初 I ･l 4 1 7

(勤め人のいない職業省略) IJI-h考 :昭和35年 出認七./サス,<4人5人は<4人以下と5人以卜の1切をホす.

も前ljyJの就業者別の人口表 (衷 4) とあわせて納得てきる.一方自習兼業としてほ漁業とか小規模上

崎経営-,i,しながら農業を'u心 象庭がかなりみ rjれる.秤河のIJ-1営人の多数が酎二つ くが,これは運搬

業 (鶴)が中心になっていると想われる.兼業膿家でItl常兼課を除 く大部分の!.F!.家はLj生町の二仁喝と

戯 く結び付いていることか うかがわれる.特に製網lJ:どJ)製造韻と,それに伴なう遜愉業への兼濯農
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=R 13 家 と し て の 兼 業'･挿 畑 別 農 家 数<帖恐Jf壬とする)ff微粒懐>

ffJ'llJ考 :昭和35年出繋七t/サス

零時に第2稚非業からの流出が著しい.しかLrl生木二L 寒河に比棟して,乱 酔部は兼業化はかなり

進んでいるが,通勤者は少なくn営米を営む家が多くなっている.Fl′t:.EllJの兼業化の原因としては土

地の狭少の外にJ_叢化が大きくクロースアップされるべきである.工業化特に製造業の発達である.

以上述べてきた兼業臓家に於てはいったい誰がLrirX･をやっているのであろうか.表14をみるとETi無期

だけL''!業に従唱する者かほとんど全部で,男女の益はほとんどみら′ttない.叉耕作地広狭肌にふても

i,'1･深専従者はほんのわずかであり.その道典は認めらhlJ:い.ではいったい盟菜は誰が行なっている

のれ この表につをわられている1]一掃Hi二者は16歳から60歳までの桐と考えられる.すると16歳から60歳
までの男女HJまとんど伯無期だけ出実に従瀕するもので,稲刈りとか脱穀等の出繁相は三けの手伝いで

衰 14 男女別 年齢別虻郡il数 ･高校以上姐学者および地業従耶音数
匪 圃 空 巨 9トヰo= 940j50-59;60-6恒 i 左のうち雌繁ルーだけu)もの

3- T,.;-J( :≡:;人出 :柚 ;:潮 …出 目1 …_ 281350

- 謙 ;;; F l… 三; l g l̀t 97 :: 吾 re 囲 可 三喜止

5-10軒 吾 87 7 3575 7 27三 :66t:tW ;03T { ql86149

て 廿 廿 三.o ……

(IT柑 :1960年歴 世･yTlは｢r:･ヒンサス
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ある.姫際Li笠菜の上体とな･,ている叫 よこの蓑に_酎 フォーてい机 ､60歳以上の男女をとり上げて,かれ

らが趨菜専従者と考えるのは無PJlであろうか 最 甲･この地方で(i'p三チャン戯顎とは言えな く,かあチ

ャンと藍 lf,チi･ソの出張とで t,-Liうべきであろうれ この場合のかあナ1,ソはかあ rl,ソ~亡1いよあチ

ャンに近いかあチャンであり,若いかあチャンは.ち.とり'Z,らjtない.後でふれる様に私の調祉 した肺

間に於て(よじいちやんは外で膿業以外の仕T1,日二ついているtJrl合が多かった.家にいるのは50歳以上の

かあチャン又はばあチャンそれに了明 通てあり,葉菜をやっているのは 1.'Tのかあチャソかはあチ十ソ

なのである.そして子供達は腿業を手伝いもしないのである.戯業は年寄 りにまかせてlLIt､者は全て

工場に過勤しているのであろうと想像される.というのも前の年齢別世滞貝の衷 (表14) と表15の来

襲 15 世 帯 員 数 別 班 家 数

備考':1960年度 世外出 林 七 ソサス

わしている様に世指_Fl数を良家耕地別にみていくと.50a末乱 50a- 1ha. 1ha以上のlJri家も一

ljl常 平均5- 7人で剃 ■壬はない.二丈年齢別にみると,20-29歳層が30-39歳層をはるか).=上l:nJり,16

蔵～17歳屈 も20-29歳肘の半分に遁することからしても決 してLu｣外に多数の人/ZがUIT.ていっていると

は考えられ′てにい.若い桝も家に残っているが,農業は手伝わない.最近良く使用される吉私 いわゆ

る下宿L'li業が増加 していることになる.食軸二付きでほとんど紙料に近い条件で下宿 している若い人々

にとってほ非常に良い~卜宿となっている訳である.この中には将来農光を継 く､べ く親か ら期待されて

表16 日生中学校卒業者の内頗某従車者

肺考 :日生中学捌 斗
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いる長男も含まれておろう.しか し

この長男も並木栄吉氏の表現を借 り

ると最早脱農予備叩とても呼ばれブ

ル-プに入れられ,棉_来Jl!主菜に従かこ

するかどうか不明なのであり,む し

ろ脱胎 していく幌向を示すのてはあ

るまいか,

以上の様に u生町の 地業 は停滞
し,腿'#からは油勤折か増加してい

る.jJ浅菜の後継者について次の中卒

者の就職状況の表 (表16)をみると

33年以前の卒業者の少ないのは口/｣.～

中学 と福河中学の合併以前で日生中



学脚係分のみで.ちる,しかし29年は2中学の合計による.25年15人の怨業従事者がみられるか以後は

33年と35年に2人と3人入られるだけて他の年は皆柵である.日生町に於ては中卒で遭禁に従-IJltする

署は一人もいないとEl.ってよい.てほ農家/JILl,Uう平瀬名はどんな方tbiへ進んでいるのれ 兼業のl児係

でL'空家と非腿象の子弟を判別するTu:I.ま不可能であり,はっきり状態はつかめないが,進学者の増加は

FtJJJ.められる.

三節 現状の袈付け調奈にみる農家の状儲

その1.中学生の農業に対する意識調奄,

El生中学 3年/-l=.の内腔家 (田or畑10a以上所有の家)の子弟全員56人を対象として,農顎に対する

考えを調査する目的で聴取刑鹿を行なう.あわせて家庭の状態により意見が異なると仮定し.家族の

職Tl:をも調査に加えた.

進指調査についてみると調奄敏男25人,女31人中}LE草希肇者男16人 女23人 不明粥7人,女6人

就職希望者となるとわずか男 1人 女2人の3人だけで,進学希望者が圧倒的に多い.しかし就職希

望者3人は典に地元の製網会者を希望していることは注目すべきである.

噂は,兼題の調度によると,調香数56人中専選曲屈の丁弟と思われる者は施久居に1名,鴻掛 ニ2

私 大多肘に2名の5名て島熊珊ばかりである.他の51名の家庭はすべて兼業腿家である,この兼距

家庭において,家計を空かなう所用の中心となっている父叉は兄が勤めている老23名,そのほとんど

が日生の琴法網及び窯Xi会社と結び付いている.通勤者についで海迎業の家庭が意外に多く11名に (-Jtよ

んている.続いて漁業の8名である.その他公臥 舶繋,土工等の家庭がわずかにJ7*られる.次に家

族についてみると,兄姉それに母の勤めている家庭が非常に多く,一家族TT!-均2人の過勤者がみられ

る.それら通勤者の多くは処刑と端菜と結び付いている.運搬業の家庭では見通全部が船に乗ってい

る場合が多い.汎兼の家庭では父親と若干の兄7r.汎菜に/(/niしており,ほとんどの兄姉はLr_貝として

勤ILLt,にでている場合が8名車5名までみられた.家でL'Pi実をやっているのは博業の4戸を除いて母と

答えた老24名,祖母と付が4名,祖父と母が3名,祖母と祖父が2名,祖母だけ4乳 誰も始業に専

従していない家庭が6名,答えないもの若干あるがこれらは誰も根菜に専従していないとも考えられ

るが明白てはない.かあチャソ農漂,ばあチャン曲其の傾向が非常に強く,祖母だけとか専従者のい

ない腔家がかなりある由こ注意せねばならない.jL非地所耶をみると夢路80a-2haま廿あり,40aと

狭少な忠常は豚が収入の中心となっている.肺 .'1･の方は80a-1haもあるが平均すれば5a以下であ

る.この聴取調在を総体的にみると耕地簡掛 こ/).かわらず瀬賃化が進み,一家に2-3人の勤め人が

入られた,

中学3年生が粒業にどれだけ関心を持っているかをみろ鮎こ試みたのが次の..紺巨 もる.

i.の設問に対して56人全貝が noと答えてている.その邦由は(重と答えたもの39人,(99人,㊨

7人,④ 1人となり,ほとんど拙策に関心を示していない.2.に於ても⑮ が46人,㊥ 7人,① 1

人,答えないもの2人と親の側も畏j掛こ闘心を示していないことがうかがえる.㊥ltりら子供に地業を

つがせたくないと答えた矧 t]として,④2,⑥2,① 3となっている.⑦つがせたいと揮えた叩由と

して(よ(むに1人が回答7ている,親了ともirと菜に脚Llなく,親の方から進んで且菜を子供に継がせた

くないというIb'l向か′Ĵ;-れるのは注目すべきである.このアソケートの範関内に於ても日生uT]の退莱
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聴 取 り ...11Hl･1.1<

】 あなた.上地紫をやりたいと思いますかc

f)iI.い @ いいえ

fllの喝合のFli由

a)段幕をやっていくと!Lテ.T.がL在'近する レ

b )潔放し1.'んながいっL lに-拝せるo

c)軸距に良い｡ d)所irtが多いから

e)その他

旬の糊合の坪由

a)所f!1が催いから b)耕地が′i･.,ないかrJ

c)なんとなくいやL: d)碗朝如だから

e)その他

2 あなたのお父さんは)]生業についてあなたにど

ういいますか｡

(17 鵬lKiをつがせたい｡(巧 つがせたくない.

内 子1)I;のIj山であ7J｡

(i)の均合のPJiEtJ

a)維康にJ:いから｡

b)/Ji所が安定しているから.

C)家族f･Jt=んなかいっしェにq'せるから｡
d)所糾が多いから｡ e)その他

(ulの似合の理由

a)所持か低いから b)jリT｣也が少ないから

C)L粘愚は/巨人にあわ/八､から

d)その他

Ltii過の道む)i-.･んでいると告',-1よう.

その2,浜山地区現況調査

)rf菜出家の多い地区として寒河a)止舶1んに Jl/jFTLす

る35年の腔簡剖 ILiによると畏'#戸数21J-l'の浜Llけ也

kJiT,収 リ｣こげ凋充を行なっ-[=.この浜山地区は近

浜LJI地区 l浜山 q寒丁可

低廉下Jll嗣 ⑧月1日耐火レソガ

くに森下製網と品川耐火 レンガのT_城が17_地 して

いること,それに海に面 している為海:'LiE業か/)I,fJ:

り多い地区てあることを注意していただきたい.

ll法家21戸全てが加出であ り,その上20戸までが第

2触北農である.唯 1戸のみL'望AXi:を王としている

がそれ も35年現在であり,37iT:-になるとこの1戸も農業を従としている.とい うよりti_出認収入i:投

外収入が上回ったといった方が良いであろう.平均JJF地面抑 まEEl畑合わせて l戸当り20.8aであ り,1

戸当りの出家人口は6.3人である.E'i濃に従Tlヰしているのは主婦が 1番多く6戸を占め,祖父と;1:.棉,

祖.tlとエ婦の組合せIfC入れると16戸を占める.-･万主人がL一隻業に従L･J･.二しているのは lF･-のみてあ り一

県i･業'lJrllJT.古がJri･日は家にいない家が4戸 もLある.EIL業11けトの仕1日こついている0)ij･/10人で 1戸IJ'Iり約

2人である.この中JLm-.取運米従｣llf;が12人で無賃16人.哩約7人 #_T船 3人,その他8人とlJ:って

いる.海運,魁網,窯 '1仁の多牧はb'E錐の近接と海に面 していることによると,T.)っれる. しか し以｣∴は

35年の状態てあるので, 3-4年締った現在の状粧釧 文人の両と慨取 りに上･')補なっておこう.37'f･

の淡悦対徹となる所7-rlLをふていくが,こ,-ltらtt.;Li!f㍍抹憶 と/A:るものであるか ら実際の所柑よL)かなり
下凹る]'のと思わ:h･る.それによると21戸中2戸は未確認の為17戸を取 り｣こげる.qT-1L'.1揖Tl:所得とし

て取 り上げられているのは3戸だけである.この収入も5-6万とわずかである一一万畏外所i':T!よ年

I川平均 l戸当り40万となる.勤め先は処軌 祭器がf='んせん多数を占めているが,海運業の象がかな

り高所料を示 していることJC江.LTT.したい,といって L他の家庭と10万も201))-も迎いはない,JJ.'[]税対負

になる所州 二おいては地業所抑 え触 ニ7-しく,Lubクト所札 特に懲J_網,繋顎,海.iECの占めるLi,IJ合が.･,hjく

なっている.この幌向はまナます進み2年後の39年に於てはt?把税対象となる出諜所掛 よみあたr,ない
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のである.聴取り調かこいIl-,l一桁架,措家には50哉1'.人Lの婿入 りJ,a)いる象といえiJ'60歳を過ぎた老

人だけか日立も苦い人々托全 く見あたrjなかっf-.このことは昼I洞嚢にいるのは竜ノ＼と主婦そJLも50

過ぎた人々で,臣 ､婦人は勤めているのである.措業のgb'L行については2つの意見がrlH/yれた.その1
つけ狙先からの土地は絶対7-離さず出実を紬ナていくのはr]分速のJ';一任であるという人々,一方には

良い条件があれば′J'L･った方がいいという人々.この2つの意見は若い人と老人のLE".1にはもちろんみら

れたが老人同志においてもまちまちであった.老人で売るL･Jiを望む人達は39年4Jl寒河地区に宇野バ

スの営X･所開設によるJTa:地の他上りに刺激された様に,rtlhjtた.今L'隻菜に'(,u lしている人/Iは若い時

から畏業に努力してきた人/<ではあるが,段々体)jが衷えるにつれて,子供達に望みをつlLぐことも

できず,手のかからないE･.1叉へと切り変えてきたのである.その例として, 2軒の家には2.3年前

まで役牛を飼育して,田畑を耕していたそうであるし,田んぼには海の簾など投入していたが現在は

全くやらないとのことである.現在地二掛こ従事している人々,ltIJち50歳以上の人/tがilr<L英をやれなく

なる時1つの大きな転徴をむかえるのではないかと思われる.この地区に於てはかあチャン措某から

ばあチャン)]生業へと変t)つつあり,そのCi.あチャンが投票を刊 1なくなった時,ガー<L選の危概が訪れ,

その場を境J印に膿業は大きく変化しそうで.,..f'る.

次に寒河の実状を知る上に39年9月8日付けのLLJ暇新聞の記lJ,.を上げておく,みんな日経出家と過

して工場勤めの増加を述べている.少し誇張したむきもあるが,剰 人を知る上には良い記事である.

みんな "Eli髄農家"日生町寒河主婦も工勘助めに

Tl曜日にはノコやカンナを持ち出してタナを作ったり大小藍を作ったり,家庭サーと.スする勤め人

を "日曜大="というが和気郡Il牛町寒河の出家はほとんどが "E]曜農家"-.三ちゃん腿英のにな

い手である主婦は平日近くの製網上場に出て･'(1き,mんほに人影か}貼えるのは工場休みの日曜口だけ

だという.

同地区はもともと耕地が狭く裾河蔦協調べでも組(=Hlェ103戸のうち旬.菜1.%家は10戸たけ,それも各

戸平均川地は70-Boa.約6割に当たる230戸は20a前後しか持たず,-fTlくから工人はレンガ=場に

通ったり,船に乗るいわゆる第2観兼業出家.

ところが同所の森下製網が上場を拡張,内職耶け山 ､嘲Lが寒河東,碑河西,浜山の3カ所にUFl設さ

れていらい,婦人たちがどっと妙皇嗣の訊け魚いJi),へつめかけ,100戸以上の出家から主婦が働きに出

ている.

また同所の晶川白煉瓦Ll牛工似ても雑役用務を地元の下謝ナに任せることにしたた吟,60歳台の婦

人や70歳台の老人にまで仕車ができたわけて,手の叶いている人はほとんどか附きに出てしまって,

昼間家にいるのはJ二供と病人く･･らいという.

狭い耕地と漁業以J小二これといった収入の道もなかった同地区の出家にはかけがえのない現金収入

源になっているわけ.昨ff･--,福州地区の越県合併でどかっとへった福河)]封苑の貯金もこの1年余()て

1千万円増をみたという.

その3.鴻F..i地区榔快調在

中禁及ひ第1種北濃J,Hi一層が多い地区として拙JLIJの16戸を柚.llJ.L調允する.35年の出家台帳によると

1戸当り購地面附 上平均52.5aて日生町として/?I/iり広く, 捜索人口は1戸当り5,1人と浜山地区よ
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り少ない.出潔従事者fd:ふても.主人がLlB濃に'(;Hr.している措塚が7戸あり,主婦,'J'･比讃'に従軸して

いるB笠家と等しくなっている.昼間膿業従事者が1人もいない出家は1戸だけである.所得について

みると般菜所得が全所得の50-10%を占める拙家が3戸,50-90%を占める出家が3戸,90%以上の

放棄は1戸であり鎧諜所得の占める'.JP･lJlJLは,かなり高くなっている, しかしヰ顎粒零は 3戸だけであI

る,16戸Lい爪外所得者は23人あり,1ノコ当り1.4人と浜山地区と比較するとか なり低くなっている.

これを職業別に分類すると,割約2人,無風土実に13人,漁業5人 海風 造船各1,その他 1とな

っている.鴻島に於ても窯業は非備に高い割合を占めている.以上は35年の出家台帳による;′ので)i-'･i

盟の占める割合は高く,比較的出家の人々が工業へ流れていない.では現在はどうであろうか,今年

9月聴取りを行なう為,日iL灘 から定期船で鴨島に上陸して本当に府かされた,というの(上山のLln上

まで桝やされた畑は今は見る影もなく昔丈もあろうと思われる草が繁茂し,山の中腺に作られた石促

の段々畑が何とも陀しい気相をさそう景観である,37年の誹税対象となる腿讃所得をみると16戸中9

戸に膿業所得が示され,9戸の平均所得は95,000円となっている.この内股業所得のみで豪:l-i(まか

なっている岩空家が3戸みられたが,39年になると捷菜だけの出家はこの16戸車に1戸だけしかもあ/こ

らない.この1戸についても37年のLn某所得が約17万円,39年は18万円とほとんど変化 はみられな

い,37年の腿家1戸当りの課税対象となる所矧よ277,000円と浜山地区と比するとかなり差がある.
所得の低い弛業の多いこと,若い屑のRLI二への転tlJ.が聴限りにより7g['認されたがこれらもかなり低所

矧 二原田しているのではないかと思われる.この他島にも専L"l･としてjl't.Xfに打ち込んでいる人も2.

3人あるとのことだが,その人々に会う際会が持てなかったのは残念であった,私が歩いた範田では

出来をやっているのははあチャンとじいチャ./が多く,l]分速の体の続く限り畑を緋やナと何か悲壮

感があり,いたたまれなくなり急いで島を後にした.-方軌濃もかなりあり,昼間若い人を見かけた

のも他の地区と叩FCる処･L-･あった,将来のCと紫については,まずRq<泊の並偏,水利Frrl越の解決がⅦぞ

まれている.一方現在行なわれている "みかん"qJ娠DLl策も当局の資本の裏付けがなく,植え付けは

してもそのまま巽が熟すまで至らず放棄してしまう例が多いとのこと,資本の問題が一番大きなrLH,ld

かもしれない.結局細島の畑はほとんど放棄され,出家の人々は粒外所得の道を求めて日生のコ二IR北

と結びついている場合が多いのである.

那lT革 期待される焼栗の両糾成

今や全国的となってき･[=兼常化の傾向,向都離村の帆LJ,人手不足等.この日生町に放ては駄目の

傾向はほとんどみられないにしていた業化の傾向は:iiiしい.この状態に対処する為政丁帥上L"と瀧の1.I.-.../Ji

改Eriを打出した.ではこの日生町に於ては農業の構造改革ともいうべき祁掛エビの様に行Jcわれてい

るのかを少しふれておこう.

まず38年日生町の準表した日生町出講振興計由に表われてくる.これに1ると現在保有する1毛作

水田を整備し多毛作化を図ると共に機械化を進め作兼能率の向上と出菜生慮所得の増大をもたらそう

とし,果樹についても島峡部の畑作地を果樹園地造成｣様 により柑きつ粉のiJi･田栽培を示し,畜産:こ

ついては頭B,,大多府の現況の臥 豚を小心に立地条件並びに君空茶経常に適合した中小瓦帯の導入

し 多朗飼養,畑地の飼料作例 ;E増の計軌 文脈jE一方面の共同化の促進 要するにこの計画は巣臥
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畜産を取り入れた主産地形成計両による段村の体質改善を図ると共に協業経営を基本とした企業的段

菜の実現,膿繋所得の増大をねらったものである.しかしこの計両も1渉Rを称も出さずじまいで福

浦地区の越県合併により立ら･mえになってしまったのである.それと井に日生町の曲'%('がこの様な計

丙を受け入れる状態にないといえるのではないでしェうか.というのは前項まてに述べた様にこの他

ではE3外所得こより生砧はかなり安定しており,i,T主菜をどうしても立てなおす必典を感じていないの

てあろう.

以上の計何とごく頗似したもの

として.'i9年5月岡山県か鬼表した

吏肺干拓に伴う営L:笠振頗計画の日

!L町における計画かある.この計

州を少しA･しく述べておこう.皮

,FI,一点Cl-I'7干拓については干拓の項を

参州されたい.

1.鎧 業 振 興 の 構 想

零紳な農家群を経営規模を大き

くし.生産性を向上するには干hl

が一番であり,知備干拓により大

水田地区を造成L,不安定北濃偲

'f('の入組再発化,畑作曲家の水田

相反等を実現し,段家を完全自立

経営規模のt,のに転換し,近代的

機純化農法による経営を行なう,

-ノJはI,峡部に於ては研園.TS産を
呼人により企業的段業-の進展を

二義 十 td
BH 主 産 地 形 成 計 由 図

h'lii-:望f料口生町振興計内より作成

はかり.労伽 L産性を高札 他産課との格差をなくすることをEl的としている.

打.段 業 生 推 計 個

水EUの大鋭段造成,みかん,.馬鈴.粕の主産地形弧 iW3.養豚の拡大,-1L洞 ふ卵吸 音十･)会,共

同畜舎等の髄僻などにより生産縁類288,154千円,版塘糾243,284千円と現状に対比すれば生産総離37

0%,生産所掛こあっては62.8%と大帖な伸長となる.この作物,畜産などについて具しく述べてあ

るが個々については省略する.

ul.I.地 利 用 計 画

日生町の現況をみると投早田畑の相成は不可能である.その為東備干拓により水田285haの2毛作

出としての利用,島峡部の急悼斜の畑は桝凶地としで転換,及び山林の樹団地への相成,住宅地,工

場数地を干拓地区加西両側に95ha増成する計画ICある.

Ⅳ.騒 菜 労 働 計 画

弼′レしつつ.C,/JII'膵 労働E･の中,不安定/+L兼溝にあるLの150戸村度を干拓により造成き,わる-/KL月へ
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入植させと注遜労働の生産性の向上安足を図る.一方出菜綾継老の虚業への定点を促進する為抜術数背

を受けさせるとともにR隻業雇用労働力の余剰は生 L'ないものと思われるので日豪労働力の定弟を,1到り

共同化あるいは協業による機械化を抑進するLLのである.不安定兼業とは第 1柾兼業および第2組兼

業の一部を含むグループである,すなわち30a以下(3'Jく変で,30-50aのグルーべ壬と軌 域し,1ha以上

(上155戸と非常に阜くたるR節である,後継部 二於ては年目'qrl-卒10人,il.話卒5人の確保をうたっている.

V.1!.)_某機 械 化 計 1･III

現在小叩J_軸力k)lj封敷よ.L!､;.入 ､!jLているが,大..1'.ll;)'1人力に煩っている.これなど'妄業近代lL酢,'L-1d)帝人

により,協美などを強め小うtlま動力戯他のillf及,JL,.,申tul;に於では農道を1糾t'i拡充し機純化を零払ならし

tt{),5 .

ll. 滝 適 合 刊l_化 計 両

地元Lll.日払を:上体に,将粟生薙徹の大幅な仲女に伴なし､,措rあの合併/i,実現し,流通机織の必化 農

産物は,十産地形成に伴い品種のDi･L刊 ヒ,軌 '.luの向上/1･凶 り,出荷規格の統一,Lt-LTu'jのスt='- ドアップ

とTIJl卯 蛸 .lmIl由の向上をjltlLさせる.TS産物に於て/,よ出協を主体としてTl順 調/r'な縄に し,販路の拡

張を刷 りナI,洞 出荷態勢を畷える.

Ⅶ.出家経営形態改苅計画

東的干拓･Jl業のLR現により,卑XuTtK'を相放 し, lfJL当り平均水u]2-3ha,畑,樹幽地1haの

大規模経営とする.-プ津,喚珊畑作桝園地の生産合理化,矧床,戎鰍 こより出家の経済生活の安止を

図る.)k濃農家に於ては比較的兼菜所得の占める割合の多い Eht･家.=対 しては /I一座作業の 州I.], 省力

化 読I!JiLl耕作制 日耕し,/L･.産仕の維持向上を図る.'Bi'iLIな不安定〕ri-業出家は干拓地区への入他により

中濃農家に転換せ しめ,所tlJ.なEI･')iなる伸長を糊する.

Ⅵ口.Lrn<業近代化Bl似整備計山

[-｣生町段紫技術改良議会の組敗を兆鮭として少.u指導機はJとの辿けいを密は:=にする.個/Zの農家に刈

してにE-1=業改良,生子.年収-lY,チ,Ltn{村苛少隼等の クラブ組織を中心に技術知識の修得rk･透を(到る.放濃後

継 か二対す1,1]'JL_業技術撤育.耶l■lの修fJ･f･,:7-3LF励する.

情鈴詔,みかん.J馴家,丘鶴の)E;同化の推進,別 冊'･Jf･裡(;粗相を股肱する.

現在の日生,福河出協,日J:t一.闘輔上捌劫の三組分を合併 し,Yf金の..).LL]'JBを~1:体とLF.:糾合削械u)弧化

と柾営の令ilIL化を進めると伴に出家への強力な指輔を可fJIEならしめる

Ⅸ.仁ltJi'..'rF.次における出芙′ヒ逓所糾及びi:～-{発生止廿.a)推移.

農 業 iL鹿 の 伸 び

現 状 79,529千円 計 巾 294,2LJ4千円

山菜′L'_拝所円の伸び

現 状 26.169千円 計 IIhi 164,527千円

段 業 従 ?rfr者 数

現 状 314人

労働生硬性の伸び

現 状 83,340rJ｣

計 由 450人

L.1耐 365,615PJ
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日生J,Ll業協同組合に於ても39JlT-度営遇振興-iliX:･計l由を発衷している.それを次々上げておく,これ

は日生捷協のものてあるので幅

河地区は含まれていない.なお

図表の水稲llt～6-0とある

のは･JfLi初が現在 の状況で あ

り･二酎 ] (正中)が将来の計

rThr:.動九の日肝 〔ある,最後 (≡

'TrF-1)の数′如 今年度朋 uJ'Jで

ある.

L'1協では現在兼L.ni化と曲菜の

人手不足に対処する為,耕庶磯

3台,防除機/i:と購入し,日生

町を一つの噌位として訂漬い的

&1圭R'を守j--なっている,本年も各

戸の必要に応 じて股協で化学肥

料を配合して配り,水田の共同

防除も4回行なっている.この
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同m 昭和39年度営出振興部巣計画

lr;潤-:日生放射看ろ同相令耶flより

様にt,'lTLJJ';を中心に請flL成 業の発達は特筆すべきてあろう.

以上述べてきた様にLl!.I,町,i.Jl脇 とも非 常にJTliEl.lYlJな粒業~FEtf舶戒の討所を立案しているが,況して

リー:動できるかどうかが大きな問題である.放hlI.J干拓Lかり.中卒者にみる後継潔のrul題､住民の出濃

に対する熱意の示されないこと.35!LF出家台帳の一部紛失にもみられる町当JJJの工､乾にユニカを注ぎ投

票へはそれほど熱意,iyJ示さない状態.畏協の貯蓄一辺倒の行き)J等日生町の胞膿.,JiJ西前成するまでに

は前途に多くの障害が待っているが,日生lllIa_)出笑はTl風 紋されるべき一大転脚にさしかかっている

のである.Lかしここ数年は現状維持で進/L,ていくであろう.

最後に町役場の人々の御協力と御指節及ひ心良く倣耽 りに応L'てlIさった出家の人/Zに心から感謝

しこの種/iILを終る.

参考IL1守料及び参考文献

･出 家 台 帳

･点林 七 ソサス

･日Jt町振邦計両

･庚小指干拓に伴う営段計 画

･現矧調査脚 (l叫山航,日生町)

･山陽新ul,-朝日斬り約

･Lnl村は変わる 並木紫昔薯

(小 1''T iL 人)
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第Ⅴ章 交 通 の 発 達 と産 業

線;i

;,I'･J,

山

イ

ーー▲

近

節

発

日通

の

a.道 路

b.橋 梁

C.馬 非 ･大 八 車 ･か ご

d.帆 船

｡.交 通と逓 XS･の発 達との関 係

-.商 圏 ･男 物 圏

1. 山 陽 線 開 通 以 前

山陽線が開通したのは明治23年,今から数えて7/l年前のことである.それ以前の日生における交姐

の発達と産業 ･商圏 ･男物圏と言えば,一口に言11て江r一時代の交通と殆んど変わらない.しかし,

そこをよく見れば多少の前進的な姿のみられる状態であった,そこで,日生の全体的時代区分として

の内海漁業時代に位置する明治23年以前の交旭 ･商圏 ･買物園 封 [7,杏,交池の発連と産業を主軸に

し,歯間 ･男物閏にてその事付けとなし,山陽線,つづいて赤穂線の開通した現代の姿とは異なった

未発達な段階として捕え検討して行こう.

1.交 池 の 発 運

a.竜 臣::T

明治になって,退柏は一応江戸時代の資のままで同 ･県 ･里道に分撰された.R生地城では,碑河

から中日生概を波 り.穂波の木生峠に抜ける海岸通 りの幹線道路てある片上街道が県道三等通路にな

り,その他は.日似小指橋から群山村との境,才ノ峠に至る鯨山道等が出道一等道路になった他,堤

迫であったことが次の史料から知られる.

郡区統計表1:調11 和/1川')日生村
甲 ノ 部

道 路

県道三等片上棟道仝郡寒河村

暁字中日生橋ヨリ全都稚汲村

寮字水生峠こ至ル延長拾九町

拾九IE吊占師凡平均宅間
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里道一等蕃山道草円陽中路橋

ヨリ蕃山村境字才ノ峠至ル延長

拾弐町壱間道怖平均五尺

(明治12年日生村史より)

県道とはいうものの道幅は平均 1聞となっていたが.交通機関は赤和 ･片上には早 く人力車もあった

が,ここ日生に琶勘したのはずっと遅れてからであったから,日生から出かけるには徒歩に依存する

のみであった.例えば,片上 ･岡山に行くにしても,伊里中を通過し浜づたいに一･本松に出て片上に

通じ,そこからさらに酉に向えは岡山に.LLJJられると言ったものであった.赤穂へ行くには.荷物を背

払っていては歩行困難とされる狭い道をも通り,まず日生 (現在の駅付近)から寒河に向い,福河 ･

悼 (この地方の方言ではタオと言う｡),牧に出て妹Lに乗り,塩浜 ･塩ヤ･カギヤ･中村を経て尾崎

で再び渡しに乗り,新浜岬 (シソノ､マミサキ)から赤穂にMた.赤穂までほ元気の良い男衆が歩いて

3時｢乱 普通の者-I_Eらは4時間の道のりであったらしい.森下元治氏 (82才)の話ては,当時赤穂に

子供のムシを直すオキュウ (小児の体弱く抑拭きを,俗に言うやいとを据えて痛治する漢方療法-広

辞林より-)を据える所があり,子供が2-3才になると,おんぶして遠く赤穂まで一日がかりで行

ったということである.わらじをはき,暁より早い時刻から家を出て,3里もある道をただただ):I叶ナ

-)Sげで行ったものだそうである.また,当時大阪までもその要あれは歩いていたという車乗は,人力

車,は出現しても一般の人,<には高運TEで利用し兼ねる交通機関であって,普通どこまでも歩いて行っ

たことが古老の話から明らかである.この舶道三等 ｢片上街道｣は ｢和知都誌｣によれは,次のよう
に ｢日生往来｣として記されていて,溝脚の際は伊_ER川河口部分が渡れず交通は杜絶したことが知ら

れ,日生から西へ向っての交滴は棄又は北に向っての交油に比し困空位であったといえる.これが改善

されるには穂浪橋の架橋が必要であったのである.

日 生 往 来

片 LnT]より海岸に沿ひ伊里村穂浪､木生を経て､日生町に入る-･｡旧時,満潮の際は油行をiLC断

せLが -云 ｡々

また里道一等 ｢蕃山遺Jも ｢和気郡誌｣によれは ｢日生街娼｣とよばれていた.

三石町大字八木山西の畑の国道より分れ､伊里村蕃山を経て､日生町日生に篭る｡道礎三十一町

五十六TH】三尺あり｡日生街道といふ｡

次に日生に削係する=Eな道路にスポットを当てて見よう. ｢和気郡憩｣によれば,

国 道

山 陽 街 道

本耶 (和気耶)の東南､兵rlti妹赤穂郡界より来り､ 舟坂岬を越えて, 三石町に入り､大字八木

LU､伊里村大字関谷新EI]､同大字木谷､同大字伊里中､片上町､大字東片上及西片上､伊部村大

字伊部､香登村大字帯驚本､香登粥､鴨LLJ村大字坂根を経て､邑久郡に入るO其里程五里十Pq町

三間あり｡

県 道

赤 穂 往 来
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三石町大字三石宇宿の山陵国道より分岐して､東南方に延び､帆坂を越えて､兵坪鈍播磨国境に

干:る｡其道程一里十四町五十六けりあり｡道幅狭院､卑屈の通行甚だ困難なりLが---云Jt｡

があげられている.

以上日生を中心とする要通用路の大幹が竪場 Lたと思われよう.図表 1てrf料を参考に備前軌 二おけ
る主な道路を記してみた.これを参照しli:がら史料に基き,もう少し検討してみよう,

山陽道は,和気より三石に

折1回 LGl')前 回 に お け るJ凸路

卓るもので今から凡そ520年

以前より開けていたものF)L

い.船坂峠など途中巌大の'ik一

泡の難所であり,そこを越え

て片上へ出れば, ここは海路

の要衝として船舶幅顕,人馬

絡縛など,小さいなかf'?も一

時の繁鴇を棲めていた.何し

ろ日本の主幹道であるからし

て沿道の 各村皆商,jJLt繁昌し,

人馬の通行往来も相当盛んて

あったらしいが,当時の日生

のll:.民との縁はほとんど無か

ったものと思われる.この同道は江戸時代からよく婁備されていたが,県道以下は明治20-30年代に

かけて,各道路とも改捗コ-溝 がP.態んに行なわれている.県道片上街道の改修について｢和気郡誌｣に

は,次のように記 している.

O伊里相手木生と,福河村大字寒河字中日生間二十四町十九問の改修⊥市は (明治三十二年.･･､明約

三十三年･.･､) 二回に之をなせり｡旧時は道幅四五尺乃至一問にして､道路は現時と大差なし.唯

字､二軒屋より､中洲川に沿ひて屈曲し､字後小指より来れる道路と合し､今日の道路と出でLを

輿とするのみ｡而 して字峠の道は､名の如 く中日生に越ゆる峠なりLが､改修の際､凡二間余をyJ

下げ､今日の優を得るに至れり｡以て当時の不便なりしことを想ふべし｡

｡尚進みて福河村韓河､祁浦を過ぎて播磨に入る｡其道和二里二十二町五十一rhtJありO速に赤穂に適

す｡之を赤砧往来といふ｡

やはりそれまでは,至る所狭隆,喰唆.粗悪の言葉o')示す迅 r)相当な難所もあったことがクp-ズ ･

アップされよう.なお,赤穂に行くには,県道のそれは,三石より山陽国道から分岐し帆坂峠を越え

て播磨国境に至るものであり,盟道のそれは,日生往来を経て寒河に出,なお進んで福浦を過ぎ,描

磨国境を越え赤穂に達す道群二里半余 りのものとある.日生との関係に,k･いてみるに,彼らには里道

の方に多く便あったと考えられる,前述した森下氏の話もこjLでさらに理解されよう.この他浦伊部

往来,牛窓往来をはじめ,山道小道はもとよりのこときわめて未発連な段階であったことを付け加え
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て†ゴこう.以 卜述べて来た街道の名称は,当時それらを明確に区別して呼んだ-I)のではなかったよう

で,数人の古老,郷 l.史家に圃珊きしても,当時そのような道はあったにはあったが筋道と呼べるよ

うなものではなく,道幅も狭 く,倭)<末発展なものだったというのか一致点であった.では,一版の

入違はいかなる時にそれr?道路を通って旅したのだろうか.

iMJ一面に向っては.骨油の人では伊勢参 り,京参1)が娘も遠距離の便であり,それ以外には前に述べ

た赤穂-If供o)車 ユウを据えに行くとか言った柑h]lJの用Tir･かない限り,めったに出かけることはなか

った.それでも寒河とのFulには姻新開孫もあ1て.fTき米は何かにつけてあったらしい.例えば,お

祭り,その他の催し丸 婚礼,葬式,お寺参り等J)際には,両方の人が行き来 L交情を深めたそうで

ある.北方面にては三石,他方面では片上の街までがせいぜいであり,岡山まで行くような恥 よせ血

の人では余程の束か無い限り無かった.堰,商売をするに当りその都合で出かける人はあった,仕入

れのため遠く備中高梁 (松山),('F州 (津山の奥),伯音大LU(鳥取).姫路,神戸,滋賀県,三並県の方

まて何日もかけて行くことはあったそうだ.いうまてもなく徒歩によるものであった,

b.橋 梁

橋梁については,

残念ながら詳しいこ

とは全く解らず,た

だその名称と位匠,

何棟,長さ,帽のみ

を史料により表にし

て記すことにした.

これより検討して特

に朗糖なのか淵橋で

ある.その架設場所

も村の中央であるこ

とからして,人の往

来には大いに役立っ

第 1去 橋 梁

名 称 l 位 虻

※淵 鳩

○ 喝 橋

※縄 手 僑

尊 下 橋

中 日 生 機

Eflノ輿リノ統

※西 谷 口 橋

※浜 手 惚

※小 橋

X寺 IJJLi 橋

年後小指凶軒軽

字四軒托rt,小路ノ聞

lbf･後小路ヨ1)軌ヰ ヲ縄ル

字奥ノ川ヨリ'宮中路,峠先

･寒河村-渡ル崖道

地浪村卜往復一等輿逝ニテ

日生村ヨ り草木生二通ス

:-F中小脂ヨl)日隠小路二

中小終ヨリ寮小路こ遥ス

奥ノ川ヨり宮小指二速ス

柳橋 万引 1讃間尺寸 J間尺寸
4.0 2.0.0

(注)※印は耕弊も含む も71
ていた と考え られ

る,r和気郡誌｣より明治35年度調禿僑紫の矧 ニ

と日生の橋梁は,当橋のみ抱けちれていることからも特に薪嘗なものだったと推定されよう.なお,

この時には石橋が板橋に改築され,長さ,幅においても規模を大きくしている事がうかがえる.他に,

聞き取りより新柄というのがあった.これは現在の魚市場沿いの川を少し北に行った所に新しく皆寒

椿が築~亡き′hているが,さらにもう少し行った所にあり,今なお当時の名称をとどめている.その娘
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初の架設を求めると100年以前にもなるそうだ.今こそ丈夫な石橋であるか '■う時は石を 阿qiに腔Ll=

だけのものであった.

(森 ド元治氏よりl脚Lit))

また,H,JiL[り日生往来を通って西に向う0)こ満潮 ･大水の際には要地が遮断されたこと-ま前述した

か,長い間そのままの状態が続き,この改善のために穂浪橋が架設されたのだか,これは,ずっと後

のことである.

C.馬車 ･大八車 ･かご

当時,まだ人力市はなかったが,片上から三軒家まで往来していた粟針馬車があったらしい･8-

10人乗れるものであり,時たま利用していた.また,人ノブ革や馬車上りもず-.と古い時代から存在し

ていたものに "大八車"がある.これは=17･安時代の牛串を型取ったものてあり.主に荷持[='けを,述ん

たれ 病人とか急患が出た場合等大いに･rILÌたしてい

たものらしい.今の トラックに相当すると言えば誇

張かもしれないが,当時大八車の果す価値は考慮に

値するものでZ ,-ド,たであろうことかPJ!.解されよう.

(星尾正-氏より聞き取り)

この他､結婚式,llll帰りなど女 ･子供が遠乗りす

ることがあれば ttかご"が用い られることもあっ

た.これは改修道路かつく以前の話であるが,この

時でさえも男は皆わらじを.まき歩いてそのかごの後

からついて行ったものだそうだ.

大 八 車 (井野川徳代著t抑掛 り･))研究｣
第mFi 重砲と摘繋

岡山大,A,Y;放fl'学部社会相研究立.S.35.tり)

a.帆 船

さて,ここで海上交通の方はどうliっただろうか.

明治初期の交油用役に従う船は手糟の船の他,帆柱に帆をかかげ,風を便りに航海する帆船かFl生村

に4-5優あったばかりであった.解はもっぱら漁と品物の迎搬のために用いられ,交通捺し牡として

の意滋は薄かったようである.堰,軌船,放物船が諸地方に出かけて行くのに根上し,他地への要を

たしに行くことはあった.寒河村では人も多く (300戸程度 ･日生は50F蘭 晦), E]'Lが漁業のみに依

存していたのy=対し,早くから独禁 ･砧迎などの海上方面にかけてはEl生よt)1L-発達か顕著で,帆船

は2()壁はかりあったらしい.ここで旺Hに値すべきは貨物附 二相1するのに＼朋キーし渡海船"というの

があった,いうまでもなく,当時のそれは櫓と帆で動くnL単なものであり.早くは姫路の南,飾磨の

沖,家応あたりに出かけて行ったのが山々で,岡山 ･神戸 ･大阪 ･四L11方面に-I.に出かけて行き州!,

たのは少し後になってからのrJl-である.日生で汗文,i･取り,それら物資を仕入れ船にL'l.んで帰って口

生でpJ亡羊(するのだった.片上へ行くのを片上渡海,赤穂へ行くのを赤穂渡海という1うに,それぞれ

船の行く先により渡海船を区別して呼んだ.また,も'lんで行く品物によりその渡海肘を区別すること

もあった.例えば,石船.松薬船,花船,塩船と呼は'れるのがそれである.石般は,当時大阪築港の･Jt:I_

中でその捨石を運搬した.瓦を焼くには石炭ではうまく行かない.そこで-.比 (管鳥) ･室戸に松葉

212



を積んで安く提供Lたというのが松糞船である.花船というのは,松竹梅,生花 神木等自分で船を

持っている者か山へ行き木花を切って,主に大阪など都会へ持って行ったものであり,遊ぶT=開放と

お花代を含めて利潤とした.塩船は赤和から塩Hiで出来た塩を机んでいくものである.大阪までほ,

軌 由1-2昼夜の航海であったが,途中帆向きか変り逆風 (サカカゼ)になった()すると船は止って

しまい,航海はその都合により裁日でも伸びることもあった.渡海船の利用については次のような話

かある.呉服亀を営んでいた難波不二郎氏の机父は.商品の仕入れは主に岡山に依っていた.その岡

山から品物のtl三文を取りに,岬あたかも2時からJ峰ごろ寺の鹿が鳴るのを合同に.夜o)と'.i'りのま

だ混めぬ中をワランをつけ,片道10里の道を)如 lて行った.岡山に着くと問屋で仕込み,品物は渡海

船で出して本人はまた少いて捕ってきていたものだという.往復20里の道を徒歩で行ったというo)ど

から,親在の許からするとむLろ滑椿と,ELl.われる感もあろうが,当時としてはごく当り前のことであ

ったようだ.

(難波不二郎氏談)

さて,ここで当時の帆船について図表2よl),日生で他用したもの,他から継に来たもt7),寒河で

2 t勾 帆 船 の PE 観

使用したもの,さらに海上を航海し時に大多lffに入ったものを比べながら見てみよう.日生で多く使

用されたのは図表2①②にあるもので,帆船としては出も始末なものとされていた.解の大きさは.

三段札 五段帆Ĝ帆の段数により表わしたものであるが,ここで主に使用されたのは5-6段帆の小

さなものだった.始め結,ウタ七船に2人薫り,帆柱も竹ざおで,1本帆にむしろu)帆をはっていた

が,頂く雨にでもも).;れると船は傾くはかりでIE-らない.その内に帆は布製になるが,当時の船は日生
かくほ

船と言って丸いような型のもので,これは角帆 (1尺2寸rhの布を4枚縫い合わせて3枚の角帆にす

る)がはってあった.方角を変える時に全flが懸命にやらねはならぬので骨が折れたし,帆に振られ

て死ぬ者もあ_,/I.角帆の時は,赤穂から帰ろうとLてもー且上に向けて帆を回してしまってもどら
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ねはならなかった.帆布も以前はマツエと言う日の剛い厚いばかりのものであったが,それを水も洩

らぬ丈夫なメリケン帆にした.ずっと後にな()健知Brl.･船と呼ばれる細長い船が登城してき, フ ラ ン

帆,スイシ帆という竹ではらせる帆になり,耕.1頭の梶一つで帆がてきた,良さ55尺,矧幅12尺,5人

乗 りで波切りが良くかなりの夙 (15Tn位)て･t,鳴門Llまでも行ったから,この船で冬の凪がしのげな

いことはな/)､った,日生に出来たのは60年柁前で,それ以後Lんしはりになっf:と言うから愛知鬼船

については歴史は新しい.

｢日生の観光と民族｣ (一帆船時代の思い出-,tり)

他から港に来たものは,図表2③に示すような千石船又は,それに準ずるものかあ1た.千石船と

紘,1石が40貫匁のこと由,千石に値する程たくさんの物が机めるという意からのものらしく,その

使用EJ的は,赤穂の愚を東京に運ぶ艦船,岡山から大阪へ米をfl'iんで行くもの,九州炭を沈んでいく

石炭船等荷荷船のみであるが,前に述べた渡海船とは興る.寒河で使用 したijの,さr'に海 L_を航海

し時に大身府に入ったものとしては,この千石船や図表 2④にある帆舶として1,より進んfiのがtJt.場

していた.すなわち.寒河では早くから漁業 ･海逃が発達していたから,このような様式の帆船も多

く使用されていたものと思われる.④図の帆船廿切友造 (チョキ造)と言って,7-8本のしんし竹

を入れ風の受けを良くし,また帆も上げ下げが大変便利なもので,大きいのを2本,それに船のおも

ての方に逆風の時進行方向の転換に用いる三角形の紳糸の帆を1本設けたものである.rなお,おもて

とは酷のへ先であり,友は尾の串であるが,このやぐち友を切ったものだから切友造と言うことであ

る.帆齢と言っても仲々凝っており.船体の中等,射光がし神棚さえ作り,それはきれいなものであっ

たそうだ.大多脚 こ,現在こそ放台になっているが,当時は山の頂上に大燈純があり夜はそれを目あ

てに航海していた.また,この島には水の切れない大井戸があり,そこで水の供給をしてさらに目的

地に向かったというのも当時を偲べる託であろう.

(山崎義男氏.tりrhrjき取り)

日生に.転ける交通に幽する結論として,道路交通が未発連のままで.交通機関としてもわずかに乗

合馬且 大八車が使用されていたとはいうもののコ三として徒歩に依存するものであり,海上交通にお

いても小型帆船がその交油機関として利用されていて,ともに近代史油にふさわしい交通機関は利用

されていなかったということが言えよう.

2,交泡と産LRの発達との側床

山脱線軌由以前に於て,交通が前に述べfL:A:うに未発達であったのは,当時の日生の産業が′掛こ交

通の発達を必要としなかったからであり,また,このように交通が未発達では産業も興らないという

のが当然であろう.従って,ここで当時の乏しい産業の様子を検討して見て 掴旺意味であろうから,

｢交通の先達｣と関係ある崖濃の部分にポイントを置いて考祭 Lていこう.

日生は古くから漁師町として発達してきたが,彼らの生活は漁にのみ依存 していたと盲.,ても過言

ではない.漁以外には外へ山る解もほとんどなく,従って/J=t.T,水準はJjtかった.それどころか,日生

の住民は知性,冨亜擬し､も荒く,昔から他村の者から嫌われてきた点もあった.その上,貧富の差が

大きかっ{=--iBも見逃せない点である.漁をLに日生近敵 え言うまでもなく, 山口を始め和歌山,徳
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臥 三取 愛知県地方 (伊勢糖附近)-もHjかけて行った.それどころか,明治201和亡は早くも帆船

で遠く朝鮮 ･541-シナ海 ･マニラあたりまで出漁していた.いわゆる朝鮮漁業進出である.この点につ

いて ｢日生村史｣に,

鰍業に困って発展せる本町外部の勢力

山 口 県 地 方

明治11年､橋本弥三郎､岩本賛五郎､大西丈九郎､川崎浅太郎､横山国平､坪本岩書等､相前後

して打淑網にて化漁 ….･･云Jt.三田尻附近 し現在の防府)に漁労､現在50戸以上の居fl=者あり｡

臥裳に専念-州｡岩国近海‥--云 ｡々

他に,明治18年和歌山,明治16年和歌山,徳島両爪地方,明治11年≡東 ･愛知 (伊勢湾)両県地方の

記がある.この記録から,日生を中心に.出かせぎとして外部勢圏に発腿して行った様fLがうかがえ

よう.出かせぎの数は相当多く,山口,九州までもLjlかけ,魚種の多い玄海雅あたりで漁をし,終り

には向こうに任もついて了う者もあったと言うからして.彼らの生活がいかに漁1本に依存していた

れ そして,そiLだけに彼らの生活そのものが海にあり,所詮海との倣いであったということが理解

されよう.日生の人が,何膚につけ荒/1しいというのもこんな所に依煩するのでは ないか.もちろ

ん,Al善業の方においては特に斬常なものもなく,むLろ,米煩,安原,野菜類等他地方から日生に入
う ぎん

ってきていた.この他 酒に闘して-･件見に止まるのかある.日生名酒 "烏山"である.これは酒造

家金谷家によるものであり,日生を本場として造り.地元lヨ生一･掛よもちろん,他附県にも帆船等利

用して出していたらLい.他に,日生産業として鰍 こ馳する件があるが.交通の発達とは直接に幽孫

ないのでここでは省略することにする.

3,商 圏 ･買 物 闇

ここで,日生における商圏 ･買物闇について,両者を引離して考えずに,それら相互の関連のもと

に考察を進めていくことにしよう.

当時の店と言えは英に微々たるもので,今のL｣ノ七締店街のように軒を避らねて商業が行われていた

ものではなく,全く地味な存在であったが甫店街は小さいながらもあった.当時から日生は渦室聖地で

あり,寒河方面はいうまでもなく和気郡-一花から当地に非申して買物に来ていた.というのも,渡海

船による高松 ･大阪 ･神戸 ･飾磨等への健が良かったので.自然日生の物価が和気郡中でも最も安か

ったからである.では,なぜ日生の商品が安かったかと言うと,まず次の3つの理由が考えられる.

(1) 船で運べば逓倍が安くつく.(2) 船では一度に大袋に仕入れて来れる,(3) 日生では利潤

を少くした.注文を取り,渡海船で日生に持って来て売只したもので,lru数もほんの生活必',)諒品だけ

で,しかも現金取引きて言上なかった.地元El生民は漁師でか ),前にも述べたように 生活程度は低

く,始終お金には不自由しており,盆と正月の2度の決罪で支払こ､をした.それも前借r)による払い

が多く,賓富の差を生じて来る原園の-つもそこにあった.

ここで,当時の商品及び商店の梯子を具体例に進き見てみよう.

まず,商品の対称として食品料 ･雑貨品 ･日用品 ･衣料晶があげられるが,その具体的なものでは,

材木 ･荒物 ･苛物 ･英子 ･米 ･愛 ･野菜 ･砂糖 ･塩 ･執Ib･味 噌 ･酒 ･反物 ･はき物 ･出典等であ
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る.米 ･蒙 ･野菜は邑久郡-1Hi:および短所から日J生へ持ち込まれ,塊放し,塩はもちろん赤恥からで

あり,反物 ･はき物は岡山からのものが多かったJ:うだ.当時の反物と言えはかすり物が多く,日生

では木鮒か止例的に多かった.はき物は,イ卓絶りの表つきの下駄 ･熟 こ牛皮をはった ヒキダ･また

は巽に麻地をはったものなどが当時の流行と貰えば言えるものであった.商粕 二ついては,衣料品店

(呉服虚)では川根 ･大崎 ･花谷 ･萩野 ･久保田 ･本多 ･下車尿 ･西浜鼠等があり,川根呉服店は現

在もそのまま続いている.郁措店では亀川雑損T.1gが 1番大きいもので,他に森下蟻七郎店 ･タバコ岸

･藤本等があった.米尉 二は浜罷 ･松本があった,これら商店が連なる商店街はどのあたりに位粧し

ていたかというと,現在の軌占術になっている辺りが以前もそうであり,ただ,今の｢和銀行から-All

へ入ったPEl軒家は当時まだ軸であ,,た.申小路あたりがその一番の中心であl),いわゆる当時の繁華

街と称せられるものであった.

次にあげるのは,明治12年の ｢日/JI町史資料｣郡区統計下調曲こある,日生の魚市場及び輸化入物

Ll.lllの品目とその値段を7r,-したものである.これにより,当時の品物の値段･価値を検討してLてみよう.

魚市 場 日生 村 頭取入日売買〔金高 鋭 敏

I:1 巌 二F'' 二名 四千三百八拾lLLH-T-] 弐拾壱門九拾rJq銭五厘

仲 買 三戸

合 計 五戸

輸 出 入 物 品

輸 出 ノ 部

陣 弐千九盲七拾八本

輸 入 ノ 部

苫 弐千六十枚

塩 五首廿嶺

苧 三百四拾壱環八百目

土塁 五拾牧
.お ず+I

草 綱 八千七盲四拾六軸

麻 糸 拾一貫七百日

数 冶 金 貝

二千六百拾軍門六拾六銭

数 並 金 員

弐百五拾九円廿五銭

六捨七円六拾銭

八百弐拾三円

弐拾円

千三百五拾円二拾八銭

四拾九円八拾銭

芋 二千五百九拾三井目 百五拾六円七拾銭

魚 篭 千三百 -lI_拾五円
J'LIしろ

蓮 弐首廿枚

蜜 柑 IJT八拾三石 =J.盲四拾九円廿銭

椎 皮 九千三百二拾九rf目 ヒ百八拾六円八拾七銭

股に例を取って見ると1枚40銭になり,現在恩1枚千円として計算すると2,500倍にもなる. これに

より瞳についてみるに,1本約1円で現在の2,500円に相当することになり, まずまず平均化する,

つまり,当時から検討して見ると,品物の値段は大よそ2,000-3,000倍になると言えようか.

また.輸出品は魚のみ記;択さ′いてあることから,日生がいかに漁業のみに依存して いたかが 解せよ
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う.特に蜜柑については, ｢∩生村史｣に

蜜柑/､愛LS-･和歌山 ･広仏殿等ヨ')集荷シ､販路ヲ和気郡一円-勿論二シテ､美作ノ樺山方面 ･兵

庫ノー部二迄有スル

とあり,日生で陸掛ITrされて他地プラへも渡っていたことが解る.

以上,口生を中心とするTlt通の発達と座業 ･商圏･刃物圏の拡大における山陽線開通以前の様子を
順次検討して塞たが,次郎にて,さらに山陽線開血以後.次いで赤穂線開通以後のこの状況を考促し

ていこう.そこにて,日′卜.における交池の発達及び各諸条件が,時代の変遷と共に一つの歴史観を伴

って理解されるものと思われる.調充は主に開き取り,史料に求め考察してきた.御協力下さった雄

汲不二郎 ･山崎義弟 ･古松藤次郎 ･森下元治 ･LLl口著書の諸氏,その他,役場の皆様方に深く感謝の

意を表します.
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陸 上 交 通

1.鉄道-山陽線u)敷設とそU)錐営-

(1)私 鉄 と し '_ 敷 設

明治20年前後から我国に猛烈な私鉄ブームu)鼠がまき起ったが.山陽鉄道もこうした動きのなかか

ら誕生した.明治19年12月27臥 兵庫県の石田貫之助他15名の連署で,神戸 ･姫路r''jlの敷設願書が錠

.LHされ,発起人と政府との冊に色々なJiFJ魅が投げ出された.まず第- に神戸 ･姫路間という点で あ

る, このl軌ま山陽の要路である上に,山陰道にも支援する往来頻繁で物産.鮭臨であるとの理由から,

敷設鮒いが出されたが,政府側の言い分は ｢このII'l')は放設上-軒が最も簡単で営業上収科も多い部分で

ある.従って将来政府がこれを延長して幹線吸殻をする際に,rl解閑雅の上収得の少い部分のみが国

.碑負担になる.よって斬い出た私鉄は下関迄延長すること,延長不能の場合は政凧こ遇い上げ,又は

他会社に賀収される琳｣という指令をHjした.これに対し発起人は ｢姫路以西はまだ測罷調査してい

ないので,毒し向け神戸 ･姫路日1円を敷設しそのかたわら調査を行なうが,工揖困難の際は政府の保誰

を要すること.あるいは⊥求難行oj為中断した場命政府又は他会社に買収されるが,株式の損失なき

ように竣功した路線の営業を20か年間許可すること｣という条件を提出Lた.明治20年5月5日大株

郷松方正義らの支持を受け,買収価格は投下ff本に1か年4分の利子を加える等の好粂什で,下関迄

倣設するようという指令が政府から.LHされた.亜21年1月4日山陽鉄道会社が正式に発足し,全線を

神戸一岡山,岡山-広島,広島一 卜閑の3区に分け,毎区3か年の計9か年で完成する様計所 され

た.明治22年の十地収用法により土地に関する特典が取り消されると,会社はt地買収の困難,更に

は資金#集困難の為二に小か進行せず,そこで政凧こ補助金の下附を賓翻した.これに対し政府側は,

｢自立を主滋とLて組級した以上,いかなる困難が生じても補助を賛成する道理はない｣と強い態度

を示したが,結局国の為にも遷延できないと補助金を下付した.こうして明治24年3月岡山迄,34年

5月27日には全線開:15した.

(2)私 鉄 時 代 の 経 営

岡山まで開通した当時,｢雅笥長持ち質鼻に入れて､凍ってみたいぞ岡蒸気｣と歌われた如 く,千
等で1哩1銭,姫路まで54銭とかなり高い遇托て,一般の人/t･にはむやみに乗れなかった.客串荷物

串混合の7両編成で,上 り下 り合計15の列車が単線運転で往復した.この様に初期においては,ごく

少数の上級旅客や少免の特殊貨物を戯串運賃で運送したにすぎなかったが,海運側との椀争により,

明治39年4月の貸金改正では3等50哩まて1銭6宅と大幅に値下げした.明治27年6月神戸,広掛]田

に長距離急行列車を,31年には7t;燈装tELを,32年5月には食党串の増設を,8月夏期夜行列車に蚊帳

の貸与を,33年4月鑓台車を連結するノ凱 いずれも我国最初の試みを実施して設備内容に改良を加え

ていった.

(3)私 鉄 か ら 国 鉄 へ

日清戦争後のブームは明治30年を過ぎる軒から反動に転 じた.大会社に吸収合併される群小私鉄業

者も続出し,濫設された私鉄は親分盤理さ,iLたが,なお長距離-d=lI通運転の円滑化の要求が民間から起

り,私鉄買収の機運が高まった.その上lj清 .日野両戦役の軍部輸送の経敗は,鉄道の全国的統一を
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-If.･秘 要とし,かつ成長期の近代虎男にとって鉄道の乱立はきわめて不便不合理であった.そこで政

敵 よ内外の要望に応ずる為,明治39年3月鉄澱国有法を発布Lた.山陽鉄道は同年12月1日買収協定

が成lL,明治41年鉄道及び兼禁則 又価爾80,416.947円,機関車 ･客貨車 ･汽船等が買収され私鉄時

代を閉じた.国有化された当時の獣劉犬態は,所本金は脚設当時の3倍近くに.蹴幽申 ･客貨車数は

5,6倍一二.旅客人数は6倍以上の1,246万人に,と-大発展を遂げていた.

(芸志登孟芸み)
以 ヒlH似線の政設とその経営について述べてきたが.地理的炎件及び他の諸条件より考黙して,山

陽線は巾接l性 の人々の足となって活躍するには,大部縁遠いものであった.そこで以下人プ)串,メ

ス等の陣上蜘聞及び船舶の海上機関を流してFl生の交通の発漣を見ていこう.

2.人 力 車 と 乗 合 馬 中

徒歩･以外に全く陸上交通機関と称するものがたかったR生に.初めて登場してきたのが入力中であ

った.明治38年に初めて斗入され5台の営業者があった.当時 ｢礎引きのツゲさん｣の呼び名で知ら

れていた人が1番古い軍夫であった.そして車引きを商売にしていた人は値のある7-吉面目な人で通っ

ていF.:そうである.しかし人力碑は迎i守が高かったため,財力ある弟でなければ廉iLず,一般の人々

にとって.土塊/(fのキャデラックよt)ltjj駿と考えら.h.た鼠 超(･たj級の交通機関であった.また,日/Jiの

人口からしても営業としては成り立たなかったのでもあるが,次第に営共人力車は見受けられなくな

り,やがて医者の自家用車となった.当時営装用として人プ｣串が成り立っていたのはほとんど人口密

度の高い町で,田舎ではせいぜい医師とか弁澄士等の自家用噂として存在していたに過ぎなかった.

日生においても1番最後まで利用していたのが,やはり医者であった.日生病院は大正12年病院の自

家用IEとして人力車を買い入れ,一般の人力装者であった "古山のおっさん"こと一別｣喜一郎氏や,

"クニさん"こと中崎くにお氏らを病院噂戊の埴jeとして,息巻を往診する等医師の専用巾として活

印した.そ′～LがI研和 2年10月頃まで親 いたが,他の玄油離朗の発達に圧倒され,後徒歩,自転且 営
業用タクシーがこれにとって代った.昭和18年頃まで日生に入力中が1台あったが,これはFI生病院

のものと考えられる.

大正12年1月伊里川に租浪橋がかかると,渡L船はなくfJ:i)片上から乗介馬中が通うように /i:っ

た,これも入力中と同様ぜいたくな人とか金持が利用する程度で,一般の人にはあまり利用されなっ

たようである.その上,桶がかかり馬叫が通るようになると同時に,片上か らパスが通るように な

り,日生における馬車の確if･が一段と阻止さ,iLることになったと思われる.

(呈 芸 ≡ 竺 氏 より聞き取り)

3.バ ス 閑 適

(1)岡 山 方 面 路 線

まず自動帝が日生に開放してから数年問の状態を轟にまとめてみ.【う,

11･1



第- 1 人

開通年鑑 自励叫 会 社 名 ~経 営 路 楓. (日乍中心)

大正12年 (片上町)山崎自動lri邦 片 上-日 生

13年 日生自動串株式会社 日 生-三 石

14年 九 二 自動ih会 社 岡 山-日 生

15年 宇野自動申合資会社 桐 山-日 生

(｢潮風｣より)

表の如く,大正12年u)山崎日動帝都の靴底･tr･か

わきりに,日生は片上,三石,岡山へバス路線

ができ自動車が通うようになった,これで日生

も一応交通の健が良くtJ:ったとも言えるが,当

時の利用状況を見ると, 日生の人は人間が消描

的で生活も質素であり,他出をひかえて自分の

濃に励む人が多いせいか,めったに外へは出な

かった点や,当時の収入に対し運iTL'が高く,皇

た運転回数が少かった等で,l洞通後もしばらくは急用o)切含以外はあまり利用されlLかっ1二ようであ

る.こんな状態であったのを,運転回数をふやし路線の充95を計り,岡山一日生F1---11を独ILt-したU_)か宇

野自動車KKであった.宇野日動車KKは昭和16年4月1日,宇野日動卯合資会社が九二肖動串会社

及び赤磐自動串会社を合併し,設立されたものである.この:3つu)合併のいきさつをみると.大正7

年に設立された宇野自動車合資会社は岡山一片上聞を中心に迎転を開始し,大正12年穂狼橋ができて

から次芸酌二日生周辺にまでのびていった.一万九二Fl動iE会社は前表の如く大正14年,;岡LLl-1コ生間

杏,赤磐自励串会社は日生までほ行っていなかったが,榔戸町付近の運転を行なっていた.こうして

3つの会社が岡山 ･日生を結ぶ国道二号線周辺の路線において激しく況やを行なうようにrJ:ったので

ある.それが昭和16年に合併されるようになったのは,まず資本的には経営困難の為である.いくつ

もの個人会社が同じ路線で客のうほい合いをしてい 吉永

たのでは,互いに希望通りの収益が上らず,野本の

合同が行なわれたのである.第2に路線の充異化.節

3に客の利便という社会的更新によるものである.

こうして現在の宇野自動車KKが設立され今日に至

っている.それでは次に宇野バスが遊転を行なった

各路線の状況をみてみよう. (第1図参照)

】恥

rT,'1囲 岡山方面路線の略図

日生

｡日 生 - 岡 山

大正7年に設立された宇野バスは,6,7人乗りの小さな自動車で岡山-片上附を, Elに 3往復し

た.これに乗る為には,日生の人は片上まで歩いて出たが,大正12年穂浪橋がかかってからは日生ま

で延長された.当時El生の人は日t/=10人程度利用していた.その後路線も充実し運転回数もふえ,刺

用者も増し,赤穂線l淵通直前の昭和30年頃は,直通逆転回数は現在 (47回)の1/3.乗串人数は130人

にのぼっている.

0日 生 一 三 石

この区rI糊はすでに大正13年に運行されているが,宇野バスが開始したのは日生一岡山rH律ミ運行され

てから3年後の大正15年である.穂浜から伊里中を通り三石へ行くルートで運転Ld数は 日に2,3往

復,東軍人数は10人足らずであった.利用者が少なかったのは,二石は岡山市や備前Rll-のように経済

圏としてではなく,縁故関係で里帰 り,祭 り等に行く程度であったIl･;,バス開通後も三石まで3里半

を3時半で歩いて行った者も少なくなかったからである.利用者は少なかったが,この路線に大きな
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】U｣符を寄せたのが郵便物輸送てある.大正13年U_)鴫胤 こよりEl生の郵便物は,_-三石局経由LL傾 本線利

用から片上鉄道利用へと改止されたが,そC/)紙lLi逓送,配達の遅延がはなはだしかった.そこでこの

路線開通を機会に=-I.石局経由を計由Lたが受け入れられli:かった.これに対L当時の日生町長横山奉

遷氏は昭和2年9月20日,広島逓信局長に陳情 Lている. (lrtJ,和2年 r庶掛 こ関する処分録｣より)

昭和の初め頃から20年まで,政桁の命令により遊転が休止された.当時この路線をはじめ数か所で,

客の少ないいわゆる赤字路線は燃料節約等oJHLu題で休止命令か出された.戦後21年頃から復興し,1

日3往復運行された.

oR 生 一 書 永

この線は日/l='.-三石Hl-11とは蘭司時に並行して迎'lrされていたが利用者はずっと少なく,これも赤字

路線として一時休止していた.昭和23年復活Lたが利用者が少なく,35年中止された.この点につい

て少し述べてみると,吉永までは穂浪一友恋一伊Iqi･I｣--lu=永と通るのであるが,統計的 にみると稚

演,伊里中で客が変り,El生から吉永まで砲して乗る客は非常に少なかった,それに対し,片上から

穐漁で乗り換え吉永へ行く客が多かったU.)でrlJi一吉永を中止し,片上-穂浪-吉永という片上一吉

永の運転がl凋始されたのである.これでも分るようにL=1生の人は三石,吉永より片上の方へ多く出て

いたのである.

(2)赤 稚 方 面 路 線

て設立された.昭和2年と言えは岡山一日生はすでにバスが通っていたが,赤樽万両へ行くバスはな

く,徒歩以外に方法はなかった.赤穂方面行きのバスが遊行され始めたのは昭利10年5月9日で,日

生自動車KK (代表者田川某)が行なった.2年後の12年には山陽自動車がこの間の営業権を日生自

動車より買収し,18年5月1日神姫日動中と合併することに上り,神姫合同自動車KKに営業権が移

った.前述の如く昭和2年に設立された神姫′ミスは.昭和16年頃までには十数社を合併買収し急激に

企業規模を拡大していった.18年山陽自軌串他2比と合併したが,これは現在企業界において見られ

る通常の企業合併とは異なり.戦時体制による命令合併で,商号も神姫合同自動車KKと変更した.

そして31隼に現在名に変 り現在に及んでいる.18年当時は11]4,5往復 していたが利用度は相当低

かった.tうである.赤秘線開通当時の31年5月頃は6往殺していたのが,11月には4往復に減少され

たのも客の少ない赤字路線であったことを示していると言えよう,赤穂から京阪神方面へは,赤穂-

うね間の幌便鉄道を利用していたようである.

以上赤穂線卵油以前の日生を中心とした鹿西の空瓶の発達を,/1ス中心にして克てきたが,結論と

しては,バスが利用されるようになってからは,岡山と姫路とではほぼ同じ距離にあっても,日生の

人々は岡山の方へより多く出ていたし,帆_1｣と赤租とでヰ)多少岡山の方-出る_rJ-a)方が多かったよう

である.これは岡山 ･日生問の逆転回数がふえたのに比例し利用者もふえたものと思われる.

滋後に,日生における交通機帆の発達状況を/示すと裳の如くである_初a-I)て日生.=偉人されたfI''･は

明確ではないものもあるが,わかる範囲でお1その年をあげておいた.

古 松 藤 次 郎 氏
藤 原 忠 葬 恵 氏 (宇野バス)
八 木 氏 (神姫バス)より
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雛2衷 日/1における交通機関の状況

柵 塀 所 有 17数巳 ±竺期_辰口1抑 句｣｣亘二

Ji等物｢4動串 督 適小 型 昭和5,6年 車 .≡; 4418

乗合自動ヰ読丁~完T-T 可 可 14-

昭利 29 年Lfu和6,7年 7 5 日

軽 自 動 ､r,:自 転 碑 昭利 23 年抑台 38 年 606 S l 51 37985 1,587i2,063

(矧 LIl,TL･市叫村劫柴鮎 I-lil:Fllr萄 ･警工 南TFrl氏.tり)

海 上 交 通

現在の陳に陸上交通の健が開けていなかった頃のr]生の変姐はT当然鰍二依存するようになったわ

けであるが,定用船が日生の人の足となって盛んに働き出したのは,大TF.雫から昭和の初め墳からで

あった.その様子を岡山･相生 ･高松航路に分けてみてみよう.

1.岡 山 航 路

明治の末期から岡山通いの渡海船 (帆船)が佐倉太市郎や川淵吉松らの手で始められ,日生の商家

等から旺文を受けては岡山から品物を拭人できていた.宣これは客船とiての働きは持っていなかっ

た.昭和初期,現在の甫僻海澤が牛窓を芯地にLて,岡山 ･日生関を ボ./,ii.I/船で㍍客を運び始J･ら

た.往復10時間はゆうにかかると言うのに,午前3時半の始発から午後4時岡山発の終陣まで,客は

殺到していたそうである.-ノブこの南備海運に対し,昭和4年山本留吉.山下早治,柳本仙害らによ

り日牛汽船が個人会社として発足した.日牛丸1号から7号まで の船を持ら日生 ･片上聞 1日3往

復,宇野-岡山-日生,宇野-LIPlがそれぞれ1日1往復の壬で客迎鴨を行なった,こうして両省の間

に激しい競争が始まったのである.岡山までの船iTrが当時40銭であったのが,双方のダソピソグによ

り10銭,5銭にまで下がり,しまいにはラムネ,タ*/レ,臥兼丁等を配って慶待する等,迎葉よりサ
-ビス料の方が高くつく始末だった.こうした双方の苦労を知ってか知らずか,客はサービス満,仁の

船旅を心ゆくまで楽しんだ.この様なllEはずれた過当競争は勿論長拭きせず,1年後の昭和5年 7月

両者は手を垣り,閉び常備海運の独占航路となった.合併後も客船として大いに利用され,朝 6時か

ら晩の6時まで1時間おきに運転された.ilOO人定月の船で3割までが日生て乗 り込んでいた. 当時

は客船に貨物を積んでいた状態で,その割合は客の71,こ対し･R物が3であった,しかしその後日生の

陸上交通が発過してくると,気の艮い船旅をする者4､グソと減り,戦時中は1日1回,戦後は2回と
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運転回数も減り,次軌 二貨物輸送がよになった.

2.相 生 ･高 松 航 路

この航路においては,大lL初期高松一小豆LL,.-｢惟 一飾磨というルー トにて貨客運輸が開始された

のが出初と思われる.それがしばらくLた後相生rhJの郵政まで延炎された.この航路を走る船は讃岐

の高松,"紺 のR生,播磨の那岐,と3国またにかけてし､るので,その船の名も三国丸と称し,飾磨

まで行-,ていたみやこ九と進んで逆子iされていたのである.両者とも総 トン数70t位の船であった.

三国丸は後会祉経営者の交代の為か姫九と改称し.やは り都政まで行っていた.こうした定期船が走

る以前 赤穂から品物を購入するのに東海船が出ていたが時代的にははっきりしない.また前記の日

4:.汽船が南備海運と合併する以前,つまり附和4年頃(I_l生 ･赤穂(川を IE13往復の貨客運輸を行なっ
ていたという小突もある.概して利用度は低か-,たようである.

.'…

形 士 郎 氏

松 藤 次 郎 氏

備 海 運 より

以上 桐山 ･相生 ･高松航路の他に渡海解として大多鳳 頭島,洩LL･,鹿久居島などの徹内海上Zl三

通〟)庫が発達している.

次に日生経における鮎帝乗降船客及び壮帝出入貨物について簡単J,=付け加えておこう.

第3表 日生港における港湾乗降船客

i大正12 l大正13 昭和3 昭和8 昭和25 昭和28 I昭和31

乗 込 人 員 1.9831,996 2,9782 ,978l 13,35 2 13.518 59,434 52,5,O l 83 ,,60

(El生町m fT覧 IIY･lLj｣煉日生継故障計画凋査概要)

第 4 表 日生港における貨物の移入晶及び仕出港の割合(%)(昭和11年分)

㌫言＼-一生讐 大阪 神戸 和歌山 l他海 I大多府l牛窓 一触JJ 高松 坂出 小豆可 尾道 広高

叙 研 - - - 91 - - - - - -

~l7 果 物 - - 42 7 - - 16 - - 19

魚 旗 - - - - 27 - 23 2 23 - 43 3

飯ft物.調味料 5 - - 3 ■-■- 12 40 -- - --

衣 料 品 75 - - - - 10 - - l -

金倣 紫-A.雌株 75 - - - - 14 ll - l -
油 Ei.燃 料 27 21 - - - 14 - 3 6 - -

肥 料 - 100 - - - - - - - 二 仁 -和洋雑甥.女房且 51 - - - - - 39 2 - -

(昭和12年統計蓑より)

日生港における乗込人月,上陸人員は大正,昭和初J孔 戦後と非常な増大を示している.これは陸上
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交通の発達により船利用者が減ったという宜と矛盾するれ この数は日生港全体の統計である点や人

口の増加等を考慮しなけ九はなるまい.

昭和11年JLi;の日生港に入る壬官物の.与ふ疎及びIl=_なる仕出港はfl/),-4表の通りである.これから解るよう

に大阪 ･岡山が圧倒的で特に大阪は衣料品,器Li,L鞄帆 雑貨等に大きな比ilr.Iを占め,日生は古くから

大阪と取 り引きをしていることがうかがわれる.その他親類は古くから鶴縦とのTRL雁 が深く,その割

合も圧倒的であり,果物はそれぞjtの特産地から送ちかている.昭和 6年頃と比べると,全体品は9

倍近くにふえ,仕出港としては赤穂 ･兵庫かIl)米なくなり反対に血栓が大部進出してきている.El生

からUjる貨物は目fF虜のものではたく,:-1とんとが日生を中継場所として大多府のLJ,々 に,送 り出さ

れているのである.

変 通 の 発 適 と 掩業

交通の発達は産業の発達と開通して先述していく ここでIvエ特にElF巨の特産品である耐火煉瓦と漁

網について,その運搬方法を取り卜げ考&'してもtう.まず耐火煉瓦であるが,赤軸線開通のnTJ和28

年頃の状態を見ると販路はほとんど全同項妓り,特に保悦 が 1帝 多く63%,中部12%,東北 ･関西･

軸部が5%前後となっている.発送方法は トラックによl)土石 ･吉永駅へ輸送すJ:,のが8%,片1･.

港,高砂港,淑戸内海沿岸の港への海上輸送が92%てある.原料入荷は船便3,貨物2, トラック1

の割合である.このように船舶利用が多いのは解は.棚用が安い.大止の精出しができttとまりか良い

継の輸送方法に欠点あり,EbL楼日'七よりiJk泊輸送がてきるJ:うに｣と,赤穂線倣設の詐即を出してい

る.

次に漁網があるがこれは耐火煉瓦とは全く反対て,I:_.1}･関係と輸出.以外はほとんどトラックと鉄道輸

送である.特に トラック輸送に藍点がおかれ.赤地線槻通以前は姫路合同 トラック,岡山県貨物が利

用された.できるだけ打ち切りのJh法を避け述作を安くするZ:,小二ljkは姫路,大阪さらに金沢,i酬&'･ほ

でもtラックで輸送されている.鉄道輸送の切合の中継駅は三石よりむしろ岡山 ･相生 ･姫路が多か

ったようである.

大 阪 窯 某

日生,森下魁網より

交通の発達と商圏 ･月物圏

1.商 閃

現在の日/i=.町の大出 tうめたて地であり,以前海てあったような 'f住める所でない場所に住んだ"

のである. LllJ'三i'L各方面からの移住民に上り形成され,自分の土地で取れないものは他から鵬入しなけ

ればならず,何事にも手を出し次掛 こ叫を発展させていった,日生の商業は自分の土地の特産品を売

って栄えたのではなく掘用によって栄えた商JjL己であった.

ではnJ]治末から大正,昭和にかけて掛 こどのような商売が現われてきたかみてみよう.まず明治末

であるが,この執 こはすでに土地土地に小さい店ができていたが,特に米,薪炭産が主であった.栄

はL]′Lでとれなかった為米屋は特に3=ri要な存在であり,薪炭は地方の山林から出ていたが,日用品と
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して使うものは多く蕃山方面から小売のようにして背jlってきていた.大正時代は呉服畳および漁果

専業の町にふさわしく船用品祁1号の店等が現われた.他に鶴海から野菜,果物を稲んだ船,愛好県か

らみかん齢もやってきた.昭和 こ入ると八百搾,允料晶店が｢liT_つて多くな1二きている.miL上地

柄リ黒キーであったが米.麦･野英机 上rlノトの.+地からは十分まかなえる[三号のものがとれ-/,Cかっ/二から

である.

第2lBl 日 生 の 商 幽

次に当時のU生の商圏である

が,和冗郡でもFI生の物他が一

番安い為か木13(t郡金城に渡って

いたが,特にl利こノ六した如く寒

河 ･八木山 ･友延を結んだ円内

か安正な商圏であったようだ.

何故安かったかと冨うと,海上

交旭の庚が良く,それを利用し

たので輸送賃が安く大皿に仕入

れることができた.さらには日

生で III】うけを少なくして売っ

た等である.具体的に衣料品,

食料品,その他2,3に例を取り赤穂線榊通以前の商店の仕入先, および販売先を調べてみた.その

結X;古くから阪神とUj結こド-)きが強く,特に衣料晶は大阪 ･京都2-3に対し岡山1の割合である.

反対(′こ食料品は圧倒的に岡山が多い.輸送方法は.岡山方面は南(/'HJk海運による海上輸送が多く,大阪

方面は船,汽缶, トラック等さまざまである.版穂先に日生町内が大部分を占めているが,片上 ･三

石 ･寒河等和気郡一円に渡っていたようである.

南 正 人

星 尾 正 -

2.r7 物 圏 (アンケート分析)

アンケートにより日用品,買廻品の肌入先の捌介をまとめた結果は表の如くである

これでわかる却ほ,買 第-5表 日 生 町 の 僻 月 間

物はほとんど日生町内

で済まされ てい るこ

と,片上 ･三石は全く

利用されていないこと

rLq 山 片 上 三 石 日 生 赤 把 座 路 その他

日 用 品 潔2 % ク.b' 形87.8 %t %3.9 1.0 タi5.4

てある.日用品が地元て異われるのは ｢近い｣とい･)点から当然見られる結果てあるが,男姫品まで

も独占しているのは,日生の商売は古くから卸的存在としてこの地域に力をつちかってきたからであ

る.つまり店現展示の店とは適い連鋲的性Tiを有し,自分の店にない品物でも許負い,人々から信用

があったのである.それに日生の人は昔からあまり外へ出なかったことも関係していると思われる.

次に岡山 ･赤穂 ･姫約のBF豚 を,見ると姫路1に刃L岡山 ･赤鮎が3にな-,ている.こ川 上姫路は赤 穂
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】二リ遠いL, 岡山と比べると赤軸線開通前のことなのて交通の優が悪かった等が考えられる.買廻品

が赤組より岡山の方か多いのは,祉排が多く選択できるからであろう.強いてあげれば高級品を扱っ

ているということであろうか.

(桐 永 節 子)

3.赤穂線開通以後における交通,商圏

1.概 要

E]生における交通として迎瓶･純道･通路交通の3つがある.まず海運であるが,現在日生港には
大判船舶がはいりえず,新しい港湾設備の完成が待たれる.摺物輸送の面で耐火煉瓦の輸送に大きい
比丑を占めてお1),口生が今EJまで発腺した原動力てある.旅客輸送としてほ島峡部と本ニトとの過勤
･油･11L:に大きい役刑をもっている.鉄泊は赤穂緑がHl_榊30年に相隼からt=j牛まで,37年Ll軌⊥lまで全
線開通した.そして横物輸送･通勤･通学輸送に役立っている.そして今後輸送力増強のため電化,
鮎線化が考えr-),1している.次に道精交通であるが,これもかなりの比亜を占め,さらに亜要となるで
め.二'う.現-/l-,二級軌道,神戸-赤地一岡山線が過っているが∴削高･路両の状態など今後改善する必
要がある./(ス愉送も鉄泊に比べ,巡行回数が多いIiJTIJ._､あり,近距離的送にはたす割合は多い.この
ようにそjLぞjLの当主たす役割は多少果っていても』重要な位旧を占めており,今後の発展のための並製
な嬰茄である.
2,赤穂線姐乱 闘某までの経過

7)1ミ L.人′こ
人目_11iJ一節′I5議会に於てITi坤腔有年より,岡山県伊部を経て西大寺付近に至る鉄道として予定線に
鋸人.

昭和11年第69議会に於て兵庫yl.l.有年より岡山県伊部を経て赤鮎付近に至る鋲道及び,赤穂f]近より

分岐して那紋 (現在の相/L)付近に車る鋸 丘として追加承認され,当時の岡山建設串軌軒が担当した.

LIT御 13年8)-Jiこ相生一柿州赤組 IIH建設に莱丁,また翌ff3月には播州赤和一U生r.''rJもtY持 ,19年8

月には一応 L_木:I-/山,iJ読了Lたれ､大火正戦争逆行に上る経済小情逼迫のため,20年 1月-1Jj=i中IL

終戦後22年2月に再1YJ-(-1たれ,花魁の状況により23年3月叫ひ~l二劫中止.

その後鉄道の機構にも色/<変蓬があり,25年8)-]l'q日.献道管JさIIJL?Jから大阪Trj渦 (当時大阪工･ilr咋

務所)の所管に移り26年6月にfR三トー播州春風FSlを円/ZJYlt一手し.26年12月工事を完弧 同年12月12日

赤細線U)一部てあるが相生一播州赤地は10,5kmを閉業.

また播州赤槻一日生問は27年8月に再々着手し 30年2月工上巨竜成,30年 1月同区｢HHll･5kmを開

莱

次に｢1111-伊舗TLHlは28年12月に若T-.33年3月⊥｣,.を完成,33年3月24日,同区間12.5kmを｢け庚.
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残る伊部-Ai'岡山間を33年 1月工主知こ着手,土木工執 よ36年 3月完成,36年2月7日付で伊部東岡

山間の開業設備何が承認され,同年 3月より軌道敷設,その他開菜設備工事に着手.山陽本線東岡山

節,及び岡山駅の連絡.設侃 及び赤瓶組備前片 ヒ,伊珊両駅の配線_T･J･.二を含め昭和37年8月に全工叫

を完成する了見 である.なJ刷JX･ほ37年9月1口のT･定である. (岡山鋸 Ei'管]lJ!F)赤紙線JIJTl業予定食

による.)

3.貨 物 輸 送

鉄道及び海:I.眼の輸送最は次の第1･2･3蓑の如くである.

第 1表 鉄 道 代 物 発 送 数 鼠 (中級) 単位t

年度 岱鹿r'｡L,林産品 水産品 鉱産可 工機 品 その他 計 (指数)

30 73 60 18 225 22.372465 27,767692 31,454124 18,489 280 23,028(1∞)31 58 - - 476178 28,831(125)

32 270 154 39 32,621(142)

33 162 227 12 19,232 (84)

34 427 84 26 136 34,705 36 35,414(154)

35 910 28 - 169 40,978 44 42,129(183)

36 282 12 38 92 40,675 40 41,139(178)

37 149 64 - 1,999 34,917 48 37,177(161)

第2裏 鉄 道 代 物 到 着 数 in(車扱) iJ1位[

年度 極 産品 林産品 水産可 鉱産品 工認魁品 その可 計 竺 聖 _

吊 152 - ll,493 1,295 528 13,630(leo)

223 - 26,491 1,9∠12 336 29,057(213)

1,866 132 35,977 4,411 548 43,153(317)

33 l 234 76 155 14,789 1,912 19 17,179(126)

34 35 56 24 22,883 1,905 - 24,903(183)

35 110 61 ∵ 二 1,309 37 24,928(183)36 273 247 2,457 18 28,092(206)

37 450 352 60 20,749 2,839 12 24,462(175)

(.tq物輸送駅琴州把 によ/J)

晶臼別に見ると第 1表 ･第 2表の如く,鉄道による発送物としては工業裂孔 到着物としてほ鉱産

品がほとんどを占め,そして工業刺品のrllでも耐火煉瓦,鉱産品の中でも,耐火煉瓦の原料がほとん

と,jiJ.Ilめている (第4表) (ただLこの数字のLI,には3,少lLuの品目も合音,1L貰')
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第 3表 日 生 港 移 出 移 入 故 (嘩位t)

(代物胸送駅勢轍鮒こよる)

鉄道及び海:.iLtの輸送鼠をグラフに/I-(すと節l

l二礼 第2凶の如くなる.また両省の刊鴫送i止を

30年度を 100としてJ/--ラフを蔚くと那 3図の如

くなり,海適の伸びが讃しいのに対して,鉄道

の輸送量は停滞している. (第3回)

228

(今

川
准
粥
統
T=
に
ょ
る
)

海運についても同じ車かいえる. (第5豪)

第 5 去

年度 耐火煉瓦(t)■金棒山並に対する %鉱石規(i)解 禁 完

30 50,745 92.9 18.486 55.2

31 58,655 89.1 21.860 48.3

32 94,464 90.1 23,060 34.4

33 88.655 92.0 34,709 60.7

34 36,074 84,5 27,828 54,8

35 72,581 89.4 54,998 67.9

36 169,994 95.6 64,999 67.9

37 223,553 92.6 77,191 68,9

(全円維朽統計による)
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30 31 32 33 3u 35 3t;37 38キ度

Ijf2回 日 生 捲 移 出 入 ム上

(全国拙稗統言IにJころ)

品目による交通俵凶への依存度

耐火煉瓦の場合韮遺物である為,

第6表 耐火煉瓦発送罷

年度 海 運 鉄 道

30 50,745 21,475

31 58,655 26,689

32 94,464 30,068

33 88,655 17.681

34 36,074 34,303

35 72.581 40,646

36 169,994 40.370

37 223,553 34,693

38 236.895 37.776

30 3I32 33 3リ 35 36 37 38Y･皮

･'j′13同

海越に対する依存度れ 鉄泊に対するよりも古 い (第6襲)

(荘) 港ホ統計,及び何鉄の1号物輸送り甜はに上ると上のごとく軒先

が.日比 のであるが.田畑138年度主要物ア価 私凶によると次のようなも'iLJ1-

となF),上のGl.lip_;とかなりくいちがっていろ C

鉄 山 搬 5'.B トラック

輸 送 1.1i 31,041 21,947 19,910

% 42.6 301 37.4

(この数字は大阪甥耐,川崎炉材のもののみで.1.7.川白煉瓦のものは

はいっていない)

次にEl′l=_の座紫として屯要な徴嗣'賢の噌合,原料は大阪,壁

知.滋Jei等か

らて らほと/L, 9

ど全都か トラ

ック輸送によ

っており,触品の場合でも掴束以西は トラック輸送

が多く.鉄道は少ない.北海.ltBの)場合は鉄道に.tる

カ＼ 九州地方は トラック輸送である.そして船便は

全く使わない.その理由は打切 り運賃となった場合

高 くつく恥 日数がかかる市などである.このよう

に窯業の場合と対照的である.

4.旅 客 輸 送

鉄道の旅客輸送をみると定期外粟Ili人nにくらベ
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て定期発車人員の増加が目立ち,また大きい比率を占めている (第4回)この-_･JM_･般的な傾向であ

七･_ち.

uノl･.には)ヨJ帆部がかなi)あるため,船か細動 ･地学

･及び買物kq.･に無くではならないものである,Ll牛港
における旅客兼込, ヒ陣人nは第7表 のご とくで あ

る,

5.11 物 岡

r]Ji1,日也形的に陣の交滴にcV)く･まれておらず,また

もとから海にJLきる人辻が甘みついた所であるので,

陸の交通手段の未発連な時代には糾 妾海路で阪神地方

と紬L'九,この方が陣の:LLEがリよりも大きかった.こ

のため岡Il｣,姫路等の商周とは別に日生を中心とする

商榔J､存Tl=_していた,陸上交通手段の発達した現在で

もこの現象がかなり残っている.このコ抑ま次の買物闇

の調査にあらわ′れてい

る,

一鰍 こEl用品は家の近

くで,買廻-I.luは大きい

都市に出かけて購入す

第7表 日生港旅客輸送人員

1-度 煎込入n 日韓人い ∴l

30 67,4]9 64.152 131,871

31 83.760 79,174 162.934

32 94.384 88,716 183.100

33 78,359 75,695 154,054

34 81,542 79,733 161,275

35 88.539 90,052 178,591

36 98,380 95,220 193ー600

37 101,650 96,970 198.620

- 岡 山 三 石 片 上 日 生 姫 粍 赤 穂 L空 旦

El lt] ['.ln 2.4 0.2 0.5 80.0 1.5 1;吊 ≡

単 位 %

るのが普通であるが,この調査に.Lるとlplは わり晶の購入も他に見られないほどの高率て日生内で帆

人されている.調査の不備もありこの数値を宣全に認めるわけにはいかないれ このような幌向があ

るのはたしかであろう.調査をする前こ剛iJと姫路とどちらこ結びつきが大きいかという7_rI'･も関心部

であったかこのデータからでは芹はない Fl生に次いて赤穂か多い程度で特異な例てあろう.

6.商 閃

このように小さい町であるが卸ノし行 目店 が全店店数168中7ある (昭和35年6月1日現在,町政要覧

による)卸,JE 小7-E商圏とも戦後かなり縮小 して来ている.食料品 ･青果などの卸売の場合,現在で

も英田郡,恥 u市方面への販売かあるが戦前よりほ大幅に減少している.そして現在大体の卸売商周

は和気郡を中心とし兵庫県の南西部を含む地域である.小売商周の場合戦前においてほ和気郡全般に

わたっていたが現射 たL1生叫内のJ'7tとなっている.このようにUl卜の西田が縮小した原因としては711

通の発迅により大都市u)lTndlが拡大し′上J.i.L,また逆に地方に多くの商店ができた_ii･;/i:どによる.

商店の仕入先とLL:エ衣料,T,I,の助合大阪,次いでト糾山が多く,呉服の喝fiは大部分が京都からであ

る.脊LJ上物などの卸,JrtO)切rtrは産地(中,LILJll司が多い)から[1'l接JEq入れる心が多いが小jL:-商の場斜 ま大

部分岡山から仕入れている,これらの麻姑の1桁玉には以前は鉄道 ･船によるものが多かったが,戦後 ト

ラックfJG送の光迂により,岡山はもちろん,中相田･大阪･京都からの輸送も大部分自家用,あるいは運

送業者の トラックによっている,衣料品の似合50%前後岡山からの輸送が船によっている拘店もあるO

(山 下 康 夫)
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4.商 業 と 商 店 街

商業というのは,一掛 加二は商品の売掛 二よって生在と消班とを連絡しその出 田こよって利益を営

む業務といわゆる.そうした商業は,現在都市においてセル7･サ-ビス ･ディスカウント･テ-<-

トメソト･ス ト7 (略してS･S･D･D･S)などの形で急速に進展している流通革命の挽撒 ti,受け,消JLlt

音の獲得をめく･､って,田舎町の商業のあり方に対し何F,かの変叫を迫られつつある.そしてその絹業

活軸 ま,矧7Jl的には店舗甜 は て行な),九ている.そからが 党 の地域に制圧 たもの扉 何店術と呼

ぶ･その商店街は,それが陀匠する地域IiJ代_点,ナ引昌明鳩 るいは顔として考えられる.以下において

は,それら2点についてその票態を聯明するのが目的である.

1;商 業 に つ い て

日生町の商業のプ三態を明らかにするにあたって,まず瓜初に絹業が本町ではいかなるLlj政｢俳と冊を

'Bめているか,商業が本町の産児別構成の'Tlでど,)いL･)位冊にあるかについて述べておく必要かあろ

ラ.

第 1蓑 産 1R 別 人 口 (rPj和38年9f]1El現在)

第 1次産染 プi 数 抑 2吹 越 菜 票 数 ,～j1,.3次 産 菜 L実 数

合 計 出 票 435人 鉱 紫 6人 苗 _JFit 570人

林 潔 7人 吐 .謹 選 164人 金 融 保 険 濃 45人

絶 頂 321人 昭 弘 鵜 2.319人 桔 ≡ 苦 窒 引 叢

5,091人 - 763人 2,489人 1,839人

口生町動要覧より作成

第1蓑に.上ると,第2次産業が最も多く仏 8%を占め,ついて第3次産Xlが36.2%を占A')両者合わせ

て85.0%となり薙プ削勺には明らかに都市(刷号戒をみせている.このことは同日1-に,本IIIJの産選別所得

構成比にも反映していることは疑いえない,Lかし,ここでその所行節を正確に示すことは技術的に

l月雌である.とりあえず概針9-′LLは'.帖 勺総所糾桝は67億Ell即座とされている.その内 翻 土,第 1次

確業にその内の10%に当る6.7倍円,第2次産選では50%の33.5鯨門,第3次産業で亡,t̀10%の26.8億

円,その中でも商菜は5.4億円の所得術を示すのではないかとそえられる. lL ､つともこの裾 幣oJ)所得

新は,後で述べるような年間商品販売衝から推.-;‡される所は'fLTiLとは比較できlJ:いことを,ニこてお斬

りしておきたい.
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いずhにしても,以上のことかr)次のような推論をしても大きlt誤り-li･犯すことには/tr,ないてあ

ろう.すなわち,本町の財政的基礎を産業別にも,1しぼまず第1に約2次席貰てあり,第2には第3次

逓 鼠 Ij13にかつては本Illj~の最 L,iJ.%ん/J二確業てあったけ′hども,今日では相当虫え仁木J;'I;業をはじめ

とする抑1次))上にといえる.そ′fLらの内,以 卜本節 1･取 i)扱うべき商 勘二は570人もの人々か'lJn'Lし

ており,その数は第 3次席漂巾ても御 鋸包信の732人につく.､多数である. 姑 こいえは,今花業Lll娘浩

業の2,319人を筆跡 こして商業は 3茶目に多くの従認Rを擁 していることがわかる. と1/-,)､く, 郁tL';

は本町での萌婁な財政rlJt)基盤を形成 していることに聞違いはないの-i-ある.

それでは,そ{)した役割をJRLているl柏濃はどんな 月̀機を7--1H :いるのであ7)うかを次にみていこ

う.まず,商業統計調奄結果表の昭和35年版と37年版 (収新版)とを使用して,本町の功業の契態を

統計的に検討してみよう.第2表に示したように,本町の商柴/Iゝ体について両年を比較してみれは,

第 2蓑 商 業 情 動 の 実 態 (その1)

l 匝 店数④ 桓 者数句意焼魚■C/A い /B B/A 特需 姦当

リ 168トf1821.08 了 宰 買郡 毒FlP 2.,4人L l,r]'2.28 161.00 1.23

岡 LLl市 昭 和 35 年 7,088〝 37 年 7,105成長率 (37/35年) 1.00 32,47137,1241.14 黒 l ∴27l 1.00

2,5113,5941.43 3.47 213.84 211-11 1.00

腐柴銃.石材塩縮Jit'L;-(岡山県庁先行)昭和35,37年上り作成

そのFILil1には商店数 (④とする.以下同じ)で1.08倍,従某名 (㊨)で1.06倍,年間商品販売節 (㊨)

で1.24倍,商店 1ノー･'Lうり販売碩 (C/A)とする,以下同じ)で1.15ll,(,従業者 1人 Lゝiり販rj'L;衝(C/a)

で1.18倍,住民1,000人､l早)商店数で1.23倍とわず かながら,それぞれ伸びを示していることがわか

る.例外は1r(tl､J']り従某省数 (B/A)で1.0〇倍となっているけれども,実際:よ0.974-と規模が縮小

している.それに加えて,昭和37年の商店 1戸当り販売額と従弟老1人当り販売衝とは郡部 (県下19

郡の総計.以下同じ)をそれぞれわずかに上回っている.しかしながら市部 (県下12市の総計.以下

同じ)と比棟してみると,商店1戸当り販売鰍では約4.2倍,従業者 1人当り販rJE潮 では約2.5倍もの

差がr朴 ､ている.その上,両年における本tr日と市部および郡部との商店 1戸当り販売緬と従頂者 1人
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当り版元袖との対比を例にとって7,,ても,本町はそ)いI,a_)伸び率かかなl)低く.,i:って†a･り,後 2名の

どちらにも差をつけられている.これらのことは 本町にも-ける摘果が最近の大衡 H於7㌧ ムの故に

庇ってLl己成長'1/とげてりJ､るものの,-ノブではrln.L潮 俳の締小化帆句を示し,他方本町以上.i,他

の市やlIりの商業が成長していることを物語っていること,LyノJけ もの といえよう.その他つけ加えれ

ば,県下Jは大の商業都市としての岡山市かそうした人衆鞘網 代における1つの中心に .Ll ,ているこ

とは,この裏からもその一端をとらえることができるのてある.

一万,37年の商店1戸当り版死神と従業者1人当り版元額とにおいて郡部より多抑であるというこ

とは,本町の逓逝鵜造カーL業化されるに伴って小jLiする労l･I!lu力を近接の町村から吸収しているがため
に,郡部の中においてはかなりの販先箱を上げていることにあるといえる.しかしながら,ここでは

その自己成長率の低いことの原因を探る方がより瓜要であろうと考えられる.そこでその原因の1つ

として,岡山掛こおける本町の他社的経済的位性かかなり関係をもっているといえるであろう.つま

り,本町をめくLtって近くに片上 ･伊部 ･赤穂などの商店街が控えているから:.ある. これに以J;連し

て,本町て錨具販売をLているS氏は ｢通勤する人のじIJ係もあるため,日生よりほ片上 ･伊乱 そこ

よりは赤穂で男物する人もかなりいる.まf.I,滴披.ll.とか大きな商.冒)では岡山か姫路へ出て買う人が

多い｣.といっている.これは,本町住民の持つ商d-.I,I/ニ刈する要求が本町商店街の持つ機能をすでに

_卜同った結果を/7,･していると考えられる.とに/)Lく,岡山県と兵蹄敗との県境に位旺する本町は,蘇

穂線全線｢iH通以後は-掛倒山や姫路などの郡市に向って通勤通学が便利となり,それだけにそれらの

都市勢力に牽引されやすくなり,買物もそうした郡市で行なわれるようになったのは疑いえない一括実

である.第2の原因は,通近ゎ-̂衆消費ブームによる流行初晶や高級品に対するTfn=要増加である.そ

うした怖向はいうまでもなく,テレビ等マス ･コミによる広告と平行して, 郡市の商業的機能の分

化 ＼糾う化を-JL:,:･促進さけたといえる.そうなれば 本町のごとき軌占の専門化が進行していない半

はよろデ屋的性格,いわゆるmで州 的性格u)仰.1号てほそうした欲望をもつ購買客を十分引きつけるこ

とはできなくなるのはいうまでもないであ7,う.したがって,日用身の回り品を中心とした商品が販

)-L･されることになるわけである.そこに上述したようなこと,すなわら本町が召捕;や他の郡.:粥より版

I/L=新穂 どの点で少ない伸びしか勝ち取りえない1Jlt.l=hを兄い出すのである.

次に,本u]]の商店の唖塀とそれらの特徴などについて第3表に克てみよラ.それによると,商店数

では .-ll;飲食料品小′).L=業｣がJ-Rも多く78戸で全休の42.8%を占め,ついで r･,19;その他の小虎業｣

をl探外す11は ｢44:織物 ･衣服 ･J'Yのまわり品小,,'EA'H等｣の14.3%,続いて ｢46;飲食店｣｢45;家具

･畑典 ･什器小売業｣なととなっている.これを市部と比瞭すれば,44;45;48;49;の4位輝の小

･IIL:業のIJI.i成比において町がかなり上回っている.換言すれ･∴['壬として41と46とで下回っていることが

わかる.これは,岡山市と比峻すオ=よその追いは一柳明確となる.したがって,本町商店のti)つ田舎

町的性格はここにおいてより具休的に7-1-iされたといえる.

いずれにしても本町と市部との本月的な相タむ烹は,41の ｢一般卸売業｣の袖店比率,より具体l′伽二

はその年(7='.版元噺の比率の適いに求められなくてほならない.これこそ,両者の商即勺機能の性格を

統計的に顛付けしたものに他/ならないと考えられる,いうまでもなく,市部ては ｢都fl了圏Jといわれ

るその郡市自体の勢力範囲を持つのが一般的てある.つまり,多くの卸･JLL=淡者はそ,h.そ.11各Jf.Ti商晶の
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第 3表 商 菜 佑 助 の 実 態(その2)

総 計

41 - 的 卸 売 茄

42 代 増 価 仲 3'L茶

43 各綿摘 晶 小 売某

44 警 官.古,f鯨 lO-'1-
45 飲食1､ト,'.'u小 54=EL15

46 飲 食 店

47 ド｣帖小一･I/u'JIJ｣~小 jtJ菜

･8 芳養■拙 L-'什 糾

49 そ の他の小 5't懲
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托･Jは2,Jf男所以下の数字を秘配したものである｡ 商菜統計調査結.'jU三(昭和37年)より作成

卸,売地域を確保しているものである.しかし本町ではそうした卸･,rc某の腐(.17が極く少なく4.9%にす

ぎず,郡部の7.3%よりもなお劣っている.このことは,本町が岡山市1り隔i=ること約 1粕川の位

位に立地し,かなりその都市の勢力範関に蚕食されていることを′Tiしているといえる.

一方]TB部と比牧してみると,放物･衣服 ･身のまわり.汀.小rfE票では10.3%Xl114.3%,飲食Jl十cLは8.

4%対9.3%などのように本町が多少｣二回っている.これは,席選別人口の!1g:級/aJ反映して本町が郡部

の中にあってはかなり小都市的-lj:一面を持っているからであろう.以上の帆句は,従潔音数にもほぼ

同様に;7+られるけれども,ここではその検討を省噂する.

次に年目TJl備 品販売箱においては,上述の内容とは辿った憤向が知られる.すなわち,最も榔就比の

芯いのは一般卸売lliの41.3%となっており,各柾商品を町内の一般小壷某省に版J)'Eする卸売業者の性

格からその役割の韮要さが現解てきる.しかし, これを市部と比較すれば後者は前者の約1.8倍もの

高率を占め,他の小売業を大きく引き舵している.したがって,市部においては本町以 ヒに商業活動
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における卸売業の占める役割が大きいことを知りうるのである.ところが本田]と郡部とを比較した場

令,前者が多少向率て あることがわかる,このことほ,本MJの卸売濃がその削 i敬や従業者数の構成

率u)面で郡部より劣ってほいるものの.地の利を′しかしてより多生の商品を卸,LLでいる様子かうか

が)凍 る.ついて多いのか飲食料品小ソーL=盟の24.1%であり郡部の27,4%よりは低率て,市部の8.3%

とは約3倍の高率/E･示し,その′｣＼,Jc業の性格からして本町はやや都fh-的帆句を,いい換え柑 ゴ漁村的

性格Ji･示しているものといえよう.屯には,幕別lyJ･衣服 .身のまわl)品小売紫の9.2% も先の小S'-i:業

とト･11私 .'rr,誹の9.6%より少し低くこれも都市的似内･/a:方';している.

次に第4表には前時従某省規模別の商業のrLT態を/I;した.それによると本町てら;t3人以Fが 162戸

第 4 表 南 濃 活 動 の 実 態 (その3)

市町村名 3~~~人 以 下 4 ^～9 ^ 10 人～19_ム
編笠数1従管教J棚 若棚匝 増 せ従礁者I旧)a年間版bJLS約℃ C′B函雷甲 習 熟J年増 珊 Ic,B

日生町岡山市 戸 千円 千円.,三;42 8,:,:3L3,;≡,i;.01,;;; 戸20i.538 人l 千円98 375,3008,76 339.964.78 千円3.8304,558 当 人■ 千円l千円480 6,332!31,971,3805.051865 1 1,259152..,1,45.4,621
市 部郡 部 1;:;;:…苛 三二;;≡:≡;: 1';;;3,447 19,05 1 67,422,55 0 3,697911 4,59511,009,68 2.396 109T l,4163.9937232,82

市町村名 20 人～29 人 30 人～49人 50 人～99人 100人以上
@T@rO C′8④l⑧lm C/Algt｢,61 C71勾可 :a.IC′B

瑞浪統計調度結媒長(昭和37年)A:り作成

とfE倒的に多く全繍店の89.0% も占め,その他は 4- 9人の20戸という構成となっており商店規蚊の

琴紳性は郡部の平均とほとんど同一である.その反面,本町と市部やその代表例たる岡山市とを比校

した場合,その商店規模の叢は相当開いており,4- 9人の従業者を持つ商店のウエイ トをとってみ

ても後者は前者の約2倍も虚い.それに.従業者1人当り倣売雛が49人までは従業者の数の多いほど

高くなっており,ある程度までは経営規模の大きlJ:商店ほと版J7!餅が多いといえる.このように,本

町の経営規模が零細であることは先述したように鍬,k商店'が少なくほとんどが小売商店てあることを

物語るに他ならない.

以上検討してきたように,本いけの商英紙動の中心は町内における′｣＼売業であり,その小売業の性格

出目S部と比較しT.やや郡市的な一面射1･っているようてある.それと,町外地域へ舶来的勢力を拡大

していく性格の強い卸売業も,郡部と比べ少し盛んであるといえよう.これは本町の空問的位臥 す

なわち岡山とか姫路という郡市に交通的にみた似合.比i変FY)近く位tEtしているためてあろうと考,えら

,yLる,いずれにしても,本町の将潔の商一袋楢動に大きな飛馳をJP1待できる材料は 今の ところ何もな
い.したがって.いかに現状を維持Lていくかに今後の中心課題があるといえる.
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でけ,その.排他について[JIJ内のI軌占紗P.･B,.･LいかにJ;-えているであ,-''うれ その一一例として･Pu'ÎJ

で呉服などを販売しているK氏は次のように話してくれた. 昭和30年3月31日赤穂線が日生まで伸

びてから赤鮎 (特に昭郎 6年頃に閲店Lたスー/<-フタキ)や姫路などへLLI.ていく各班 止める1策

として r日生繊維班範店会 (別名を口′上,ト ゲソナェソス トアーズ)Jiを有志で もってyilJ式した･ こ

の組臥二は現在j<-料,別号8軌 安弘店 1軒,化粧品店 1軒,計10軒が加盟している.その行.如ま･4

月 (3口間位) .8月 (20日7･,1位)10月 (3El聞位)12月 (30日間位)の4回大J,'m Lを/rj'なってい

る.今年年末の大元.LtILには茄品付きでやっており,まずまずの効果が上っている･:fた･共同仕入

れをしたこともあるか股近はやっていない.なぜなら,この仕入れ方法もたいしてlXjluUuの値段を下げ

ることはできないし,その上 同じ雌井iの商品が入り店としての特徴がなくなるからだ.その他のIJ.;

某としてほ特別ないが,月1回話し合い (例えば,片上にスーパース トアーができたとき,それの対

抗策を考えたなど)をもって,経営などで気のついたことを榔談し合っている程度.しかしこの組級

も以rtJ柾L20軒位加盟していたけれど,歩調7)iftわな いとか (金融的に原関があるという)いって脱退

して今日にいたっている.今後の対策としては,値段の点,商品の珊粕を上佃 す,商店の装飾を改善

するなとを考慮して客足を町内に引きとめたい｣と.

このように,赤租線開通をL圧接きっかけとして′E_まれた対抗的組織もあれは 地味な活軌としての

商工会をはじめとする商業tLT.･勅があるので,ここで少しそれらについてその大略を述べて7/､たい･

まず日生町商工会は昭和26/LfヒL■i(正確なことは不明)｢地区内 (日生町のこと以下同じ) の齢上業

の総合的な改革発達を回り,もって国民経済の鮎全な発展に寄与する ことを 目的｣ として組織され

た.39年3月31E]現在308名の会Llを擁し,その内145名が南濃関係省と判断でき,第2表の商店数

182J,-と比較してその約紬率は80%とかなり好成約である.しかし,その率を維持することはなかな

か閉経であるr,)しい.その理由を商工会のM氏は次のように説明してくれた. ｢経営規模の苓細さ.

いいかえれば咋問版ワ=･額の少ないことが原因となって,商｣二会主催の訴閉会を受けても揮記11:どの市

務合理化も網店経営に適用できない現状だから｣と,こうしたL):lI-iz/tli映してか,令商船あげての大

元llJ.Lが36年以後行なわれていない.もっとも,33･34･35年にはとにかく全llJl大売出しが')i行でき

ていたという.ところが33年頃からIlH題となっていたこと.つまり允料品店と衣料晶店 ･家具店 ･化

粧品店lj:ととq)問で大売出しのLl担金の割当てをめく･,って利害が対立.するように/J:った.それが次第

に拡大して.ついに36年からは全州店大売出い土中lヒとrCったという.その棒,先の赤穂線日生まで

のUtlJ.血による町内商紫者の一致印紙なはかる息味で,地区内に71rYt所 (店舗)を有L,かつEj隼町秘

工会の会Lliu,糾合只として ｢口生町商業協同組合tが紺成され, lm合凸の相互扶助のR.神に基づ

普,組合nのために必要/i:共同▲山一一態をJliない以って糾合ilの白1-1的な托i斤は必JTL,促進L,且つその締

済的地位の向上を図ることを目的｣とされている.その場X-･は ｢組合LLlの取壊品 (生産用原材料を含

む以下同じ)の共同生産,共同加工,共川倣rJL1,,I,L-lL一班を買,共同保管.共同逓送,較正 となってお

り,現在103名の組合員を椀している.これをfJJ72.長の182戸と比べその組fi'&率は57%と低い.この原

因を探ってみると,この協同組合には出資金 (1口1千円)が必要とされていることが大きく影軒し

ていると考えられる.

そして,31年3月頃にはこの商･,Y;協同組合がクーボソ規約を決め,そうした販売制舵を新たに設匠
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した ｢商業協同組合模範店会｣において実施し,一層商業組合の目的を速成することにしている.こ

の軸菜は現在軌道に乗せつつあるわけで,次掛 こその効果が上ってきているとのことであり現在21名

の会員かいる.更にいえば,先述の｢l/･卜模範JE会の会L出 4､ちらんこの ｢於花店会｣の会Ltとなって

いる.

動こ37年11月1Elより｢-n/Il食描裾延会｣が ｢Ll/卜mJ'地Lil旬こ於て,食品版JJIE業を経Ig'.'する有志

(現在10名)をもって組織｣された.この会の目的は ｢食品共同購入に依り,消'j-T者に安伽に販売す

ること｣であり,具体的には岡山や姫路のrH]良かr,)矧TiJで商品を購入したのでかなり値段がさがった

という.したがって今日では,赤租のスーパーフタギなどに一時的にとられていた客足をなんとか町

内にIIJLき止めることができるようになったといT).しかし,これは身の凹り.T如こついてのみいえるこ

とであり,壬'地卜り晶 ･高級品については,やはり岡山 ･姫路などの都市に客兄を取られていると考え

られる.

とにかく,以上4つの組轍のうち主なもの2つについて現状を報J.]F=し,本町商業hT,'助の今後の対策

を探り出したい.

まず商工会の出している38年度の却業縄幣苫によると ｢消･el者の町外進出の防止と地区内の外部資

本に依る晶包革命隣隅設匠の排除等,会員308名一致細結のもとに成果をえた｣ として,一応現状維

持ができたことを物語っている.そして,39年度和讃計画吉の具体的内容として主なものを拾ってみ

ると ｢(2)毎月日の物f捌旨数調査及び資料の収集, (3)商工業振卿 こ脚する訴満会,群習合及び

個別指導の開催, (5)地元諸団体との 協力融和, (6)大売出しの実施及び協賛, (8)商店診

断,=菜診断など｣である.この内特に (7)の大うfLf出しの点につきそれが成功するかどうか,相当

解決困難な間借だけに,ともすれば触気力と批判されやすい商工会の今後の努力を期待したい.

次に商業協同組合の38年度4f菜概況にJ:ると, ｢本年度は多方面で流通髄鞘の笹新が叫ばれ,こと

に従来旧套塾r:pの典型のようにもれてきた小売商か激しい時代の故に拝まれて経営の近代化を迫られ

ている.然乍ら, 『流通革命J)とか瀧滴革新と/J､-一･ljに言っても,その業態は余 i)適確には把鹿され

ていないのが現状であり,まLてr軍鮒な小,).C商のスーパーマーケットに対する対策はまだ地について

いない段階であると思う.いたずらに 『流通革命』をおそれf=り,また現状も肺みず≠l澗 化したりし

て失敗をまねいているのも少なくない.辛にして,当組合員1()3名は時代の推移を観離し,衣料食品

鮮魚とも火同仕入を締切り外敵のEl人を防ぎ,新IJ.'i代の小･j'L三滴緋常を保持して参ってrQ.ります｣とさ

れ,まずもって共同仕入れからと供重な対筒を立てている.けれども,衣料ll,吊こついては先述したK

氏の惣兄もあり,足なみがそろわないとい')関越点もあるといえよう.更に,39年度弔讃計両ttFの

｢2:司‡票方針｣の中で主要なものを記してみると ｢イ:定休日の確立,ホ :各業態による売出しの

協賛, 卜:共同仕入 ･共同販売のあっせん,.):年末節食伽藍fujあっせんなど｣とあり,特に㊧の方

針など現在大売出しをやっていない水態のLrl櫨的解決策として夏取九ろ.

以上 弧扱面から商業活動を概括L将来の計画も紹介した. けれどもそうした組紐の括動に対し

て,一般の商工二笑者の1人は次のように批判 (自己批判も含めて)していた. ｢商工会は手がたらな

いとかいって私倭的に仕事をやってくれない.先頭に立って耽/<をもっと引張っていっても らいた

い.しかし,(LlTをi,,,と'･Fるかど,それだけ3'1J)人丁を7JtてくIlといわれたら,虚は化せたいと
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われわれはいっている.このように仕事をしてもらいたいけれども,金は出したくないというわけで

目下のところ本町商業の発展の可f酎1三があまりないということでLようか---｣と.ここに,地方に

おける商店経営の困斑さを思い知らされたわけである.

なお,男物客の代金支払方法について(上会社への通勤者,がH醐｢lLたため,現金またはク-ボンが多

く,盆 ･節季にまとめて払うという例はあまりないそうである.

その他,商品の仕入先について,大略を述べておこう.衣料J.1J刷 利山と姫路とが5:5野火･生花

は岡山と姫路とか6:′I,文厨典は81.附lI剛 I｣で他を姫路 ･高松から,恥 訂.･お17,:.,千･おかし:よは
とんと的山からとい[)ことになっているそうである.

2,商 店 街 に つ い て

商店街 (買物町 ShoppingStreet)というのは,小売商FLの塊まったところであり,卸J)r-Ll商店の集

中したところである問屋街と相対することばである.ところで,1;において述べたように本町には

間監街と称するものはなく,小規模な商店街が形成されているにすぎない.そうした商店街を強いて

区分するなら,次のようになるだろう,つまり,比較的町民全体が買物に集まってくる日生港を中心

として分布する中心商店術と,その),ld辺心JIび舶 可などを含めた周辺商店街 (むしろ群の方かよL)過

切だろう)とに区分される.し

かし本町では,一般の郡市にお

いてみられるような商店街の分

化,すなわち ｢中心商店術と周

辺商店街とではlfjJrBlの鹿プ乱 専

門化のT!11合,商品の.LTL(質,価格

に差異｣は認められなかた.た

いていの商店は,よろずや的な

性格を多分に打ち機能分化はあ

.l㌻りみられなかった.

て二･よ,そうした摘店衛の分布

はどのようになっているであろ

うか.そのあらましを第1図に

示した.これによると,町内の

輔店捷机鹿の違いが抑勘こわか

ら.その内椛も'f度の高い地域だ

けを,いいかえれ!,L'中心商店街

を大縮尺の地図で'T,･丁と第2r栗l

のようになる.この凶において

は,凡例に従って商店分布の構

成を示した.景観的にはかなり

都TIJ-U.)性格を持っていることが
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わかるてあろう.図中の番号のうち,I･汀･m･Ⅳ･Vは川東とよばれ,VトⅦ･Ⅷ･Ⅸは川西,
ヒナタ*ク

X･耶ま川向と呼ばれている. この内, ¶(加小路 という以下同様) m (四軒匡)〟(日幽奥)Ⅵ

(宮奥)Ⅶ (中小路)Vm(脇の上)の6町内について,抑舌の1'II'i罠を少し分析して′みよう.

第 5末 席兼活動の男僻 (その4)商店街 (架小路 ･四何曜･

日限奥 ･宮奥 ･中小紺 ･脇の上)の分析

日用品 .身回り商晶恢ラ琶店 総戸数 噂繋戸数粁 'B戸故 ET｡回 り適 訳 晶販 売店 総戸数 噂濃戸数桓 戸敬

各 撒 食 料 晶 店 21 12 9 呉 JJli.l]B 地 ll]i 売 店 10 8 2

タ英 子 .パ ン畑 販 売 店 10 8 2 舶 人 .J'L供 服 な ど 6 5 1

水 飴 規 販 売 店 1 1 0 洋 服 6 6 0

酒 .凋 妹 料 版 売 店 5 3 2 JIL 靴 販 売 店 1 1 0

食 肉 販 売 店 2 2 0 花 .甲 販 売 店 1 1 0

鮮 魚 販 売 店 7 5 2 家 具 .建 具 ,ilと 2 2 0

タ バ コ 粗 販 売 店 5 1 4 IF 旅 1 1 0

触物 .瀬 戸物 瓢 倣 う'Jは 5 3 2 紹 具 1 1 0

タ ネ モ ノ 新 版 5.'L=店 1 0 1 カ メ 7 1 1 0

鞄 物衣 服 身回りdL...販売心 7 3 4 時 計 .メ ガ ネ .印 鑑 2 2 0

文 房 具 版 JJ'e 店 2 1 1 同 校 器 具 4 4 0

韻 震 (*I卜/くイ含む) 4 3 1 医 炎 品 .化 粧 品 4 3 1

燃 料 .石 油 販 売 店 3 2 1 マ ー ケ ッ ト 1 1 0

汁 73 I 44 29 計 40 36 4

サ ー ビ ス 業 総戸数 噂発戸数娘柴戸数I製 造 Jj! 総ノ丁数 噂軒 数桓 戸-

ク リ 一 二 ソ タ 2 2 0 ト タ ン 加 工 2 2 0

旅 舘 4 2 2 世 嗣 1 1 0

埋 彰 英 6 4 2 取 材 木 工 4 4 0

:t 6 5 1 仏 具 1 1 0

捉 院 (冊継ぎあんま) 3 3 0 キ ャ ン デ ー 1 0 1

ノ､ チ ン/ コ 2 1 1 製 氷 1 1 0

プ ロ ヤ 2 1 1 77 工 材 1 1 0

-恥 禰 所 7 7 0 鉄 工 所 4 3 1

銀 行 4 4 0 し 上 う 油 1 1 0

映 画 鮒甘 木 罷料 .覗 .食 jii_._計 121251 12840 004ll つ ど ん計 117 1 015 2

U聞きとり.Jn鹿上F)作成
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第5表に示したように,E)用品を取り扱う商砧は73戸あり.その内44戸が専菜であり29戸が兼選と

して経営しその兼菜串は約40%とかなり高い. (ここでいう兼筆とは,1世帯のうちで世滞キ ･息子

･娘がそこより他へLl･J]きにHJ.ている場令をいう,以下同山'<)選択晶抑Jl'LtlOT･Jでその内367て力1'!7･業と
し.4戸がJrf菜の型をとっており,その北業準 は10%と前者に比べはるかに伏いことがわかる.サー

ヒス業で!よ51戸ありその内41戸が･lJ一葉としてI′I立し,10戸が兼業(兼紫率約20%)と/i:っている.つ

いてに他出果ては17戸のうち郎X･が15p-,｣mL'.が2)-.てあり兼LXl･率は12%を示してIf''リ,本町内の第

3次および祈2次産業の苓糾日生が表わされているといえる.

以上Lll五分のうち,Lj用品店とrnC(回り晶店とのJk茄の内容についてつけ加えれば,)'第6表の√とうに

a'1,6表 口用品 ･只回りl'.i,商爪の｣fuy<'内容

聖の叫会紺叫民選迎独文l畑 I堅 生 し至塑l北淡サ-ど土筆採石三粧 船 r申 榊城 JL.._A

orif]さ･取り.Ll肘亡とり作成

会拙月係が最も多く33件中18件を占め,それに続いて自家以外の商業や公務iIi･漁業(月係･魁造滋が

いずれも2件ずつ,その他iL'L菜 ･採石蔦などが1件ずつとなっている.これから,本町の工-菜化と商

菜との割安な側係が考えられる.

なk-,日用品のうち魚のあきないについて少し述べてみよう.漁市という販売形態は現在でもかな

りみられ,そこでは地元て陸上げされた乱 いわゆるざこを市場を適さないて直接只手に売りさばか

れる.そうした漁市は年JlJ通じて跡 二側かれる朝市が多く,その場所は大体後て述べるビジネスil;Jの

道路上で行なわれている.それに券TTlと呼ばれる夕方になると立つ独市もあ;LIJけれど,それはILとし

て姐のくさりやすい夏場に行なわれる,しかし,こうした独和での取引衝は今日では少なくなり,店

舗む捕えた魚帖で,/LSられる研 (ilttも舎めて)の方が大跳分を占めている現状である.

上述のように,町内での中心商店街においてさえその内容は相当端細であるから,その周辺商店群

の内容についてこよ†ゴよそ推察できよう.いわんや,商店経常主がIL舗まで通勤するというrTu価と住居

との分化:十/?くありえないこと{ありた.その仙hrjも大体の見当~･こ.'ま.間口2.0問,奥行2JJL-.llが多く自

宅の1階,i-1部または全部を解放しているのか一般であt),店舗としてはかなり小規模であるといえ

る,こうした店舗の形掛 よ,かつての漁村という歴史的理由と同時に,H｣地か直接海に迫っている海

岸地形のた,1･J)下地が少ないという地理的埋由に大きく影坪されている ものと考えられる.それ だけ

に.こうした中心商肪'LFiに店を捕えている経営者が,補元の拡大をめざして店舗の拡張をし/こくても

過当な土地がない.また,あったとしても地価が高くて男えない現実である.さりとて,1'&近注目さ

れはじめた赤穂線日生駅付近に店舗を新たに捕えるという気にもなれない. したがってここ当分の

間,駅付近-の商店肘の移動は全く考えられない.

そこでついでに,那2回に大体の土地評ldi雛の地域的分化を示した.これによると,土地が少ない

だけにその鶴は西に揺する傭前町よりか'なり高くなっている.特に打 (四軒屋)とⅦ (中小路)との

境付近はl町内て最も地価が高く,純JL:人こと-,てはまさに勢力の決戦場とな7Jl,Lい.し ,とし 冥
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際の取引では山地r<:内の ｢D｣のように坪当り13万円とか,Ⅶ地区内の ｢E｣のように17万H:二かい

うように評価額 (役場での)の10倍以上にも轟くなっているらしい.それだけに,埋立による土地造

成は土地のない商工で範者や住民にとって,柿:L7P.TT/'C意味を持っていることはいうまて可､ない.しかし,

役場の北西部に4年翫遣成された土地のように,JLl初は土地 のない人々を優先して坪当I)5-6,000

円で払下げ,犬上地所得者が'j:7日1ないように封筒を立てていた,それにもかかわらず,2-3年の
●●●●

内に贈与の型で少数の人に上地が集倍 ･13:占められていき,結果的にはやはL)大土地所有者 (例えは

MlI処約 ･A製鋼･H製網など)がそうした棚立地のほとんどを所有することに''LCってし吏っ′一二という

例がある.そのため,土地をめく､､る紛糾が絶えないそうである.

したがって商店経営者として札 現在の店舗の改造を行なうことが将来の発展への第1捗となるわ

けである.それさえできかねる商店のrt.iこほ,a.営不柘となって一時休業とか廃業とかいう-メにな

るものもある.とにかく本M]のごとき窄糾な商店経営にねいては,町内の客足をいかにして自分の商

店に引き入れるかが,今後の大きな課題となるといえよう.

なお,第21判における商店街で強いて特約のある袖t)i/いえは ｢A｣ (四軒尾地区内) 付近の知

りは抽Bufj, ｢Bl (,I･小路地区内)はHb]r'),'.最札 ｢C｣(四軒尾地区内)は ビジネス楯 といえよ

岩∵

最後.I,そうした叫内の客兄を引き止めるため.=かなり重要な役割を課すと考えられる街灯につい

､̀こ少し述べてみたい,

まず初めて街灯というのが本町商店街に設慣さ′ttたのは,昭和30年3月30日赤穂線開通(E]生まて)

により客足が赤穂の方-流出するのではないかと祭知した町内商店経営主たちが,それを少しでも食

い止めるために関心を寄せたのは商工会であったのはいうまでもなかろう.しかし,それまでの湖工

会はその存在があって.ときも同然のため直ちにはT.171動体制に入れなかった.それにしびれを切らした

四軒罷,日陽奥の主力佑主は独自で ｢港町商店会｣を結成した.その商店会は,結成目的である商業

振興のため街灯を取付けるべく.町当局には ｢この街灯にはWJ'犯灯の意味もあるのだ｣と説明し協刀

を依蛎した,ち1うどそのころ,町としても町を明るくしたいと思っていた矢先のことで話しが一致

し,とりあえず新橋から日陽奥までの約6(氾mの州の国道および町迫に グローブ灯 (23時まで点火す
る40Wと常夜灯としての20Wとの2灯付)を設陛することになった.その群用は総額50万円てあt)そ

の内8割を曲店会か負担し,賎f)2割を町がil担した.この商店会8割負担の内訳は,町内会の世..-'A5

役 (例えはH氏やS氏)が中心となって各商店に別して,商店の大きさ･版,R折などを考慮に入れて

寄付をつなき,抑 二は商店でない家庭からも寄付を娘めて回ったという.毎月の′r以丁料は,そこに掛

けている君炉の広告主が負担することにしていた.しかし,当時のクローブ灯ほJコ軌点滅ができずひ

どく手数がかかる上に故障が多く,毎月の補惨掛 二金が掛りその上 点滅の不徹底て乍E灯料の支払い

が意外に多くな1たりして経営不振とナ〔i),3-～1年綾には街灯が消えてしまった.その後,35年の

第17回剛 U国民体育大会を機会に国道に沿って三軒尾から日陽奥までに,〆｡-ブ街灯のあったとこ

ろはそれに代って,なかったところへは新たにそれぞれ 自動ノ茨城器の付いた蛍光街灯が設思される

ことになった.この㌍用はすべて町が負担したといわれている,それと同時に町道沿いの中小路 ･四

析出 ･u陽炎,))uJĴj会も茄光的灯を取HEJ-)･るために町当仙 こ似ノJを更訂JL,その段位出JllJを折半j-1担
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することて話しがまとまっ/二という.設配後の電灯料は,広告主が月100円を負担することですませ

ており,それだけの掛用で維持当別二少しの余剰金が出るということであった.

その後38佃 二は,日限奥から日生駅までの同道沿いにM]'の負担で街灯が設慌された,こうして術灯

け 客軒辻と同時に防犯も兼ねて商店主や町民に大いに役立っているようてある.

以上のようにして,商店主PLuJ刊会の人々は少しでも買物客などに便利なようにいろいろと手を打

っている現状てある.その効梨あってか,これら商店側の版/JJ!i三筋はいくらかの伸びを示している.し

かしながら,今後急激な売り上げの伸びを期待することは-.層困嫌なけ潮 にあるといえよう.なぜな

ら,現にマス ･コミによる次から次へのFl新しい欲望の)1u案とそれに従わねはならないような必然性

を心の中に抑えつけられている大衆にとって,交通機l対がますます便利となる一方都市におけるスー

メ-マーケット/i-どの流通戯楢の革命により.安い楓'JLが多価耕 ･多血に供給されるよF)に/-Lること

から,購買轟工郁市へ都市へと異物にtiJ.かけていくことになりやすい.と同時に,都市という文化的

魅力を一時的にでも味わいたいという心理的な都TlfへU)同一化が惹起され,一層娯楽lLとを郡｢恒二お
いて求めるという傾向に在りがちだからである.そわ 付,えに,日生ulJのみならす某月のある都-Fh':ニ近

接する田舎町であればあるほど,それだけ現在の商店規模 ･販東経などをいかに維持していくかが,

商店経営者-の最大の牒lJM iとなっていくものと考えられる.

このL,ポート作成にあたi),心よくおul:話を頂いたuIJ'役場 ･llIJ商工会議所の方/7,町内商店維JH'老

･二jrI銀行の方などに厚く感謝の意を表します.
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5. 内 海 と 日 生 海 運 業

明治〕yJより高圧経済成虫 Fの現在に至る期ILLrJ.日JJ=MIのたくましい歩みを代表する海迎柴をここで

は分析の対象としたい.

まず,維新期の累迫した新しい時代の波頭をうけて,本町の海運界はどのような変貌をとけるか.普

た,その後の日本資本主義の発展下にあって,いかに変転してきたかを概観し,あわせて当面する現
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終始多大の便宜を与えられた的係各位のご好憩にもかかわらず,明治期の内海々運に関する本町の直

接資料が散逸して収集できず,やむなく岡山県統計青年.年報彩iを通 じ和気郡単位で本町の動向を推論

することを予めお断 T)しておきたい (註①).

1.維鞘 的の変動と日生搬迎

｢日本の地LP海｣ とい′Iっ氷る瀬戸内海は,古米同r勺幹線交通路として広 く,かつ掛 ､利用llnlJET捜 も

っていた.古 くは政治軍･鋸押 J用面力滴 い比Tliを占めたが,時代が くたると共に漸次経済的交通路の

1′I格を濃 くしてきた.特に,国内の統一を完成 した江戸時代には大阪を中核とした全国流瓶市域の亜

要なルー トとして段眼をきわめ,これを邦台に したUiL村の海船の清掛 まめざましく,備前藩有数の

大船所持村として有名を馳せた (証②).

しかし,内血流山の中心地であった ｢天下の台所｣大阪の繁りJlは,維新の変鞍によって大きな打幣

第 1表 明 治 前 期 岡 山 ･玉 島 港 商 品 流 通 状 況

･Pul-令 絹業恒 約2位 i那 位 射4位 節5位 雛6位 約7位即位l第9位

拾 (%)(33.3) (ll.0)12剛品米古称古手年数並7,012石 ?(%)(22.6)(13.5) (5.4) (5.1) 隼4,0)(3.6) (3.0)足 炎足 木 組皮35,801(6.8) 嚇 付 編 笠枚 -E: =E 蛸 燭紗 那大 豆斤 祈 50櫨149,409(7.3) 45!(5.3)1310,339(4.6) ?(4_S)460-A(4.1)60,8011,057 円(3.7)(3.3)204,52

ー輸入品̀和洋簸nr{小間物 舶来物 米 陶 'lSL 砂 批 漆 器荒物? 蝋 燭1ユ3,816什石炭盛I42.a3.934 円?? ?(36.5) (6.72) (6.7) 5,785石 ?67,548斤a.460挺 ?(6.0) (4.76) (4.5) (4.3)(2.9)(2.8)(2.4)887,55

川‖ 宅l(%)(23.0) IllJfl-,.i.LT手 足 破也? 315,021(19.3)(13.2) 'ili:衣26,074反(9.6) 蛾 焔65,088斤(5.9) 木 綿24,912反(5.1) 噛 付?(3.7)編 ユ/;三579.287枚(3.2) 以 銅 50印だ 'r190,265 2,219 rLJ(2.8) (1.6 ) 290.70

輸入urJl 餅〆粕 羽 餅 陶 滞 紙 価 b'蒜 十 干 鰯 位 柵昆 布了ーr錬 良 31位質

ll悼 (%) (61.0) (18.0) (3.7) (2.6) (2,6) (2.3) (1.9) (0.9) 372,027

(比) 1.太田睡- ｢載末)別内海地域の経折発展をめぐる1点間適｣ (地プJ史研究68,69合U†号)所収5,r2品

｢西T5'm維報告｣ (明治嗣期座薬発達史や料耶3典｡P,831-903)より作成0
2 各晶R別の取引食折の%で第10(+Lまで試したもので.運送ITr-の凧軒t･ないC
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tl,うけた.明治4年の廃藩旺掛 こともなう諸藩の親監政の廃止.翌5年の株仲間解散は,商都大阪繁

栄の背景であった特権的流通組織の崩故を悲味するものであった.このことは,江戸時代に大阪への

イ11L-米搬入 ･地-̂同産物の読1.I(で内海冠脚 こ生死をかけていFL=御 TT梅:Llt業者に根本的な転向をせまる

ELH樋であった.

では,この｢F吊明の内海々超による商品流動を出入物資から考然してみよラ.

第1表の岡山 ･玉島港出入の品物が示すように,主嬰な鴨送物資は呉服物,1,除いて米 ･古着 ･別 巴･

繰鮒 .小RLT]物その他日用品であって,価格が比較的低廉で,高い逃れ負担に耐ええないul]Uで,しかも
それが大皿にしてLri々 畳の商品で あるところから,T:iiJ.)iitl1-の陸送には全く不適な ところから鮎 並′./.;I
華となったものて本町近傍の廻船業者に 明治になっても依然として析hlJdを与えていた ことが知られ

る.このことは,特椛的大阪中心のThJ-切構造 (部主的商品経済) が崩れても, 既に 内海沿岸相互の

局地市場と全国市税の結節が,民I,l'ljペース (放民的F7'fi品経済)で形成されて いたことを意味 する.

(証⑨)さらに,明治10年,西南戦役で兵鈷基地大阪と九州を結ぶ輸送路としても内海が利用され,

関西経済の動脈は活況を呈した.また,一般的に西南軌役の後も14年まで続 く物価鷹蚊によって ｢投

機的に奇利を射んと｣ (証(i))する海迎漂着の放生をひきおしし,第2表にみられるように利it甜i内

で50石以上の船舶23隻を数えるに至った.

第 2賀 明 治 前 期 景 気 の 動 向 と 船 舶 の 推 移

ll-､､舶船 岡 lLl 帖 総 計 和 ~~~~召｢.-1m
l ＼＼ 酉洋 形 Ll 本 形 口 ノミ )首~-

50､ti---5∝)石まで軒数(石教)

TT丁.M.121 8.2r-1 0 芸 に 12,450 - - - -::::11ヨ 11:A.≡; -. 15,183 - -■･...■･.. ･.ll..-- 16,016 4,286 23(1,491) 64.8 1,177

M 一15 8.81 1(4) 1(44) (62ヲ言56) 108,7 16,274 5,031 19(1,245) 65.5 -

::'1日 :…93 … 1(44) 510 - I;55苛 二 - - -

(ili) 1.米IILllは.｢糊LL19.l.掛勿牧山･:251.1.1仰.i己念鹿｣(S.3)にlV一触 っ

2 備前米石LL'lり†ln潤明治9年STJ]5銭,同10'rI-5!1二162銭,11年6円33紙と更新し,イソフレー的iilを気

i/示す.

3.船舶紛ま令年次の岡山Ll,).･統計年齢こより作成す｡
4.M はP)]治の輸｡

だが,この軍部的好況は一時的なものにすぎず.政商-,11捌育成の松方デフレ政策が脱開きれる明治

14年に入ると,深刻な不況期をむかえることになった.明治13年の官業払下げによる直は繰越から｢ti】

接陳誠への産業政策の転換をはさんで,いわゆる不換紙幣盤〕胆を小心とする松方政策は,日本銀行の

設立.免換制度の実施,幣制の統一を最後のLめくくりとして,明治18年ごろほぼ完成するのである

が,そのIL'tJ-)--I/レにJ:る物仙の救い ､†那須ん 1ソノレJLll.代の･lr小企業,i,急政に没落せし軋 よし汁Jに
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おける地王の土地胴 f,小作lf鳩 の･.樹の造出を促した.この産業資本育成の地均Lは,好淋 こあっ

た本町海運菜を苦境に追いつめ,先の明治14年に23豊を有した和気恥において翌15年,19壁と減tL,

肘Jl]において.13年600斐なるものが16年510堂と15%減という悲惨な状況を皇Lf:.

しかし,明治17年ようやくl諌気が回復し,明約19年より22年まて企認ブ-ムを現出した.この好況

をおこした条件は,物価下指によって促された貨幣蓄fillが金融預金の増加とFi:って現われ,また,日

本銀行の設立を中心とする金融制度の確立か金利の低下となり.それらが有利な投資額域を求めてい

ること,さらに国際市場における銀価下浦による輸出の増大があげrDれる,この耕気好転は打ちひし

がれた内海ノバ握の再起をもたらした.和SILmでは17年に47豊と位相した蛙数を,T(した.しかし,この
資本の (原始的)潜桁と企業熱の急激なたかまりは,内海々遇にとって幣本主義的体Tt改善を斐求さ

,hるru雌 てあり,さらに,新しい晩争省をむかえることになった.すなわち,蒸気汽船と山似鉄道の

出現である.

明治9年創設の岡山汽街会社 (岡山市柄本町),つづいて12年の桁行社 (同市船着町テトボル号就

帆)や内･dI-i独占の大阪商船より迎1T2I.II-1J減郡を断行した同18年の岡山汽船会社 (岡山区小野田町 ･汽

船6坐保有)などは,阪神一岡山lIltH7松脚 こ疋糊便汽船を就AIL'させ,内海の幹級ルートを掌握した,

このため本町姻ユ従業者の活動飾城は,漸次雅われ催把のiJ引汝物の2次的転送か,汽船船 )iI一不能の海港

を主要な舞台として,商品肘州の低い屯iT川寸やバラ机の大槌迎送に限定されることになった.

第 3末 明 治 前 期 和 船 ･汽 船 ･躍 Ift.樵 -R

区 間 (海路距鮮) 年 代船 櫛 rM.ll M.12 ･.13 i M,14 M.17

覧 長一ト 大 阪 87 -T L｢頭1 日 銭 円 銭 円 践 円銭
12.50 12.50 16.00 16.(X) ll.(X)
(2.52) (2.52) (2.50) (2.60) (1.36)

〟 ～ 神 戸 72 性 甘 10.00 10.00 13.00 13.α) ll.α)(1.36)

〟 ～ 堺 87 低 鬼,!L? 12.50 12.50 15.00 15.00 -

// ～ 高 松 27 I.灯l胤 遭 7.(冗)(0,78) - 9.00(0.78) 9.00(0.94) 7.(:り

〝 ～ :f:IL:lj 35 措 くAg)i 8.(冗) ･.- 10.00 - --

// ～ 化 道 62 性 差 10.00 13.00(i.76) - し1.76) (1.90) (1.36)

〝 ～ 広 ).7J. 112 乱 逓 13.CO 1600(2.52) - (2:52) (2.67) (1.70)

〝 ～ 下 側 197 像AAaB)I 20.00 ■･..--.. 25.00 -- ･--

(臼:,) 1 西南諸PutL報告 (明治ItJh-J馴鹿顎先通史引料･節3!L!.P.849-851)M.17年岡ILliJ.-.1統計年報 (P.287-
288)より作成

2,却鰍よ100石,汽船はlt当()迎r(を示す｡

3 M.は明治の略｡

当略 本町の海船 (平均70石耶)が岡山一大阪間を往柁片荷運送するibL令,前掲第3蓑に示すごと

く明治13-14年の11円20銭であったものが,激しい不況の影野て同17年には7円70銭と代廉な邦rIで

稼附せざるをf!1なくな1た.そのため各船主とし,退 り荷をJJ'ソビングで訂llftうことに-なり,姫珊mF1
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ノ､〝)従屈を 憾探め,荷上対抗力7luTJ舶U)た船架,船舶の柾'P':規模の拡大は望めなかった.

証①個別汽料のある大正期において,R生 ･福河村の海運船舶 (漁船除外)が和気郡内の91%～94%

の大･,Aを占めることからも,lつかるように,利㌔刷 の趨勢/i,号貯4-ることH-仰 ｣-の海Tdi一史/i,訊ると

いっても過言ではない.

② ｢†削 J県の歴史｣ (P.408)藤沢滞氏の研究によれは,備前店内500石以上の大船57貨車,El生村

は13隻を保有す.

③太田健 一｢幕末期内海地域の経済発展をめぐる諸に日収｣ の指摘するごとく, 栽未の 弘化iTl,l'Lj以
降,在郷抽入が大臥,jl'人の収雅を担]避するために藩権力と結んての藩J.1L;(.'Ll,L･).L-在株制度によるりJ

り抜け策やTL戸市場への直結 或は西南諸藩との油蹄などで大阪中心の市射 blf造け崩壊されつつ

あったことに江目したい.

④ 【紙幣整理始末 1 (明治前期nJ政経済史料集成第11巻,P.216)

2.確コ1号Jl付帯刑の日生海越とLLl陽粧 良

ryJ治19隼から22年ま､′:･の仝tTヨを狂奔の桐に巻きこんだ窮1回o)私鉄ブームを.軌束にして山陽線が誕

生した.明治19年･m西経済界の屯軌 依田伝三郎を発起委員としてL]j肺.21年神戸一下伽Ir7-I.腰 設L(条件

として免FT'F状が下11さ.れ 山陽鉄道株式会社が発帖した.県内の西大 寺･五島などの港町や飾道の宿

喝町 J1-q<･村の地主層の用地買収,敷設反対をうけLが,ついに明治24年3｣1岡山一三石肌狛 洞通して

営紫Lfは じめ,9月には福LLlと県内閲盟を終 り.前記の阪神一中国-糾国Rllに定則航路をィ,つ汽船会

社と猛烈/A:錆争な尻附した.迅速な鉄道に比べてF7時の多くかかる海jiLEは,その劣勢を迎11Jの両で依

なわねばならない.海迎側が,岡山 (三輪)-神戸間の船1Tlを乗客 1人に対 し大仙 こ30鈍引き下げる

と,L川呪錐道は.明治27年アメリカ rポル ドウィ./J杜の炭水中つき6輪テソ'J'一機Bll中を組_17二て,

水 ･石炭の中産補給が不要になると,広.弘一京都F.''.liこ貨物列車tJ含めて直通列碑を迎行すると射 こ,

神rTl封.7JILq,:.:8時･r川56分で対抗 し,｢快足天 下に くらべるものなし,しかも;rLLlM 1キロにつき梅
か4厘なり｣と宜伝し,58銭まで引き下げてその有利仕を確保した.

Ll｣隣鉄道は,日清戦争中 (明治27-28)宇tT.'蘭 までの大がか りな碍¶輸送を担当し,戦勝に大きな

孜冊を,JJi･し,川策 上からも._ElL-_薮祝された (証6)).
戦後3億円に及ぶ鹿牧金のWL人と朝鮮苗場の雑勘 土再び企業ブームを現出し,日本円.,ト主義の発展

的契機が与えられたが,この時点でも,中西健一･氏の指摘するごとく,山陽線の旅客,I.rum 文人は創 勿

のそれを大幅に⊥姻って,全収入の78%が旅客jq:Li'Lであった土とは.山陽鉄道はこの頃ri:お旅客車JL

的鉄道であったことを示している (証⑥)

近代的交通丁康として現′トしたrLl陽鉄道が漬物輸送面でその仲ひを畔附させている要帥 よ,内動因戒
の産業的j:)'欄托 1.Li一物輪:rIr_おける内払)II.'･iiの腹位性があげられる.

す ごに県FJIJにお いてほ,雛4表に示すごとく近代T.菜の先鞭をつけた紡鮮業が,山陽線の開通に対

応して外相を使って根菜し,鉄道との 結びつきは 強かったが,当晩 主要 愉送酎 勿である米穀夕汎

II-(_j■'･:材である林 ･鉱Jj描 ■,その他の加工消州 勿に対する稼働率は低 く,それ らの大部分は内海々掛 こ

委jlられていた.しかしこの瑠紳経常o)内海弛船卦 ことって,中国-阪神l川を:1,顎行する大企課である
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第4蓑 明 治 期 県 内 産 薬 の 発 展

年代 日本や木二E滋生産の発展 岡llll,I.I.-主軸⊥袋の発出遡柑 -芯Ilr.:'JJHJ会tL.J.t◆Xl:Jill..[!1':tI.状況 地域別Jl'_tJ!::りこ批虎r叫児倉井作 旭,芝Lニー̂::,.瑠佐 里J*帆北ltlJ兜 I_ll汁11

紬維工紫そu)他怪工濃(鰐 f-,雌 加工芙)Y i町 J_地 r _顎その他1㍍ヒ苧工洪腰苧化学を)良 紡 衣紋化 ゴガ釈放岨粕十 十∴ 三幸享I.I

誤 字5M.6～M.1 n]取府の兵恕製造所を準継承娘外剛女'fTiのM.元 モモの栽培的まる(岡山井鴇他lg.)M.B帆地租改正完了M.ユ0田地ブ ドウ栽培(剛山井笠諏巾Jll'地 区) M5M1 狛M91 111dL12AI1 llll】l11211 i1i12111111211

M.ll～ 脚】禍 監幣と矧 lrEJ企JIBM,12政)仲よりミコール耶紡機21J;,Lriへ払下 M13州LJf紡JVl M M131 11 1

2122 '7)Tr!.工兼と紡純潔仁トL心の発展 地ーx_)附1iフトウ(rJYJlLJLJ禦 ),;.hfl儲 店 (二イ1)M.22J太lTL駄LIJ(一打1 Aナ3 一一 11 Aエ3ユ～
232425 岩晶至宝Mii2ま謹禁警幣 猫用) 川白レン-)]')設立M,24fLj1 2 22 -12

勃刺lU m 54g,綜 鮎 理始■十 耐火レ/Mれ汀ll-産 化 芸2 三 2

2 M .26vl憎禦#,.,ki'.i,I 成功 4 12ll 5
27 勃 発M.27日IJ=久世.足守恥糸M.27HtLL｣軸糸分所会M.26日比(洋式)敬 ▲2=2i1 -2I35至2ユ 11ニ2

28 細れ .IJl叫Wー⊥ ~け= 礼 加JITr

293031 flJ坊で矧司を凌く一.Ttt.iJyl:工業と幣 芸宗一 T M;I;gf:MP軸(洋紙柑そJ)他) 2 A1i J3333435337383944142434445 鋸 鎧,?,描M.44払込斑棚 曲工潔が稚エ弟 J..hJ山,久Lli-.J.:ぼ鯉1囲jLE暢M.32県内金軸iLjT迫M.34- '5小倉Jtli地生花(外惣地rxTI)M.35-●6ミシンのi汀入,足袋加二L始ま7JM.38爪内桝 iて弟情況T,1洋.り一.i.絶WLf_ほ る M.33柵BF袖鉄鉱信夫珊り市Mわろ0 3SM40M45
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I:ljJ6表 明治後)馴岡山県･和気郡内各種船舶珊移状況

船 種 麻駅豊m1.,..:BJ:i沃tM.,18M.29M.3]liM.38ll,M.39lM.40fM,41･｣T4 2

l軒数(蒸)気船A 1l l122431282839ユ昌111 18i87

西汁型船舶 トン数 5 い28日131734
船殻5トン以上トン数風帆船1舟n当り平均t放(窒兄l..7(㌘釈26.8112.5101.3亨,,3,,2123.3,7683.5153,176i2,85gf101.595,99.2い01.09lol 3l26323i2.4532,662誹い4.383.41芸l/ラ

5トソ未満i帆 … 解 放ト ン 数1齢当り平均 【数 0000100000000137】St壬呂0000000,000000000胴 4

円木71IL_船那 船 澱500石 以上 石敏和 約1齢当り平均石数 日lS■_i 112i,,533i68168168臨..0.I633.2681681681519i519L21.1Ig8車 5,51線 艶113,描 8..3

桁数SOO石未満5C石以上石赦和 船l船当り平均石数 589T-77才頂

50石 未満石称なき航行船身 雄 舶伝 馬 船耕 作 船そ の 他 5問以上軒数4聞以ヒ船 敬4間未満船 教 (空気勘(窒気賀(空気諾 T 弓ll I14 l l
証1.rT年次の1抑IILl.1mcJfl】T.咋附こより('1■成
2.ごと榔土酢4'■lの只IJけのないもの11.0は舷当小判のないことを示す｡
3.酋洋盟捌 tlと日本iy_桝榊は.舶 rtの:Jui適塾式によ/Jも分で,肋帆 綱 そ,附 占材などftO'tTiえろものを前
著.黙らざるものを故老とする_

4.汽knt,帆船は,船舶の推進機凶で区別する｡汽船は主として機械ノ｣を以て巡航す7J娯忙を布する船脚を

いい,蒸汽力を用いると,おとな問わない故に,石仙殆助陳軌 ディー･LJル離馳乱 丁弘 も船tJ:ど捕 掛 こ屈

する｡帆船とは主として帆を以って巡航する災肝如 け る船艇をいい,機関を市すると耶とな問わない05.500石以上のLl木型船肌 ま,1明治21年以後軌道が禁止きれ,15物&',tの中心は汽名tlまたは50石以｣_500石未
満の石数船がfFl.うことになった0
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山蹴鉄道は,依然大きなL･E力をもつ存在であった.こu)山陽線が迎上'(負担力u)乏しい大ia:追出財射blJ

遇の字から吸収してくるのは,運行の遠距離逓減が適用され,全国市場への接近が容易に7ILったF]露

戦争後O-)明治39年,私有鉄道の国有化以後である (綻⑦),山陽鉄道は,明潜39年, 2月1円別 封弘定

71,紙iti局と結び,その私紺[キ代を終った.

匝｢白~化IbI径U)明治10年,鉄道と裾転々iLILtの紙剤泣雁 を大多肘 ･片上港を含む和気耶 ･ヨ三島涯の浅口

郡の流出入を,来示した塀 5表について号寮すると.魚肥 ･燃料 ･水産物 ･柑橘 ･雑品肌′▲亡どのように

迎tで負担力乏しく,かつ生鹿地とのLil係で海逆を篭健とするもの以外は,姓維鮒Iflの原料 ･服晶は勿

論のこと,米撤煩さえも鉄道に吸引され,内海々運はきびしい試練を迎えていることを如Ljfに示して

いる.

この新しい背稚時代を回想して捌 馴 ＼太郎氏 (寒河西)は ｢小,I:.f･･lJ/:峠代 (明WJ1-10年代)に心 Ji在よ

り松華齢が盛/Lに出ていて,船甘 よ近餅のLJ｣持から松葉 ･新木･J,仕入れ 兵伸粋の瓦櫨に卸すた)J',

二見･別府 (漢)ili租)を往役していた.｣ と述懐す三,ごとく,産諜革命を抑制しつつめ.,I:当畔.臥

道 ･('紙 かr)のJl三迫と立避)=こより,本町裾可旺L｢他人捌 勿の端封 む 目的とする公IL1:11･l三送乱 す

舞 7表 現 仕 職 業 別 人 口 戸 数 衷 (大TE4/lf12月31日]3ほ)
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許大正4年岡山LJ,仰'xrm':T3一党(和風椛役所T.
51031P15-16)により
作成
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/i:わらpubliccarrier,com moncarrier という近代的jiJ座を示さないで ｢白船による 自衣.W送｣

privatecarrier,merchantcarrierというri,近世的な形態を強 く残すことになった. もともと, 自

寡-El貨運送という形は,資本主戚経済以前の社会には11軌杓で,500右折の大船を擁していた江戸

u.LJ代のLI_'卜.融通は,r(&'LL人をしつつ逃17411みもするという要･-J,ild上浦の泊随をなしていたのである.

しかし,運賃コス トの点からL7̂れば,この自家迎1では一般的に必ずしも安上りではないのてあって,

帰 T)荷の点や,低い稼働率からする謂刷 IIの割高など不利な条件が多いのである,当然,資本主義に

ともなう交通需要の増大とその原価節減の更紬 L この自家逓送的兼業経営を不適とし,商 ･交通 llL-]一

業を分離した独立の逓濃としての近代的交通業を斐求して来る (証rJ).

自貸運送形態をとる松美船 ･花松船は,この時代の流れに逆行するものといえなくもない.にもか

かわらず,第6蓑の和気T靴内の船舶の推移が示すように,50石以上の石数船は明治31年53隻が41年92

堤,さらに大正2年には117隻と倍増している.この内海J,,運の発展が著しいのは, それだけの理由

がJkくてほなら/JLい.

先ず,こilら帆船の発展を支えた本町の托金練れ和勺背,Ti･は何かという点を究明しよう.日生 ･福河

両村について.土地台帳 ･名寄帳のごとき土地に関する進水的資料や職業別人口の雄計姫FJ!が完結し

ていないので,大正期の和気雌勢 ･党の断片が料から本町の動向を寸描することにする.

大正4年の日生町 ･福河村の職業別戸数人口71､ら考察すると,第7表に示すごとく福河村ではよ'i家

戸牧が312戸で,全戸数の52%を示L,和気川''の平jJ)59%に近く, いわゆ7L'半旗半船の職業胤 出てあ

るのに対し,RiL町では中日生の部分的半捜半船型がふられる点はともかく,大勢として47%の戸数

を占める漁業が障越し,31'主家戸数1-L29.9%にとどまっている.しかも,第8-2_iの抑 也所有別ては両町

村とも5反未満のIT,'紺L'1!象が大部で,福河村てtL他L〔廿ナ地j三の土地諏併が行なわれ,小作経営が一般

化している.ため:こ,4-1豪1戸当L)年収入は,日/i町で64円73銭,(融uJ村で109円23銭で,郡平均181円

に及げfj:い下位である.このように低い腿某所称こ低迷する本町では,その抱擁する人口の捌口を他

産業へ 特に海 ヒ開拓に求Llt)ることになる.本町における朝鮮出漁と内海々巡業への依存は,このこ

とを新著に示す･拝巽てある.

次いで木精の課題とする本町海運器に視点を移して.明治末期から大正初期までの瀬戸内近代工業

の発展に,どのようIJi:順応をしていったかというノ烹から考えてみたい.

戦後,石油を中核とするエネルギ-lri命が展L胴するまで,北九川-阪神雨工業地･.Ht;の灯用㌢としての

内海/,･運が取扱ったTl,:_要貨物は,石炭であった.第1こにも内海沿岸の製塩用石炭の採掘と耶出しが行

なわれていたが (成句).季節労働的洩層炭を対象としたもので,甫日′t:_町助役の指摘するごとく,蘇

粕塩田への石炭供給を'11なった木mr廻船の浦軌は,小口'TL懐 を賄う過渡的様相を示すものに外ならな

い.内海の近代 L業の ･iR.を担った字価炭Li]か徹底炭o)採掘を明治24･5年からは じめ,近代石灰企

Rへ仲良してくる明治3O年代以降,U'181戦争から;j31次大概./1,終える座薬串命の 飛依脚 こ日生海運

は.九州炭の搬.'ljと阪神築港の11-P.立,土石のクレー.片上の窯業と結びついて大いには依した.ここ

にノFLl汀海iiuの近代工業-の第 1次適応がなされると共に,祈2段階として第 1次世非大戦後の機帆船

I射 t-の胎動が始まったと言えよう.

註 ⑤ ｢1｣本鉄道史上前｣ (日本鉄道省1921.)

251



第 8表 和 気 郡 内 町 村 別 ヒ

伝 .J..A" .5Lr,J.量 違 蕪 箪 竺 合 32号-3.i,grpl 射 れ 空 1 - l - l

,,._. Pn'J. // 125 96 24 5 6 256
1','LiLLl村経営 〝 102 121 33 256

石 叫 離 日 射 封 書3 j l 斗 二 ｣ ≡⊥ 旦

伊 部嶋 ,lti ;日 fX6 1射 4三 4 jIl 295305
JJ - (?=r射 l 2射 1弓弓 2主 f｣ 4 jli 軍
伊里 村儲⊥L_28呈LiD;呂 昌ljl2 ･しiL喜喜∃
HJiM∫(掛目 豊科 射一丁l-3l2 11⊥旦
福 附 寸(琵鋸 勘 喜冒 可 31=I二一 36L)422･.ll.ll.ll.-..-

三 石町僻:,'l中 量83二_可ー_jl=【二L三⊥旦
英 一-僻目 1…主 ]射 …7.lS }l=l 305295
押板 村(琵鋸 主語 130212三二IIE=t 202251
三 国 職 : . 1号昌.｢ 元 号 ｢ 訂llrllT =｢三…92
淋野 村 JJ)F有 〟 195 50 46 11 1 2 300
価 .総官 IJ 216 170 14 - - 400
本 荘 可 gr_,Ja ;:- 吾 ｢ 頂 ｢ 可 31パ ニーニ日,9…
和 - 隈 T 五 三去｢ 丁 1T =｢=｢｢ 199197
日集 村(grlf J:, 勘 13… B 1号 l ｣ l ｣l-2I二日昌…
山 n.村儲 :; 1 射 1芸 3号 j l 三 一 二l二日書芸
- 村献 :; l 利 和 'Z f l l = 一 三l二日言言

註.別掲,大正4年 和J.zt恥勢-ivi(P.8-9,P.29-32)により作成
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地 所 有 ･経 営 構 成 (大正4年12月31日現在)

各町村民町村内所有地 A.他地方人町村内 B,H∫村民の他地方 ら - A 胎 教 - 戸 当 り… 地 所 イ】 地 (ム印 は 減)

田 一 灯 川 畑 I_l3 州 m l 畑 平 均 年 収 入lJl 銭lLn.57313.70

町52.6 77.1 2.5 2.6 58.7 17.9 56.21 15r3
111.8 27.7 54.9 4.0 36.1f6.7ム18.8 2,7ーi

110.7 28.3 22.2 1.5 ･9.512.0▲ 2.7 0.5 f 124,10

123.3ト 4.0 32.｢~㌃ 21.9 1.1All.0ム 4.0 163.81

92.3 35.4 13.4 2.5 28.2 1.3 14,8 1.2 1 189.93

212.2 78.8 3&3I4.2 6.2 1.5 ム32.1 LL2.7 T l92.511 64.73) 1.9.23

18_156,4 1.1 9.3 31-1I11.4 30.0Ⅰ2.1
108.0 33,6 46.1 8.7 3.Ofo,7 ･43.1ト8.0
95.5 14.7 16.5L｢ -ll.4 0,2AS.l上 o.6｢ 150.25

164.3 17.9 22.1 0.6 ･4.210-9A7,9 0.3 1 224.93

73.8 26.9 14.61.63,1手 り1.5ト 6 1 209,12

92.6139.9 J5,17.7-3.5 0.9 1.84 0.2 ー 154.10

161.736,217.3 0.825.112.2 7.8 1.4 170.78I

154.7巨151.0巨45.911.7 LL45､1 I_1 7巨 9 187.30

58.7巨2｢ 司 一 44,4 23.2tO,729.7i 2,6 6.5 ; 159.8732.7 1 2.6 2,3 1 0.6 ^30.4 ▲ 2.0 159.03

123.2 65.4 2ー7 3.1 J l8.4 I 3.1 15.7 1 122.37

111.3 32,1 14.ョ 巨 o 2a8 1 6.0 6.3 5.0 138.19
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第10表(その2)県内産jLiの発展と鉄道の発達

良桃衣紋 化 ゴカ''那機..丘愉射叫児食非作旭仙 J-仰山 )1.,.,,-f鵬凍'臣L他〝′′〝〟.uT畠禁札 ト

1445 45川 皿 川 山 ム 2

歪23 広帖糾勿,]''i入 3 I 3 3

/i5他′r品易左次禿::草エ雅の勃I T41-6崎染料上席柵WJ.'鉱lll倣四姓LT経常 TS九州5 d2∧1 1 ム2a L}?A Lt つ1 I ニ 3亡.こ 3
:敢 耐火聯LElJ誓1号 - ■ l一 ■ 一 ■-

6坤 T6.､ソコ ノク相 (火BL.いT6三井逓 ′所. 2 LLl 41 ▲21 2 2 1 三 6

78触=恐慌~k-7 千(井波地区)那是 搬 糸仙｣J工機 恥 靴 醍 所生産開始 2 1 一} 1 2 3

9 ､ し_..qこ)鹿 T 9綿 糸 粧布急解脱 紡 尉機運罪体T9神晶人造肥料4=魔掛Wl'鉱山槻T 3L13 2 1 11 22 52 1 -1 4

華 会 洲 進 (企 発会机 下.n化 ,食政紡誠一早 )二】■j,讃岐.松1 閃J染組) 工作所 (小u.隻発企業化) 22= 2 l 3 1 三4

13恒ド . Ll ■llT 13織 布の機械化進 行 娼締米綿 1 1 2■ー■ー ■ 2

14l15i 序 行 lT 15食 収納軌ⅠくK｣ _愈 レ) T1 141 ム1ム3▲ヽ I 1ill1 lFエ2∧I:4

.漂.2 :S 2 金 触 恐 悦 S3愈レ,ノ､打】生 '} LLl 2 1 1=43 翠 d1 1 1 1 ⊥2

4帆 =S 4世 非 経済梶 産lj削白 S4臥和カーボt/lSr lr- 1 】1 1 ■ ■ ■■ 2

5 恐先 S 6-棚.ll-I.向-t=/L,弓l KK(刺 拙 即 51 2 3! 6 S _6満 州 Tff変 S6小野rt7七L_-/ 2 ∧1 1 3 1ユ4

潤 票 整慧 志 発 撚 糸加.工11.'l生産■ー トエli5製造rTn的lll f-~
8 -大 }Lj柁叫 (州 Ll) (011I北地区) 2 1 3 3

9 liJJJi]の本F'{T的 S 9;.Pや,F月地虻KK S 2 1 2 I112 5

10 華 聯 (玉L.I,.) 10 41 A AA2 Lil 2ll;4

ll S11台政レ二ヨンS117LPJJffヒ草工怒 A.2 1 L>1 1 112号4

16 室S16太平洋批 11 1

17時 ;や突入 lljミ生掩磁化さるS20,6岡山-dj-峨災 LL2 11 2
181920 再 .S20終軌 S偏 重結 ipt聖水S20;43l ム1 Ad2 112ll232;911三2

255



⑥ 中西純一 ｢l｣本私有鉄道史研究｣ (S.38,P.36)の鉄道局年報によれば,山陽線旅客運賃

収入1,055,∝0円,貨物収入297,000円である.
⑦ 明治39年10月1口上り大鞘勿に対して遠距離逝純制を適mLr=.
⑧ 佐波宜平 ｢交主刑托論｣ (S.28,P.32-35)

⑨ 柴田- ｢備前藩に_わける鵡村ユニ業の一･35･察｣(吉備地方史,巷7)て昧野野LL和忠FElで天保
時代 ｢血平太焚き｣の採用-,i,請.Lil_す.

3.I相LLFi⊥兼の飛恥的成長とIjLL海迎の近代への脱皮一機帆船の誕iL一

鉄道と汽船の出現で,兎角近代的交jTJl業へのみちを企曲されつつあった本町海運業をT高上とも充英

し,その近代的脱皮を契機づけたものは,大正3年 (1914)勃発の第 1次1_Il.非大戦であった.

この大軌 も 次の3つの点で本11け海運柴にTr1人な転機をもたらした.
第1は,旺盛な出荷と運節や料金の暴騰,経営の好転を背jIL.とLて海運業者が増大したことであ

る.和気郡内でみると大正2年50石以上の石数船 117隻であったものが,第9表に示すごとく同5年

125生,同6年131斐となl),大正7年間岨政則を必輩とするほど西洋型噸数船の増加はめざましく,

7年122隻が翌8年146隻と業虜の新規操業が増えている.このことは 船主船長を中心とし∴㌧刷&-h'=.

釦二支えられた中小業者の乱立を結果し,大正7年の米騒助に象徴される,搬争景気の比にひそれ,3,

盾が衣血化して来ると,内海の海運業者の激しい親争が展糊されて来るのである.

第2は,戦争中の好況で阪神⊥業地帯の膨脹はめざましく,県内においても第10表に示すよ')に.

らされた.このた上′,九州 ･山口炭に依存する鮎数の工場が内海沿岸に建設され,鉱山資源の開発と_車
Ld.財･机基の円滑とが必要となった.本町海掛 よ,この時代の要刑に適応して,土石･鉱J劇//yJをLtJ心に

取扱い,帆船さらに機帆船の稼働率を着火に仲良させてきた.

第3は,戦争を契機として内燃機じ勺の製造技術の向上とコス ト･タウンから,船舶u)11功プ]化が促さ

れ,好況期の埼本巻A-1と軌後の不況下の競争激化に対処して補助磯糊付帆船-=機帆船が出現l~こくる

ことになった.

兼京株式市場の大暴落ではじまった戦後不況下の大正10年,若き船主として出発した岩崎小太郎は

次のごとく述憐する.兵役満期後の同年,200石机2本マス トの帆船を2,800円て本町造船所に 弛注

し,父 ･兄の家業フL･:如く,､ことになった.当時,神戸港内端の利出岬や大阪I/J三治川河L]の桜島の染措埋

立上lliが行なわれており,その捨石を,Xl.lrL･･頭島より仕入れて赴搬した.これは採石したあとの掩石

やガラを1斐15円で買入れ,上り下り各1日,枇込み1日,計3E1-4日の行程で,土建業者の指定

する現場まで遊んで捨石をした.カンカン粁勘定で時に90円の水扱げがあったという(証⑬).昔から

乗組員は家族縁故者が多いのだが,甥を抽んで3人兼船した.給料は1カ月.賄付き (竜のロ)で/1
7)･土

-5lr｣支払い,歩合給(切.LlJ,し)杏,'lJ.すことは少なかった.盆 ･7仁月には ド臥 ･下着粉など17い与え,

祝-･頼こも準家族として招待していたという.海難も予想される仕il:てあってみれば,血縁労働 ･縁故

労働という面は強く出て光るのは当然ながら,その給与については,米に換許して5斗にも満たなく,

業務見習いという偶点から船主の悪意にせかされたものであった.勿論,この′削古家族主題的Wi棚閉

路は,現今の船舶の細腕大型化と船員不足から足止さJLつつあることはぎL)までもない.しか し,船
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上に しその裾 Ii'Lの苦悩はqyくあった.経営也にとって,船は最も大切な収入源である.本Iulの鮎41.I

I(Jtll梢 が,自分の船を しってみたいと熱盟 したことI上,小作出が自分の土地で働きたいと望んだのと

同一である, しか し 船の新l'ii･には巨雛のibが必要とさ.tLるので, 拍初は 中古船を求d)て f:f･Jl･に つ

き,収益をあげてさらに ｢qr造｣を手に入れることが多かった.これ らの餌食は,自己資金は勿論.

｢11族の出資,頼母子瓢 有力老から借入_免で3-4割の払込みをしたあと,2-3年の延払いをする

ことになる.この間に金主への返済,罰船のtR'却に追われ,前述の剤良化部の有利な純益の大半は借

入金の退｣恥こ充当されることになり,船齢 包剰とし､うこともあって,赤字でも解貨を競って狭めよう

として:-<･jiilの上ることは脚l待出来なかったという. 船主臼休は苦境から脱することは不可経で あっ

た.またl ｢湖待ら｣｢夙たよP)｣の帆船よ,l'l然状況に妙押され,柄4,月3- 6杯の往復か常山

であって,半農半齢の福河では,&'iL繁iU]でも田机以外は勿論のこと,冬季にでも出接をせざるを得lJ:

いのが矧'l'Tであった. このように捕り日夕tJをLiL､て比が くれ行く白帆の史13ものどかなりJ といった
内海帆物証の掛 こ,海に/生きる本町海迎英名の昔鵬か Lのばれるのである.

この大戦不況で苦境にあった本町海運丑者に新 しい清純が与えられた.それは,柵原鉱山の良質硫

化鉱の片上PLlqt拙 Lが大JE12年よr)始 まったことである.大止5年,醸l円鉱繋株式会社 (現同和鉱菜

K.K)のIpl収で本格的採鉱がはじめられた柵原鉱山は,当れ 鉱石の輸送はもっはら吉井川のナ机rdiて

九幡髄に搬出していたが,大正9年 2月和矢川仙｣山手寸天瀬 ･和Lt--1rLT''lの人車軌道,jJli敷設さjtL.上井川減水
矧の輸送に当ることになるとJEL-1'iuを天机 上的とし,和'ii駅よL)宇野港ま{.･汽r巨輸送の経絡をとること

雛 11衰 片 上 港 人 TLE船 Wlの 推 移 表

航 柵 -牛､次_iT-5亘 6亘 7 T.8lT,9巨 10fT.lllT,12lT.13lT,14

･ft q'_i芸 トン巨 6:: ! = 巨 = 周 1,.2相 1串 ;

!f;ノ｣帆 土 建 故 1/.65京総 トン数才J'望 放 2.502 106 386 544 632 1.062 45827.940 64J56051,240ー39,056 20.52⊥10,1301,290 2,148 1.303 505 577 361 226 303 1,1394,701 41,082 17,097224 790 1,353

舶紺',7)賢 一 19,405 39,183 17,72714.919 5.恥6 3.20車 180 8,255 10,271

誰 1.粘れ.N.州H桝 (I.YJIHl,A.I.S3.P23-431に〔t)(1収
2.的川村 ヒ維鉱 トン数U)( ).)..那 ;I.血両lyくIJ'L故_rL'･である.
3.ht摘1の=!.iLE数は人油k'(と大if･:/Cきものとtて榊ホトム｡
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になった. しか し,柵原の出鉱過IJ.i逐申 捌 け るにつれ, かかる姑息な 輸送力への 依存は 行きづま

り,販路拡張に支障を来たしたので,)こLE12年 7月片_L鉄道の開通と共に片上掛 こ搬出されることに

なった.この硫化鉄鉱は,古河 ･久原 ･住友 ･膿田の4杜カルテルの協憩･こもかかわらず,そのdr'l位

の損良さか ら特に取引価格を2割増とする座超特配かとられ,阪神 ･中京 ･京浜は勿論,J･,fJIt,ri,'･九州

さらに大連 ･朝鮮 ･台湾 ･濠州にまで出増さJLた (証⑪).

故に片上港への入港船舶は.第11表のように大1E12年よT)漸増 し,汽船 ･帆船に機帆船 も新たに生揚

して1酎兄を7]くした.片上港は海外向の汽船 (700-5,000t級)o')i-a.l･はてきないのて.5,くほ大 鋸r

I.'7,に碇泊 Lて荷役を折口梅E.1,で うけ,さらに鴎山こ移 して満載した.このため,頻船畑n酌 のために

は機d洲1.のある帆船-機帆船-機帆船が屯Hlさい, i/二伸わ折目日出･,lH･,-の運送に本町の帆船 ･機帆船

が大いに清純 した.

木船を歴史的にみ川 上 帆船rT.(代が最L,良いが.内(11Jpで(エー刈治申胤 UJti･淡路 ま)).I)0),(.(I:(魚;･u搬
業n (イケフネ)が,Iメ滴か古仏の山■Eltlのため●■昆'Xt弟火式発動機をつけた巡航船をt.7=7蹄さすことに J.っ

て,機肌某楠の有動力木船が実用化された (証dA).しかも,果せは有利な市l易を求めて,錐荷敵城を

東九州か F-)南鮮方面まで拡げてくると.船舶 も大型化,さ)L,発仙機で!,t出)]イ二足が痛感さ.iした. こ,IL

らの要望を担 って成城 LlLのが,別納入船の･1:ミティ-七/レ･エンジン (批二l三式機関)である.この

機1紬t.†l11潮Iが低廉て操(′1が容易て隙緋 もL"｣_I.J,,班でも-Eき,その I-,機闇容机か燕汽機｢帥二峡へてJl

常に小さく,燃料タンクかt矧it･I室u)一･.tl',に収 まE)jj炭錘のように膨大なスペースを要 Lないとい ')理

由のため,内海 ,日'Ji井の l-.ノjてある木造帆船-噸教舶 ･石放帆 こもllxl,jけ らJLるように/iった.当初

は帆船の経机にJ=/rI),無脚 畔の機L抑二上る折檻 ･逆潮HJJO)速力保持 ･.Lu入港鳩のJ'l力]侶iEなとjl･i;I.i二

限 られた用途に機ly.Jを使用lたL')で装備機LuJも′卜弔力であ (),その機闇r]体による速度 も微 ,{たるも

のてあったので, ｢補助機仰 ､J帆船 書と名称がつけ 吊 t､略称 Lて 1機帆船 Iといい今日にj?_るまで

愛称されてている (詫⑬).

第 12衷 機 帆 船 の LIJ.現 と 帆 船 の 推 移

∴ JL'T･和紙JpTI')13･阿山帰3 汽船鴫i放 心.Jt 石 数 船 小 肘ノ響.wL-助力
帆淡U)AlJLす/J汽牌.牡ri-JU陳をlJl'J')=う1'
軒数工十十中葡し数船数l卜ソ致十均t数船数トン数l馬プ)秤袈1t当り馬力船数I.I_,.敬2,4566,904平均十一数2l8?2312516029【15167229,.:9278挺I817120 1551,650 1932,008(9.i13.71,24i.212064!l∵1,02

i上.人止12-13年 1-q山貼統計iF蛾によJ)作成

fJ､l'_:1′Jjnu)JJルLJ･い'JJL.1JtJJlJく(J'./欄 卜巧rf'y･'H. :'ll(UL'Jかリ日付 '11,I,.Ll;iTIL,=I:JlJl'=l'リ,I.･′ト1--IHI､l'r

.'!)"て.第12去1-/JへuJ,I■'にhT'く川',二HIJ､汗~l叫--qJJIIlJl～151LLE/JJtLllll年1:ih生｢捕Lr.J･LJJ凡N告J遡.17
より19蛙にJ.;9JuIけ るとJLに,.ti.;.L.I.HJ･人)I.lJ.(い-,Lことに上りその輸送効率,iJた/JJ,JLJ,/.(/Jl,ら,恐慌 卜U)
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昭和則を迎えることにな った.

註 ⑬ カンカンとは台秤の志で,一定Iri冊子かこ恥 こ[]盛 をつけ, その -･Ti鼠単位で 述rL/計非を す

る.容も'i単位の指坪勘定 も行なわれ-=いる.

13) ｢70年之回顧｣ (同和鉱業株式会社S.30.P.105-110)

⑫ 河野通樽｢.･#繋迎搬澄I(淑rl'内海総TT研究会鮎 ｢漁村のJLtriJ1951,P.297-288)

⑬ 既帆恥 よTE確にい うと補助撫汎付帆船 (SailingVesselwithauxiliaryEngine)-{法稚

上にはな く,現'li,船舶施 行細fT.lJ第1食に ｢本則二於テ船hHノ碓頬 卜称スル-汽船､帆船

ノ別 ヲ謂 フ､牌槻カ ヲ以テ1.哩航スル端がT_ヲ有スル船舶ノ､薄r(ヲ用ユル ト4.年トニ拘-ラス､

之 ヲ汽船 卜宥倣ス､i-=トシテ帆 ヲ以テ:111itilrtスル袈l設ヲ有スル船舶-機聞 ヲ右スルーl:-ノ ト脚

せ之 ヲ帆船 ト新一敏ス｣とあって発ノ[-.JJHl'[か らも機帆船は広滋の帆船の部XilにA･Ji.し,機他力

によ′,て運航する帆Wrtとい うことで純帆船 とIxi別 さjL7L).

4.昭 和初 gl恐慌から戦場下の[｣I-ド.海:i-a

fJTl次ut非大槻に より,御｣▲侮運蓑は非常な発JJiをZtせ,由1-WI数の増加を促 Lたれ u獅U2年の金融

恐悦 同小l･'･の世界恐慌の勃雅で貨客の雅い(h ･が搬 しくなるとともに､機帆齢 と帆船の陵劣か明白
に,'i:ってきた,帆船は漸次船改,機側室をJV.一献L鮎'LLて.励ノ)機州を;L別Jl'J'L, さL●)こそ.tLをI･:,･Hl.I))｣の

ものに旺封乍らjLるようにな L).ここに他IJEtt ･大輔恥 を退け,JJl'+l補助矧父日で/A:く､そ)tl'L体の

機側で:tu航LLl.氷るように/仁った. しか もIllifll4-8年の牡非恐慌岬にアノ リ-))の石油の メソピソ'//,1

tH;に もiLi申 し,次いでソ.uiTI油 L,加わ .)也(lllld何桁か代脈化すると油の祥illi_:(上の多い焔_li式エ ./tj･/

の燃料蝕 よ低下 L, ます ます高根九 高性惟u)i,のが採 F)入れ らjLr=.この経済作をた/yめた職帆齢

は MIJLfj-･.金脈禁,巣鮎 とjt･に苑T3:の介PJllヒ-i,+,l,-朝 した比政党浜.r:ll̂JF袖の もと,各企業ともその:rdirt'
帆減とfLJ壁.1日thiのため機帆船を･rr.-.用 した.すなわ F',そ)Liよ,機帆A.'tがそJLFr体の機J5!=二よって近虹

離,小口IIpl送に至便てあ l), しか もlメ浦山こおいては汽船 と辿ぶ ことのない価′力性を示 L,,.'di17が胤 JM

に比べて安 く,fl'f荷の ロットが小さいため伸机が少な く,渦 J=危険が分散され, またlJl'･･粥施.没が榊班

にすむなどの-1lf別件か.=Ju),tV)に'九･lL=か らである.

このたcV),Ll7用LG隼.d刷1●｣成 り､後の仙加 /.Jl'-//レー ン.A1/と購).;'rlJ')を1の払人に.LI).鉄紬 ･t収

･既倣 ･化'7'L･̀■』力など基幹亜化学上兼がJ'cJJヰすると.阪神一北九州を結ぶ内海⊥業地帯を舞台に本

町機帆船 も一役果すことにな り,第13衣のIF･-IL脇 と入社船舶の奨励数が示すように,昭和10-11年にか

けて機帆船敬が峨数船 ･石数船を しの ぐことになぅた.

さらに,近代的総J]敬の深化であるu小職争に突 入す ると,最早 や国崩の一光を担 う機帆船をl卦涙

紡1l.11外に放悌するけIJI:はできず.汽鮒 二･J.Iき,}づきり71和14年4月.I;･lr11''Ji削合は-:=よる.い))は'fT.IL亡TLI,

ノJ(/)統ir,帖.､日-/LJっ]Lた.川刻､全州3,日.uiIJ(.に･Bi糊仙人の鞭帆船糾(T机設二心.きJL,削 rT規'JL-,?.T･担1rt･nil

～.,ト 物1'汎 拾/仁とのi榊 ご梱 ;l,･LJ卜の統制を うけた. こJ)他日.F'卜にJjをもってdljj'JiI二lLきてき/こ/J-･rL舶u)

絹本兼太郎社長は｢昭和14年 日生で180tの jLノレて (鮮魅)を姓遣 したの ら.4-5蛙を曳航 Lで 官民
Lit

合同の Ll鈍仏畑判断好に所J.･F.し てい[//)-.,. 港;･li会礼J一心 州准出でlF･hliLJ,I:の抑W(AI･7=｣:.撤､tL:･JjJL'.-,1--:IL.∫.TJi

こ柾目1.Ll Li71洋軌争 nTTITlu6ir12月JHi･J_､t.牝帆他;I--LJJ)仙糾ノl荷伽L1.1のItlihrH.rp拙 ,-｢榊))

(1/.)i'lL捌｣/.･･暮しさらに進んで,附加 ･近群tiの物'L'(+(iJi王こ,,いて い し付す る ことに J'.にっIL.. と述偵 3-fL
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J7113表 岡 山 Lr.I.･ i )Lr-,Jl湾 入 港 船 舶

機帆船L噸㌃船''㍑ 霊 細い ∴･

ン旦匝竺_Lトン数JAEltEtJL k J新 教.ト了空

÷
6

0

6

7

888,m1㌦ 0,2121915,441J125･823I2･957･71

S_2 79,5622,193,833･ 26'x12,,g諾35,175771i 964,0698.92271,216,2907124.456

ニ _二 二 _

6

△

八

一△

7

8

9

S

S

I
rJ)

払
中

一
1-△
‖

:
S
･
l

11
…

4
.9

1
.4.

6
6

6
0

9
1

3
4

3
4

2
5

2
6

29
160

つ】禦

△280,9942,816,293
△290,377
2,945,646

I.75i
I｣3~
1

7

4

3

3

0

6

5

3

3

3

･L

1

IT

J..)

(I)

rJ

T

Lr,

5

7

3

3

nU0

0
3

4
7

∩>7

=･=･
L
H

3

9

1

1⊥

×

×
1

I.-;-
-･･.;

4

31

3,294,694

3,624.969

L
㈹7

9 3

一_

6

3

9

2

｢十
61

96

56
パ｢5
8
8
l
lI△r4'ー･T
とU9

6

8惰 5

4

0

3

1｢

95,184r4､363､372

F97,0〕フ4,512,69277
EJ

3

56

4

氾

6311

121.11315.045.110

29･830i5･382･741

3,4251 278
~~1

.T-
8

つJ

4

7

(ノ】

4,9541 378,820

24,052 988,748 Ll,
6301 278,872r

35,3691,081,796
29･024ll･035･2311 4･9421 296ヰ

汗 1.人1l:.14-llHJ:Ll11年 l.1/--JIllil,uX..卜'LH/にに.こり('t成

2.T.4'L人目二,S.はIlf川Fの略

3 ×印はイl教船,△Fijは外Jlけ〔)Aに係も1,,/)/ilノトー7 IllLイI放N.'■il.上..1日･に し.･人㌻

ら . L/)､し,そ九にも拘らずl机,iujjJLl速Jlil/lJIJ悪化にとも加 ､裾⊥輸送ノルLllL卜u)∴tdlを辿り,深刻/.亡

船)liiJl;jtかt)全矧二l'.)皮.,ト両愉送 を 仏力に迷子-1･する必かこ追ら九,ll71fl118J/(-8Ji,全廿■(r-の礼L合てあ

る ｢木船UFj迦l'J'/U会】か.kLjLLされ,従来の地区糾合を友.:fl:･lLJj張所の末端機関として,政府の戦Tr迷'rj

の命令系統に山元化された.それ以後ILl'j和211Ll15月までこの如轍は仔あ■CL, 戦'(+人剃 二は,500トン

未満15総 トンまでの機帆船か/jLl2相国骨鋸として,峻烈IJi:空似下の危機に鵬さ)LF亡かLl),･I(小物lfru)

'rlij壬にたすさ)つ.),修復も小 卜分で､松根油 ･｣--ルjL-ルの拙.lil:燃料で機じし川',もいIJこJA,L附麦に老

JJJIiMiとLて放EL'lLさ)IrJことに/LC･,[=.l人血たの来光と冊l､t<'llJJとい二IL･･Ĵ続けてき[=L川itiEJl'･頂上,戦後l̀r

)Jで新Lい川二起の第一一/A,A.-/E･招まなくてi上/Lらなかった.

5.戦後の発展と今後の課過

終戦後,通侶TJの占筒 卜■に,仙ノ｣にblけ,L総へてV):l'Lk･岸i'機†粧し改1'ltさ′きt/=が､機帆船粟舛てt,木軒
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海運協会が解散され.肖折枕肌 二､にる蛇′F,'宏一取 口本市櫨に必密なA.TI工費物資のFl=lf打た輪送を旗 じるL

とlて,抑 二に(ll)H･■-∫l削(TV)..RL;/_が棉令.;itTl二(..ltuL輔γfl~地(i:脚棚榊昭iiL:.'･uJ.:棚引''t'三助縮l).L/JtT. ｣

の海迎組釦.i.輸送総てhlJやYH-｣の札折 ･割当にl'''Jする機値 と業者への郵 l,uJJH人権をもっているため,

ll珊 J22年 7月発効の ｢私的独LLil禁止法｣に抵触 L 組合は任意折合に改変 された. したがって,同行

9月,船舶用石油 ･:111b肌用紺中り配給･11鰍よ,rl引手が脚 /11･')ことにJJ:I),こ こに戦目F撒 び戦後,i,通しナ
ての糾合の統制的確ljt=t=に終止符を打,,たわけである.

これ以後,胤後本町海運界の肪みな分析されて,1!.~栖‖昭'qL場庶II鋸rjさ長.並びに機帆脈糾合の閏繰各

位は,以下の発展過程を指摘される.

(I) 昭和20-25年コ終職混乱〕Eu

riWli.戦後の食草丘･J･-1.lf,'AJ､化のもと食掛 L.-r'.FJ*の軌 I1.1 ,H/ド.の漁第1L底引i:EljjJ.･も黙認さ)i.1峨 乱他

に柁奔 し｣如k.分の盛況を示 し/二が.反市旧(りfj酢損の机軋荒廃を早y),仏教.I.tな咋 ノ:急激に粥′ん､する
破鹿にWlった.そのた叫 ll餌 ､の小冊 へを求め,碓(てfl:.,Hltは)の庶引さ軌齢を出動さすことに/Cリ.お

liIいを軌 也に追い込む精巣となった.･ruaて性徴 海外か らの･人1.潤 -7i･の就洪方節 も必要とな り,lTli和

25年日､降,水搾門酬鋸畦q)U的をもつ水推挽jIy;法政Tl三で,従来の10.〔1:三)),15日:)､卜の汎船と庶 引軌法
のil,JJl犯か加えら.わ.ると,漁業.I/T業のIIJ卜地rR:に挽帆細目'iIへの転業カ.:(足さかた. まF=.二叫 川棚帆丹Jl･iJ

l什搬′卜T業としてきた中日'L‥･裾河地l*.では,物汽不11の折柄,米･& ･その他の肝出目･Lf択 ･啓満刊

古●',i,lI'心とした基礎F'HIJlを丑送することに.Ii).柑17のrff手をいtL'L.次の発根俳ヽの佃IL'i'Iが.fcさh

/I

(2) ‖什flF25-.'llイL'-)純後倒せ川J

昭和25伴の朝鮮動乱,i,契件とナる蛸 1止で仰 】縄帆附した.内Wlj鮒 斤の 励脈 としてu)紘,LiLIJi,只上す と ｣I､

/第 11歳 舶 i]J'J .メ.F.j (38.11225JL規抑 LLJLllり税拐 ‖1jll..J･L･ト＼

柿lJ ノト 郁 伽 虹｣ {† ∴f･1 枚 l総屯敬一隻放(}竺カり- - _.T L｢ .I:.甑ゝ＼_.蒜諾岩.岩.EL轟放ポ放

n′巨47739神17 240≡:Al寓2;:1;,.82::昔 22三三8;…9:7人 件{-･‖ 491 779 17 759日7 759260 17,029t30gFl7,808
(コ1)l.記のうち
1.tll仰】38叶中に新造したもの

｣､ 船 1112 948屯(D/W) 沖馳奄J三大.I:.I,へ外航軒として拙肌

鋼 船 1411E 3.4仙旺(D/W)

2 1即日37111:一巾に斬卿牧子リまたはtJi即したもの

木 船 3519 1.897屯(D/W)

261



に,その稼働策脚が逐次拡大さ)17:き/-_.二のたム7).LtJ則也JJ)の蛸運搬経の盤僻が嫡嫉き,iLて､岬摘1

2Lii｢･1Jl.HTl肋;･uJ..1)1冊.ほ･聴聞と丁かF.岡地ノJ機帆船糾合丑合余 (略称小職祉)//t結成さjLL (a)F'

に岡山鹸帆船糾合も上脱退). しかし.i燃料の石油統制撤廃か実施された矢先,昭和27-28年の不況

/Jt-.JmIIL化した,旭光地r*の窯業界でも多【11rの解)ll雄 を什J.+ほど沫刻で,l-LJ.荷の受注なく,L/JlL この
日llJJ戦後叫ItlLJ七変化L(iJ:しとげ仁丹企業とも港冊機能7tr･高度化L.,IJjT･TL隣の採則,I.:.lJ速大JFi舶o)入港を

要望するなど木造槻帆齢を敬遠する帆'FTJがあ !l)))JL,眉14表に,T:すよr)に昭和32年以降,ティー･ビル

エソジt/装臓の鋼船建iltTを必要とする体門改善｣別を迎えることになった.

(3) 昭和32年-現-(L-体質改善JlJj
電化r7=工濃を中心とLf=搾貰構造の高度化をめざす伽Wl)_⊥業I蛸!:の聞剰 よ､--･FTll輸送●7.懐 を/L1-･/,J増

加させてはいるが.石炭 ･石油

･-L=ノント･拙銅材なと人口1号

物についで†,lL/川契約J)ある

鋼船に託送され,長期安定7..rTri

の1号物を木造機帆船から登 りこ

とに/_EE).季節的枇勅o)多い小

口的用 材や LI13-のよ:),Fi:,渦!17負

担)Jの乏しいIr.:.tf㍉1.㌧が木,,鯛 1に

稚さ′4-1ることになる

Lかも,機帆船輸送は.紺 '｢r･

地域 (J']'目 抜船-HIT紬x-_｣城,第

4純齢=-紳日日･港内 ･lノ湖iu)ll,A

水rSl_煤)の小rj債物の申･鯖i}Lll.

酬 (130-160km)に相′眩 刑1け ろりtJflJH '.小 ･律掴 経てLr.l'l動小 ｣用潮 則 圧 代鉄道のL.J.JWH-
/),L-)桃幣/i･つけている,

ij;川狛捌 恥二悩む ･船齢帆船紫省にとって日､,l'価 に適､当する荷主を謀bJ)ち,jl･.二絶人-日!.1労し,TEけ)t

:I:,L巨 ,J'.L-い.当然.小特定荊もからt茸物を集群ILてくる剛 日,.業者に,そのすべて机 Jく存せざるむ得な

く/⊂L),/r･'llL(代71=F')の JJ一的取決ll')の伏肌ででも了rって引き受けざるを門fJ:いのである.

r-/二有利な荷~lを待一,i二しても.日経-,.Fi,/(I,L7:/吊 T.+る 瀦灘 l二て糸山 に､係紺 rは /I/裾の償却小)Ll

川lFl･fえら･JLれ(′tiT_rてあL).lhT訂.:.r･/.Bl.11でい.-･i!AJILAせさ,i;iJ附 にいのてJ;,ら. T遇､IL'l粍/llと伏肌'l･L こ′h

//,今日困日日/JI打,LHY;.再FJlWTjWl)'tllruT葉J)直面'Lていろ畑rrlu)..11!拙1･,もろ.

日 旧 JL1 .)

､11.1



第17r章 社 会 集 団 の 諸 相

家 族 ･同 族 と 親 族

.J!･3番 地 の 概 況

軌｣■jiよ凪光明那な佃戸 内払の 胤に浮ぶrlノ仁謂 れのほぼ中央に位提している, llJL三砧か ら-'rii綴船で
約20分を嬰する.周閉約 4km J云さ0,5km2の小鳥てある.昭和39'lr-5月現在,世帯数204f･L,人口1,0

60名 (うら甥71512名)であ ･'),ll/E_言鋸.-,の中で脳 も人n碑畦か高い

歴史的には,島の.石 ､伝えにによると,LJgの往 二住む山L-j家の5代前の先祖//･殿鴨の情を飼 うため

に rl)ド.本町か ら来.L;.i,したのがこの)J,の草分けである (=ノi-1の上(俗にLにる) >_云17jtて (i().11牛木叫L

の枝村の tうであるがt,rt料 らしきものは見当r7.1-い.

さて3Jfu.I.(,の状況を探るT一掛 E)とLて, ます,杵兼BJJ分1rfをム7Jと蹟菜が85J.I(fll川1351l:飽林,粧セン
サスによる)と最 も多く,ついて徴造業,漁菜,粘適業などの肋になっている.

Ai初に,農業について検討 して･-L̂ると,山林は少なく,田畑が多いが全面損が狭小てあるため.維
′:L･Ll,']=井地J)鰻鰍 ま先述のセンサスによると. :う反未満の他家数54戸,3-5反末lLTJi.119F.,5反～=町未

満10;7｢,1町～1.5町未満 2戸となって Tゴり､5反未満朋が85.8%も占め 滞釧路が目立っている. さ

らにl:̀主席物販IJIL潮15万円以 山上31.8%と少な く水Ill拝聞拙寓か12F･(1′L.1%)で.ちろことか /-)米の版

I)'L:it韓鮒 二等Lく花鶏 ･め人 liの加背なとの市郎に もっはら依存 している.しかし.蓄II'F･ことにjG.釈

もI'J･nJ'()JIL的段桝を越えるものはこれ号たその捌けは少/よい.このような状況か 仁),ここで も瀬某は 粁

Lく.85).の出家全部が(･.[んr,小の兼淋 二従7日~している.その うち.'#J12郎兼Xi:(64),,)が第1T'.T.)lf

Xi(21J.)をJ一廻っていく一.そのl人｣矧 .t耶l鞘兼袋の助 n ･,日常小.内職,漁業などのl1,,1･Y:兼業がt'(
労仙 人人目扉などのやとわ.吊 ff業よ.)如 ､.また第2種兼業は,Jrl常の軌瀬が最 もSJyく,汁.i;(.'小

｢ノ刈取 前葉.職人がlt,-Lfき.やと)?九兼芯とLて,iTt労耽 ･lL.･捌.'Jknなどの 比較的定柑JfJ:ものが 争い
那,人夫=)7TjI,季節(+J.楳番 い ､る.漁村らしく.I′l菅の独禁との始業もかな りJJjく,l!rLre=半汎=JilJ,の村

落といえる反面.内侮汎菜のIilヰ界か ら,漁業従1r.二者が純少 し.∩/卜Itlfにある耐火 レソガや懲法嗣会社lj:

どへ勤務するサラリーマン/Ji増加 してし､くb'(fJ'71がtZJ)jLる.鮎 ii･業はこのようfc叩Jの 1,のてL-5)ろが.

つ/jく拘禁については後の論文で訂 しく述べI-りtでいるのでTl略 したい.

ついて.1和.I.',の日汗摘し純とその隣値について冊岬 こふい亡｢ゴきたい.LEず糾撒両では. /:.')民の意想

の決定槻関として舶 '#総会 (隼Il‖l)があ り,二二で.'BUY･:により;t'/,Y,栴艮 (まT.:(LL束-.Jく)が:lLh3.1J,され

その下に･J1-(入射 ui区)とTrq(鞘の科 uiT首)にlJlJP｣余力㌦tl･け 吊 し こ 川 上.両方とも6一つの射て抑Jk'

さ｣している.芥机には総代がお l).その中か ら,lLll-JllTrljl公の会)i-(.fた(:t7訓rxI長)が世は.tしろ.

その使徒についてんると..ド.I,全体としての･J雄.71欄 二は 侶/fLlh業,水道小栗.).'.-,艮:-I,u動会,耽

踊 り,公民館の修理､火葬場の設J'正などがあ り,珊｢■.Jij主の Lとで行な)っILる.花 気･JL某については.

1耶11331r:1.450万の予算で■L;'4-iF'恒,L'行プにい,現IfI:て(上.r:.')民やJrを糾合Llとする'fLEJ式糾合が. 独Irlに
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一顎営 している,水道 ･l戊 は水道蚕E-1会が総代･rj:とを中心に結城され,∠10年 ′=Jか ら, 予算総鮎1,350

1AITHTld日.'J,掠RL法に,ll.り'l-''lTlLiEにIJllr..hlilり)∴‡5O万日が地元f川1分.そJ)他県､岬 ノ汀L押) I;,I(.1さ.hZJ.

こ川 上隣接の鹿久居佃 ニダムな設け,出目Lr,に濁水する もU.)である.I:.r,-1離B動会は.L'.rJI)｣の小学校で,棉

人会,71i隼団 (支部)などの協力の もとに毎1T･5月に/(痛 hjtている. このLl.うにJ.'1,仝困 ニ)ったそ.人

規投/I･h一業,/∩LJけミ'(JTl:[われている.

さて,凍内のIlWう会の陽作 土とうだ/'うか.こ頼 .T.町の'H放射租の 付i磯聞 て ,(})T),_巨ユト迂I,iJそ

の中心的な任務としている.そのため特別な事業,行･JL-ほrJ:く,'TE気事業,水道･Lf課など店全体に及

ぶ問題は東関の町内会を越えた頭J:1,全体か町 との交渉団休として降憶 している.組は道つ くり,溝さ

らいなどを'lJL-fcってお り,葬式の合力飢餓の･tiql111て もある. このように.[.'.'i､町内会.机 と-･.･rLの机織

下て′帰TILているJ:.I,尺が.最 も日常/ltt.T.上大切だと省え十一u)(出札 27)-･い16),町内会:HT I:I,7)J.

て満 (),机がその′l:.ir,-の中心であるといえよう.

以上は勅 ,I.li全体の一･般的概況てあるが,さEl'にそ;h,i,11<休的に保LV)るた めに,減 (人Fnl.)地rj1.の3
糾 (人血 と呼ぶ) と6灯し(北浦)lyJ選び,戸別訪日糾二よる悉皆調軒'7{(-1･なった.

人血については,まずIT,%某別に F,上ると会社Ll(4rr'), 海邦Jgi:(dFr-ぅ†)軒tUけp-)独禁+会社Ll
(1).). 細葉+公務Ll(lJ･),公 削 l(lJ-･-).拙策 (il路上も行な う)(I-LL).,'iLi某+げ眉'1.(JLT)

鉄絹業 (I-j･), となっている, この16Jl̀了の うFJ毒し, 殆んど小肘 鞍てあるが, 畑を L､-,ていろ,I),r7鵬

密にいえば,第2抑兼業とrj:ち/Jこ,仝月酎l')i二は,臥某を,.qむ LV)も減少 して ｢Jf),サ=/リーマン化の

帆.'r‖土頗い,隼｢帥mJJl(税込･7j.)の点か らんると20ノJ'未満 (5戸),30万端 .E,A.1-(37二･-),50万未満 (2

戸).60TJ■宥lI■'-J(5).).70)jTEで (1)･). と/ト｢て わ.り, 相紺佃こ眠い所門'/h'Lで薫,yJが.兼:1鮒 守

ることに よりノ日.r.水準机ht')るとIr小吋に､r/i:I,ii化させる帆 A<EJが-AらJLる.lllrrJ｣余,,11全体とLて Ll,,

い ,ゆる場lTに別は そのプ闘 iL判 立となっている, 王L舛式の際の部組で もあ り, t酎二糾l大｢-L,-(ふ親肱

(当地で(.t挽類と回意味)か多く,近隣 該さ際 も紫照でも.).1つのノ~r=J.T.)UITl体を形成 している.

北酢 ,tt入鹿が 港a)周辺の 近地に県苗か あるのに対し,なたL.)かな 山のT:i上付近の斜両に,雄藩

があ .),.lJiか らも 他の 机か らも.かな .)棚絶 Lている.破箸別 にlL I.,"_1=･莱+独禁 (7)I). 会社 n

+EJi業 (6),). その他｢l)(八 ､など(l戸)であ り,独英とjl!と実の兼 業が半分あ り, 殆んどすべてが

兼業化 Lている.巾で も会社LllとLての勤紡者も争いが,人距と比校 して旧来の漁村的傾向が動 くLjL.

らゎる.牛HllH一桁 u7りこ入ると,20万 まて (17.1),30万未満 (7｢.-),50万未満(4戸),60万未満 (1

/.).807j人満 (lH)となっているが.30万未満桐か約半数であ り, /tt.tf.水叫由 比い しか しサ ラ
リー7./化することに ヒl)ノ日/.i./L'定 Lてきている. 入鹿 と同帆 約の臓佳代, L冊;lI=T.r.L大 きい

が,同族 ]oL=糾 (8T.-)と/いflりあ り. Lか 1)人uttI･l=J帆 親族がJJ.机L,毎日の′日.T.を規制tている
ようである.

以下では今 まて説n)Jした大地,北浦を支えているゴロ.r.0-)基礎的/-i:u引T']である家族.更にl･･-J族,親族
をlF･心に,そ こに住む人通のノF_活のしくみを明らかに してみたい.

Fに.雨宮3-8表 書ては犬Tr9.昭和25,30.35年の国勢調か報告と調布ポにより他の=J-<は全て鮎イJh衣

によって†′lてik注した ものである(.
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1.1家 族 の 構 }:it

凋#.地は前述の如 く,頭L.jの入鹿地拓 (町内)6机の E,ち, 3組 (以後地字の ｢入距｣;酎t;と呼

∫)6机 (以後地字の ｢北浦｣部落と呼ぶ)である.第1滋の如 く入JfE部･/-kのLl用,:数16,78̂ ,北浦

耶l表 IIL帯及び豪族il'J';成上1

聖望l-Jl可入 鹿 lFfH :.･,
世 瑞 = 数 l 4

Ill::;:Ina 81

:;'=.;iTJu,.:I､芸 I 8.3
他.･l･.･#瓜的l 2

6

8

0

0

つ
山

1

7

8

･]'i2表 -附け平均世;IH:n数及び家族Ll数

鮎補のIL描'i放11,81人を,凋71持.[攻とした.入鮎地L六二の約

3分の1包.,lLiめる ｢人血+北nl1LJiJ小心:二枚,;'寸をすすめ

ていきたい.なお,班,.1ユ二とは,LlrIR, !F.計をともに して

いる目し･.'鋸 'ILのRiまりをいい,調査対象は附 拝Flを榊成liL･･

(.'′二としてし､る東棟である. ヰた.第 1表の壌族日数とは

仙川豪族Jn (末節て )･脚 が独~立Lていない iJの)か吾人J)

F.=!.a-1･T.非家族LILとは同1.-;人,仙用人をさ十.

モ･f,世帯及び'衷族fr'.'JJ揖 'li･地域別に,I,-Lたのが祁1

筑 3長 竹 llJ,市川',.lll用り-IIL･･.ri'.･当り人日放

(ll(仰 25.30,351｢同竹.-JI.1榊ri伸二よ7J)

-滋であるが.こhを-1EHはT/A-均 人Lは Lて表)?し

たのが第2長である.北汁打/J-二人距､ニ比較 して争い

のth ､1''頂､l三帆の戸数が もい[:めであ り,姉 l:.I,令

作と比べて多いのも目抜 u)JllI_rllにrXlつている.こ

れを耶 3表をもとに全同と比較 して7̂ると.次fjJ'

に弼少 している帆･'可を加l昧 しても,はるかに全同

申/-Ji･))くれ ､れ lrHLTl301｢の川招;の1･7均とほぼ同じ

て.あり.̂L 全I司のぷ'{束の一日_L･.'汀.Jiりl''.)13人116.01人

よE)′トさいといえる.こ)=よ零細lFi:JJne.'束緑営と小規模

な汎X:Lのため,家族労働力を必要とするが.その扶苅

値ノJが/i:く,結婚するとす く･,独立することや,次第に

1,LIL.漁港か 項 JJ.･･駄の少/i:いiili;-山菜などの依祭へと,坐
hr.J形世が酎 ヒしたためである, このb'LT句の強 くみiI)れ

IJのか入此てあ り/TIT:来からの姿を とどめているのが北

州てあるといえrヒう,次に他HJ.豪族については,.-JI.Hr

のイ潮 からEllJ確にはいえないカ＼ 第2_Rの如 く比率も

小さく,戦後かJFJ:i)仙川も多 くなったよりてあるが.従来はあまり.I:.I,氏(t他出 したか らri:いけ潤 があ

t).それがJjL在でも多少械了/:しているとぢ:tて1,,-gel)ではないだろ･-).こノ‡目上後に親族のところで紋

:TLfすることに したい.

以 l二の如き帆 句を,町ニii一体的にもていくた.Vhこ.第4ノi･を検討 Lて-なると,全国,同和',.･'邪では3

,4.5人uL.･.lht,同郡部てほ4.5,6人附 汀が 多くな(て b･t),それ こ対 して,北冊十人距は4,5,6,

7人世梢が多く,郡部とほは同 L'傾向を)T<している Lか L, 全体に全Fq,市肺, 郡部より1,5,

6,7人uL.;.'H:への集中度がだ:;くしかも比較的広い範囲.=同程度の度数て拡散 している,同様のことが,

件の孤t.rJといえる1:半繁を1三とLrJIJ札 A･ql･.(地拭研瀧節6岬)においてもZtら)1る.このことEt,
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4- 7人11用 かほと人どてあ り, 1世帯lF均世帯iltか全何に比べて多 くなることも当然といえよち

第 4 来 世 .一il ill 放 別 III. I.I;I.･分 布

(汁) .J!川二炎と岬作目25111掴観取在抑告に.I~/J
書F=職莱別に 考えると.I..'u:業十漁業IL{営むtl川11かh'IとLlt:+侮:'IiT紫あるいは会社勤めの世L.'i-iよ･')も大'家族

Ll1Jl｣帆 l'l]かみられるのも不)と儲 ではない,

さらに,これ らの数個 /.Jな地域差が回を意味するか ということは.それぞれの世･.-lr'.'を構成 している

IIL-･..TJi数の関係 (続柄)がどのような ものてあるかを明らかに しなけ九iよならない.第 5炎なもとに,

介l札 けl'刷 と比較してZAると,llもL_系叫屈及びそd)門し雄川 が 耗しく多いとい [)ことてある. この仰向け

･"L13,I5表 rH'帯 ~し100人に 対す る続 柄 別 世帯Ll数

(汁) .J.rW班 とLl-liTIE25叶小岬仙川 肝;Lトに.L;.y,

･第 6 表 llL: 代 構 成 一世代総数を1,000として-

lL･.I,.H-･総数 ■ 一一It.Ift･*･可 ･-1日.･･(t糾 い ･.-ltJAj-K･/bi-

北 浦 l 100001 714
巨 0001

州肌紬 ITLLIL代棚

285.7 142.9 0

大 地 1COO.0 625 C25.0 3125 0 0
)上 里. 10000 60.0 4rX〕0 4700 70.0

111. l'rg 1000.0 l768 532.4 2652 25.2

llM l', I--ll; 10000 1 157･4 5189 '2937 29･4 l o2

'J-M U･(I:ヒンサ 71 lew 0 94,8 480.9 3780 44.4 1 0.5

川) .J..･日!iJ三と州7日25i伸▲l軌J...111川ま伸二.[/J

2G/)



lu村である足型の場合もIFlj様に L､ちか る.その他II七･滞王の配偶者 い と校的多 く,直系噂屈の場伽 よ是

ILLは企.LIl'll''J勺｣こり多いが,北iln+入JJhとしそ′きしt r)少ないようである.こjLt',il,Jl_I:I:iHIll';戒とい う′･!..､/Jl

ら分析すると第 6蓑の如 く.1世代,5日i一代を捨 く2,3,4代とも今田,同郡部よりも前い比率を示

Lている.3,∠=lH仁が冬いことは.J･Llt江-EI用斗 )ヾ婦一息 j'夫婦まての形をとるIl̀し系壌族 も.ち[),

tl二･tlL状 が多いことは.入射一･rljI.とい う形V))､如家族でち().多くの rI,IJ.-が･_ibTJこと,i,.)3.7lJ.十/i,
ものであfJう.

さらにこれ らのことを評 Lく快討してLtよう.:(117射 .Tkulj柄litl係の稲帆 こよっで 家族形態を111別 し

た !,のである.

第 7表 形 態 班 別 111 .1㌢ 分 JJrf

(託) .3.はRと大IT-:9年の同:Pj5･.凋作に上る

一一･艇に)Jiもち くみ ち)tるのが Vlの別.Ilと(･()ll:だけでill.･むILl滞 であるが,北浦+入鹿 も千は .)mの形
態が53,3%を占めJt1-も多い｡ これに反 Lて足即が大行9年の全国n勺帆 句 (同単調件による)43.6%に

比べて低いが,そ,ILは反面,lVやⅥの形態が他と1ヒベてI.:llヰ三であることと仙ILLLするのである. これは

不利なrl然条件のもとで農紫を'.ll:.trたこ､')に家Ijiiが′じ析V･_位とrfっていること'L(物語 ってお t).li-困l'リ

には叩.系零族の形態を多 くとっているのである.父.北7TlY十人鹿は.Dlの形億が53.3%と過半数を占

めていることは,比較的多種の世TIT･数が 争いのである,が,了･供が成人し結婚すると,住宅.縮刷勺fJ:

聞仔か1-,,長男か ら独立 してい くのである,し/Jlもかつてはほとんどの家が､ドI.:'i半漁であ り.とうて

い 打の形態では,家族労1･J･Jj)〕の不)仁をきたしたのであ,I-･うが.規春_では,lJ''土業をするかたわ らどこか

の会社に婦わ,1tて収入を得る状嬢に'変化 Lているか FJて Li'7J.父.Ⅳの形態か16.7%な I里V)仝I朋Ii林
W.1順 一家族の3.3% (大了T二gflI･Fq三軌1..I/i)に比べ桁はずti.=大きいことは,まだ'('t水の円 ■き半帆の 衣̀放

/J'iJl:_t.r.riJtl.-,.となっていることを,,-Jこし.い)っゆる了r'l薪壌純の比･rtの大きいことを示 しているとそえてい

い[='7)ラ.文,Vllの形態はrJ3円的には Ⅳの 形態とErtと/Lど4i'わ らないが.全休の比率が小さいことは

前述 Lた'1Lnl)である.

ll)A:,のことを,第8女をもとに総什してLLt乙と ･hl:･llJj何1二lJ:るであ7'う.

せず核家族 (I71,mの形態)は拡 大衣̀/j丈の40%.tt).60%を/I(Lているよう.ニ多く,大厄9年

の仝LEltYt)帆;.｣と全 く同じ比率を)T'Lている.そ′tlに'fJLて､-,qmがほはその迎て,核′家族よ(7拡大'ity
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第 8女 ′衷 Jj'k 形 態 ljIJ世 ,f‡三:分 布

北 油 人 血いLか 入鹿 圧 可 姿 II二9篤

A

B I)こ
＼
~

ノ

/∫

^一Iu 核

C ltl 糸

D 傍 系

C+D 拡

家

宏

㌧
(O

茶

寮

l

(U

1

8

1

9

0

7
.
50
.

57

3
'
7

4

g1

接

収

朕

族

族
株

0 33 1 3･5

;,21… …::Z l :≡..5

313 333

6.2 6.7

375 400

1∞ 0 100.0
｢

560

10

570 40.0

100.0 1(泊.0

ul.).J.肘FJ壬と大LlI.gil'0川的9㌦,J肘Y_.t/J

族かJi･し､の川l′L'系′家族か 56% 付 1-.V)て'yvく,一一塚の')と,I2鋸の人央乱 文は1机の夫婦と,4･ul･I:i.

さl:'に孫がいるとい')家族か甘いかL',てあ/)･').JiH.L d■iL日日が,郡市に比べて.ll'(_糸豪族を中心と

LlL拡大家族の状鴨となっていることを示す E,のでLF,I:Jか.北帆 人雌に.机 ､て1､､l':ノ."il'朝 刊の′日,T;

をJ.H')_ill,j合にその好i似什がr4Jl,れるよって.もろ.

この拡人家族>_核家族と1i･比較してち_ると,寸ザlIH.HHLl',Jの大きさについては,｣hIl了5.9人,人此

5.0人で特に_北白伽土,1171和301卜u-)fl-]幼.-J.'J-Frに.1二る,fltH川',部JH.･.-ii･の5.2人 (,'3'7J'3表)J二:):i-)(,!く､北

浦十人王仙LtJ7t凧 同Ih部.i･)!リくきいが.FWr,,ll;.上りはわず/Jl:二lL...7率･/i:示 Lている,(小し,これji,

第9衣 虜放形態別TF′･)!川.L･:け人目 核家族と拡大象族にJ)けてヱもろと.第0長の,しうに地

北 浦 人 町 忙浦十人此

核 '-i:杖 49 4.1 44

拡大木枕 7･O E 6.2J 6-6
総 数 58 4.9 53

城差及J､lE,'&-'た,Y://17'F),ilる.即 F,,｣LM什 人血 u)払人

家:/)iが仝IqLr'5'表=ヒ･:Hの6.0人 (同勢,J!.J!T) iI)6.6人と

人′ik'族的数字を/-Jlしている,こ.hけ汎T::辛/.."t梁との)Lil

lrl'か66,7%をILicV).伸 二北抑182.3%もLLt-めている/)､

;/'てあ(),ま.[=北浦の核家族乍田,同TI-潤 (l川こII35什

lJq軌J冊た)J:り火きいのl上28.6%も甑紫とぷrl英と(r)兼業か),Lu Lることと,子酢が平均約4人という
多い結果からであ7'う,こd)ように,核寓族か必TLも′卜家族とはいえず,職業とも関通す7J的広大

家族的仰向をもっていることかいえるのてl上ないI,y)うか.

)l多態両かr'･7̂た'家族の'>)I･,Tie.!土以 卜の榔 )て,F'る/,/I. ･船に怖れ 及び非艮弛′家,,/l核J衣'銅 価 ‥.I.lL.･二.I(,,

るといわれているのに対して,川'',･11['及び,LF蛸 ･/fU)t拡大劉̀狛I/JlJ:帆句力瑚い ことは家族のJ叩.念刊刈他

とネ'nL'l'Jにも'iびついている4､のて.flる/JltそjLとも‖l:I.';::のil.七や=川=三のIli段階に7い ,れる-1=川'接

かlnJ.川土壌にすぎ互いのだ/)うれ

第10表 家族形態別lu.,.'r.:F.iL均咋令 まず,牡･:H.･Lu')咋齢に,'いて第10衷/11もとに考えて

九ke･う､川_-A,tはヨ三総数の,卜均iTl齢は,北W.入畑ともあ

まりLJYfはみられ/〔いが,核家族と拡大家族を比絞する

と,北浦､入雌とも控者の方が8歳(:/二の高齢て▲もろの

か江口さ.ilる.

こtl.F†封 訓丈順 を中心とする核家族と粒(一例鼠 こ
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とに山系家族を-1-JILlとする拡大家族の差熊であ/J.また.核家族の場合,北揃と入鹿の地域差のふら

れないのは北浦71%,入鹿80%が畏業,汲菜以外の仝化 船n.商業などに従叫 しているため職業rt'J

lJ:益城･がみられないからである.それに刈 Lて,拡大家族の場合6.4歳の差がみ られるのは 北棚が漁

業と曲Xiを営むものが82.3%も占めているのによJLて,人艶か33%であ り,商繋=,会社 海_確実など

勤労ff命の比較的良い職業に従軸 していることもその 欄 であると考えられる.この点を曲 二第11表

をもとに追求しててみJ:う.これによ1て.まず年齢的に般店を示す形態がⅣ有配偶子女を含むUL常

である.そして第7表で示 されているJ:うこ汎米.姓某か入鹿よI)多い北7TF7に多くみ られる.

第11表 家族形態類型別 世神主平均1l-1令

l 叫 身 世 帯

11大 姉 世 帯

u 撫配偶子女を含む世桁

∩) 有配偶子女を含む世僻

V 山系呼屈を含む世港,r･

＼l iLi系噂卑屈を含む世帯

Vl1防系親族を含Ll.L吐17T.I

総 数

北 捕巨 施 匝 空

.｡デ… ト 5;‥…戚1 45:≡誠

64.0 62.6

0 0

45.3 40,2

60.0 49.0

47.4 L16.4

これに反 して.虻絹主の平均年齢の

山 も択いのは北7帆 入鹿いずれ もⅥの

垣'系噂卑比を含む世,,Ii,r･であ l),また,

北師のⅦ傍系親族を含むLLr,.-rfである,

これは父母のいす.ll.かの欠如か家業上

の矧Uによるもので,世絹主の年齢も

比較的若く,第10表に rO･ける拡大家族

の北 酢 ,入距の年齢差 もここにも原因

があるといえよう,またⅦの形態の切

(†は,莱,妹がけいだけに一･日川JIJに同

).[子の形をとっていろものと考えてよい

であろう.

家族形lBT:3の)F'aJ別のLFlに,VLトⅥ-m-Ⅳの回相があ,Lといわ)しているが,この虜族の)F'川｣的変化ほ

てとた家族の生活)]の消良 家越のiFi良とltl･えとらjLてもいる.以 下では資料の不)山 ､ら一･鮒 JIJな帆 句,紘

把塩できないが,その-37llTに ふれてIr-O-きたい.

まず,家族形態と就業者とのL札iLiを示 Lてい,LU)かTJ712炎でlらる.就業Im汚放というのは家族総人

目に対する就業必人目の百分比であら)っしたILu)である.

Jj'lL12表 寓放形態籾ZuJlrJ就漉 射行数

1叩 身 世 .;..

n 人 :々111 1iL- ･.LH:

m .～.EI.1札仏日'一女を台Lf虻帯

Illイj'rl'Ll偶-(一女な缶bIu-･.LH:

V lfI系klJ:kJiを aJTJ虻･711.‥

Vl 山系叶叫式を含むLLl_一冊

Vll防系親族を含む I什帯

縁 故

100.｡ ｣ 100.0

,&｡ : I: I ≡';

52･0 72二 十 3

北浦,人此の､l'･｣現先文-m-行数は45.3

%とJl-･伸 二高い就-lri率,ir,'ll･している.

こノ～目上,漁二乱 'Tf濃など家族労働,良,必

嬰とするものや,(̂JJrl'在,魁網濃IJ:と3,

T,73な什.如ニ'('n_I--Lしているからである.

(決 して収入など安止Lているもので

はないが)

では,このよ･jrL帆J'･Jの中で豪族形

態別にみるとどうであろうれ 奴も就

賃 率の低いのは uの柵配偶了女を含む

形態で折11&-て'T=したlt_I:･Tilよの平均年

齢かJL8歳と代く,しかも当地の初脈年齢が企FT･･Itl;･jtJv))上27.:1歳,妻23.5歳よりも2歳低い24.8嵐 21
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.8歳であることを考えると,子供がまだ就業しない状態11からてある.ついでVlの直系糾 .属 を含む

形態であるが,櫨も生活力が糾し､と一般に 号えられるが,当地の初婚咋齢が低いために,父か母の就

業の鞘 掛生が比較的高いからである.しかし.f供は い 'ろん. nの形態よ')年附 佃こ帆く,無力な

存在であることにかわL)I.エないが,親も割 榊こなって亡くな り,子供が成長 してくるにつれ･DIの形

態へと変化していくのである.mよりもⅥの形態の就業率が糾 ､というのIL特殊なものといえようI

そして最も就業率が高く,生抗力が増してくるのが,有配偶子女･立合むⅣの形徳で就業率5813%を示

し,それを無 血している.Ⅵ一mの形態が ｢惣領の15は蚤乏の峠｣であり,やがてⅣの形態になると

｢莱f･の15は栄華の帆Jになるという俗諺は寓系'#'族の周期を如リ3に/Ttしているといえよう.その他

I,T,Ⅵtの形態は実数が少ないのであるが, 1,mの形旗は瓜も'̂は な時Jglであり,Ⅶの形態は nIの

形態に掛似性があ り,傍系親族が此某J/I-1齢に迂している/ごけに′L活力 もあ f)安定 し亡いるといえる･
しかし-U如'JなものでⅥの形態への変化が予想される.

以上就業IB-について なたのであるか.これらの成瀬省かすべて rL巨 の所得女得ているl)汁-〔はな

第13表 家族形態原型別一一世滞'L'LりIIL均収入 (申(_;I,)州 )

1北 両 人 施匝 十人此

1 †ir･ 身 ui一 桁

n ')i; 如 牡 7日:

ut 仰､nLll的子女を含むfHl.日,

lV ,(,｣tl己偶子女を含む世郡

V 直系卑比を含む世帯

＼q II'-ト糸卑埠trfiを含Lr虻;.'il･

W 勝糸純鉄を含むLLr梢

総 数

10

55

33.9 28

34･: I 39':

49.1 37.4

~ ~ ここ

い.収入の画からみた場合,はたして

上記の紙製と相rX･け る帆･'･Jかてるた/)

うか,各日用字の/机TiEi!J生について(.tl..rj

･</A:角性から検討されなけ1-i:III-･分で

は/i:いがここでは課税台帳からりたYf

利をもとに(1成 し/}二ものが第13裏であ
ら.

まず,総紬についてみ,i'と,北浦,

人血ともあま1),毛_lはみ!-)JLない.形態

肌には最も低いのか1のl:L'･一別l用,:であ

り,ついてnl-〟-Vn-nl-Uの形,['A-:･

の順序てある. ll,Ⅶが.多いことは当然として,就濃~E.指数の高いNの形態よI),それが机 ､Vlの形

態の))が収入が高い結児となっている.しかし,′日冊.i.度をみる)易合には個人､■'1.')の平均収入をとっ

第14表 家族形態頬型別一人当F)年目'Tl平均収入 (単位ノJIH)
て比蚊する方が良いであろう.この場

合消費力は性別,年齢別などによって

興るかここては,便宜上,家族構成人

iJlの総数をもって年F臼川又入結節をhっ

たものを 1人1り年III1日,lJ'均収入として

･3';11っ掛こそ′IL,iJ,lこして+/J=.

全体(I/Jにムると北浦と人此C7jLYi･'HrH上

磯菜構成と就業者指数の差舛であると

考えられる.これを家族形態別になる

.:(,.i.),¶,W,ⅥLD形態ハ山人

か比校的高くIV,Vllの形態V)収入か低



率のようである.とくに,北輪のN,Ⅶの形塵の収入が低率てあるのは,労多くして益の少ない,漁

莱+段業の職業構成をもっている場合が多いため7:･ある.その凡 人肱の場合,定期的な現金収入に

依存 している割合が大きいことと,逆に漁,山菜を にとする城介,定JgJu'lJな現金収入にたよらない′卜

活の融沌性が拡大家族や,多子家族の形態に近づけるゑ什と/'J:っているのであろう.

2.家 族 の 機 能

Ⅰ.家 長 権 の 移 動

家族の役割構造を分析するにあたってます.搬ル帖辺の1恥∴.､にたつ家長- )JL-lH･･:il･1二のもつ特殊

な権力-家長権について考繋 しておきたい.ここではその移動に屯点をおく.

!あなたが比･."r:‥jiとなったのは何歳Lflでど/JJ:｣ll仙 でLrLか Jの門問に対する泉r.貼 王領 1炎の:Iulリ

である.批1.'け1となった年代は20歳代が67%と最も多く.少なくとも30歳代までにほほと/L,ど日用1宜

となっていると与えられる,これをIjTJuL帯上との続柄から/*ると20歳未満の場(.Lは長男が圧倒的に多

いが20代十30代になると抜男40.7%,次～69341.5%,｣主な.が14,8%とな()20歳代だけで t,次～61Jl

第1衷 家長権の移励 - 1iL端:エとなった叫:-

＼年令20捌 輔 巨o成 代 30成 代 棚 他項 ま だ
北 浦 % 1 % 形 浴7 71 15 7

入 鹿 3 6367 31 6

の方の割合が大きい.ついて1il:

I.-;iJ上となったlltlHlJとしては,分

塞,別尻か50%とJilも多く,つ

いで 前Ul.･.'け｣.の 死亡 23%, 悲

齢,隠店21%,合わせて44%と

,rJ:っている,分家,別居を理山と

Lている諸について前世冊立と

の続柄をみると次～6男66.7%

(うち分家70%,別居30%)反り〕

20% (うi'J分家66%,別屈34%)

長女13.3%となっている.これ

は長男以外の男丁だけでなく長

男でもことに20代掛 こbいて,結婚すると親のもとかr)離れて新 しくujIl.'汀を1.1･つuLl句を/】こしている,

また前LEl.I,.日LL.のr死亡,老帆 隠居について,lHl様にその縦柄をみると, 良男63.7%, 次～6男 18.3

視できない. しか L,世荷主になる｣劫合,紺掛 まわすかに6%であ f),分家か別項か,そ.そしとも前ILL-

鼎立の死亡か老齢,隠居かによらなければならないことは大きな問題ではないだ/jうか.

以上は総合的な意味での家長権の移動,すな)1し,lLL.･.-11'･主の移動をん仁のてあるが,こ′ナLを家言上

出港経営権,外に対する家の代表権の3つの血から具体的に検 討 Lてみたい.

lL川和をまかされたのは何栽節/JLらですれ そ山 上とういう｣州j/J､らてすれ また､Al畔の家族HI.･].

.北,<ですか｣の質川から得tl)れたi.f,lAか第2薮である.肘布 (家計)をまかされる年齢は20歳代+3()

成代が91%とほとんどを占d)てお り,こiLi,LL"iEJlHである建坪1.もIrF]悌であるが,第 1蓑の日用.王とな

TJて目的上IL;峠 ,)-,̂''1_20歳rL-十30;.ML'日十･日･･トキい:.F,I:'/Jt.'il)成代/Jt2̀1Q,,;I-･17%とtkLliJレ1-r:いろ.こ吊L

J京..Hr.LJ)､Lて (,illl:描ILとLとのJui(-lL日.tか さ.日てい/亡いこと,ir,:1'.rLLlているとそえ1.,.tLlJ, Eli

Ji(..F担当者か20歳未満では皆触であるのに対LでIIL･LはjiLI)場合はJr'･在 していることと,逆にIIL-I:H･1三が
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第 2表 ′衣 l三 権 の 移 動 一家 l;-l-

JLF令地 域 ＼ 20歳未満20歳代 30歳イ小職以-Lまだ lー＼ ー ＼

% % 3i北 浦 79 7蓋 浦.北 還 l ,,5 …… …≡ 丁 子%N F,＼

ー＼ ._ 理 由地 場 ー- 父の死亡/iの老令.隠 居 i..i- 竺上 L# その他 ＼ ヽ ＼

% % %北 洲 30 7 7蓋 補.人 望 膏 . …… …:2.5 %4931406.5 ≦… !＼ .＼

二 ､告 ∵ 父I:J十共舶 父母+大尉+子供 衣_Lh}.了供 魔 王義妹 -fq,宗.璃 夫 婦 そ の 他
% % % % % %-

北 浦 7 21 15 734 4356508I 7
入 鹿 13 13 6 6 6
北 柵十人 鹿 10 17 11 3 6
｢壬だ｣は皆無であるが,家JトのLh1-では fまだ｣担､ILlしている薪がある.こ′れほ 1虻,Hl,:j'｣に刈す る

考え))の相兜であろう.次に家;l･を,JかされるJ]u山こついては,分′衣が40%と巌も多いの､上､■/J牝とし

て,弟 1表に比べて,結婚が30%-20%となっているが,これは結婚することによってLLL帯iにはな

れなくとも,家計が担当できるということを示すのである. しかしまだ3,くの場合,分家して触 ､L/..す

るほかは,前世,:;i:土のタヒ亡か老齢,隠居に1ってしか,家計を旭当することはできないのである.し

かも結婚,分家の行li:われる切令の家族を夫軌 あるいは大姉十Tut-と考えるならは',父母+夫軌

父付+夫姉+十供,父母十大如+弟妹.父付+大村十,,Ti妹+I-(･供,父母が死亡 して夫婦+:(･仇などの

状態にあるまで家計を担当することか-C･きないこと,iJ意rA･し,こ)目上-)誹,I.T･対両乱 文はその他の家族
ilとのrHJに トラブルか起る帆 Jjともなるとそえられる.

この帆加工出山村である足JlLの場lJLよE)乳 牛CJt,-,る.すな))ら棚 MIJJには20歳代か半数をIil'めてい

るか,決 して結婚を前鎚としているのではなくて父母の死亡,老齢により大半が家=卜を任されるので

あり,父もま+長姉+丁桝という家族.11の仙 戊か多いことがそれ-,:C/Jl･Lている.なお,是出の場ITに心.

ける11I,由のところが ｢その他｣が卑し､のは終戦による帰村が子J･なわれたからである.

次に ｢あli:たが先代からLl'撲締抑 こついてまかされたのはイ暮IJr&頃か らですか,どういう_･h:1J●代,､■'(

叫の':･家族山は誰々でした小 のJnIH.jから得た+.I.リiか雛3必 こ示す通 りである.

調度地のIin<-梁が自給日比の段脚でTJ:い即の'#鮒托J針である点,矧 =圧l体にHU他はあるれ -各),'の出 血
性と家計の具体的朕榊という点て取 t)あげてみたい,4f･'･齢的に･みると20代,30代が 大半を 占め, 分

風 BJJ励 ま例外として本人の結婚に.tる移勅Ltt)ち.父の死亡 宅酪 隠)Gによることが移劫のより

fTL;少な契約と171:っている.このこと(･L.分'･iK',)州.I;L/二ときの家族日が夫射てあること./i,4･:iル 上,

家長権の移伽 ､こなされたとき, l.l･1'tA+犬如+ rl,i, 両親十本人+凪 妹という家族11の相 成が多いこ
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第 3衷 家 長 権 の 移 動 一農業経営-

＼-1､∵∵地 域 ＼-- !20歳未満 20歳 可 30成 代 40歳代以上 ま だ そ の 他＼ ＼＼＼

北 浦入 鹿北 浦 十人 艶是 里 ー 8%58 %84376650 %8371932 %1358 %2 %135 卜 ＼＼＼
理由地域 父の死亡 蒜の老練 婿分家,別居 そ の 他 ＼ ＼＼ ＼ ､ヽ､

北 浦入 托北 郷 十人 兜足 lli %25924 %3537.536.528 潔142518.56 %4412.531.59 %74.533＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼..
当時の家族tl地域 父 (母1十大 如 芙(相 姦細 字 読束如十子供夫婦 +/yl(母)+弟妹 大村十父(母)十那昧十十供 夫 肘 そ の 他
北 浦 % 形 % 潔 形 % %- ~~二%~7 7 15 15 7 35 14

入 鹿 25 12,5 25 -.lll.■ 12.5 - 25 -

北 浦 +入 鹿 13 9 18 9 5.5 4.5 32 9

とによって明らかで .̀hlる.この憤向は,是盟の場合より一層顕著である.ただ家計の切舟と比べてblLた

るのは肉体労働を必要とする&･某経営が父の死亡よりも父の老齢,隠剛 こよる理由が多くなっている

ことと,分家した場合,土地の分与は必ずしも受けていないことであり,家計の家艮椎の移動と良策

経営のそれとは非.齢二明らかな矧3)J関節Ii,もっていることがわかる.

第 4表 家 長 椛 の 移 動 一家の代表権-

＼ 咋 令＼地 域 ＼ ＼ 20歳未満 20歳 代 130成 代 40歳代以上 iま た ､､l

董 楠十人董 巨 % 76三% ー 2;% 壬 …%こて ＼∴ ∵ %733 ＼＼＼] ＼
＼-＼理由父の死亡 父の老令,隠 居 結 婚 分 家 そ の 他 ＼ ｢ .､

_壁_竣_- ㌔- ー _北 輔＼ー 15%入 耽 l 13北 輔+入 鹿 14是 埋_ 17 %l21252332 侶 % M ガ｢7434 l ＼＼.

･当時の家族n地 域 l父母+実相 父母十哉如+ 子 1)E夫W.--{再 建,Td/*蒜 夫婦+父(母)十弟妹十~f供 夫 婦 そ の 他
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っいて :｣L式に家の代表として部落の会合などに出席するようになったのはいつごろからですか｣

ド-,いては雛4表の通りである.年齢的にみると,家計,曲菜経営の場合とほは同じく,20歳代,30

歳代がほとんどであるが,世荷主の場合と比校すると家計の場合にみられたように20歳未満と ｢ま

だ｣が象の代表の場合はみられないことである.軌 臼としてほ,分家の場合は別として本人の結婚に

ょる移動が世僻tの場合と同じく少ないのに対して,父の死亡 老齢,隠居が大半を占めておr),寡

長権のIr1-%/i:契駿となっている.また'父母+夫婦+子供という家族ilの型が多いこともそれをiiiづけ

している.

世･.71;主ということばは,人によって形式的なものと考える場合が多少あるが,家族呈Ilとしての共同

生LT.の支柱となる家計を管理し,鎧芯を耗常し,外に対し共同体としての家を代表する役割一家長橋

をもつものであることは今まで検討してきた限りこの3つがほとんど同時に次の世Trl主へ移軌してい

くことから明らかになった.この家rt権の移動は,本人が結婚し,刺-)亡から独立していかない限 り,

本人の年齢的身体的条件よりも,むしろ.父の年齢的身体的条件に左右されている.家川 桁の移動が

終L),世帯主となった時には,結婚して子供も幼児期から児童期にさしかかろうとする.この間,世

代の対立,権力をもつ地位と実質ElJJな重要な役割を媒す著とのさまざまな対立,矛盾が発生すること

は当然予想されることであF),ここにも大きな問越が潜んでいるといえよう.

Ⅶ.出業,漁業労働の分担

家族内の役割を見る場合,核家族 (第1章第8蓑の如く,栗田的には-)(.婦家族を意味す)と拡大家族

(前述の如く実質的には直系家族を意味す)においては.当然その役割分掛こおいて,差異が生ずる

と予想されるため必要に応 じて分けて考えてみたい.

まず,核家族における腿賃労働の分担についての凋宜の結氷が第5表である.調査刃象のうち,50

第 5表 核 家 族 に お け る 段 業 労 働 の 分 也

＼ ＼ 讐 竺 竺 恒 主 上 G i#J..ht主+=&-=!妻+可 そ の 他

l北 浦人 血北 浦 十 人 鹿足 盟 - % lー 14∴ . 43% tls.5 l】 %TT % ~~~=寓一章iSL 1 1.% 冒冒

､＼輿顎労働を王と＼ ＼ する人一一へ.･.･.･.･.･..ItM i:主 l :& tH--稗か襲巨+子可 そ の 他
丁 ~ ㌃ 1 % ` 86% 1.% 1 % %

]'E浦 + 入監7 ! ?8 11 ー ;冒 L

足 里 I 28 17 45 t lbL%

＼ 部落の共同の仕＼＼＼空にでる人 世 梢 主 l 輩 悼- +再 .子供 ーそ の 他
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%(北湘85.7%,入鹿2O%)か偵基を営み,これらは全て携 2塵兼業である.この点を含みながら陳討

すると,地文上の管理的役割である仕Zliの割り振 りほ,要,世滞主の順であるが,その差はあまりな

く,要と世肝T三は ほぼ同じ割合を示していると考えられる.この点,兼業段家がわずか16.1%と少

ない足並では 比例L仰こ世;.tlf主が多いのは,兼菜化の轟異から生じているのであろう.

そLて,畏業･労働を]三として'(1なっているのほ,頚であり,世借主は非常にその存在が小さい.そ

れに対して第1桐ll兼業が主である是Biは,Lu一僻ヨ三十･iL?,あるいは世帯主のみという場令が多く,全体

的には,世間]二かその｢卜L的役割を果している.要するに第2種兼業主が主である,北締+入鹿の場
合縫糸経営上の管]11!的役1r7-uを,宴とあまり変らない樫世帯主も果Lて,その権威L'保ち実際の出光労

伽 よ-il.･にはとんと負担させているといえよう.この幌向は,窮1碗兼業の是里はより新著にあらわし

ている.この点道普軌 家校挙止などの部筋の共同の仕都に出る場合をみると長里ほどでないにして

も,妻とあまり変らないほと,jlf菜で忙しい世帯主が出席して家の代襲たる権威を保とうとLている

点ても明らかである.

次に拡大家族の場合は,調禿対象のうち91.6%が股弟を営み,そのうち90.9%が第2靴兼業出家で

ある.この点を考慮にいれながら,第6蓑をもとに検討Lてみたい.

第 6未 払 大 家 族 に お け る 出 渠 労 働 の 分 担

＼ 脚 竺 升 LW;.Vl=. 輩 息 子 虻鞘も+塗 息子夫帥凄十父(侍)そ の 他
○0 % ~ー~~好~ % % % %

北 TTTi 16 16 34 34
人 距 20 40 l - 20 20

北 浦+入 鹿 17.5 17.5 10 17.5 27.5 100

赴 里 1 62 6 18 1 2 2 %10

＼ 望 享昼巨 ,Ii.il ±ji l息 子 LLh.'け主+妻J: 息子失脚 針 父(可 そ の 他

北 諾 J l7%1012 166%T " 17"l8070 108 14 14 %8 % %-2010%l 44

漂第2学習買l世 粁 王 -当.'i I息 子 1虻群立+袈 息子夫婦 T#=+父(母)1そ の 他

是里のL3,5合,仕iJ7;の割り振 りの項でも明r-)かなように,世帯主の地位はあたかも一党のリークーの如

きfl･在である.それに)､TL-{北浦,入鹿の場合,jf-+父(母).一il.11JuFT主,諺.息子,夫婦,也;,'EF主+if

と乱iLL,第2机兼X=という糾 卜もあるが,槻経た日日鳩/)',桝人ているようである.そしてLJ3際にC等繋

/lJするの(L 妻が圧倒的であ(),1人でその瓜古をq7,-Lでいる.この点足盟の明fH土,世瑞･主,-ifが

中心てはあ1,がその他.FtL-,,'iは 十母+坐,世･,'持主+垂十息T,悼+壷,'<母十;払 IIJ:帯1十日八十E
なと多数の労l鋸 JでLI-TtlXlを行な･つている.まだ家を代表Lて部落の共同の仕御 二出る人は,娃里が批
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神主,息子の比率が商いのに対して北浦.入鹿は,妻が比例的に多く,世帯主,父(母)などは,比較

的比率が小さい.一般に.核家族よりも,拡大家族の方が世帯主の支配者としての地位,権威が形式

的にも強く存在 していると考えられるが,ここの場合,その逆の状態を示し,核家族より拡大家族の

方か民主化され･こいるようにもみえる.しかし,決してそのような意味を示 しているのてはなく,そ

れは職業的な義妹からきているのである,すなわち,早朝から夜遅くまて,また夕方から翌朝-a:てと

いうような生活をくり返す漁業を営む世帯Irlあるいは息子を持つ漁家は,核家族の場合,わずかに'県

茂を営む旗家の22.2%であるのに対し,拡大家族の喝合.それが63.6%と非常に高率をホしているこ

とである.特に北浦の場合83.3%も含んでいることから,妻あるいは父母に頗らざるを得ず,部落の

ffJ什事についても現金で賄う必要も生じてくるのである.

したかって,核 k̀'族においても,世帯主としての地位を帯山村てある足盟のように家族内で,また

外に対し,保持しようとしていること&J考えると,さV,にそのrql缶は拡大家族の場合強く潜在してい

るのではないかと考えられる,

つぎに,漁業労働の分担についても,少L触れておこう.北柵,入鹿で推し業を営んている豪:よ37%

第7表 漁 業 に 従･jiす る 人 であり (北浦は50%). そのうらの

82%が甘淡との兼菜である.もちろ

/i,収入の点からみると8-9割まで

が漁業に折っている.地域的には,

北浦の方が多く,家鋸 性感からLL,れば前述 した.I:うに拡大家族の力が月二倒的に多い.このi:うに独業

はここでは)]'3.業ほとJI,'･:lLbl'卜はないがALしてr附臣亡､きないものである,まず,このようなUL(JX3に∃二に従

11する人,すなわち実際に出漁する家族Llの構成は,約7表の通()て (･.Ibろ.最 t,多いのかlAL,借上+忠

子て55%を占め,全体仙 二もILL..,:ld:主と息 J'.との州日日′｢業の形態をとるのか支配的てあると言える.す

なわr)非常に小規模な個人による).:1.･11業か壬であることを示している.夏の-ヒ底皮などの場合,TJは

夕方から出漁し,朝8時頃帰港すると,朝食をとりそれからタノブまで侵る.そのlllll,索を中心とした

家族員は,帰港の途中漁故物をさミ山 ､てくる場合をP,7:いて,拘って帰ったガニゴ-なと､を探り,いっ

て干Lたり,また約を干したり,‖吊こtL網もすくことがあL),その他の出漁の用意もしたりする,

こJ)ような漁家の生活は,漁業以外では世帯主は車がまわらなくなり.必然的に,妾やその他の家族

員が,抑 こ代って,家の仕弟を-1f･.に引き受けることになるのである.RQ業のように-)t-+ニ労働E.Irl担

することは漁業の場合みられず,第6豪のような紹上掛ニri.るが.漁業/i/引,lJlした父やまた留守雌L)の

11上,7け主は/iからといって姑や丑の下に廿んしているのてlJ:く ｢おなご｣と呼んで形式L'1'･Jにせよその権

威を保N Lようとしている意鰍 よ所定できない.

皿.家 1lrr の 分 担

家il‡の労働は一般的には当然女性であると-4-えられる.そこで, 女性の家庭内での, 母(姑)息

娘,嫁などの地位によって役割t,そ,itぞJL児ってくるとろえL-):tiろ.そのたLV)一応核′家族と拡大家族

に分けて考えて7̂ることに tTる.第1に,核壌朕の役1.1flJ分担について椎.7､日_7:ふた.ます家鮎管仰向

u)分担について.Tが.1寵Lたのか第8表である,淵;藩の娼会-a-)参加 よ全体としてJ.Jl 世帯j-.著がほほ

同じ割合を占めているが,入鹿のhi,JL合世帯主,北浦の場合は逆に妻の割合が高い.これは世帯主の職
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第8表 家庭 管 PJ!.面 の分 担

一､.部渚の張合への参加＼＼ 恒 主 翠 這 十中 の 他

北 M1-人 此北 怖 +入 距-re 鞄 26%503663 50%3037 ‡ L?23 14

家計の管FJi老 世 帯 主 輩 IW.:主頂 け の 旭

北 浦入 鹿北 浦 十 人鹿足 里 モ% 首37 f 76%908253 二% 1 12%6.旦 1 6.510

小金の管理 世 帯 主 I-al: l蛸 主十重巨 の 他

北 浦 一% 88% 一% 12%

入 托 - 100 I 6北 浦 十人 施 --. 94

足 里 15 78 +7

＼＼華びつの管理ー＼ ___世 持 主 衣 脚 主+-Gfそ の 他

第9表 家 事 労 働 の 分 担

北 浦 50% 12% 26% 12%

入 鹿 80 - 10 10

北 浦 +人 死 65 6 17 12

姓 里 64 23 13 -

葉上の差異からのものであろう.農山

村で第 1種兼謀の多い是里は世辞主が

妻.tり圧倒的に高率であり家の代襲と

しての牡滞主の盛典な役割を果してい

る.離L.I,と陣の孤島 との差異で あろ

ラ.家計の管艶は,北柵も入舵も要の

仕弔となっており,小金の管理,米び

つの管理も完全に妾の分担となってい

る.とくに北浦の場合は漁業の多いこ

ともあって,世帯主と妻とが共同で仕

事ができないため,その役割分担が明

確になっていると考え(-)れるが,何も

かも妻が引受けるとなると妾の労働過

剰になる危険もみられる.しかし,是

里の場合,特に家計の管坪を三分の一

以上も世帯主が行なっているのが目立

っている.世帯主が家がいる離合が多

いこともその原因であるが肝′.rI主の権

威がここまで及ふとなると,家族内で

の妻の地位をどのようにyJえるか大い

に問堰となってくる.この点,北浦,

入鹿の槻合,妻の地位L.t確立されてい

ると言えよう.

つぎに,家事労働の分担について第

9表をともに考えてみ よう. 家郷 労

働,すなわち茄たき,掃除,風呂た

き,沈滞,食碑の準備,後片付け,寝

床の敷上げ,裁縫などは,第9蔀をみ

てもわかるように,妻が中心となって

その補助的役割を女の子が果してい

る.是盟のJ易合もほは同様の掛向がみ

られる.しかし風呂たき,掃除.粒床の

A,L/J上げ/仁ど子どもがしても拙‥',il:l′伽こあ
まり変らないものは子ともがし,煮た

き,洗軌 食刊の畔備と後片ずけ,裁縫

など嶋l棚勺にも技術的にも経験-i,I_比､草



′T三 q､

F ｢ 拘 ~箪 竿i 輩 巨 の叫 ℃ 軍 とそ の 他 をするものは妻かするように家一粒労仰命JW J.Jに分割すべきである.この点--

北 浦 88%L -% -%112% 北illhL'大地また是土tiの場合,ま′三まだ改碑の余地があることを示 している.なお,大⊥ftT拝については企て世帯主となっている二とも当然の結果といえ

蓋 浦 . 人 望 l l≡ 日 21-6
緋 の 敷 聖 上 Lf I竺竺｣蓬竺買上ヱ竺
北 浦 75% 12.5% -% 12.5% よう.約2に,では拡大家族の役割分担

入 搬 90 10.0 はどうであろうれ まず家庭管理面についての調杏の紡果なまとめたのが第10表である.部落の集会への参加は.

北 浦 + 入 鉦 83.3 5ー6 11.1I
--＼淑 竺 t 婆 f女の子可葦十女宗lそ の 他

I北 柿 100%入 距 100北 浦 + 入 鹿 100

是里の場合,世帯主一息千一妻の順にrL-,ており,息子の世用主への泡は外部との交わりから出発して,内調号の管大I.f1-7"座 邦 主 息 -7-l ie. 1そ の 他

北 浦 1∝)% - 理的地位を独得するのである.すなわち,家計の管FT!.が世TTT.主一度-息子一息=f.の妾という変化の形.i('T;していることからも明らかである.これに対 しの 分 担

入 晩 100 -

北 怖 + 入 鹿 100 I

第 10表 家 庭 管 理

～､部/維 去軍 一世 - ー =-, 1.A-,rfi=1.事巨 子 一 忠子の誕 十 J 信 の 他

北 川i 32% 17% ■入 鹿 66 17北 浦+入 鹿 50 18疋 姐 55 16 】 三% i∴ l =% I l≡% 187% ; モ%33l ※+ 2

一一塑 ヱ讐 い せ碑 主 )-1l: 恒 は+可息 子 恒 子の可 m lそ の 他

＼-土筆の管理‖止;.I;:=主1 輩 世祁主十凄 トu 子 息子の:iT: l 拙 Iそ の 他~ー ･...---

]̂[ 諾 一 一% …三% 三%l三% l 一% 17% -%

豊 浦十人笠 .i 16 日 ; ,※-8 : 日 1㌦ ※+8 16

一.約三竺讐世 帯 主 . -JB 亘荷主十重 ∴良 子 一,La子の可 母 1そ の 他

il 諾 J -% 1:% こ ;%1 言% 二%f 一% F -%

濃 抑 ト入 票 ! 15 . …4, ※ ｢ 82 15 ※十 一5



て,北浦,入鹿は部落内の銀会への参加は世･,lH;壬が約半分を占めてお り,ついで輩であ り,息子は皆

無である.家計の分担の場 合も,-a-=が68%と月三脚的に高率で,1tL滞主.息子,母などがそれに挽いて

第 11喪 家 'lll 労 働 の 分 担

＼＼聖 三雲 讐 輩 息子の輩 千 (-)t 恒 の針 妻■輩十女の子眺豊雷 撃封そ の 他

北 浦 1 66% 17% 一% -% 178% ≡% 巨 %入 鹿 67北 浦十入 鹿 67 3325

是 里 35 20 - 33 12

＼-､且ユ 辛 息子の歩書子 供息子の要十重輩+女の子眺 息子の準十女 の子 供 そ の 他

北 浦 17% 17% 17% 一%17814 , …喜… 一 錠 j %

入 鹿 17 32 ●---

北 浦+入 鹿 17 1 25.5 8
是 盟 24.5 24.5 14

風呂たきt 要 ト 師 のEiE 子 ut 息子の輩+翠香+女の子画 室深 長 そ の 他

北 浦入 鹿北 浦+入 鹿I;…% ;,7% 1 17%42 17 t 8 一 % ) 17%5033

是 里 24 14 1 12 22 28

洗 ~渦1事 ト 折 の:E: 子 眺 恒子の針 褒莱+女の子両 署雷 撃 JTt そ の 他

北 浦 66% 1 17% 一 一% 圭 ……% 毛%

人 雌 49 - - 17

北 浦十人 沌 59 8 - 8

赴 里 31 28 - 33 8

･＼良都の#flLI'f'i.按＼--竺 竺 輩 巨 子の,i:i; 子 供 息子の輩+姿l 委十女の子眺 .t息子の#,十女 の 子 供 そ の 他

北 浦 66% 17% ー 17 一% - 乱 三
入 鹿 83 -.ll. -

北 浦+入 鹿 76 8 81 26 0 - -
足 里 28 33 ､ヽ一一一一一一一一一一一一~~~--ヽ13
＼堅讐空i妻 .払子O-)秦 子 供 恒子の針 垂蛮十女の子-釈 息子の事+女 の 子 供 そ の 他

北 浦 17% 日 …% IIl - 49%

入 耽 17 - 83

北 浦+入 施 17 - 67

＼ 旦⊥竺､ 事 息子の輩 子 供 息子の替+:E:蚕十女の子供 .LJ.子のモ凍+女 の子供 そ の 他

芸 浦十人 蓋 日 3:% 1喜… 一%178.5

､＼竺 世 瑞=主 I,息 子 1 番 虻;,dTT.壬十.良-i- そ の可＼ ＼十一㌧-＼
北 桝 83% 一% 17% 一% ＼
入 鹿 50 33 - 17

北 柵十人浦 67 17 8 8
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いる,しかし是里が世滞主が49%で妻がその半数である点を比べると,比較的民主的な役割分担だと

いえる,それは小金の管軌 米びつの菅野でも同株C3ことが言えるがただ問題なのは拡大家族の場

合,世,,.r.'･主,妻,息子,息了の鼠 またはそれに父母が加わり,牧雑な人間関係が役割分担にからん

でくる,氏.各人の能力に適した合理的な役割分担が必要となってくる.その点第10表の全体を通じ

て,息子,同委,母の役割が比較的軽い感じがみられ,その点からの問題が発生してくる可能性は十

分存在していると言えよう.とくに是里の場合,家族用 よ個人である以前に世帯主によって代表され

る ｢家｣の一月である感じが強いようである.では,家か･労働の分担について第11表をもとに考えて

みよう.全般的にみて当然のことながら,妻‥息子の顎,母,子供な ど多採な労働力 を持ってい る

が,その中でも妻と息子の妻がその中心をなしている.具体的には,煮たき,洗鳳 食事の準鳳 後片

付け,裁縫などは,妻が一手に引き受けている感がする.しかし息子の妻も,煮たき,掃除,風呂たき

などかなり妻の役割にくいこんでいる.その点,その他は,母を指すわけであるがこの母や子供の役

割が少なすぎはしないだろうか.前述したように,時に掴勺にも技術的にも杜験を要する煮たき, 汰

11孔 食lll,:の準楓 後片付け,裁縫などを瀕が中心となり,息子の妻がそれを補助し,掃除,風呂たき,

寝床の敷上げなど子どもや母が分担するという形は どうであろうか.一人でする非能率なやり方は

ないだろうか.寝床の敷あげは, ｢その他｣で各自で行なうのか最も多く占めており大工仕事は,世

改善され世群主が中心で息子かその補助をしているように各自が向己の能力に応じた役割が果せるよ

うに十分考慮する必要があろう.ただ家離労働の場合,女性ばかりである点問題か発生しやすいので

あるが,従来の嫁と姑の不和からくる家庭問題も,妻が仕iJj;をやりすぎると,母と嫁が家庭内での地

位-1､抽戚の喪失に伴なう不満が生じたり,また逆に母か仕叫を持しすぎると妻と嫁が不満をもち,嫉

あるいは娘がそのような仕叫を独占すると他がうまくいかず,さらに父,世･,日日こ,息子がそれぞれの

配偶者間にからんでいるというように,誰にささいな事から家庭の問題が発生している場合か多い.

したがって全員が家族の一員であり,その家族になくてはならない誇りが得られるように各個人の能

力に応じた家族内での家坊の役割分担を考える必要があろう.第11表をみてもわかるとおり,同m'll句

を77,-す是rP_の切合と同様,まだ合坪的に改葬されるべきではないだろうか.

Ⅳ.外 部 交 渉 的 役 割

是FP･_の切介,各役!,触拝項についての虻珊主の占める刑合は第12表をみてもわかる通り全て50%以上

を示し,家族における権威的役割をはっきりと魂や冊 ている.また,その他の項で盈幕の挨拶,害

びや悲 しみ,ljiなどの冠析葬祭のfr'白で 曲率を示しているU)紘,祖父母あるいは男手と女手の2人出る必

要から世帯主十重の形をとっているからである.さらに息子が投機の登銑 納税の事Iy;Jl-きで世潤主に

ついでその役割を分担しているのに対して.冠婚葬祭の面で皆触 こ竿しいのも興味深い.これに対し

て,北浦.入鹿はどうであろうか.全体的に,世,7-g･主の役割が低い.役場への登録,納税の手続きな

どは,ul.-;'桁主が中心てあるが,辞や冠婚葬祭などの儀礼的宗教的な面では要がその中心的な役割を柴

している.しかし役冊が同一の人にrLq定しているわけでなく,宗教的な面でも,盆郡の挨拶,吉凶の

時に払 その鴫に応じて世郡主とLgLのどちらかあるいは共同で行ない,寺まいり,宮まいり,基軸除

などは,祖父母が中心となって行なうなど各人かなり合理的にそれぞれの役割を果しているようであ

る.lFI_だ労働面て家族の支柱となりつ一つある息子や嬢の'(q'割が皆触 こ等しいことil閃樋がlL-,るといえ
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第 12蓑 外 部 交 渉 的 役 割 の 分 担

納税手拭き 世 J,新主 要 息 子 息子の斐 世称主+肇 J祖 父 母 Jそ の 他

北 浦入 鹿 44%SO 7% - - 36% l 7% 6%

25 6 - 1323 4 66北 浦十入 鹿 47 17 3 -

是 里 56 15 16 1 12

魚都の挨拶 世 帯 ∃三 7Ij: I,iL 子 いユT-の輩 vl..r陀 +襲 い 什父 母 そ の 他

北 浦 11%入 鹿 8北 浦+入 鹿 10LTL= 里 52 34% I423820 2 0 3;…% 二%十 …%■ヽ.■■一･.･.-■一･･･.･.･.--.■-ヽ26

＼ -＼三宝 室 恒 主 -1E 息 子 JiL子の垂 世- ヨ申 し父 母 そ の 他

北 浦 4% 50% l 18% 14% 14%

入 鹿 6 50 -● 41 3

北 浦+入 鹿 5 50 - - 29 8 8一､一 .､.′一一一一一一一一一 ~
是 里 51 7 5.6 1.4 35

＼ 法 事＼一一､ 世 帯 主 1 事 息 + ,f払子の妻 珊 主+可 机 父 母 そ の 他

北 浦 36% 16% - 17%;言 I[ 167%13 J 14%t 6l 7

入 鹿 6 38 -

｣ヒ浦十入 鹿 20 27 -

＼ ー空ー 世締 主 一 事 Z息 子 息+の凄 棚 主.重いn父 母 1そ の 他

北 細入 鹿北 浦+入 鹿 一%2715 67%4655 l 11%910 22%915 一%95

寺まいり 世 帯 主 i 輩 息 子 息子の輩 恒 性 +婁 t.F.rl父 母 そ の 他

V.子供の教flHこ(父lする役割分担

-■lI･少年の不良化防止は,家庭放青のありかたにそのカギがあると一般に々えられているほと,家庭

に.転ける子供のB(青は,:･E要な役割であるといえる.幼稚園児からfL'校生までの子どもに成年の家族

Iiがどのようにその役'.1iLlを果しているか,いくつかの項目について調15.した結il三が第13表 (A)(B)

である.全体的にみて,世帯主と妻が共同て働 く故会が多く. 子供も両親との接触が多い是里にお

いて,母が子供の教育についてすべて50%以上を占めているが,職業上の特殊性は あるに しても北

浦,入錐においてこの傾向が非常に強いことがわかる.すなわち,子どもの成ゐ'iがよかったり,いい

っけな守り家の手伝いをした場合,はめてやるのも,叱ったりしつけなするのも,困った時の相談相

手になるのも学校での出米ItJl-1のIiuき手になるのも,PTAに出席するのも予習後潟の学割 旨等をする
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第 13表 子 供 と 家 族 の 関 係 (A)

誰れがはめるカ､地城名 父 i:-} 巨 父 巨 F..I-i,兄 姉 父 + i,1号 と -

北 浦 31% 38% l 15% 8%J-% l -% 8%

^ & 20 70 --■- 1 10 -

北 浦+入 鹿 ;日 ≡; 9 4 ■4､.■.■■一･.･.一･･･.･.･.■･.･.I 4是 里 5.7 15 3.8 7.5

志 llm L-軍 父 Ⅰ 母 祖 父 祖 母 兄 姉 [父 + 母 iそ の 他

北 浦入 鹿北 滞+入 鹿 -8%l…23%4 58 一% 二% i 一%i 日 …% 亨 :…%

足 並 31.3 47.0 6.2 7.8I i 4.6 3.1

∴ -■ l 父 ! 母 祖 父 lLL 母 兄 姉 巨 + 母 そ の 他

北 浦 31% 46% 一% 8% 一% 15% 一 %

入 鹿 15 62 ･.･.･..■-- - ･.ll.･.･..-- 15 8

北 浦+入 施 283,, 日 昌 -.･. 4 - 15ヽ-.-.■■一･･.･.･.･.･.･.･.･.･.～ 4JI-是 里 4.9 9.7 3,3 4:9

＼学校韻 謂 葦地域名 父 † 母 机 父 机 母 兄 姉 父 +可 その他

北 浦入 鹿北 浦十人 鹿足 里 J 日 工 工 75 1 9%45.6 一% 一%17t it-,-

こ誹 野 蒜 父 母 巨 父 I祖 母 ー兄 姉 父 十 位 そ の 他

北 浦入 鹿北 浦+入鹿是 旦呈目 上 % き 十 % 一%84 一%

＼離れが学習指噂をするか地域名 父 母 iIL 父 祖 母 巨 姉 父 +揺 そ の 他

のも,小氾いを与えたり身のまわ りの世話をするのも全て,母親が51-100%まで行なっている.ま

たいっしょに鮎たり,風呂に入ったりする場合もやはり母が中心となる.母について父は子をほめた

り,困った時の相談相手になった り,風呂にいっしょに入ったりしているが f･どもにとってこわくて

けむたい存在であるためか什-1hJ･の関係で接触の機会が少ないせいか子どもか らかなり遠のいているよ

うてある.祖父母Lr-)いては,いっしょに凧日に入るとか,寝ろとかの場合か痕も多 くしつけの面で

少しその役刑を果している税度である.

以上のように,子供の教育は.母親が一手に引き受けている感 じが強くそれにつづく父,祖父母の
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第 13表 Iヽ
.
R
)
.__＼

係関の族家の供千

聖 上 父 巨 ･1
北 浦
入 鹿

北 浦十人 兜 ≡% i lZ9;%
二､● ∴ 二､

9 1

是 里 18 I 62･5 1 14 11･1 2･8 412

＼ ･<Jれが1-1のまわりのIlrWをするか

㌔oo

∞
00

84

r:

:
HH

%l
一
一
一

･.日
父 +何 そ の 他

一% f 一% -%

Ej3 1机 父 兄 姉 l父 + lIJ

% -% 25% 34%

蓋 W.人 望 ! り 6-i : 亘 2L l 8 18 331;,5 1 21 5..5 34

北 浦J 14%

;TE捕+入監 t ;≡

是 里 25.5

-% 1 22%' 7%

}l l ;≡

13.7 54.9

役刑が比較的小さい.拙 二兄姉がほとんど地与していないのは興味深い,-･般∩勺に吉.って.守/')171共

との捌 虫の機会が多いことから,圧倒的な/lJ之割を果す節米となるのほやむ-,k村/LL､としてi',父十母

の型がしつけの面でわずか27%と役刑を果Lているのみで,あまりにも少なく,もっと広い沌四にわ

たって,この父十母の子どもの教育に対する役割の体iI,州か拡大することが望まhていいのではないた

ろうか.しかし現r犬に母の教育上果している役鰍 よ亜要であり,それをさらに,n.･IM'･)にT-P.Iq･'I1-(るため

には,女性の,ことに母の家庭内での地位との閑適を検討する必要がある. 〔註1〕

同 族

同族は川 を恥巧,ことに農村にtゴける村落耶造の矧 卯こあたっては,この同族がいかfL7J樺他と役割

をJJ土している′川主唱要な問超である,ここではLub村と同じく村花を形成してい7J漁村の勘合て･′とりあ

げ,同族,J,1どo).i-.,)fL組似ない ),それがいかに職能し,その役割を果しているかをみていきたい1

9鋸.1ノ全体でみれば木下姓19戸,中本姓12戸,田口,入臥 松崎各8戸,山口姓9戸･中磯,人う靴 ヒ

各6戸,安良乱 今川,畑中姓,各5戸などとかrr.)同族間的/i:ものが予#.1さかるが･果してどうで

あろうか.なおこの報告では,悉皆調査Lた北限 大瓶を中心に粍討してみたい･

-1ず北沖の同Jb-;綱 紀 その機経は第1回の如くであろAlt･以下ではさらに詳Lく検討してみ･とう-
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第 1 凶 北 詐打の 同 族 の 糾 柏 と 機 能

也 慕 柑 本倍ぺ ド-ケ一同が集まる哨

自 問 香 互舌T)cptit 零をき宴3.言●のけ 守本 種まきめ 辛忠汰 I⊂コ凶 氏神ま その
偲 ⊂コち 知 る関る 年描 かリ aZi文令 撃 つリ 佃

○ 〇一 A ○ ○○Ka sL- A

㊤0】 ｣椎家

02 s B ① ⑦- B ○ ○ ○○

㊨ ⑦三軍 ○ ○ ○○○○Ha IILc

lS23I ① ①-◎ ○ ○ ○○ ○

S22 ④ ④-⑥ ○ ○ ○○ ○

A｢ DT8 ⑦ ⑦議 ○ ○ ○○○○

S"S&F㊨ ④-⑦ ○ ○ ○○○○

① ①- G ○ 1 ○ ○○○

N l s38LG

N2T- H机25 - ⑭ 二言 ○ ○○ ○

S14S29 Ⅰ⑪⑪二竿 ○ ○○ ○

Mー M J ⑱ ㊥- ∫ ○○

M2 K⑭ ㊥-K ○ ○

⑭ @-L ○ ○ ○ ○Kw ｣｣
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Ka株は ①とAで構成されている.①は約80年机, 日生から先祖が移住して以来の家であり,昭

和の初め,先代の妹を分家し,日生に居住している.①とAの本分家の相互認知もあり盆,正月,葬

読,祝い1軌 建築,経済的に困った時,法事などかなり多方面にわたって相互関係を結んでいる,し

かし同族本来の身分的経削 勺な上下朗孫はない .したがって本家が分家を 一方的に経済的な面で庇誰

するということはなく,対/(iの立場で互いに助け合うというフラ.,トな本分家rLtJ孫てあり.以後もこ

れを続けようとしている,

01株は昭和になってから分家が絶えているので鋭利司俵田は成立していない.

()2株はBと③?)2戸から構成さ1-LているがBはDW;.I,･の円の谷地区で船員をしており,③はBの先代

の弟で,昭和の初めBから分家した.③はBを本家として認め,今後も本分家の交際を続けるといっ

ている,その交際内容は年末年始,年忌法要,青凶事の場合なとである.またかつて経済的な援助を

受けたことがあり,さらに,冠婚藤森の時の招待追尾71(借りたり,香典や祝儀などもどの家よりもそ

の交際に虫.･たftをおいている.このように口常交際的な面は本分家が他地区に居住Lていることから比

較的少なく,何1';か特別の場合にいくらか本家に援助してもらっている純度であり,今後も本分家関

釦 土紬ナたいという.

Ha株は⑥⑤④⑥の4戸であるが本家である⑥は先祖が明治以前に住みついていたという.昔から農

業と漁業を営んできたが,本家のまわりに.昭和22年長男である④を分家L翌年,2男の⑤を分出し

た.さらに沸.葛西の谷地区大西部落に3男のCを分家した.現在本家は5男が家を継いているが,(彰

⑤⑥のいずれもが⑥を本家としてその地位を認め,⑥も喧)⑤◎を分家として認めている,本分家関係

は本家が経済的に分家と同じ程度であり,分家を庇護するという上｢こ関係ではなく,意識的にはとも

かくとして,実際の交際は平等FLC相互扶助関係てあるといえる.例えば,年末年始 年忌法要,盆,

彼IL.I.iT.･凶･J.;,氏神祭り,経済的に伺ったとき,鯉集.垣根117=き,病旬見舞,節句なと,何か:i]=i･が起き

ると往き来し助け合っている.また,とくに並くに作んでいる長97,,2男とはU用一指,批｣も 食料品

なども気性に貸し借りし,最も親 しく往き来しており,3男をも含めて何かと相談のできる出もたよ

りになる者としておたがいに挙げている.I:JT,①⑤⑥の分家間では,交際面や物の貸借,親しく往

き来する点では本家とのr.-=l柄と同様であるれ 何かと相談したよりになる人としてほ④は本家で父で

ある⑥のみをあげ,⑤も同様である.これは分家同志の結合というより,本家でしかも父である家を

中心に同族がまとめられている感が強くいす,ilわ,今後本家分家聞係はつづけていくべきだと考えて

いる.

Ar株は㊥⑥㊦⑦⑧からも'-li成されている.本家で3,るDは頭J:.I,円の谷で我利を営んでいるが大正8

午,Dの兄である0)が分家した,さらに⑦からllriJ不日19年に長9-iの⑧,同36年tI=更別.?]入館地l言に住む3

男の⑥,同38年,備前町に住んでいる4男の㊦が分壊した.⑦は㊥を本家として認め,本分家関係を

続けるへきたという,ハ体的には,婚礼,葬式,建築匿板葺き,病気見舞などを互いに交際内容とし

ている.また⑦は旬⑥㊦Jを分家として認知Lて.ht,),軌 よ(乞)の本壕とlての地位を認め本分家関係は

締 [,-3べき/:'としてい7J.本分豪の交際l勺容は 解礼.HJ.嵐 葬式,建8,柄'-く(見舞,法'T'･二,正凡

Ed,･工とてあ,),⑦と⑧は物の即 LTやぶたかいにfL･J/)､と相談のできる頗t)になる人としてあげている･

Ar株全体として,法執 吉凶淑 祭り,その他建築などの際に ･Fq.'J嫌っているが, 本分家 同族間に
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身分的経済的上下じ臓 はなく,平等な相互扶的な生7占通関をもっている.

Nl株は本家⑨は昭和6年にここに移住し,昭和38年入鹿に3男G (入鹿の家商号⑲) を分出して

いる.⑨と⑥は本分家の出口関係を相互認知し,今後も本分家個孫を続けていくべきだと考え てい

る,本分家糊の交際内容は年末年始をはじめ,蕊,法 Ij･-A,氏神祭 り,葬式,婚礼,出産などの時であ

り,さらに畏菜などの忙しい時には仕事の手伝いや,風呂,食餌の世話を分家に僻み,本家から分家

には縫折的な援助を与えている.◎ほ⑨を股も倍板して何かと相談のできる人として挙げており.経

済的に優位にある本家⑨が,とくに経済的な所で分家を庇護 しているようである.

N2株は㊥⑬⑪Oの4戸から梢成されている本家てある㊥は9-FI島入鹿地区外輪部落で 漁業/1,営んで

いるが,先祖が江戸時代山口殿から移住してきたといわれている,㊥は第1分家である⑬を明治25年

に分出し,さらに⑬は昭和11年に⑫ (⑬の兄)を分出し,その後⑪ほ昭和29年弟てある①を頭比ALの

谷地区に分出した.⑬ほ⑪を,⑬は⑲を本家として認め,⑲は⑪①を,⑩は①を分家としてそれそれ認

知している.さらに⑬も⑫も本分家鵬係は今後も続けていくべきだとしている.日常生活上の交際は

くに⑬と⑪は近所であることから,殻も親 しく往来をし,家具をはじめ,小金,米,しょう油などの

食料品も甜 射こ貸借している.また⑪と①の皿ではUrしい本分家関係である-/iけに,婚礼,出))ll;,葬

読,法事,正月礼,盆,奈 i),さらにお金の貸借まで17fi:っている.このように本分家のHl'tlでは,坐

活の広穐園に克って組合聞係がみられるが,本家と分家とが庇逝,奉仕という上.T的なものでなく,

まったく平等な相互扶助の関係であ.),1つの同族としてみた場合にも法れ 吉凶:･JiA,建築,舟おろ

しなどの際に-一同が某まるが,これも平等な互助鎚団として機能している.

Ml株は,本家の①が江戸時代から屈Bl.していたが,大正13年,赤穂市福浦に 移住している.亀･:,+.

n)J治脚 こ①より分出したものである.⑫ほ①,i,本家として認知しているが,遠く雅れているiこ173,同

族としての交際は,非式,法事のIrt'Jにのみ限られ.峠'I柄気見舞,i,する粒度 である.本分家意識も弱
く,本分家1判係も続ける意志はない.

M2株は本家の㊥は備前町にJFHiL,由はLl7仰I21年,要の巽家のある当地に分家という形てfJ:みつ

いた,⑬は⑧を本家として認知し今後も木分家閲係を続けたいといっている.生活上のつなかI)は姓

築,屋根茸き,吉凶if,法｣Tなどの両で,互いに模助関係を糸Ltiんでいる.

Kw株は,⑭の弟①が父 (神戸に転皿)の助抱由の谷地区)て帽部落にある家を継ぎ,⑳は別にり細135

年独立したが,①が兄の⑭を本家として認めている.画と①のHllは本家の此護,分家の奉仕rJ:どの以】

係は/i:く,J'11人i銅Jut,耶札 出産,葬式,Zii!築,法･げなどの面て韮助園係,i･紺んている,

以上が北酢 こおける各l･･j族の粗相及び機能である.

親 族

いままで同族について考J,雛してきた･†･で,親族が同族そのものに,さらに同族間の迎合に大きな機

徳,II:■書l:していることが明らかに左った.親fy丈,-がI!tJUl'.Jlc血紺 牡順を･.同族がaLIHulJJな壕の系記欄 係

/lJ,そu)射''rTU)契機とLているたJ′)に,l[iJ族そt,')もノ̀)が本来o)姿を失･つく:くるにつ右{. ,L･.満 面にお

ける親族の果す意･&がそれだけ増大してくると考えても誤')ではない.したがって,親族の帆魅は村
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落構造を解 くためのik要な諜越であるといえよう.以下では,同族の場合と同じく,北軋 入鹿こお

ける親族について検討 してみたい.

まず,親族の分布 (範囲)についてみると入兜の場合.第1蓑の如 く,親執総数129戸,1戸平均約
9戸の親族をもら,地域別の分布は入鹿,頒出,一内が全体の63.3%を占め,それに町内を含めると,73.8

%の高率となっている,また,北浦の場合も,第2蓑の如 く,親瑛総数が入鹿より多い.171戸で,1

戸約13戸の戯粉をもち .地域別分布も,入鮎の如 く.北軌 頭島内か55.7%で,町内を合J)ると82%
てあ り,親狂言の大部分が町内までと考えて t,差支えない.これは,鵜とい う特殊な自然条件か ら,良

第 1 表 親 族 の 親 等 別 地 域 別 分 布 (入鹿)

撹h城＼＼--曇､ 父 方ーInい u t.Vい ′ l Ⅵ lⅦ以下L j十入鹿 内 '4((523:守;3EIZ:昌))l6((∃…:言壬2((iiIS㌃｢ ~~Tで欝))l17ElaP2∃
).I.',. 内 2((23二g?･1g32..:3112((fSIgミ･1((gZ;,5割2さ…調 い掠3号い ou983
町 内 1 15と….o:≡,)15E…,o:S))i t l t l10鵠))
郡 内 I3((7摘 1((23:呂も E J 4措 3

LJk 内 ⊥劇 場…)). a l l((諾ぷ) 8律 2))
舵 外 ･鵠三6HfI693F瑠:6,))3((fi:gil t T I14壬詔壬
汁 7((763号34((3㌔Sl'I28((3㌔去弓･7門胡2日63号l iSH ba;193…118g∃
＼＼ 親 事 方 嫁 方

■J志 ＼旦 ■-Vld t nF ト I- ll日 m n′ い ト

入鹿内!2沼ニ針((5,7...a))fl舘岩三一 l7と2去判 l l I ,
コ :,I.㌦ 頂部雷喜附き詑し威 す｢ l I l

√ ~-rT闇 -8,'f い((冒.o;3割 I2E糊1日馴 ; ー rlE5去T.ラ
郡 内 ｢許否訂簡冒)I訂穂訂 一.4日墨l - f l

LIII; 内 1穏8),F2((…OS:!引T~_173737号l2('628:票i14珊 ~~T 11｢悪m 5.5,LrTl< 外 仔喬l r l L .
汁 _lOL29Bl_3133&')昭遥何2ig遇_34iJBa,?し毘 上 _ru5041;1 2日㌶ミ

ニ＼禁-生 .日 l完 . √ ｢ J wEl'l Ⅶ諒 巾 ,-入鹿内 6E2,≡:冒))7倍…三hEf,9:三三t2f1号..32))I . 2E4g:3く! 24を2壬93号
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郡 内 明..喜ミl璃Ig))I2((2u)) l l L l8至m
tJ..... 内 2((i?:41ー目指二号,)1吉雄lLt7,.Zi F Ilを23:言い3ば三三
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内婿が多いということを示していると考えられる. 少し弊料が古くなるが, ｢t]生の観光と民俗｣

(岡山民俗会糾)によると,昭和29年現在,頭比内の101組の夫婦の中で,);L内婿か59組で.日生本

町内が21組 (20.5%)であり,日生本町が頭島の親村であったことから広い意味の島内婿と考えるな

らは,島内婿は全体で79.2%の｢,･j率となっていることからも,頚島内,日生町内の親族が大部分を占

めることの必然性が明らかであろう.

これを親等別に分布をみると (第 1蓑)入鹿の場合.全体的に V親等までを親類の範囲としてお

り,姻戚別にみると,父方は,V親等,妻九 IV親等,嫁九 m親等までを親株と考え,父方が巌も

広範閏の親族交際をしているようである.これと対応して,親畑数の中で占める比率についても,父

方が全体の72.1%と妾方,嫁方を圧倒している.北浦も第2表をみてもわかる通り,父jj-の親鍬の範

囲の限界が,入鹿のV親等に対してⅥ親等以下まで広がっていること以外 ほとんど入鹿の場合と同

様の傾向がみられる.

次に親等別地域別の分布をみると,入鹿の場合,当然の ことなから,頭島内か親頬の絶対数も多

く,Ⅵ親等以下の古い親煩と交際している.それが,日生町内,郡内.県内と遠い親掛こなるにつれ

て,Ⅳ親等,m親等と親煩の範囲も狭くなっている,父方はもちろん妻方,嫁方の場合も同様の傾向

がみられるが父方と妻方と比較してみると,頭島内において,父方が,11親等以下まで親頬交際して

いるのに対して,妻方はⅣ親等まで,その他の地域でも,父方かⅣ親等までに対して,Jj方はm親17L

までとなっている.父方,妻方の規煩間の絶対数は変らないはずであるれ 父方が規矧の中心になっ

ていることは,嫁方のそれが皆無に等しいことも考え合せると,口本全体に残存している父系収視の

一般的状況なのてあろう.

北浦の場合は,第2蓑の如く,入鹿にみられた傾向がより明確であるといえる.

第 2表 親 族 の 親 等 別 地 域 別 分 布 (北浦)

＼＼廠＼_ 父 方'域茄-.讐烏り･ L8丁丁~~~｢n′rT TT TⅦ以ドい｢
北 浦 内17鋸;8((33:呈',76措..昌引 ■ l 日53二S引22((la?33
班 .:r.j可 8と主3..338侵62.,233f2亜ヨ引10((5280..≡))llHbS)) ･巨5描49措0,三
日 ,t 町 内 L3((iS二3,))い2乱舘9揚言∃L5((主79:言))F ー 129((2去92∃
郡 内 l 3(L508:33Z2((343:三引一%165:;))t l T6き1599三
県 内 l lーl I II
i.T.< 外⊥3拾335((iiS;i3E2,?IS3'1描))i I12EIA?02))
計 l卿 覇6.53741'(3壬608,';17過 1日胡 2('遇 ｣ 竺'(local

､くくL成 要 方 喉 方

1.L別ヱ旦_.⊥⊥ 上 土 ー √千 手 . Tl ⊥rLL nli計

｣旦 _曇 叫3u72:86',16''233..f313('追風壁ぷ 17((319.0))llと3f品 1'(3fbB))い鳥 .3ミ 3潤 子
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次に剖族間の交際内容について検討したいが,潤(tLf.=中で,盤到).の郁合J∴ 交際内容を,㊤経済

的に困ったl札 ⑧嫁をもらう帆 ⑥出産のH.1】,⑳葬式の=!),⑥曲濃経J.1:IT'の面で,㊦秋祭りなど,⑥建

築の札 ⑪FTl.根茸の軋 ①病.'iL見舞,⑦法山,㊧節句, ①その他, の各項臼に分旅し, 以下ての表

は,これにもとづいて軋計したもので卜[;.る.

まず,交際内容の地域別分布/i.-フ入ると,北棚の槻lT.第3表の如く,北浦内,此l::,･内はいずれも,

④～⑪までと交際範囲が広く,他地域と比較して,その中で,㊨が100%,㊥㊨が80%以上 ④⑧⑥㊥

㊦⑥①①などにおいてほほは60%以上をん.1,内での交際内容が 占めている.日/i-町内も,⑥を除く他

の全てを交際内容としているが,このIq=)可の沸輝を合めて考えると,⑪⑰が100%,となり, 他も④

第 3衷 親 族 の 地 域 別 交 際 内 容 (北浦)

lAT BT c-I-D IE- FiGfHIl∫ KーLj計
言 ㌃ こfl(;r237'315芝,'LgS竃;J竃F三景許罰飢…',H147(竃三
頭 島 内l13(5;琵淵31凱…;ミ･o(告凱…三三闇28霊.-,'L4(三…ミT205':::;
日- 可8(≡;冊16(≡.9冊 は22凱黒;,'!24芸岨2(鉦68(芸 ,
那 .勺!lL:ll:'2'…;≡∵l∵∵㍉∴ii;_:三｣⊥二托三三._(1)(100)9
県 Ljli⊥o(:目 口 日 lI (100)1(0)
i,I.,- //lI2::…二ドtl…ミ3 Lc'(i,3:18(:;汁::.,'∴…∴
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㊥◎㊦①①が90%以上.⑧⑥①が80%以上で,ムt)t･bl:-血の組敷交際がほとんtllIjtAlまで '_行′'li-われ

ていることになる.ま[=,県内は皆無であり,部内は㊥◎◎⑥①①,県外は⑥㊥㊨を除 く他の仝~亡と

かなり広範関にわたっているが,これは,親煩の成婚度 (親等)に閲辿している-[=めであろうが,か

なi),内容によって地域帯もみられるようである.この点について評しくは,後述したい.

ついて,人配の似合第4表の如く.入此,頗t.I,,l性 uJ内まではいずれも,④～①までと, 幅広い

第 4 長 親 族 の 地 域 別 交 際 内 容 (入此)

交際.AJ容であt),他地域と比較Lて‥I:占JJlでの,i'際が90%以上占めている.㊨をはじめ,80%以上④⑧

㊦⑪㊨①,70%以上⑧㊥⑥①①,60%以上◎というように. 北浦の以仁と同様, 島内で帖ムい親n'l

交際が行なわれていることを示 している.またMI内を含めると,㊤㊦@㊤は100%となr),他の全て

か,87%であり,交際内容にかかわI)なくほとんどの親析交際が,町内で門 だ3-Lていることが明らか

である.北滑の場合と同じく.地域によって交際内容にちか いが見られれ,また,妨1･JAJが皆無で,nl''

内,県外においてかなり幅広い親斯交際がtJ'-なわれているのb,絶刈数が少ないことを考えると,親

族の親等に胤虫しているからであろう,このように,朗則r''.Jの距離か近いほど,交際LJ)tPI.Iも広くなり,
それにつれて,その度合も深くなることがわかる.

では.親族交際の内容を親等別にZtるとどうであ,-)うか.

まず,入鞄の場合,第5滋をt'とに考えてなると,父加 工, I, 8親等は㊤～①までと広範mnニわ

たる段有は 際で,しかも,親蛾のうちでm親等までが85%以上とほとんどであるといってもよい.tV

親等,④㊥⑥◎◎①①,さらに, V肝執二IJ:ると⑧㊥⑥①①というよりに放つ･の下るにつjlて,親族
交際の範山も狭くなっている.また,Vl親等U､卜の親族/J''t,絶人､)数は少/Lいが,㊥㊥㊦⑥①①①と巾仏
い親族交際を行な一つているの卓上,許 Lくは後述するが.地域的に,親相が近接しているためである.

土,I--.Vlf3日･:.･I:'liL'.｢.㊥㊨㊤(-O①JL,､Vi'U.′･',.④◎′川円û.;.,⑥Q)㊥dj)(D/Jlt"Hu′.ILL.二い ･-)ド-,;-
lJ｣緑 二.L･'7_粁 トJ)I:r上界 十/〔づノ(,､純tyI.:,用 jJ)抱州//.J/.i､こい乙Jl･r_.F,,:,

蛮方の切Tt!上,I u親等は,滋の)̀3家の父付と&:の兄剃 巾妹を意味 JLるが,黒家 〟)父LJが老齢化
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第 5表 親 族 の 親 等 別 交 際 内 容 (人血)

し,兄弟姉妹が後継を.していることを考えると,I親等はu親等の中に含 まれるナ二め,u親等か④～

① トて',I)LJ;し.ノl淵 範朗,L･,J､ト _-い,:,ノ立 lW川 七FL､吋｢,:･i:_I(;二･/二日 l/I-′--, …tlV糊′､日-′｢

7Jと,◎◎(llg'.しそJ'範囲L淡 ∴ 院TLHJ･)J'.J'tlJ)I,.の,一日托 =･･flて･こ,.'･の ･L L'[:Tこ､｢.F'/-,う･ E!-⑧⑳

◎U①など.i,I-1V規耳王てである,J/i㊤⑧⑥㊥@㊥!J:と'はいず)LもJl規'.S･まー(･--C,交際叶/#こJ:っ
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て,親族交際の範囲がちがってくることを示 しているのである.

北浦の場合も,第6表を見ればわかるように.父方は.全体的に入鹿の場合とは:封R.臓 の幌向を示

第 6表 親 族 の 親 等 別 交 際 内 容 (北浦)

言 で =H c回 DrE IF 回 H 日 J 回 L l 計

I ;a(;73;il3罰 ::三間 4(m 10;::.:H 'Jl6憲 '闇 6(≡;三日 103(;三:≡

父 n 19(≡;淵 16(芸皿至言152:I7(≡;闇 4(;…',t28:2ミ描3(…三;l T176(I:?,

m 闇 13;:;≡4;,6淵 i31:ill;凱 ::;･1'(117,かo:1145ミ闇 67('l;:≡
(7j (7) (7) LlO)" (7) (7) (10) (10) (TS).I (100)

A- Ⅳ 2 2 2 6(14)(2)_ (JI) (7)2 2(25ー_ (5)I 6 6(7) (8) 1(2.)1 29⊥ 主上1

V｢T l I l H l l

(2)l l(6)5?.:6:::三rB':::1(:;;l3:三;rSL(76;l3(:ミi7:188;7:::.:侵 83ミロ 48'(;?:≡

享_Jj v l13::::･7舗 ;三相 (8)10(34) (-15)19(26) ｢∵三:116('::;T 巨 漂

jj 一 同T Il(詔 笠 1('117三J T 闇 1-L訝 L T l;…oom ;

Ⅳ l 慌 ー 1(;;ミFT I L ｢下 票

･ l9(≡;;闇 6…:描 5(諾 lll(…73;!15(';∑闇 2震 …;.15(:;A8(7':引 卜51(三三7;;

∠ゝ⊂】 再 2(…芸.47:三 ;;闇 8…三…;1(::;l17(≡;三闇 4(≡ ', (14)47(51)39:::',L3(…三;I (100)305(54.5)

n 12('63;･4…;63;闇 9(:≡?, 13急 2'(ll:; (3)2(14) (19)12(14)log::三L (7)4(80) (1∝ー)73(13.0)

計 Ⅳ 闇 2;733E3(:::L6'芸',E2(≡:;T 芸 1;;ミL 闇 6(;;;i Tl(……頼 :?:≡ー-

しているか,異なるのは,V,lq親等以下での交際が非常に少ないことである.これは部落内ての親

班が多いからだろうか.また貰方も,前述Lたように,I n親等が妻のLLT家である場合を考え合せ

ると,n親等までは非常に広範囲にわたる親族交際であり,Ⅲ親等が㊥⑥◎⑥G),Ⅳ親･/!?か⑧◎と親

等か下るにしたがい,交際範閃か狭くなっており親等によって交際の範囲か異ることをホ しているの

も同様である.父方あるいは表方において,内容によって親等の範囲かJLたることも入鹿と同蜘向であ

る.さらに,親族の交際内容を地域肌 加等別にその分布をまとめたのが第7,8表て為る.

Tt-辛,人座のJIy袷 を第fLli･/i,､しヒrFJi..寸L/こい.父)Jについて7人乙と.⑥L:'<膵一経常 r･.,㊦秋祭 りな

どの喝計上,州JJIjlでしかもUtJ-いLm親等で誉際が耶定1:;ttておL).その度合も少/,:い.こ:lLLT"

山菜経営も全体的に本則で親粗からそれほどの援助も必要がfJ:く,祭 I)も取 t)立てて大きなし,JJtも彦
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